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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Windows NT Server、Windows 2000、Windows XP Professional およ
び Windows Server 2003 オペレーティング・システムにインストールされる Oracle 
Database for Windows ソフトウェアの機能について説明します。

このマニュアルでは、クライアントとサーバーの両方について Oracle Database for 
Windows の概要および参照情報について説明します。製品のバージョン間の違いは、必要
に応じて説明します。

次の項目について説明します。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連ドキュメント

� 表記規則
xv



対象読者対象読者対象読者対象読者
『Oracle Database プラットフォーム・ガイド』は、次のユーザーを対象としています。

� データベース管理者

� ネットワーク管理者

� セキュリティ担当者

� Oracle Database を使用する開発者

このマニュアルは、次のことを前提としています。

� Oracle 認証の Windows オペレーティング・システム・ソフトウェアがインストールさ
れ、テストされていること

� オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念に関する知識があること

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次のように構成されています。

第第第第 1 章「章「章「章「Windows でのでのでのでの Oracle Database アーキテクチャ」アーキテクチャ」アーキテクチャ」アーキテクチャ」

この章では、Oracle Database アーキテクチャで Windows オペレーティング・システムのよ
り高度なサービスがどのように利用されているかを説明します。

第第第第 2 章「章「章「章「Windows でのデータベース・ツール」でのデータベース・ツール」でのデータベース・ツール」でのデータベース・ツール」

この章では、一般的なデータベース管理タスクに使用できる推奨ツールおよびオプション・
ツールをまとめます。これらのツールの起動方法についても説明します。

第第第第 3 章「章「章「章「Windows でのインストール後のデータベース作成」でのインストール後のデータベース作成」でのインストール後のデータベース作成」でのインストール後のデータベース作成」

この章では、Oracle Database をインストールした後、Database Configuration Assistant ま
たはコマンドライン・ツールを使用してデータベースを作成する方法を説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「Windows でのインストール後の構成タスク」でのインストール後の構成タスク」でのインストール後の構成タスク」でのインストール後の構成タスク」

この章では、Oracle interMedia やその他の Oracle のオプションを使用する前に実行する必
要のある構成タスクについて説明します。

第第第第 5 章「章「章「章「Windows でのデータベースの管理」でのデータベースの管理」でのデータベースの管理」でのデータベースの管理」

この章では、Oracle Database for Windows を管理する方法について説明します。

第第第第 6 章「章「章「章「Windows でのデータベースの監視」でのデータベースの監視」でのデータベースの監視」でのデータベースの監視」

この章では、Oracle Database for Windows を監視する方法について説明します。
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第第第第 7 章「章「章「章「Oracle Database を最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのを最適化するための Windows のチューニング」のチューニング」のチューニング」のチューニング」

この章では、Oracle Database が最善の環境で実行されるように、Windows Server オペレー
ティング・システムをチューニングする方法について説明します。

第第第第 8 章「章「章「章「Windows 環境におけるデータベース・ユーザーの認証」環境におけるデータベース・ユーザーの認証」環境におけるデータベース・ユーザーの認証」環境におけるデータベース・ユーザーの認証」

この章では、Windows オペレーティング・システム環境における Oracle Database ユーザー
の認証について説明します。

第第第第 9 章「章「章「章「Windows での外部ユーザーおよびロールの管理」での外部ユーザーおよびロールの管理」での外部ユーザーおよびロールの管理」での外部ユーザーおよびロールの管理」

この章では、外部ユーザーおよびロールの管理について説明します。

第第第第 10 章「章「章「章「Oracle Wallet のののの Windows レジストリへの格納」レジストリへの格納」レジストリへの格納」レジストリへの格納」

この章では、Windows レジストリにおける Oracle Wallet の格納および取得について説明し
ます。

第第第第 11 章「章「章「章「Oracle PKI とととと Windows との統合」との統合」との統合」との統合」

この章では、Windows オペレーティング・システム環境における、Oracle Public Key 
Infrastructure（PKI）と Windows 2000 Public Key Infrastructure（Windows PKI）の統合に
ついて説明します。

第第第第 12 章「章「章「章「Microsoft Active Directory とのとのとのとの Oracle Database の使用」の使用」の使用」の使用」

この章では、Microsoft Active Directory を LDAP ディレクトリとして構成し、使用する方
法について説明します。

第第第第 13 章「章「章「章「Windows 用の用の用の用の Oracle Database の指定」の指定」の指定」の指定」

この章では、初期化パラメータについて説明します。Oracle Database では、インスタンス
が起動されるたびに、Windows 上で初期化パラメータを使用して各種データベース機能を
使用できるようにします。

第第第第 14 章「パラメータおよびレジストリの構成」章「パラメータおよびレジストリの構成」章「パラメータおよびレジストリの構成」章「パラメータおよびレジストリの構成」

この章では、様々な Oracle Database コンポーネントについてレジストリを使用する方法に
ついて説明します。さらに、この章では構成パラメータの推奨値と範囲を示します。

第第第第 15 章「章「章「章「Windows 用アプリケーションの開発」用アプリケーションの開発」用アプリケーションの開発」用アプリケーションの開発」

この章では、Windows 用アプリケーションの開発に関する情報の参照先を示し、外部プロ
シージャの作成およびデバッグ手順を説明します。

付録付録付録付録 A「ドキュメントの概要」「ドキュメントの概要」「ドキュメントの概要」「ドキュメントの概要」

この付録では、Oracle Database ドキュメント・セットの内容を説明します。
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付録付録付録付録 B「「「「RAW パーティションへの表領域の格納」パーティションへの表領域の格納」パーティションへの表領域の格納」パーティションへの表領域の格納」

この付録では、表領域のデータファイルを RAW パーティションに格納するためのシステム
構成方法について説明します。

付録付録付録付録 C「「「「Windows でのでのでのでの Oracle Net Services の構成」の構成」の構成」の構成」

この付録では、Windows での Oracle Net Services の構成について説明します。Oracle Net 
Services の一般的な構成の概要は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

付録付録付録付録 D「「「「Windows でのエラー・メッセージ」でのエラー・メッセージ」でのエラー・メッセージ」でのエラー・メッセージ」

この付録では、Oracle Database for Windows の操作に固有のエラー・メッセージ、原因お
よび処置を示します。

付録付録付録付録 E「「「「Windows 2000 でのでのでのでの Oracle Database の使用」の使用」の使用」の使用」

この付録では、Windows 2000 と Windows NT の違いを、主に一般的なデータベース管理タ
スクの手順の面から説明します。

付録付録付録付録 F「「「「Oracle Database のののの Windows とととと UNIX での相違点」での相違点」での相違点」での相違点」

この付録では、Windows 用および UNIX 用の Oracle Database の機能を比較します。この情
報は、UNIX から Windows プラットフォームへ移行する Oracle Database 開発者およびデー
タベース管理者に役立ちます。

付録付録付録付録 G「「「「Oracle Database for 64-bit Windows」」」」
この付録では、Oracle Database for 64-bit Windows のサポート対象外の機能および特別な手
順を示します。

用語集用語集用語集用語集

用語集には、このマニュアルで使用される専門用語の定義が含まれています。章での各用語
の初出には、用語集の定義へのリンクが設定されています。
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
Oracle Database インストール・タイプで使用できるコンポーネントの詳細は、『Oracle 
Database インストレーション・ガイド』を参照してください。

Oracle エラー・メッセージについては、『Oracle Database エラー・メッセージ』を参照して
ください。Oracle のエラー・メッセージの説明は、HTML 形式でのみ提供されています。
インターネットに接続している場合は、Oracle オンライン・ドキュメントの Oracle メッ
セージ検索機能を使用して、目的のエラー・メッセージを検索できます。

オブジェクト・リレーショナル・データベースの管理概念に精通していない場合には、
『Oracle Database 概要』を参照してください。

ドキュメント・セットの多くのマニュアルでは、Oracle のインストール時にデフォルトでイ
ンストールされるシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。これらの
スキーマの作成方法およびその使用方法の詳細は、『Oracle Database サンプル・スキーマ』
を参照してください。

リリース・ノート、インストール関連ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関
連ドキュメントは、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）から、無償でダウンロード
できます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次の Web サ
イトから無償で行えます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

すでに OTN-J のユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次の URL で OTN-J 
Web サイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

表記規則表記規則表記規則表記規則
この項では、このマニュアルの本文およびコード例で使用される表記規則について説明しま
す。この項の内容は次のとおりです。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則

� Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則
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本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文では、特定の項目が一目でわかるように、次の表記規則を使用します。次の表に、その
規則と使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中で定義されている用語およ
び用語集に記載されている用語を示しま
す。

この句を指定すると、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表が作成されます。

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システム指定
の要素を示します。このような要素には、
パラメータ、権限、データ型、Recovery 
Manager キーワード、SQL キーワード、

SQL*Plus またはユーティリティ・コマン

ド、パッケージおよびメソッドがありま
す。また、システム指定の列名、データ
ベース・オブジェクト、データベース構
造、ユーザー名およびロールも含まれま
す。

NUMBER列に対してのみ、この句を指定できます。

BACKUPコマンドを使用して、データベースの

バックアップを作成できます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

内の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファ
イル、ファイル名、ディレクトリ名および
ユーザーが指定する要素のサンプルを示し
ます。このような要素には、コンピュータ
名およびデータベース名、ネット・サービ
ス名および接続識別子があります。また、
ユーザーが指定するデータベース・オブ
ジェクトとデータベース構造、列名、パッ
ケージとクラス、ユーザー名とロール、プ
ログラム・ユニットおよびパラメータ値も
含まれます。

sqlplusと入力して、SQL*Plus をオープンしま

す。

パスワードは、orapwdファイルで指定します。

/disk1/oracle/dbsディレクトリ内のデータ・

ファイルおよび制御ファイルのバックアップを作
成します。

hr.departments表には、department_id、
department_nameおよび location_id列があ

ります。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータを

trueに設定します。

oeユーザーとして接続します。

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文

字を組み合せて使用するものもあります。
これらの要素は、記載されているとおりに
入力してください。

JRepUtilクラスが次のメソッドを実装します。

固定幅フォントの
小文字のイタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、
プレースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。ここで、

old_releaseとはアップグレード前にインス

トールしたリリースを示します。
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus または他のコマンドライン文の例です。次のように
固定幅フォントで表示され、通常のテキストと区別されます。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表に、コード例で使用される表記規則とその使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択
することを表します。大カッコは、入力し
ないでください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコは、カッコ内の項目のうち、1 つが

必須であることを表します。中カッコは、
入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数
の選択項目の区切りに使用します。項目の
うちの 1 つを入力します。縦線は、入力し

ないでください。

{ENABLE | DISABLE}
[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関連しないコードの一部が省
略されている。

� コードの一部を繰り返すことができる。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .
 .
 .

垂直の省略記号は、例に直接関連しない複
数の行が省略されていることを示します。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;
NAME
------------------------------------
/fsl/dbs/tbs_01.dbf
/fs1/dbs/tbs_02.dbf
.
.
.
/fsl/dbs/tbs_09.dbf
9 rows selected.

その他の記号 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の記号は、記載されているとおりに入
力する必要があります。

acctbal NUMBER(11,2);
acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要
があるプレースホルダや変数を示します。

CONNECT SYSTEM/system_password
DB_NAME = database_name
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Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則
次の表に、Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則とその使用例
を示します。

大文字 大文字は、システム指定の要素を示します。
これらの要素は、ユーザー定義の要素と区
別するために大文字で示されます。大カッ
コ内にないかぎり、表示されているとおり
の順序および綴りで入力します。ただし、
大 / 小文字が区別されないため、小文字で

も入力できます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
SELECT * FROM USER_TABLES;
DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー指定のプログラム要素
を示します。たとえば、表名、列名または
ファイル名などです。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
sqlplus hr/hr

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文

字を組み合せて使用するものもあります。
これらの要素は、記載されているとおりに
入力してください。

CREATE USER mjones IDENTIFIED BY ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

ファイル名および
ディレクトリ名

ファイル名およびディレクトリ名は大 / 小

文字が区別されません。特殊文字の左山
カッコ（<）、右山カッコ（>）、コロン（:）、
二重引用符（"）、スラッシュ（/）、縦線

（|）およびハイフン（-）は使用できませ

ん。円記号（¥）は、引用符で囲まれている

場合でも、要素のセパレータとして処理さ
れます。Windows では、ファイル名が ¥¥ で

始まる場合、汎用命名規則が使用されてい
ると解釈されます。

c:¥winnt"¥"system32は

C:¥WINNT¥SYSTEM32と同じです。

Windows
コマンド・
プロンプト

Windows コマンド・プロンプトには、カレ

ント・ディレクトリが表示されます。この
マニュアルでは、コマンド・プロンプトと
呼びます。コマンド・プロンプトのエス
ケープ文字はカレット（^）です。

C:¥oracle¥oradata>

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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特殊文字 Windows コマンド・プロンプトで二重引用

符（"）のエスケープ文字として円記号（¥）
が必要な場合があります。丸カッコおよび
一重引用符（'）にはエスケープ文字は必要

ありません。エスケープ文字および特殊文
字の詳細は、Windows オペレーティング・

システムのドキュメントを参照してくださ
い。

C:¥>exp scott/tiger TABLES=emp 
QUERY=¥"WHERE job='SALESMAN' and 
sal<1600¥"

C:¥>imp SYSTEM/password 
FROMUSER=scott TABLES=(emp, dept)

HOME_NAME Oracle ホームの名前を表します。ホーム名

には、英数字で 16 文字まで使用できます。

ホーム名に使用可能な特殊文字は、アン
ダースコアのみです。

C:¥> net start 
OracleHOME_NAMETNSListener

ORACLE_HOME
および
ORACLE_BASE

Oracle8i より前のリリースでは、Oracle コ

ンポーネントをインストールすると、すべ
てのサブディレクトリが最上位の
ORACLE_HOMEの直下に置かれました。

ORACLE_HOMEディレクトリの名前は、デ

フォルトでは次のいずれかです。

� C:¥orant（Windows NT の場合）

� C:¥orawin98（Windows 98 の場合）

このリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠

しています。ORACLE_HOMEディレクトリ

下に配置されないサブディレクトリもあり
ます。最上位のディレクトリは
ORACLE_BASEと呼ばれ、デフォルトでは

C:¥oracleです。他の Oracle ソフトウェ

アがインストールされていないコンピュー
タに最新リリースの Oracle をインストール

した場合、Oracle ホーム・ディレクトリは、

デフォルトで C:¥oracle¥orannに設定さ

れます。Oracle ホーム・ディレクトリは、

ORACLE_BASEの直下に配置されます。

このマニュアルに示すディレクトリ・パス
の例は、すべて OFA の表記規則に準拠して

います。

%ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminディレクトリへ

移動します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Oracle Database for Windows の新機能の新機能の新機能の新機能

この項では、Oracle Database の新機能について説明し、追加情報の参照先を示します。現
在のリリースに移行するユーザーに役立つよう、前のリリースの新機能情報も記載していま
す。

次の項では、各リリースの新機能について説明します。

� Oracle Database 10g リリース 1（10.1）の新機能

� Oracle9i リリース 2（9.2.0.2）の新機能

� Oracle9i リリース 2（9.2）の新機能

� Oracle9i リリース 1（9.0.1）の新機能
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Oracle Database 10g リリースリリースリリースリリース 1（（（（10.1）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
次の項目について説明します。

� ラージ・ページのサポート

� スケジューラ

� データベース・パスワードの暗号化

� Data Pump Import および Data Pump Export

ラージ・ページのサポートラージ・ページのサポートラージ・ページのサポートラージ・ページのサポート
ラージ・ページのサポートにより、Windows Server 2003 で実行されているメモリー集中型
のデータベース・サーバーのパフォーマンスが向上します。新たに導入されたオペレーティ
ング・システム・サポートを利用することにより、Oracle Database 10gリリース 1（10.1）
はプロセッサ・メモリー・アドレッシング・リソースをより効率よく使用できるようになり
ました。

スケジューラスケジューラスケジューラスケジューラ
このリリースには、エンタープライズ・スケジューリング機能を提供するための新しいデー
タベース・スケジューラが組み込まれています。ユーザーにより実行される外部ジョブは、
OracleJobSchedulerサービスを使用して開始されます。このサービスはデフォルトでは
使用不可になります。外部ジョブ機能を使用するには、管理者が、このサービスを実行する
ユーザー・アカウントのユーザー名とパスワードを設定し、サービスを使用可能にする必要
があります。

権限の低いユーザーに対して外部ジョブの実行を制限することにより、ランダムなデータ
ベース・ユーザーがオペレーティング・システム・レベルの権限を得ることが防止されます
が、実行できるジョブの種類も制限されます。高いレベルのオペレーティング・システム権
限を必要とするジョブは、このメカニズムでは実行できません。

Windows では、外部ジョブの実行には次のプロセスが関係します。

� ジョブ・スレーブ・プロセス（ジョブごとに 1 つ）

� extjobサービス（ジョブごとに 1 つのスレッドのある 1 つのサービス）

� 実際の外部実行可能ファイルまたはジョブ（外部ジョブごとに 1 つ）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 7-3 ページの「ラージ・ページのサポート」
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データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化データベース・パスワードの暗号化
ユーザーが Oracle Database へのリモート・ログインを試行した場合、パスワードはリモー
ト・データベースに送信される前に自動的に暗号化されます。詳細は、5-15 ページの「自動
的に暗号化されたデータベース・パスワード」を参照してください。

Data Pump Import およびおよびおよびおよび Data Pump Export
2 つの新しいユーティリティにより、Oracle Database との間でファイルをより高速に転送で
きます。古いファイル転送ユーティリティであるインポートおよびエクスポートは、旧バー
ジョンの Oracle ソフトウェアで作成されたデータベースで使用するために保持されていま
す。Data Pump Import および Data Pump Export の詳細は、第 2 章「Windows でのデータ
ベース・ツール」を参照してください。

Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2.0.2）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
Oracle9i for 64-bit Windows リリース 2（9.2.0.2）から、Oracle では次のオペレーティング・
システムで 64 ビット処理をサポートしています。

� Windows XP 64-bit Edition Version 2003

� Windows Server 2003 for 64-bit Itanium 2 Systems

32 ビット・バージョンの特長と機能の大部分は、64 ビット・バージョンに引き継がれまし
た。32 ビット・バージョンと 64 ビット・バージョンの違いについては、本文の該当箇所で
示し、付録 G「Oracle Database for 64-bit Windows」で詳細に説明します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� 『Oracle Database 新機能』のスケジューラに関する項

� 『Oracle Database 管理者ガイド』のスケジューラの概要に関する項

� 『Oracle Database 管理者ガイド』のスケジューラの使用に関する項

� 『Oracle Database 管理者ガイド』のスケジューラの管理に関する項
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Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
次の項目について説明します。

� 大容量メモリー（VLM）のサポート

� User Migration Utility

大容量メモリー（大容量メモリー（大容量メモリー（大容量メモリー（VLM）のサポート）のサポート）のサポート）のサポート
Oracle9i for Windows リリース 2（9.2）では、Windows 2000 および Windows XP での大容
量メモリー（VLM）構成をサポートします。これにより、Oracle 9iリリース 2（9.2）は、
Windows アプリケーションで以前から使用可能な 4GB を超える RAM にアクセスできます。
詳細は、1-5 ページの「Windows での Oracle Database のスケーラビリティ」を参照してく
ださい。

User Migration Utility
新しいコマンドライン・ツールである User Migration Utility は、ローカルまたは外部デー
タベース・ユーザーからエンタープライズ・ユーザーへの変換を簡略化します。詳細は、次
の関連資料を参照してください。

� 第 2 章「Windows でのデータベース・ツール」

� 9-39 ページの「ユーザーの手動による移行」

� 『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』の User Migration Utility の使用に関する項

Oracle9i リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
次の項目について説明します。

� Windows XP のサポート

� Database Configuration Assistant の改良

� Oracle Internet Directory 管理の改良

� Windows 2000 での Oracle Database の使用

� CONNECT INTERNAL のサポートの中止

� Server Manager のサポートの中止
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Windows XP のサポートのサポートのサポートのサポート
Oracle9i for Windows リリース 1（9.0.1.1.1）は、32 ビット・バージョンの Windows XP 
Professional で動作保証されています。

オラクル社では、様々なプラットフォームでのコンポーネントのサポート情報を提供し、互
換性のあるクライアントとデータベースのバージョンをリストし、付随する詳細情報につい
て公開しています。http://www.oracle.co.jp/products/system/index.html（オラクル製品 
主なシステム要件）で、最新の情報を参照してください。

Database Configuration Assistant の改良の改良の改良の改良
Database Configuration Assistant は、テンプレートとして保存されたデータベース定義を含
むよう再設計されました。テンプレートで、データベースを生成できます。ユーザーは、新
規テンプレートを定義、既存のテンプレートを変更またはオラクル社が提供しているテンプ
レートを使用できます。Database Configuration Assistant でデータベースを作成する際に、
ユーザーは Oracle に用意されている新しいサンプル・スキーマを含めることができます。

Oracle Internet Directory 管理の改良管理の改良管理の改良管理の改良
Oracle Internet Directory レプリケーション・サーバーの管理は、新しいレプリケーション・
キュー管理および調整ツールの追加によって改良されました。

Windows 2000 でのでのでのでの Oracle Database の使用の使用の使用の使用
Windows 2000 と Windows NT 4.0 での Oracle Database の使用方法には、いくつかの違い
があります。詳細は、付録 E「Windows 2000 での Oracle Database の使用」を参照してくだ
さい。

CONNECT INTERNAL のサポートの中止のサポートの中止のサポートの中止のサポートの中止
CONNECT INTERNALおよび CONNECT INTERNAL/PASSWORDは、Oracle9i ではサポートさ
れません。かわりに次のように使用します。

CONNECT / AS SYSDBA
CONNECT username/password AS SYSDBA

Server Manager のサポートの中止のサポートの中止のサポートの中止のサポートの中止
Server Manager は、Oracle9iではサポートされません。かわりに SQL*Plus を使用します。
ほとんどの Server Manager スクリプトは SQL*Plus 環境で動作しますが、変更の必要なスク
リプトもあります。
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Windows での Oracle
1

Windows でのでのでのでの Oracle Database

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、Oracle Database アーキテクチャで Windows オペレーティング・システムのよ
り高度なサービスサービスサービスサービスがどのように利用されているかを説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Windows アーキテクチャでの Oracle Database

� Windows での Oracle Database のスケーラビリティ

� Oracle Database と Windows との統合

� その他の参考資料
 Database アーキテクチャ 1-1



Windows アーキテクチャでの Oracle Database
Windows アーキテクチャでのアーキテクチャでのアーキテクチャでのアーキテクチャでの Oracle Database
Windows 上の Oracle Database は、アプリケーションを構築するシステムとして、安定性、
信頼性および高いパフォーマンスを提供します。データベースの各リリースでは、Windows
でのパフォーマンスを高めるために、プラットフォーム固有の新しい機能が提供されていま
す。

Oracle Database は、Windows 上でも他のプラットフォームと同じように動作します。この
アーキテクチャは、Windows で次のような利点を提供します。

� スレッドベースのアーキテクチャ

� ファイル I/O の拡張

� RAW ファイルのサポート

スレッドベースのアーキテクチャスレッドベースのアーキテクチャスレッドベースのアーキテクチャスレッドベースのアーキテクチャ
Oracle Database の内部プロセスプロセスプロセスプロセスのアーキテクチャは、スレッドスレッドスレッドスレッドベースです。スレッドは、
プロセス内のプログラム命令を実行するオブジェクトです。スレッドにより、1 つのプロセ
ス内での同時処理が可能になり、プロセスが、異なるプロセッサ上でプログラムの異なる部
分を同時に実行できます。スレッドベースのアーキテクチャには、次の利点があります。

� コンテキストのスイッチングが高速

� 共有メモリーを使用する必要がないため、システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域割当てルーチンが
シンプル

� スレッドはプロセスよりも速く作成できるため、新規接続の高速な作成が可能

� スレッドはプロセスよりも多くのデータ構造を共有するため、メモリー使用量が減少

内部的には、スレッド・モデルを実装するコードはコンパクトで、Oracle Database コード
の本体から分離されています。例外ハンドラおよびルーチンは、リソースを追跡し、割当て
を解除します。これにより、リソース・リークまたはプログラムの誤動作による停止時間が
生じず、堅牢性が増します。

Oracle Database は、一般的な Windows プロセスではありません。Windows では、Oracle 
Database インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス（スレッドおよびメモリー構造）は Windows のサービス、つまりオ
ペレーティング・システムに登録されるバックグラウンド・プロセスです。サービスは
Windows によって起動されるため、ユーザーによる起動操作は必要ありません。このため、
起動時にデータベースを自動的にオープンできます。

Windows 上で複数の Oracle Database インスタンスを実行する場合、各インスタンスでは、
複数のコンポーネント・スレッドを持つ独自の Windows サービスを実行します。スレッド
には、データベースの使用に必須のスレッドと、特定のプラットフォームに固有のオプショ
ンのスレッドがあります。バックグラウンド・プロセスは、構成に応じて様々なデータファ
イルから読取りおよび書込みを行います。Windows での Oracle Database アーキテクチャを
図 1-1 に示します。Windows 上でのオプションおよび必須のスレッドの例を表 1-1 に示しま
す。
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Windows アーキテクチャでの Oracle Database
図図図図 1-1 Windows でのでのでのでの Oracle Database アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
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Windows アーキテクチャでの Oracle Database
Oracle Database for Windows は、一連の実行可能ファイルおよび Dynamic Link Library
（DLL）として提供されます。ORASTACK を使用して実行可能ファイルのイメージを変更
し、Oracle Database プロセスのスレッドで使用されるスタックのサイズを変更できます。

（このツールは、必ずオラクル社カスタマ・サポート・センターの指示に従って使用してく
ださい。）

ファイルファイルファイルファイル I/O の拡張の拡張の拡張の拡張
Oracle Database では、64 ビットのファイル I/O をサポートするため、4GB を超えるサイズ
のファイルを使用できます。さらに、Windows 上で Oracle Real Application Clusters をサ
ポートし、最大限のパフォーマンスが必要な場合に備え、データファイル、ログ・ファイル
および制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイルとして物理および論理 RAW ファイルがサポートされています。

すべての Oracle Database ファイル I/O ルーチンでは、64 ビット・ファイル・オフセットを
サポートします。つまり、他の一部のプラットフォームとは異なり、データファイル、ロ
グ・ファイルまたは制御ファイルに対する 2GB または 4GB のファイル・サイズ制限はあり
ません。制限は、すべてのプラットフォームで一般的な Oracle Database の制限です。各
ファイルのデータベース・ブロックは 400 万、最大ブロック・サイズは 16KB、各データ
ベースのファイルは 64,000 に制限されます。これらの値を乗算すると、Windows でのデー
タベース・ファイルの最大ファイル・サイズは 64GB、サポートされる最大合計データベー
ス・サイズ（16KB のデータベース・ブロックを使用）は 4PB になります。

表表表表 1-1 必須またはオプションの必須またはオプションの必須またはオプションの必須またはオプションの Oracle Database スレッドスレッドスレッドスレッド

Oracle Database スレッドスレッドスレッドスレッド 説明説明説明説明 必須必須必須必須 / オプションオプションオプションオプション

DBW0 データベース・ライター 必須

LGWR ログ・ライター 必須

PMON プロセス・モニター 必須

SMON システム・モニター 必須

CKPT Windows 上でデフォルトで動作するチェック

ポイント・プロセス（Windows のスレッド）

オプション

ARCH0 アーカイブ・プロセス（または Windows のス

レッド）

オプション

RECO 分散リカバリ・バックグラウンド・プロセス オプション

注意注意注意注意 : 次の問合せを発行して、実行中のバックグラウンド・プロセスを表示
できます。

SQL> select * from v$bgprocess where paddr <> '00'; 
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Windows での Oracle Database のスケーラビリティ
RAW ファイルのサポートファイルのサポートファイルのサポートファイルのサポート
Windows では、UNIX と同様、RAW ファイルがサポートされています。データベース・
ファイルまたはログ・ファイルに RAW ファイルを使用すると、パフォーマンスが向上する
ことがあります。RAW ファイルとは、1 つの大きなファイルとして使用できるフォーマッ
トされていないディスク・パーティションです。フォーマットされていないパーティション
であるため、RAW ファイルにはファイル・システムのオーバーヘッドがないという利点が
あります。ただし、標準の Windows コマンドでは、RAW ファイルの操作およびバック
アップはサポートされていません。このため、一般に RAW ファイルは非常にハイエンドな
インストール環境または Oracle Real Application Clusters で必要な場合のみ使用されます。

Oracle Database では、RAW ファイルは他の Oracle Database ファイルと変わりありません。
これらのファイルは、Oracle Database では他のファイルと同様に扱われ、Recovery 
Manager または OCOPY を使用してバックアップおよびリストアできます。

Windows でのでのでのでの Oracle Database のスケーラビリティのスケーラビリティのスケーラビリティのスケーラビリティ
Oracle Database および Windows オペレーティング・システムの機能により、スケーラビリ
ティ、スループットおよびデータベース容量を改善できます。これらの新機能は次のとおり
です。

� 大容量メモリー（VLM）構成のサポート

� 4GB RAM Tuning（4GT）

� 多数のユーザーのサポート

大容量メモリー（大容量メモリー（大容量メモリー（大容量メモリー（VLM）構成のサポート）構成のサポート）構成のサポート）構成のサポート
Oracle Database for Windows では、Windows 2000 または Windows XP での大容量メモ
リー（VLM）構成をサポートします。これにより、Oracle Database は、Windows アプリ
ケーションで以前から使用可能な 4GB を超える RAM にアクセスできます。

注意注意注意注意 : この機能は Windows NT ではサポートされていません。また、Intel 
Pentium II Xeon および Pentium III Xeon の 32 ビット・プロセッサを搭載し
た Windows 2000 または Windows XP でのみ利用できます。

注意注意注意注意 : Oracle Database for 64-bit Windows では、VLM をサポートしません。
G-2 ページの「64-bit Windows での Oracle Database アーキテクチャ」を参
照してください。
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Windows での Oracle Database のスケーラビリティ
具体的には、Oracle Database は、Windows 2000 または Windows XP に組み込まれている
Address Windowing Extensions（AWE）を使用して、4GB を超える RAM にアクセスしま
す。

このサポートを利用する要件は次のとおりです。

1. Oracle Database がインストールされているコンピュータに、4GB を超えるメモリーが
あること。

2. boot.iniに /PAE スイッチを追加することにより、オペレーティング・システムが
Physical Address Extensions（PAE）を利用するように構成すること。boot.iniを変
更して PAE を有効にする手順は、Microsoft Knowledge Base Article の Q268363 を参照
してください。

3. boot.iniに /3GB パラメータを追加することにより、4GT サポートを有効にすること
をお薦めします（ただし、必須ではありません）。boot.iniを変更して 4GT を有効に
するための追加要件と手順は、Microsoft Knowledge Base Article の Q171793 を参照し
てください。

4. Oracle Database を実行するユーザー・アカウント（通常は LocalSystem アカウント）
に、Windows 2000 または Windows XP の「メモリー内のページのロック」権限がある
こと。

5. VLM サポートを使用するデータベース・インスタンスの初期化パラメータ・ファイル
で USE_INDIRECT_DATA_BUFFERS=TRUEが設定されていること。このパラメータが
設定されていない場合、Oracle Database 10gリリース 1（10.1）は、旧リリースとまっ
たく同じように動作します。

6. 初期化パラメータ DB_BLOCK_BUFFERSおよび DB_BLOCK_SIZEが Oracle Database 用
に選択した値に設定されていること。
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Windows での Oracle Database のスケーラビリティ
7. レジストリ・パラメータ AWE_WINDOW_MEMORYが、使用する Oracle ホームに該当する
キーで作成および設定されていること。このパラメータはバイト数で指定します。デ
フォルト値は 1GB です。AWE_WINDOW_MEMORYは、Oracle Database に、3GB のアド
レス空間のうちデータベース・バッファのマッピング用に確保しておく容量を指定しま
す。

このメモリーは、Oracle Database の 3GB の仮想アドレス空間を使用するため、値は
3GB 未満である必要があります。このパラメータに大きな値を設定すると、アドレス空
間の多くがバッファに使用され、バッファ用の AWE メモリーは少なくなります。ただ
し、AWE バッファへのアクセスは、仮想アドレス空間のバッファへのアクセスより時
間がかかるため、データベース操作に影響を与えない範囲で、できるだけ大きな値をこ
れらのパラメータに設定することをお薦めします。

一般に AWE_WINDOW_MEMORYに大きな値を設定すると、Oracle Database に使用できる
接続数とメモリー割当ては少なくなります。AWE_WINDOW_MEMORYに小さな値を設定
すると、パフォーマンスが低下します。

8. このパラメータの設定後の Oracle Database の起動および動作は、インスタンスに使用
できるデータベース・バッファが増加する点を除いて、前とまったく変わりません。さ
らに、システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域（SGA）でキャッシュできる Oracle Database デー
タ・ブロック数が増えるため、ディスク I/O が減少します。

注意注意注意注意 : データベース・バッファの合計バイト数（つまり DB_BLOCK_BUFFERS
に DB_BLOCK_SIZEを掛けた値）に対する 3GB の制限はなくなりました。

動的 SGA とマルチ・ブロック・サイズは、VLM ではサポートされません。
VLM が有効な場合、次の新しいバッファ・キャッシュ・パラメータはサポー
トされません。

� DB_CACHE_SIZE

� DB_2K_CACHE_SIZE

� DB_4K_CACHE_SIZE

� DB_8K_CACHE_SIZE

� DB_16K_CACHE_SIZE

� DB_32K_CACHE_SIZE

インスタンスのブロック・サイズを選択するには、初期化パラメータ
DB_BLOCK_SIZEを使用します。バッファ・キャッシュ・サイズは、初期化
パラメータ DB_BLOCK_BUFFERSで設定されます。
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Windows での Oracle Database のスケーラビリティ
VLM インスタンスのチューニングインスタンスのチューニングインスタンスのチューニングインスタンスのチューニング
VLM 構成では、メモリーにキャッシュするデータベース・バッファを増やすことで、デー
タベースのパフォーマンスが向上します。これによって、VLM を使用しない構成と比較し
てディスク I/O が減少します。Oracle Database 10gリリース 1（10.1）の VLM サポートは、
Windows との統合がさらに緊密になるように変更されています。新しい実装によって VLM
ユーザーは、Oracle8i リリース 8.1.6 と比べ、よりパフォーマンスを向上させることができ
ます。

VLM のチューニングは、VLM を使用しない構成のチューニングと同じです。
DB_BLOCK_SIZEおよび DB_BLOCK_BUFFERS初期化パラメータの選択を繰り返し、サポー
トされているアプリケーションに適切な値を見つけます。

VLM に固有の新しいレジストリ・パラメータ AWE_WINDOW_MEMORYは、Oracle Database
に、アドレス空間のうちデータベース・バッファのマッピング用に確保しておく容量を指定
します。このパラメータのデフォルト値は 1GB です。この値は、ほとんどの環境に適して
います。ただし、DB_BLOCK_SIZEが大きい場合は、AWE_WINDOW_MEMORYのデフォルト
値の 1GB ではデータベースの起動に十分でない場合があります。

AWE_WINDOW_MEMORYの値を増やすとパフォーマンスは向上しますが、他の Oracle 
Database スレッド（フォアグラウンド・スレッドなど）に使用できるメモリー量は制限され
ます。この値を大きく設定しすぎると、クライアントでメモリー不足エラーが発生すること
があります。一般的なガイドラインとして、AWE_WINDOW_MEMORYレジストリ値を 20% 増
やしてください。

たとえば、DB_BLOCK_SIZEが 8KB に、AWE_WINDOW_MEMORYが 1GB に設定され、LRU
ラッチの数が 32（16 プロセッサ・コンピュータ）に設定されている場合は、データベース
の起動がメモリー不足エラー 27102 および 34 で失敗します。AWE_WINDOW_MEMORYの値を
1.2GB に増やすと問題が解決します。

VLM 構成でキャッシュを大きくすると、データベース・ライター（DBWR）スレッドのパ
フォーマンスも低下することがあります。DBWRスレッド数を増やすと、バッファを識別し
てディスクへ書き込むために必要な作業を分散し、またスレッド間で I/O 負荷を分散できま
す。初期化パラメータ DB_WRITER_PROCESSESでは、複数のデータベース・ライター・ス
レッドを構成できます。

注意注意注意注意 : Oracle8i リリース 8.1.6 で、Windows NT での VLM 構成を有効にする
レジストリ・パラメータ VLM_BUFFER_MEMORYは、Oracle Database 10g リ
リース 1（10.1）ではサポートされていません。

注意注意注意注意 : Oracle Database 10gリリース 1（10.1）の VLM 構成では、複数のデー
タベース・ブロック・サイズはサポートされていません。
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Windows での Oracle Database のスケーラビリティ
大きなキャッシュは、最低使用頻度（LRU）ラッチラッチラッチラッチの競合を招くこともあります。対称型マ
ルチプロセッサ（SMP）システムでは、Oracle Database により、LRU ラッチの数はシステ
ムのプロセッサ数の 1.5 倍の値に設定されます。このような構成での競合は、LRU ラッチの
数をシステムのプロセッサ数の 2 倍（または 4 倍）に増やして軽減することができます。

4GB RAM Tuning（（（（4GT））））
次の Windows オペレーティング・システムには、4GB RAM Tuning（4GT）と呼ばれる機
能が組み込まれています。

� Windows Server 2003, Enterprise Edition

� Windows Server 2003, Datacenter Edition

� Windows 2000 Advanced Server

� Windows 2000 Datacenter Server

� Windows NT 4.0, Enterprise Edition

この機能により、Oracle Database Enterprise Edition で動作するメモリー集中型のアプリ
ケーションは、旧バージョンのオペレーティング・システムの標準だった 2GB ではなく、
最大 3GB のメモリーにアクセスできます。4GT には、データベースに使用可能なメモリー
が 50% 増加し、SGA サイズまたは接続数を増やせるという大きな利点があります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : インスタンスのチューニングの詳細は、『Oracle Database パ
フォーマンス・チューニング・ガイド』を参照

注意注意注意注意 : Windows XP 64-bit Edition Version 2003 と 64 ビット・バージョンの
Windows Server 2003 for 64-bit Itanium 2 Systems はどちらも 4GB RAM 
Tuning をサポートしていないため、Oracle Database for 64-bit Windows で
は使用できません。G-2 ページの「64-bit Windows での Oracle Database
アーキテクチャ」を参照してください。
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Oracle Database と Windows との統合
多数のユーザーのサポート多数のユーザーのサポート多数のユーザーのサポート多数のユーザーのサポート
いくつかの新機能により、Oracle Database は、Windows 上でより多くのデータベース接続
をサポートできます。

� Oracle Database 共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセスは、Oracle Database プロセスで必要なスレッ
ド数を制限しますが、1 つのデータベース・インスタンスに対して 10,000 を超える同時
接続をサポートします。

� Oracle Net の多重化および接続プーリング機能により、大規模構成でより多くのユー
ザーを 1 つのデータベース・インスタンスに接続できます。

� Oracle Real Application Clusters は、スループットを向上させるとともに、複数のサー
バー・コンピュータが同じデータベース・ファイルにアクセスできるようにしてユー
ザー接続数を数万単位で増やし、接続数を大幅に増大します。

Oracle Database とととと Windows との統合との統合との統合との統合
Oracle Database は Windows との統合を強化することにより、メンテナンスを容易にし、セ
キュリティ、ディレクトリ、トランザクション・サービスにおけるエンタープライズレベル
での配置を改善しています。Oracle Database の統合機能は次のとおりです。

� Oracle PKI と Windows との統合

� Oracle Services for Microsoft Transaction Server

� Oracle Fail Safe と Windows との統合

� Oracle Real Application Clusters と Windows との統合

Oracle PKI とととと Windows との統合との統合との統合との統合
Oracle Advanced Security には、認証およびシングル・サインオンのための Oracle PKI が
統合されています。Oracle Wallet Manager を使用して、Oracle ベースのアプリケーション
と PKI 認証および暗号化フレームワークを統合できます。

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters は、Windows XP ではサポートされ
ていません。
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Oracle Services for Microsoft Transaction Server
Microsoft Transaction Server（MTS）は、分散環境の COM/COM+ オブジェクトおよびト
ランザクション用のアプリケーション・サーバーとして中間層で使用されます。Windows 
2000 または Windows XP では、COM+ の一部です。Oracle Services for Microsoft 
Transaction Server を使用すると、Oracle Database を Microsoft Transaction Server によって
調整されるトランザクションのリソース・マネージャとして使用し、Oracle ソリューション
と Microsoft Transaction Server を緊密に統合できます。Oracle Services for Microsoft 
Transaction Server は、任意のオペレーティング・システムで実行される Oracle Database と
ともに実行できます。

Oracle Database ではシステム固有の実装を利用し、リカバリリカバリリカバリリカバリ情報を Oracle Database そのも
のに格納します。Oracle Services for Microsoft Transaction Server により、Oracle Objects 
for OLE（OO4O）、Oracle Call Interface（OCI）、ActiveX Data Objects（ADO）、OLE DB、
Open Database Connectivity（ODBC）など、業界全体で使用されているすべてのデータ・
アクセス・インタフェースでの開発が可能になります。Oracle の Application Program 
Interface（API）、OO4O および OCI は、効率的に最も優れています。

Oracle Fail Safe とととと Windows との統合との統合との統合との統合
Oracle Fail Safe を使用すると、Oracle Database（および他の Oracle アプリケーションと
サードパーティ・アプリケーション）を、Windows クラスタで高可用性を提供できるよう
に構成および管理できます。インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスは、一度に 1 つのノードでのみ実行されます。

クラスタは、1 つの仮想システムとして機能する独立したコンピュータ・システムのグルー
プで、障害の発生箇所となった個々のホスト・システムを排除します。Oracle Fail Safe は、
Microsoft Cluster Server と連動して、1 つのクラスタ・システムで障害が発生した場合に、
そのシステムで動作しているワークロードを正常なシステムへ、迅速かつ自動的にフェイル
オーバーします。Windows クラスタ上で Oracle Database と Oracle Fail Safe を組み合せる
ことにより、ハードウェアおよびソフトウェア双方の障害からシステムを保護できます。

優れたソリューションにより、Oracle Fail Safe は、使用頻度の高いデータベースの場合も正
常なシステムを即座に使用できるようにしています。

注意注意注意注意 : Windows XP では、Microsoft Cluster Server で使用されているクラス
タリング技術はサポートされていません。したがって、Microsoft Cluster 
Server と統合される Oracle Fail Safe Server は Windows XP ではサポートさ
れていません。Oracle Fail Safe Manager Console はサポートされています。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ご使用の Oracle Fail Safe のドキュメント・セット（Oracle 
CD-ROM パッケージの別のメディアで提供）
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その他の参考資料
Oracle Real Application Clusters とととと Windows との統合との統合との統合との統合
Oracle Real Application Clusters は、クラスタ化をサポートするすべての Windows オペ
レーティング・システムに配置された Microsoft Cluster Server クラスタと統合されます。次
の機能を提供することにより、Oracle Real Application Clusters の高可用性機能を拡張しま
す。

� クラスタ内で障害が発生したインスタンスまたはリスナーリスナーリスナーリスナーの自動再起動（オプション）

� インスタンスのハングアップの検出および解決

� 新規接続要求の接続時フェイルオーバー TCP/IP タイムアウト遅延の解消

� データベースの状態（オンライン / オフライン）が変更された後のユーザー作成スクリ
プトの使用

その他の参考資料その他の参考資料その他の参考資料その他の参考資料

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 付録 F「Oracle Database の Windows と UNIX での相違点」

� Oracle Database と Windows ツールとの統合については、第 2 章
「Windows でのデータベース・ツール」を参照

� Oracle Database と Windows 機能とのその他の統合については、第 15 章
「Windows 用アプリケーションの開発」を参照
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Windows でのデータベース・ツ
2

Windows でのデータベース・ツールでのデータベース・ツールでのデータベース・ツールでのデータベース・ツール

Oracle Database for Windows には、データベース関連の機能を実行する様々なツールがあ
ります。この章では、一般的なデータベース管理タスクの実行に推奨されるツールおよびそ
のツールの起動方法を説明します。

特に記載のないかぎり、このマニュアルで説明する機能は、Oracle Database Enterprise 
Edition、Oracle Database Standard Edition および Oracle Database Personal Edition に共通
しています。

この章の項目は次のとおりです。

� 使用するデータベース・ツールの選択

� データベース・ツールの起動

� SQL*Loader の使用方法

� Windows ツールの使用方法

� オプションの Windows 診断およびチューニング・ユーティリティ
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使用するデータベース・ツールの選択
使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択使用するデータベース・ツールの選択
データベース・ツールとは、データベース管理タスクに使用できるツール、ユーティリティ
および補助ツールの総称です。類似するタスクを実行できるデータベース・ツールもありま
すが、1 つのデータベース・ツールですべてのデータベース管理タスクを実行することはで
きません。次の項では、特定のオペレーティング・システムで使用できるデータベース・
ツールおよび一般的なデータベース管理タスクに使用できる推奨ツールについて説明しま
す。

データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性データベース・ツールとオペレーティング・システムの互換性
ほぼすべてのデータベース・ツールは、サポートされているすべての Windows バージョン
で使用できます。例外は次のとおりです。

� Pro*COBOL、Oracle Portal および Oracle Migration Workbench は、Oracle Database for 
64-bit Windows ではサポートされません。G-3 ページの「64-bit Windows のデータ
ベース・ツール」を参照してください。

� Oracle Advanced Security には、Enterprise Security Manager および Oracle Wallet 
Manager が含まれます。これらは Oracle Database Enterprise Edition と Oracle 
Database Personal Edition でのみ使用可能であり、Oracle Database Standard Edition で
は使用できません。これらがインストールされているかどうかを調べるには、
C:¥Program files¥Oracle¥Inventory¥logsにある installActions.logを参
照してください。

� Oracle Enterprise Manager およびそのオプションの Management Pack には、データ
ベースの管理を助ける追加ツールが統合されています。詳細は、『Oracle Enterprise 
Manager 概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Server Manager は、Oracle9i リリース 2（9.2）には付属してい
ません。Server Manager のすべてのテキストおよび例は、SQL*Plus の対応
するテキストおよび例に置き換えられています。

また、データベースに CONNECT INTERNALとして接続する方法はサポート
されていません。

SQL> CONNECT INTERNAL/password@tnsalias 

これは、次のように置き換えられています。

SQL> CONNECT SYS/password@tnsalias AS SYSDBA 

注意注意注意注意 : Oracle Migration Workbench は、OTN-J からのみ入手できます。
http://otn.oracle.co.jpを参照してください。
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使用するデータベース・ツールの選択
� Microsoft 管理コンソールを Windows NT 4.0 で使用するには、Microsoft 社から入手す
る必要があります。

推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール
表 2-1 に、一般的なデータベース管理タスクの実行に使用できる様々なデータベース・ツー
ルを示します。この表の「推奨ツール」欄にあるツールを使用することをお薦めします。タ
スクを実行するツールを選択した後、2-7 ページの表 2-2「「スタート」メニューからのデー
タベース・ツールの起動」で、ツールの起動方法を参照してください。

注意注意注意注意 : エクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティの
VOLSIZEパラメータは、Windows ではサポートされていません。VOLSIZE
パラメータを使用してユーティリティを実行しようとすると、エラー
LRM-00101 が発生します。次に例を示します。

D:¥> exp system/manager full=y volsize=100m;
LRM-00101: 不明なパラメータ名です。'volsize'
EXP-00019: パラメータ処理に失敗しました。ヘルプを表示するには'EXP HELP=Y'を
入力してください

EXP-00000: エラーが発生したためエクスポートを終了します。

表表表表 2-1 推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール推奨データベース・ツール

管理タスク管理タスク管理タスク管理タスク 推奨ツール推奨ツール推奨ツール推奨ツール その他のツールその他のツールその他のツールその他のツール

データベースの作成 Database Configuration Assistant SQL*Plus Worksheet

データベース・サービスサービスサービスサービスの削除 Database Configuration Assistant ORADIM

データベースの起動 Oracle Enterprise Manager Console SQL*Plus または SQL*Plus Worksheet

データベースの停止 Oracle Enterprise Manager Console コントロール パネル

SQL*Plus または SQL*Plus Worksheet

データベース・パスワードの変更 ORAPWD ORADIM

データベース・ユーザーの
ディレクトリへの移行

User Migration Utility なし

データベースの移行 Oracle Database Upgrade Assistant 情報アップグレード・ツール

データベースのアップグレード Oracle Database Upgrade Assistant SQL*Plus でスクリプトを実行

データのエクスポート Data Pump Export（EXPDP） エクスポート（EXP）

データのインポート Data Pump Import（IMPDP） インポート（IMP）
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使用するデータベース・ツールの選択
次の説明は、表 2-1「推奨データベース・ツール」に記載されたツールに関するものです。

� SQL*Plus Worksheet は Oracle Enterprise Manager の一部です。

� ORADIM でパスワードを設定できるのは、前にパスワードが設定されなかった場合の
みです。パスワードがすでに設定されていた場合は、Oracle Database サービスを削除
し、再作成した場合のみ ORADIM を使用してパスワードを変更できます。

� User Migration Utility では、ローカル・ユーザーまたは外部ユーザーをエンタープライ
ズ・ユーザーに移行できます。詳細は、『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』の
User Migration Utility の使用に関する項を参照してください。

� Oracle Database Upgrade Assistant では、Oracle8 リリース 8.0.6、Oracle8i リリース
8.1.7、Oracle9i リリース 1（9.0.1）およびリリース 2（9.2）データベースから現在のリ
リースに直接アップグレードできます。それ以前の Oracle7 リリース 7.3.4、Oracle8iリ
リース 8.1.5、Oracle8iリリース 8.1.6 および Oracle7 の各リリースなどからはいったん

データのロード Oracle Enterprise Manager ロード・

ウィザード

SQL*Loader（SQLLDR）

データベースのバックアップ Oracle Enterprise Manager バック

アップ・ウィザード

Recovery Manager

OCOPY

Legato Single Server Version

データベースのリカバリ Oracle Enterprise Manager リカバ

リ・ウィザード

Recovery Manager

OCOPY

Legato Single Server Version

データベース管理者および
ユーザーの認証

Oracle Enterprise Manager Console SQL*Plus または SQL*Plus Worksheet

Windows オペレーティング・システム

Oracle Administration Assistant for 
Windows

暗号化および復号化された Oracle 
Wallet の格納（Oracle Advanced 
Security および Oracle PKI 統合）

Oracle Wallet Manager なし

データベース・ロールの付与 Oracle Enterprise Manager Console ローカル ユーザーとグループ

ユーザー マネージャ

SQL*Plus

データベース・オブジェクトの作成 Oracle Enterprise Manager Console SQL*Plus

表表表表 2-1 推奨データベース・ツール（続き）推奨データベース・ツール（続き）推奨データベース・ツール（続き）推奨データベース・ツール（続き）

管理タスク管理タスク管理タスク管理タスク 推奨ツール推奨ツール推奨ツール推奨ツール その他のツールその他のツールその他のツールその他のツール
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使用するデータベース・ツールの選択
上記の中間リリースにアップグレードした後に Oracle Database 10gにアップグレード
できます。

� Data Pump Export および Data Pump Import は、Oracle Database 10gリリース 1（10.1）
データに推奨されます。エクスポートおよびインポートは、それ以前のデータに推奨さ
れます。

� データベースをアップグレードする場合、Oracle Real Application Clusters システムを
アップグレードする際には SQL*Plus で提供されているスクリプトが必要です。

� データベースの停止中にファイルをバックアップした場合、バックアップは無効です。
無効なバックアップを使用して、後でファイルをリストアすることはできません。

� Oracle Wallet Manager の旧バージョンを使用して、Oracle Internet Directory への認証
に対するパスワード・ベースの資格証明が含まれる Oracle Database 10gリリース 1

（10.1）Wallet を管理することはできません。これらの資格証明は、Oracle Database
サーバーが Oracle Internet Directory に登録されるときに Wallet に格納されます。

データベースの登録時に Database Configuration Assistant により自動的に作成される
データベースの Wallet は、Oracle Database 10gリリース 1（10.1）サーバーでのみ使用
できます。このデータベースの Wallet は、旧バージョンのデータベースでは使用でき
ません。また、Oracle Internet Directory リリース 9.0.4 以下でも使用できません。

� データベース・オブジェクトの作成のガイドラインは、『Oracle Database 管理者ガイド』
を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager Grid Control により、64 ビット Solaris リモート・コン
ピュータから 64 ビット Windows データベースを管理できます。詳細は、付録 G

「Oracle Database for 64-bit Windows」を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager Console は Oracle Database for 64-bit Windows ではサポート
されません。詳細は、付録 G「Oracle Database for 64-bit Windows」を参照してくださ
い。
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データベース・ツールの起動
データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動データベース・ツールの起動
この項では、それぞれのデータベース・ツールの起動方法を次のカテゴリに分けて説明しま
す。

� 複数の Oracle ホームでのデータベース・ツールの起動

� 「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動

� コマンドラインからのデータベース・ツールの起動

� Windows ツールの起動

この項は、このマニュアルを使用してデータベース・ツールの起動手順を調べるときに参照
してください。

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動ホームでのデータベース・ツールの起動
旧リリースの複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホームを使用している場合は、Oracle Database 10gリリース 1

（10.1）と旧リリースの Oracle ホームの相違点について『Oracle Database インストレーショ
ン・ガイド』の付録 A「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。

Oracle8 リリースリリースリリースリリース 8.0.4 以上の以上の以上の以上の 8.0.x の、複数のの、複数のの、複数のの、複数の Oracle ホームからのツールのホームからのツールのホームからのツールのホームからのツールの
起動起動起動起動
複数の Oracle ホームを使用している場合、最初のホーム以外のホームからツールを起動す
るコマンドには、HOME_NAME を含めます。HOME_NAME は、その Oracle ホームの名前
を示します。コンピュータに最初に作成した Oracle ホームには、グループに付加される
HOME_NAME がありません。

Oracle Administration Assistant for Windows を最初の Oracle ホームから起動するには、
「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle」」」」→「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→
「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows を他の Oracle ホームから起動するには、「ス「ス「ス「ス
タート」タート」タート」タート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and Migration 
Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle8i リリースリリースリリースリリース 8.1.5 以上の複数の以上の複数の以上の複数の以上の複数の Oracle ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動ホームからのツールの起動
Oracle8i リリース 8.1.5 からは、コンピュータに最初に作成した Oracle ホームを含む各
Oracle ホームに、一意の HOME_NAMEがあります。Oracle Administration Assistant for 
Windows を任意の Oracle ホームから起動するには、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→
「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→「「「「Administration 
Assistant for Windows」」」」を選択します。
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データベース・ツールの起動
「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動
表 2-2 では、「スタート」メニューから補助ツールおよび他のツールを起動する方法を説明し
ます。これらの製品の使用方法に関する詳細の参照先も示します。

注意注意注意注意 : Database Configuration Assistant を使用する場合は、データベース・
ファイルが移動または作成されるディレクトリへの読取りおよび書込みアク
セス権が必要です。Oracle Database を作成するには、管理権限権限権限権限が必要です。
管理者グループに属していないアカウントから Database Configuration 
Assistant を実行すると、ツールは操作を完了せずに終了します。

注意注意注意注意 : すべての「スタート」メニュー・パスは、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラ「プログラ「プログラ「プログラ
ム」ム」ム」ム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→の選択から始まります。

表表表表 2-2「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動

ツールツールツールツール 「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

Oracle Administration 
Assistant for Windows

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Administration Assistant for Windows」」」」
第 8 章「Windows 環境におけるデータベー

ス・ユーザーの認証」

Oracle Database 
Upgrade Assistant

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Database Upgrade Assistant」」」」
『Oracle Database アップグレード・ガイド』

Database Configuration 
Assistant

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Database Configuration Assistant」」」」
3-3 ページの「Database Configuration 
Assistant を使用した Windows でのデータ

ベースの作成」

Oracle Enterprise 
Manager Console

「「「「Enterprise Manager Console」」」」 Oracle Enterprise Manager Console は、Oracle 
Database クライアントでのみ「スタート」メ

ニューから使用できます。

『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

Oracle Locale Builder 「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Locale Builder」」」」
『Oracle Database グローバリゼーション・サ

ポート・ガイド』

Microsoft ODBC 
Administrator

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Microsoft ODBC Administration」」」」
Microsoft ODBC Administrator オンライン・

ヘルプ

Oracle Migration 
Workbench

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Migration Workbench」」」」
Oracle Migration Workbench のソフトウェア

およびドキュメントは次の URL で入手できま

す。

http://otn.oracle.co.jp
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データベース・ツールの起動
Oracle Net 
Configuration Assistant

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Net Configuration Assistant」」」」
『Oracle Net Services 管理者ガイド』

Oracle Net Manager 「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Net Manager」」」」
『Oracle Net Services 管理者ガイド』

Oracle Directory 
Manager

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Oracle Directory Manager」」」」
『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』

Oracle Counters for 
Windows Performance 
Monitor

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor」」」」

Oracle Counters for Windows Performance 
Monitor をインストールするには、

「Advanced Installation」を選択し、「Custom」

インストール・タイプを選択します。

6-3 ページの「Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor の使用」

SQL*Plus 「「「「Application Development」」」」→

「「「「SQL*Plus」」」」
『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリファ

レンス』

5-7 ページの「SQL*Plus を使用したデータ

ベースの起動および停止」

SQL*Plus Worksheet 「「「「Application Development」」」」→

「「「「SQL*Plus Worksheet」」」」

「「「「Integrated Management Tools」」」」→

「「「「SQL*Plus Worksheet」」」」

SQL*Plus Worksheet は、Oracle Database ク

ライアントでのみ「スタート」メニューから
使用できます。

Oracle Wallet Manager 「「「「Integrated Management Tools」」」」→

「「「「Wallet Manager」」」」
『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』

注意注意注意注意 : Oracle Database 10g Companion Products をインストールすると、
Oracle Wallet Manager は「スタート」メニューから使用できません。コマン
ドラインからの Oracle Wallet Manager の起動方法は、2-9 ページの表 2-3

「コマンドラインからのデータベース・ツールの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Console（Java ベース）および Oracle 
Enterprise Manager Grid Control の CD は Oracle Database for 64-bit 
Windows ではサポートされません。64 ビット Solaris システムから Oracle 
Enterprise Manager Grid Control を使用すると、64 ビット・コンピュータ・
ノードをリモート管理できます。付録 G「Oracle Database for 64-bit 
Windows」を参照してください。

表表表表 2-2「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動（続き）「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動（続き）「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動（続き）「スタート」メニューからのデータベース・ツールの起動（続き）

ツールツールツールツール 「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス「スタート」メニュー・パス 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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データベース・ツールの起動
コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動
表 2-3 では、コマンドラインから Oracle Database ツールを起動する方法を説明し、これら
の製品の使用方法に関する詳細の参照先を示します。

表表表表 2-3 コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動コマンドラインからのデータベース・ツールの起動

ツールツールツールツール プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

Oracle Enterprise 
Manager Console

C:¥> oemapp console Oracle Enterprise Manager Console は、Oracle 
Database クライアントでのみインストールさ

れます。

『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

DBVERIFY C:¥> dbv

DBVERIFY が起動し、ファイル名パラメー

タを入力するように要求します。パラメー
タのリストを表示するには、次のように入
力します。

C:¥> dbv help=y

『Oracle Database ユーティリティ』

Data Pump Export C:¥> expdp username/password

EXPDP が起動し、パラメータを入力する

ように要求します。これらのパラメータの
リストを表示するには、次のように入力し
ます。

C:¥> expdp help=y

Data Pump Export の使用方法については、

『Oracle Database ユーティリティ』

エラー・メッセージについての情報は、
『Oracle Database エラー・メッセージ』

Data Pump Import C:¥> impdp username/password

IMPDP が起動し、パラメータを入力する

ように要求します。これらのパラメータの
リストを表示するには、次のように入力し
ます。

C:¥> impdp help=y

Data Pump Import の使用方法については、

『Oracle Database ユーティリティ』

エラー・メッセージについての情報は、
『Oracle Database エラー・メッセージ』

エクスポート C:¥> exp username password

EXP が起動し、パラメータを入力するよう

に要求します。これらのパラメータのリス
トを表示するには、次のように入力しま
す。

C:¥> exp help=y

エクスポートの使用方法については、『Oracle 
Database ユーティリティ』

エラー・メッセージについての情報は、
『Oracle Database エラー・メッセージ』
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データベース・ツールの起動
インポート C:¥> imp username password

IMP が起動し、パラメータを入力するよう

に要求します。これらのパラメータのリス
トを表示するには、次のように入力しま
す。

C:¥> imp help=y

インポートの使用方法については、『Oracle 
Database ユーティリティ』

エラー・メッセージについての情報は、
『Oracle Database エラー・メッセージ』

operfcfg C:¥> operfcfg 14-18 ページの「Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor パラメータの変更」

Oracle Wallet Manager C:¥> cd %ORACLE_HOME%¥bin

C:¥%ORACLE_HOME%¥bin> launch.exe 
%ORACLE_HOME%¥bin owm.cl

第 10 章「Oracle Wallet の Windows レジスト

リへの格納」

ORADIM C:¥> oradim options

ORADIM オプションのリストを表示する

には、次のどちらかを入力します。

C:¥> oradim

C:¥> oradim -?| -h | -help

3-17 ページの「ORADIM による Oracle 
Database インスタンスの管理」

Password Utility
（ORAPWD）

C:¥> orapwd

パスワード・ファイルは、隠しファイルに
なります。ファイル・リストに表示するに
は、Windows のエクスプローラを使用しま

す。「表示」「表示」「表示」「表示」→「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」→「表示」「表示」「表示」「表示」→
「すべてのファイルの表示」「すべてのファイルの表示」「すべてのファイルの表示」「すべてのファイルの表示」を選択します。

5-12 ページの「パスワード・ファイルの作成

および移入」

Recovery Manager C:¥> rman parameters 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ

基礎』

SQL*Plus（SQLPLUS） C:¥> sqlplus 『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリファ

レンス』

5-7 ページの「SQL*Plus を使用したデータ

ベースの起動および停止」

表表表表 2-3 コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）

ツールツールツールツール プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
2-10　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



データベース・ツールの起動
SQL*Loader
（SQLLDR）

C:¥> sqlldr

SQL*Loader により、使用可能なキーワー

ドおよびデフォルト値を示すヘルプ画面が
表示されます。

『Oracle Database ユーティリティ』

『Oracle Database エラー・メッセージ』

2-12 ページの「Windows ツールの起動」

TKPROF C:¥> tkprof 『Oracle Database パフォーマンス・チューニン

グ・ガイド』

User Migration Utility C:¥> umu parameters

パラメータのリストを表示するには、次の
ように入力します。

C:¥> umu help=yes

『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』の

User Migration Utility の使用に関する項

注意注意注意注意 : Windows でエクスポート・ユーティリティまたはインポート・ユー
ティリティを実行する場合、3 つの特別な条件があります。まず、BUFFERお
よび RECORDLENGTHパラメータのデフォルト値は、それぞれ 4KB と 2KB に
なります。このデフォルトの RECORDLENGTHパラメータは、システム・
ヘッダー・ファイルで定義した BUFSIZの値に依存しません。USHRT_MAX

（64KB）より大きな値を指定すると、警告メッセージが表示されます。2 番目
に、VOLSIZEパラメータはサポートされていません。3 番目に、データベー
ス全体をエクスポートするには、EXP_FULL_DATABASEロールを使用する必
要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Console は Oracle Database for 64-bit 
Windows ではサポートされません。付録 G「Oracle Database for 64-bit 
Windows」を参照してください。

表表表表 2-3 コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）コマンドラインからのデータベース・ツールの起動（続き）

ツールツールツールツール プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力プロンプトでの入力 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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データベース・ツールの起動
Windows ツールの起動ツールの起動ツールの起動ツールの起動
表 2-4 に、Windows の各ツールの起動方法とこれらの製品の使用方法に関する詳細の参照
先を示します。

表表表表 2-4 Windows ツールの起動ツールの起動ツールの起動ツールの起動

ツールツールツールツール 起動手順起動手順起動手順起動手順 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

イベント ビューア 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→
「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「イベント「イベント「イベント「イベント ビューア」ビューア」ビューア」ビューア」を

選択

2-16 ページの「イベント ビューアを使用した

データベースの監視」

オペレーティング・システムのドキュメント

Microsoft 管理

コンソール（MMC）1

1 MMC は Oracle Administration Assistant for Windows を起動すると常に起動されます。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→
「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Administration Assistant for Windows」」」」
を選択

オペレーティング・システムのドキュメント

Oracle Counters for 
Windows Performance 
Monitor

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→
「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→

「「「「Configuration and Migration Tools」」」」→

「「「「Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor」」」」を選択

6-3 ページの「Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor の使用」

オペレーティング・システムのドキュメント

レジストリ エディタ コマンド・プロンプトで次のように入力し
ます。

C:¥> regedt32

2-18 ページの「レジストリ エディタを使用し

た構成情報の変更」

第 14 章「パラメータおよびレジストリの構

成」

オペレーティング・システムのドキュメント

タスク マネージャ タスク・バーを右クリックし、「タスク「タスク「タスク「タスク ママママ
ネージャ」ネージャ」ネージャ」ネージャ」を選択

2-19 ページの「タスク マネージャを使用した

アプリケーションとプロセスの監視」

オペレーティング・システムのドキュメント

ローカル ユーザーと

グループ

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール 
パネル」パネル」パネル」パネル」を選択。「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」をダブル
クリックします。「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」
をダブルクリックします。コンソール・ツ
リーで、「ローカル「ローカル「ローカル「ローカル ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」

をクリックします。

2-19 ページの「「ローカル ユーザーとグルー

プ」を使用したユーザーおよびグループの管
理」

オペレーティング・システムのドキュメント

ユーザー マネージャ 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理「管理「管理「管理
ツール」ツール」ツール」ツール」→「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー マネージャ」マネージャ」マネージャ」マネージャ」を選択

2-19 ページの「ユーザー マネージャを使用し

たユーザーの管理」

第 8 章「Windows 環境におけるデータベー

ス・ユーザーの認証」

オペレーティング・システムのドキュメント
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SQL*Loader の使用方法
SQL*Loader の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、SQL*Loader（SQLLDR）を使用するときの Windows 固有の情報について説明
します。

Windows の処理オプションの処理オプションの処理オプションの処理オプション
この項では、オペレーティング・システム固有ファイルの処理仕様部の文字列オプション

（os_file_proc_clause）で有効な値について説明します。詳細は、『Oracle Database
ユーティリティ』の第 8 章「SQL*Loader 制御ファイル・リファレンス」のデータファイル
形式およびバッファリングの指定に関する項を参照してください。

デフォルト（処理オプションなし）またはデフォルト（処理オプションなし）またはデフォルト（処理オプションなし）またはデフォルト（処理オプションなし）または "str terminator_string"
ストリーム・レコード形式。各レコードはレコード終了記号で終了します。"str 
terminator_string"が指定されていない場合、デフォルトのレコード終了記号は、
Windows スタイルのレコード終了記号（CR（¥r）+LF（¥n）の 2 文字）または UNIX スタ
イルのレコード終了記号（LF（¥n）1 文字）のどちらかです。最大レコード・サイズは
48KB です。

ストリーム形式のデータファイルを処理する場合、SQL*Loader はレコード終了記号が
Windows スタイルまたは UNIX スタイルのどちらの場合でも、レコード終了記号を自動的
に認識します。したがって、通常は使用するレコード終了記号を指定する必要はありませ
ん。

ただし、外部表をロードする場合、自動的に認識されるのは、Windows スタイルのレコー
ド終了記号だけです。データファイルに UNIX スタイルのレコード終了記号が含まれている
場合は、レコード終了記号を指定する必要があります。SQL*Loader を（external_table
オプションを指定して）使用する場合、SQL*Loader 制御ファイルの INFILE行で "str 
'¥n'"を指定して、UNIX スタイルのレコード終了記号を指定します。次に例を示します。

INFILE mydata.dat "str '¥n'"

"str x'0a'"のように（ASCII ベースのキャラクタ・セットであると仮定して）、16 進文
字でレコード終了記号を指定することもできます。次に例を示します。

INFILE mydata.dat "str x'0a'"

aの前に 0（ゼロ）が必要です。アクセス・パラメータ・リストとともに SQL を使用して外
部表を作成する場合、RECORDS DELIMITED BY句で '¥n'を指定する必要があります。次
に例を示します。

RECORDS DELIMITED BY '¥n'

この場合も 16 進文字列を使用できます。次に例を示します。

RECORDS DELIMITED BY 0x'0a'

ここでは、xの前と aそれぞれの前に 0（ゼロ）が必要です。
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SQL*Loader の使用方法
"FIX n"
固定レコード形式。各レコードの長さは nバイトです。固定レコード形式では、レコード終
了記号は必要ありません。レコードにレコード終了記号が含まれる場合、バイト数 nにはレ
コード終了記号のバイトが含まれます。

"VAR n"
可変レコード形式。文字フィールドの各レコードの長さは、データファイルの各レコードの
先頭に含まれています。可変レコード形式では、レコード終了記号は必要ありません。この
形式は固定レコード形式より柔軟で、ストリーム・レコード形式よりパフォーマンスに優れ
ています。データファイルを可変レコード形式として指定するには、次のように入力しま
す。

INFILE "mydata.dat" "var n"

この例では、nで、レコード長フィールドのバイト数を指定します。nを指定しない場合、
この長さは 5 バイトと見なされます。nに 40 を超える数値を指定すると、エラーが返され
ます。ファイルで文字長セマンティクスが有効な場合も、長さは常にバイト数として解釈さ
れます。これは、ファイルには、文字長セマンティクスで処理されるフィールドとバイト長
セマンティクスで処理されるフィールドが混在している可能性があるためです。

事例ファイル事例ファイル事例ファイル事例ファイル
配布媒体のディレクトリ %Oracle_Home%¥rdbms¥demoの ulcase1,...ulcase11には、
SQL*Loader の制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル、データファイル、セットアップ・ファイルの事例ファイルが
含まれています。

不良ファイルの指定不良ファイルの指定不良ファイルの指定不良ファイルの指定
SQL*Loader を実行すると、フォーマット・エラーや Oracle Database エラーの発生によっ
て拒否されたレコードを格納する不良ファイルまたはリジェクト・ファイルが作成されるこ
とがあります。不良ファイルを作成するように指定した場合、同じ名前の既存のファイルは
上書きされます。必要なファイルが上書きされないよう注意してください。
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SQL*Loader の使用方法
制御ファイルの規則制御ファイルの規則制御ファイルの規則制御ファイルの規則
SQL*Loader 制御ファイル（.ctl）を作成する場合、いくつかの構文および表記規則に従う
必要があります。

フルパスの記述では、円記号にはエスケープ文字または他の特殊な処理は必要ありません。
二重引用符で区切られる文字列内に一重または二重引用符を使用する場合、使用する引用符
の前に円記号のエスケープ文字を入力する必要があります。

SQL*Loader 制御ファイルでデータ型を指定する場合、表 2-5 に示すシステム固有のデータ
型のデフォルト・サイズは、Windows に固有のサイズであることに注意してください。こ
れらのデータ型は、バイト長が同じシステム間の場合のみ正しい結果が得られます。制御
ファイルでこれらのデフォルト値を上書きすることはできません。システム間でバイト順序
が異なる場合、BYTEORDERパラメータを使用してデータのバイト順序を示すか、ファイル
にバイト順序マーク（BOM）を入れることができます。

表表表表 2-5 システム固有のデータ型のデフォルト・サイズシステム固有のデータ型のデフォルト・サイズシステム固有のデータ型のデフォルト・サイズシステム固有のデータ型のデフォルト・サイズ

システム固有のデータ型システム固有のデータ型システム固有のデータ型システム固有のデータ型 デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長デフォルト・フィールド長

DOUBLE 8

FLOAT 4

INTEGER1

1 表内のデフォルトは、INTEGER がサイズなしで指定されている場合のみ正しい値です。INTEGER(n)
も使用できます。この場合、n では、INTEGER フィールドのサイズをバイトで指定します。

4

SMALLINT 2

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 全オプションのリストおよび SQL*Loader の使用方法の指示につ
いては、『Oracle Database ユーティリティ』を参照
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Windows ツールの使用方法
Windows ツールの使用方法ツールの使用方法ツールの使用方法ツールの使用方法
Windows のツールを様々な方法で使用して、Oracle Database を管理できます。

� イベント ビューアを使用したデータベースの監視

� Microsoft 管理コンソールを使用したデータベースの管理

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor の使用

� レジストリ エディタを使用した構成情報の変更

� タスク マネージャを使用したアプリケーションとプロセスの監視

� 「ローカル ユーザーとグループ」を使用したユーザーおよびグループの管理

� ユーザー マネージャを使用したユーザーの管理

イベントイベントイベントイベント ビューアを使用したデータベースの監視ビューアを使用したデータベースの監視ビューアを使用したデータベースの監視ビューアを使用したデータベースの監視
イベント ビューアを使用して、システム内のイベントを監視できます。イベントとは、ユー
ザーに通知する必要のあるシステムまたはアプリケーション（Oracle Database など）内の
重要な状態変化を指します。重要なイベントについてのメッセージは、作業中のコンピュー
タの画面に表示されますが、即時に対応する必要のないイベントは、Windows によって、
イベント ビューアのログ・ファイルに記録されます。この情報は、必要なときに表示できま
す。

イベント ビューアを使用して、次のような Oracle Database のイベントを監視できます。

� アクティブ・インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスのシステム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域の初期化

� アクティブ・インスタンスのバックグラウンド・プロセスにおけるプログラム・グロー
バル領域（PGA）の初期化

� AS SYSDBAを使用した Oracle Database への接続

さらに、オペレーティング・システムの監査証跡がイベント ビューアに記録されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : イベント ビューアを使用して、Oracle Database のイベントを監
視する方法は、第 6 章「Windows でのデータベースの監視」を参照
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Windows ツールの使用方法
Microsoft 管理コンソールを使用したデータベースの管理管理コンソールを使用したデータベースの管理管理コンソールを使用したデータベースの管理管理コンソールを使用したデータベースの管理
Microsoft 管理コンソールを使用すると、ネットワークを集中して管理できます。Microsoft
管理コンソールは、管理者がネットワークの管理に使用できるアプリケーション（スナップスナップスナップスナップ
インインインインと呼ばれる）のホストとして機能します。データベース管理者は、Oracle スナップイン
を使用して次のことを実行できます。

� Windows オペレーティング・システムが認証認証認証認証できるように、Oracle Database 管理者、
オペレータ、ユーザーおよびロールを構成

� OracleServiceSIDの構成

� コンピュータ上のすべての Oracle ホームのレジストリレジストリレジストリレジストリ・パラメータを変更

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor が監視するデータベースのコン
ピュータのホスト名、ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名およびパスワードを変更

� Oracle Database スレッドスレッドスレッドスレッドを表示および終了

Oracle Counters for Windows Performance Monitor の使用の使用の使用の使用
Oracle Counters for Windows Performance Monitor は、Windows のパフォーマンス モニタ
と統合されています。このツールを使用すると、プロセッサ、メモリー、キャッシュ、ス
レッドおよびプロセスのパフォーマンスを表示することができます。表示されるパフォーマ
ンス情報には、デバイスの稼働率、待ち行列の長さ、遅延、スループットおよびリソースの
使用状況が含まれます。この情報は、グラフ、警告およびレポートとして提供されます。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor を使用して、次のような Oracle 
Database の主要情報を監視できます。

� ライブラリ・キャッシュ

� バッファ・キャッシュ

� データ・ディクショナリ・キャッシュ

� REDO ログ・バッファ・キャッシュ

� スレッド・アクティビティ

様々なツールを使用してデータベースのパフォーマンスを改善できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Counters for Windows Performance Monitor を使用して、
Oracle Database のパフォーマンスを監視する方法は、6-3 ページの「Oracle 
Counters for Windows Performance Monitor の使用」を参照
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Windows ツールの使用方法
レジストリレジストリレジストリレジストリ エディタを使用した構成情報の変更エディタを使用した構成情報の変更エディタを使用した構成情報の変更エディタを使用した構成情報の変更
Oracle Database では、レジストリと呼ばれる構造に構成情報が格納されます。この構成情
報は、レジストリ エディタを使用して表示または変更できます。レジストリにはコンピュー
タの構成情報が含まれているので、経験の乏しいユーザーがレジストリにアクセスして編集
することがないようにしてください。経験を積んだ管理者のみがこの情報の表示や変更を行
えるようにします。

レジストリ エディタには、構成情報が Windows のエクスプローラと同様の形式で表示され
ます。左側のウィンドウは、キー（またはフォルダ）から構成されるツリー型の形式です。
これらのキーの 1 つを選択すると、そのキーに割り当てられているパラメータと値がウィン
ドウの右側に表示されます。

CD-ROM から製品をインストールすると、構成パラメータが自動的にレジストリに挿入さ
れます。これらのパラメータは、Windows コンピュータが起動され、Oracle Database 製品
が起動されるたびに読み込まれます。これらのパラメータには、次の設定情報が含まれま
す。

� Oracle ホーム・ディレクトリ

� 言語

� 会社名

� 個々の製品の Oracle ホーム・サブディレクトリ

� SQL*Plus などの個々の製品

� サービス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Database の構成パラメータの定義およびレジストリを使用
して Oracle Database の構成パラメータを変更する方法は、第 14 章「パラ
メータおよびレジストリの構成」を参照
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Windows ツールの使用方法
タスクタスクタスクタスク マネージャを使用したアプリケーションとプロセスの監視マネージャを使用したアプリケーションとプロセスの監視マネージャを使用したアプリケーションとプロセスの監視マネージャを使用したアプリケーションとプロセスの監視
タスク マネージャには、3 つのタブがあります。

� 「アプリケーション」タブでは、実行中のアプリケーションが表示されます。応答のな
いタスクを識別し、終了するときに便利です。（Oracle Database はサービスとして実行
されるため、アプリケーションとしては表示されません。）

� 「プロセス」タブでは、現在実行中のプロセスとリソース使用量の詳細が表示されます。
列はカスタマイズできます。

� 「パフォーマンス」タブでは、CPU とメモリーのリアルタイムの使用量がグラフィカル
に表示されます。突然の変化を見つける場合に便利です。

「ローカル「ローカル「ローカル「ローカル ユーザーとグループ」を使用したユーザーおよびグループの管理ユーザーとグループ」を使用したユーザーおよびグループの管理ユーザーとグループ」を使用したユーザーおよびグループの管理ユーザーとグループ」を使用したユーザーおよびグループの管理
「ローカル ユーザーとグループ」を使用して、Windows 2000 および Windows XP のユー
ザーとグループを管理できます。具体的には、次の操作を行うことができます。

� ローカル・ユーザー・アカウントの作成および変更

� ユーザー・プロファイルの作成および変更

� ローカル・グループの作成、追加および削除

ユーザーユーザーユーザーユーザー マネージャを使用したユーザーの管理マネージャを使用したユーザーの管理マネージャを使用したユーザーの管理マネージャを使用したユーザーの管理
ユーザー マネージャでは、Windows コンピュータのセキュリティの管理および Windows 
NT でのユーザー・アカウントの作成を行うことができます。ユーザー マネージャを使用し
て次のことを実行できます。

� Oracle Database ロールの付与

� ユーザー・アカウントへのオペレーティング・システム認証の使用（たとえば、
Windows ユーザーに DBA アクセス権限を付与することが可能）

� パスワードを使用せずに、Oracle Database との安全なクライアント接続を可能にする、
Windows ユーザー・アカウントの作成

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ユーザー マネージャを使用した Oracle Database 管理の実行の詳
細な手順は、9-28 ページの「外部ユーザーおよびロールの手動による管理」
を参照
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オプションの Windows 診断およびチューニング・ユーティリティ
オプションのオプションのオプションのオプションの Windows 診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ
Windows 2000 リソース・キットには、いくつかの診断およびチューニング・ユーティリ
ティが含まれています。

Quick Slice では、Graphical User Interface（GUI）を使用して、システムの状況をすばやく
把握できます。

� ユーザー・モードとカーネル・モードでの消費時間を判別

� （パフォーマンス モニタとは違い）システム上の少ないオーバーヘッド

� スナップショットスナップショットスナップショットスナップショットではなく、継続的な表示が可能

� プロセスプロセスプロセスプロセスをダブルクリックして、詳細ウィンドウを表示することが可能

プロセス ビューアは、プロセスによるリソース使用のサマリーを表示します。

Process Explode は、プロセスによるリソース使用の詳細を表示します。

タスク リストは、プロセッサ識別子またはプロセス名を引数として指定した場合に、プロセ
スのリソース使用状況およびその他の詳細を表示します。プロセスに関連付けられている実
行可能ファイルと DLL のリストも表示されます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� 付録 E「Windows 2000 での Oracle Database の使用」

� OracleServiceSID構成タスクについては、第 5 章「Windows でのデータ
ベースの管理」を参照

� スレッド管理タスクについては、第 6 章「Windows でのデータベースの
監視」を参照

� 認証タスクについては、第 8 章「Windows 環境におけるデータベース・
ユーザーの認証」を参照

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor タスクについては、
第 14 章「パラメータおよびレジストリの構成」および第 6 章

「Windows でのデータベースの監視」を参照

� インストールで使用できるコンポーネントについては、『Oracle 
Database インストレーション・ガイド』を参照
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Windows でのインストール後のデータベースでのインストール後のデータベースでのインストール後のデータベースでのインストール後のデータベース

作成作成作成作成

この章では、Oracle Database をインストールした後、Database Configuration Assistant ま
たはコマンドライン・ツールを使用してデータベースを作成する方法を説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Oracle Database のネーミング規則

� リモート・コンピュータ上のデータファイルおよびログ・ファイルへのアクセス

� Database Configuration Assistant を使用した Windows でのデータベースの作成

� コマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースの作成

� ORADIM による Oracle Database インスタンスの管理
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Oracle Database のネーミング規則
Oracle Database のネーミング規則のネーミング規則のネーミング規則のネーミング規則
ネットワークにマウントされた Oracle Database サーバーすべてに一意のデータベース名が
付けられている必要があります。データベースの作成時にデータベースと名前が対応付けら
れ、その制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイルに名前が格納されます。データベース・キーワードが CREATE 
DATABASE文で指定されている場合、または Database Configuration Assistant で要求され
たときに指定された場合は、その値がそのデータベースの名前になります。

同じデータベース名の Oracle Database サーバーを 2 つマウントマウントマウントマウントしようとすると、2 番目の
サーバーのマウント時に次のエラーが表示されます。

ORA-01102: データベースを排他モードでマウントすることができません。

同じコンピュータの異なる Oracle ホームに、複数の Oracle Database サーバーがある場合
は、次の規則が適用されます。

� データベース名がそれぞれ一意であること

� SID がそれぞれ一意であること

既存のデータベース名を変更するには CREATE CONTROLFILE文を使用し、制御ファイルを
再作成して新しいデータベース名を指定する必要があります。この制限は、Oracle8i 以上の
バージョンにのみ適用されます。Oracle Database 10gリリース 1（10.1）サーバーと同時に
実行している Oracle7 リリース 7 サーバーにはこの制限は適用されません。

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible Architecture
（OFA）のガイドラインに準拠しています。たとえば、OFA のパスは、
%ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminとなります。インストール時に OFA に準
拠していないディレクトリを指定した場合、ディレクトリ・パスは異なった
ものになります。
3-2　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Database Configuration Assistant を使用した Windows でのデータベースの作成
リモート・コンピュータ上のデータファイルおよびログ・ファイルリモート・コンピュータ上のデータファイルおよびログ・ファイルリモート・コンピュータ上のデータファイルおよびログ・ファイルリモート・コンピュータ上のデータファイルおよびログ・ファイル
へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス

Oracle Database では、汎用命名規則（UNC）を使用してリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータのデータ
ベース・ファイルにアクセスできますが、この方法ではデータベースのパフォーマンスと
ネットワークの信頼性が低下する可能性があります。UNC は、Local Area Network 上のリ
ソースの場所を指定するための PC の形式です。UNC では、次の形式を使用します。

¥¥server-name¥shared-resource-path-name

たとえば、共有サーバー argon上のディレクトリ C:¥oracle¥product¥10.1.0¥
oradata¥orclのファイル system01.dbfの UNC 指定は、次のとおりです。

¥¥argon¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl¥system01.dbf

アーカイブ・ログ・ファイルの場所は、UNC を使用して指定できないことに注意してくだ
さい。初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DEST_nは、常に、マップされたドライブに設定し
ます。UNC 指定に設定されていると、Oracle Database は起動せず、次のエラーが表示され
ます。

ORA-00256: アーカイブ先文字列'¥meldell¥rmdrive'を変換できません。

ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。
OSD-04018: 指定したディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。

O/S-エラー: (OS 2) 指定されたファイルが見つかりません。

ORA-00256 エラーは、¥¥¥meldell¥rmdriveまたは ¥¥¥meldell¥¥rmdriveと入力した
場合にも発生します。Oracle8 リリース 8.0.4 では、制御ファイルには追加の円記号が必要で
すが、REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルおよびデータファイルには必要ありません。

Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した Windows でのでのでのでの
データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

データベース作成の方法としては、Database Configuration Assistant を使用する方が簡単で
あるため、この方法をお薦めします。Database Configuration Assistant のインタフェースと
動作は、サポートされているすべてのプラットフォームで同じであるため、ここでは詳細な
手順やスクリーン・ショットを示しません。

Database Configuration Assistant を使用すると、次のことができます。

� データベースの作成

� データベースのデータベース・オプションの構成

� データベースの削除

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Database Configuration Assistant の使用方法は、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』を参照
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コマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースの作成
� テンプレートの管理

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルは、パラメータを含む ASCII テキスト・ファイルです。コマン
ドライン・ツールを使用してデータベースを作成および変更する場合に使用できます。
Database Configuration Assistant を使用してデータベースを作成すると、サーバー・パラ
メータ・ファイル（SPFILE）が初期化パラメータ・ファイルから作成され、初期化パラメー
タ・ファイルの名前が変更されます。Oracle は、名前変更されたファイルを初期化パラメー
タ・ファイルとして認識せず、インスタンスの開始後には使用しません。

Database Configuration Assistant で作成されたインスタンスを起動後に変更するには、
ALTER SYSTEM文を使用する必要があります。SPFILE は、テキスト・エディタを使用して
参照または表示できないバイナリ・ファイルであるため、このファイル自体は変更できませ
ん。新規に作成された SPFILE の場所は、%ORACLE_HOME%¥databaseです。SPFILE ファ
イル名は、spfileSID.oraです。

コマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースでのデータベースでのデータベースでのデータベース
の作成の作成の作成の作成

この項では、新しいデータベースを手動で作成する方法について説明します。データベー
ス・ソフトウェア・ファイルの一部として、Oracle Database ではサンプル・データベース
作成スクリプトおよびサンプル初期化パラメータ・ファイルが用意されており、どちらも必
要に応じて編集できます。既存のスクリプトがある場合は、それをデータベースの手動作成
にそのまま使用できます。また、サンプル・データベース作成スクリプトをガイドとして使
用し、既存のスクリプトを編集することもできます。

データベースの作成方法は、次の 3 種類です。

� 既存のデータベースをコピーし、古いデータベースは削除

� 既存のデータベースをコピーし、古いデータベースは保持

� データベースがシステムに存在しない場合、新しいデータベースを作成

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database 管理者ガイド』のサーバー・パラメータ・ファ
イルを使用した初期化パラメータの管理に関する項
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コマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースの作成
表 3-1 は、前述の各データベース作成カテゴリにおける、新しいデータベースを作成するタ
スクを示しています。各手順は、この後の各項で詳しく説明しています。

後述の各項では、1 つの例を使用して、データベースを作成する方法について説明します。
この例では、既存のデータベースは SIDが orclの初期データベース初期データベース初期データベース初期データベースで、ディレクトリ
C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orclにあります。orclを、ディレクトリ
C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prodにある、データベース名と SIDが prod
の新しいデータベースにコピーします。次に、初期データベース orclを削除します。

表表表表 3-1 手動データベース作成タスク手動データベース作成タスク手動データベース作成タスク手動データベース作成タスク

タスクタスクタスクタスク

既存のデータベースを既存のデータベースを既存のデータベースを既存のデータベースを
コピーし、古いデータコピーし、古いデータコピーし、古いデータコピーし、古いデータ
ベースを削除ベースを削除ベースを削除ベースを削除

既存のデータベースを既存のデータベースを既存のデータベースを既存のデータベースを
コピーし、古いデータコピーし、古いデータコピーし、古いデータコピーし、古いデータ
ベースを保持ベースを保持ベースを保持ベースを保持

データベースがシステムにデータベースがシステムにデータベースがシステムにデータベースがシステムに
存在しない場合、新しい存在しない場合、新しい存在しない場合、新しい存在しない場合、新しい
データベースを作成データベースを作成データベースを作成データベースを作成

ディレクトリの作成 ○ ○ ○

既存のデータベースのエクスポート ○ 必要な場合あり1

1 データを既存のデータベースから新しいデータベースにコピーする場合にのみ必要で、それ以外の場合は不要です。

該当なし

データベース・ファイルの削除 ○ × 該当なし

初期化パラメータ・ファイルの変更 ○ ○ ○

Oracle Database インスタンスの起動 ○ ○ ○

Oracle Database サービスの作成

および開始

× ○ ○

CREATE DATABASE 文の

スクリプトへの書込み

○ ○ ○

CREATE DATABASE スクリプトの

実行

○ ○ ○

データベースのインポート ○ 必要な場合あり2

2 既存のデータベースからエクスポートされた表および他のオブジェクトをインポートする場合にのみ必要で、それ以外の場
合は不要です。

該当なし

レジストリの ORACLE_SID の更新 × デフォルトの SIDを変

更する場合にのみ必要

○

新しいデータベースのバックアップ ○ ○ ○

注意注意注意注意 : この例では、ORACLE_BASEは C:¥oracle¥product¥10.1.0です。
ORACLE_BASEの詳細は、xix ページの「表記規則」を参照してください。
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コマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースの作成
ディレクトリの作成ディレクトリの作成ディレクトリの作成ディレクトリの作成
次のディレクトリを作成します。これらのディレクトリには、新しいデータベース prodの
管理ファイルおよびデータベース・ファイルを配置します。

� C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod

� C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥bdump

� C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥pfile

� C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥udump

� C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod

既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート既存のデータベースのエクスポート
エクスポートは、既存のデータベースの内容を新しいデータベースにコピーする場合にのみ
必要です。以前のリリースの Oracle のデータを処理している場合は、このタスクにエクス
ポートを使用できます。Oracle Database 10gリリース 1（10.1）データを使用している場合
は、Data Pump Export を使用することをお薦めします。Data Pump Export は、Oracle 
Database 10g リリース 1（10.1）の新機能（浮動小数点のサポートなど）に対応しているた
めです。

Data Pump Export またはエクスポートは、パラメータ・モードまたは対話形式モードのど
ちらでも起動できますが、パラメータ・モードをお薦めします。対話形式モードは、パラ
メータ・モードよりも機能が制限されています。対話形式モードは、下位互換性のためにの
み用意されています。

Data Pump Export のパラメータ・モードの構文は次のとおりです。

C:¥> expdp SYSTEM/password DUMPFILE=myexp.dmp FULL=y LOGFILE=myexp.log

Data Pump Export の対話形式モードの構文は次のとおりです。

C:¥> expdp SYSTEM/password 

expdp SYSTEM/passwordコマンドのみを入力すると、対話形式セッションが開始され、
Data Pump Export により必要な情報の入力を求められます。

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に
スペースが存在すると Data Pump Export によって不正な名前とみなされま
す。対処方法として、DUMPFILE=パラメータのフルパス指定は、3 つの二重
引用符で囲みます。次に例を示します。

DUMPFILE="""C:¥program files¥export.dmp"""

Data Pump Export を対話形式モードで使用する場合は、引用符を使用しなく
てもファイル名やディレクトリ名にスペースを使用できます。
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コマンドライン・ツールを使用した Windows でのデータベースの作成
エクスポートのパラメータ・モードの構文は次のとおりです。

C:¥> exp SYSTEM/password FILE=myexp.dmp FULL=y LOG=myexp.log

エクスポートの対話形式モードの構文は次のとおりです。

C:¥> exp SYSTEM/password 

exp SYSTEM/passwordコマンドのみを入力すると、対話形式セッションが開始され、エク
スポートにより必要な情報の入力を求められます。

既存のデータベースからすべてのデータを新しいデータベースにエクスポートするには、次
のようにします。

1. ORACLE_SIDを、エクスポートするデータベースのデータベース・サービスに設定しま
す。たとえば、エクスポートするデータベースが初期データベース orclの場合は、コ
マンド・プロンプトで次のように入力します。等号文字（=）の両側にはスペースを入
れないでください。

C:¥> set ORACLE_SID=orcl

2. 既存のデータベースが Oracle Database 10gリリース 1（10.1）の場合は、コマンド・プ
ロンプトから Data Pump Export を起動します。

C:¥> expdp SYSTEM/password DUMPFILE=myexp.dmp FULL=y LOG=myexp.log

これで、初期データベース orclの全データベースのエクスポートがファイル
myexp.dmpに作成されました。Data Pump Export からのすべてのメッセージは、ファ
イル myexp.logに記録されます。

3. 既存のデータベースが Oracle Database 10gリリース 1（10.1）より前の場合は、コマン
ド・プロンプトからエクスポートを起動します。

C:¥> exp SYSTEM/password FILE=myexp.dmp FULL=y LOG=myexp.log

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に
スペースが存在するとエクスポートによって不正な名前とみなされます。対
処方法として、FILE=パラメータのフルパス指定は、3 つの二重引用符で囲
みます。次に例を示します。

FILE="""C:¥program files¥export.dmp"""

エクスポートを対話形式モードで使用する場合は、引用符を使用しなくても
ファイル名やディレクトリ名にスペースを使用できます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Data Pump Export またはエクスポートの詳細は、『Oracle 
Database ユーティリティ』を参照
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これで、初期データベース orclの全データベースのエクスポートがファイル
myexp.dmpに作成されました。エクスポートからのすべてのメッセージは、ファイル
myexp.logに記録されます。

データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除データベース・ファイルの削除
データベース・ファイルの削除は、既存のデータベースを新しいデータベースにコピーし、
古いデータベースと置き換える場合にのみ必要です。初期データベース orclのデータベー
ス・ファイルを削除する例を次に示します。

データベース・ファイルを削除するには、次のようにします。

1. コマンド・プロンプトで初期データベース orclを停止します。

C:¥> oradim -SHUTDOWN -SID orcl -SHUTTYPE inst -SHUTMODE immediate

2. ディレクトリ C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orclから次のファイルを削
除します。

初期化パラメータ・ファイルの変更初期化パラメータ・ファイルの変更初期化パラメータ・ファイルの変更初期化パラメータ・ファイルの変更
新しいデータベースの基礎として初期データベース orclを使用するには、最初に
%ORACLE_BASE%¥admin¥orcl¥pfile¥init.oraをコピーします。次に、コピーを
%ORACLE_BASE%¥admin¥prod¥pfile¥init.oraに置きます。さらに、この項で説明さ
れているようにファイルを変更します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名

control01.ctl drsys01.dbf temp01.dbf xdb01.dbf

control02.ctl cwmlite01.dbf tools01.dbf redo01.log

control03.ctl example01.dbf undotbs01.dbf redo01.log

index01.dbf system01.dbf user01.dbf redo03.log

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）からは、円記号（¥）エスケープ文字を使用
した引用符のネストがサポートされなくなりました。これは、Oracle 
Database が初期化パラメータ・ファイルのパラメータ値を解釈する方法に影
響する場合があります。たとえば、リリース 2（9.2）より前のリリースで
CONTROL_FILES = "ctlfile¥'1.ora"を指定した場合、ファイル名は
ctlfile'1.oraとして解釈されました。リリース 2（9.2）からは、ファイ
ル名は ctlfile¥'1.oraとして解釈されまます。

パラメータ・ファイルを変更して、このような参照を削除することを強くお
薦めします。初期化パラメータ値の引用符のネストに関するその他の方法は、

『Oracle Database リファレンス』を参照してください。
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システムに既存のデータベースがない場合は、既存の初期化パラメータ・ファイルをコピー
して、新しい初期化パラメータ・ファイルの基礎として使用することはできません。しか
し、次の場所に用意されているサンプル初期化パラメータ・ファイル initsmpl.oraを使
用することができます。

%ORACLE_HOME%¥admin¥sample¥pfile

このファイルをデータベース prodの初期化パラメータ・ファイルの基礎とすることができ
ます。

initsmpl.oraを初期化パラメータ・ファイルの基礎として使用する場合、次のパラメー
タを示されている値に設定する必要があります。設定しなかった場合は、データベース
prodを起動できません。

� DB_NAME=prod.domain

パラメータ DB_NAMEは、データベースの名前を示します。このパラメータの値は、
3-11 ページの「CREATE DATABASE 文のスクリプトへの書込み」にある CREATE 
DATABASE文で使用する名前と同じにする必要があります。データベースには、それぞ
れ一意のデータベース名を付けます。データベース名は最大 8 文字です。この名前は、
データベース・サービスの SID と一致している必要はありません。

� INSTANCE_NAME=prod.domain

� SERVICE_NAMES=prod.domain

� CONTROL_FILES = ( 
"C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥control01.ctl",   
"C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥control02.ctl",   
"C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥control03.ctl") 

パラメータ CONTROL_FILESは、データベース制御ファイルをリストします。この時点
ではファイル・システムに制御ファイルはありません。制御ファイルは CREATE 
DATABASE文を実行するときに作成されます。ドライブ名を含めて、完全なパスとファ
イル名が指定されていることを確認してください。

� BACKGROUND_DUMP_DEST = C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥bdump 

� USER_DUMP_DEST = C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥udump 

� DB_FILES=100

初期化パラメータ DB_FILESの変更は必須ではありませんが、パフォーマンスを最適化
するために変更することをお薦めします。このパラメータには CREATE DATABASE文
の MAXDATAFILESオプションの値と同じ数値を設定します。この例では 100を使用し
ます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 追加または変更できる他の初期化パラメータの詳細は、『Oracle 
Database リファレンス』を参照
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Oracle Database インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動インスタンスの起動
データベースをマウントせずにインスタンスを起動します。

STARTUP NOMOUNT

この例では、初期化パラメータ・ファイルがデフォルトの場所に格納されているため、
PFILE句の指定は不要です。この時点で、データベースはありません。新規データベースを
作成する準備として、SGA のみ作成され、バックグラウンド・プロセスが起動します。

Oracle Database サービスの作成および開始サービスの作成および開始サービスの作成および開始サービスの作成および開始
Oracle Database サービスの作成および開始は、次のいずれかを行う場合にのみ必要です。

� 既存のデータベースを新しいデータベースにコピーし、古いデータベースは保持

� コピーするデータベースが存在しない場合、新しいデータベースを作成

データベースを作成する前に、そのデータベースを実行する Windows サービスを作成しま
す。このサービスは Oracle Database プロセスプロセスプロセスプロセス（oracle.exe）で、Windows サービスの形
式でインストールされます。

サービスは、ORADIM を使用して作成します。作成が終了すると、サービスは自動的に開
始されます。ORADIM の使用方法は、3-17 ページの「ORADIM による Oracle Database イ
ンスタンスの管理」を参照してください。

Oracle Database サービスを作成して開始するには、次のようにします。

1. コマンド・プロンプトから ORADIM を実行します。

C:¥> oradim -NEW -SID prod -STARTMODE manual
-PFILE "C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥pfile¥init.ora"

すでに作成した初期化パラメータ・ファイルが、ドライブ名を含めて、フルパスで指定
されていることに注意してください。サービスが開始されたかどうかは、「コントロー
ル パネル」の「サービス」ウィンドウで確認できます。

2. ORACLE_SIDを prodと等しくなるように設定します。等号文字（=）の両側にはス
ペースを入れないでください。

C:¥> set ORACLE_SID=prod
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CREATE DATABASE 文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み文のスクリプトへの書込み
CREATE DATABASE文は、データベースを作成する SQL 文です。この文が含まれるスクリ
プトは、データベースを作成するときにいつでも使用できます。

CREATE DATABASE文には、次のパラメータがあります。

� MAXDATAFILES - デフォルト値 : 32、最大値 : 65534

� MAXLOGFILES - デフォルト値 : 32、最大値 : 255

CREATE DATABASE文を実行すると、Oracle Database は、CREATE DATABASE文で指定さ
れている句または設定した初期化パラメータに基づいて複数の処理を実行します。

データベース prodを作成するには、script_name.sqlというファイルに次の文をコピー
して保存します。

CREATE DATABASE prod
MAXLOGFILES 5
MAXDATAFILES 100
DATAFILE 'oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥system01.dbf' SIZE 325M REUSE
AUTOEXTEND ON NEXT 10240K MAXSIZE UNLIMITED
UNDO TABLESPACE "UNDOTBS" DATAFILE 
'oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥undotbs01.dbf'
SIZE 200M REUSE AUTOEXTEND ON NEXT 5120K MAXSIZE UNLIMITED
CHARACTER SET WE8MSWIN1252
logfile 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥redo01.log' size 100M reuse,
        'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥redo02.log' size 100M reuse,
        'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥prod¥redo03.log' size 100M reuse;

注意注意注意注意 : Oracle Managed Files は、CREATE DATABASE文とともに使用して
Oracle Database の管理を簡略化する機能です。Oracle Managed Files では、
ファイル名ではなくデータベース・オブジェクトに関する処理を指定するた
め、Oracle Database サーバーを構成するオペレーティング・システム・ファ
イルを直接管理する必要がありません。Oracle Managed Files の使用の詳細
は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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CREATE DATABASE スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行
SQL スクリプトを使用してデータベースを作成するには、次のようにします。

1. サービスが開始されているかどうかを、「コントロール パネル」で確認します。この例
では、サービス名は OracleServicePRODで、その「状態」列には「開始」と表示さ
れます。「開始」になっていない場合は、サービス名を選択して「開始」をクリックし
ます。

また、コマンド・プロンプトで次のように入力して、サービスの状態を確認することも
できます。

C:¥> net START

システムで現在実行されている、すべての Windows サービスのリストが表示されます。
リストに OracleServicePRODがない場合は、次のように入力します。

C:¥> net START OracleServicePROD

2. PRODを現在の SIDにします。

C:¥> set ORACLE_SID=PROD

3. コマンド・プロンプトから SQL*Plus を起動し、データベースに SYSDBA で接続しま
す。

C:¥> sqlplus /NOLOG
SQL> CONNECT / AS SYSDBA 

「connected」というメッセージが表示されます。

4. スプーリングをオンにしてメッセージを保存します。

SQL> SPOOL script_name.log

5. 3-11 ページの「CREATE DATABASE 文のスクリプトへの書込み」で作成したスクリプ
ト script_name.sqlを実行します。

SQL> @C:¥oracle¥product¥10.1.0¥db_1¥rdbms¥admin¥script_name.sql;

データベースの作成が正常に終了した場合は、インスタンスが開始され、「Statement 
processed」というメッセージが数回表示されます。
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データベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポートデータベースのインポート
Data Pump Import（Oracle Database 10g リリース 1（10.1）のデータの場合）またはイン
ポート（旧データの場合）を使用して、3-6 ページの「既存のデータベースのエクスポート」
で作成した全エクスポートを新しいデータベースにインポートできます。Data Pump 
Import またはインポートは、パラメータ・モードまたは対話形式モードのいずれかを使用
して起動できますが、パラメータ・モードの方が多くの機能があるため、パラメータ・モー
ドを使用することをお薦めします。対話形式モードは、下位互換性のためにのみ用意されて
います。

Data Pump Import のパラメータ・モードの構文は次のとおりです。

C:¥> impdp SYSTEM/password DUMPFILE=myexp.dmp FULL=y LOG=myexp.log

Data Pump Import の対話形式モードの構文は次のとおりです。

C:¥> impdp SYSTEM/password 

impdp SYSTEM/passwordのみを入力すると、対話形式のセッションが開始され、Data 
Pump Import により必要な情報の入力を求められます。

インポートのパラメータ・モードの構文は次のとおりです。

C:¥> imp SYSTEM/password FILE=myexp.dmp FULL=y LOG=myexp.log

インポートの対話形式モードの構文は次のとおりです。

C:¥> imp SYSTEM/password 

imp SYSTEM/passwordのみを入力すると、対話形式のセッションが開始され、インポート
により必要な情報の入力を求められます。

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に
スペースが存在すると Data Pump Import によって不正な名前とみなされま
す。対処方法として、DUMPFILE=パラメータのフルパス指定は、3 つの二重
引用符で囲みます。次に例を示します。

DUMPFILE="""C:¥program files¥export.dmp"""

Data Pump Import を対話形式モードで使用する場合、二重引用符を使用しな
くてもファイル名やディレクトリ名にスペースを使用できます。
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レジストリのレジストリのレジストリのレジストリの ORACLE_SID の更新の更新の更新の更新
これがシステムの最初のデータベースである場合、または新しいデータベースをデフォルト
のデータベースにする場合は、レジストリレジストリレジストリレジストリを変更する必要があります。

1. コマンド・プロンプトでレジストリ エディタを起動します。

C:¥> regedt32

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. コンピュータ上で最初の Oracle ホームの場合、サブキー ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥
SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0を選択します。同一コンピュータ上の別の Oracle ホームに
対する後続インストールの場合は、パスは ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥
ORACLE¥HOMEIDです。ID は、Oracle ホームを識別する一意の数値です。

3. 「レジストリ エディタ」ウィンドウの右側でパラメータ ORACLE_SIDを探します。

4. パラメータ名をダブルクリックし、データを新しい SID（この例では prod）に変更し
ます。

注意注意注意注意 : パラメータ・モードを使用する場合、ファイル名やディレクトリ名に
スペースが存在するとインポートによって不正な名前とみなされます。対処
方法として、FILE=パラメータのフルパス指定は、3 つの二重引用符で囲み
ます。次に例を示します。

FILE="""C:¥program files¥export.dmp"""

インポートを対話形式モードで使用する場合、二重引用符を使用しなくても
ファイル名やディレクトリ名にスペースを使用できます。

注意注意注意注意 : エクスポート・ファイルの生成元のデータベースに、新しいデータ
ベースにはない表領域表領域表領域表領域が含まれている場合、インポートはその表領域とそれ
に関連付けられたデータファイルを作成しようとします。

簡単な解決方法は、両方のデータベースに同じ表領域が含まれるようにする
ことです。データファイルは、同一である必要はありません。重要なのは表
領域の名前のみです。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Data Pump Import またはインポートの詳細は、『Oracle Database
ユーティリティ』を参照

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホームのサブキーの場所の詳細は、第 14 章「パラ
メータおよびレジストリの構成」を参照
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これがシステムでの最初のデータベースで、まだパラメータ ORACLE_SIDがない場合は、
このパラメータを作成する必要があります。

パラメータ ORACLE_SIDを作成するには、次のようにします。

1. 「編集」「編集」「編集」「編集」メニューから「値の追加」「値の追加」「値の追加」「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログが表示されます。

2. 「値の名前」「値の名前」「値の名前」「値の名前」フィールドに ORACLE_SIDと入力します。

3. 「データ型」「データ型」「データ型」「データ型」リストで、REG_EXPAND_SZ（拡張可能文字列用）を選択します。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

データ型に対応する「文字列エディタ」ダイアログが表示されます。

5. 「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」フィールドに prod と入力します。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

レジストリ エディタにより、パラメータ ORACLE_SIDが追加されます。

7. 「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」メニューから「レジストリ「レジストリ「レジストリ「レジストリ エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。
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新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ新しいデータベースのバックアップ

新しいデータベースをバックアップするには、次のようにします。

1. データベース・インスタンスを停止してサービスを停止します。

C:¥> oradim -SHUTDOWN -SID prod -SHUTTYPE srvc,inst -SHUTMODE immediate

2. 任意のツールを使用して、データベース・ファイルをバックアップします。

データベース・ファイルは、初期化パラメータ・ファイル、制御ファイル、オンライン
REDO ログ・ファイルおよびデータファイルから構成されます。

バックアップが完了したら再びデータベースを起動し、必要に応じてユーザーとオブ
ジェクトを作成し、必要な変更を行って、データベースを使用することができます。

データベースに重要な変更（アーカイブ・モードを切り替える、表領域またはデータ
ファイルを追加する、など）を行った後は、データベースをバックアップしてくださ
い。

注意注意注意注意 : バックアップバックアップバックアップバックアップを行わずに新しいデータベースを操作していて、問題が
生じた場合は、データベース作成手順を繰り返す必要があります。データを
失ってしまうことがないように、データベースはここでバックアップしてく
ださい。

注意注意注意注意 : すぐに ORADIM によりプロンプトが表示されますが、手順 2 に進む
前に、データベースおよびサービスが完全に停止するまで待つ必要がありま
す。サービス OracleServicePRODが停止したことがコントロール パネル
に表示されるまで待ってください。表示されるまで待たないと、データが
データファイルに書き込まれている最中にバックアップが作成されて、バッ
クアップが無効になる可能性があります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : アーカイブ、バックアップおよびリカバリリカバリリカバリリカバリの詳細は、次の資料を
参照してください。

� 『Oracle Database 概要』

� 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ基礎』

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』

注意注意注意注意 : 圧縮ドライブにデータベース・ファイルを格納しないでください。書
込みエラーが発生し、パフォーマンスを低下させる可能性があります。
3-16　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



ORADIM による Oracle Database インスタンスの管理
ORADIM によるによるによるによる Oracle Database インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理
ORADIM は、Oracle Database で使用できるコマンドライン・ツールです。ORADIM が必
要になるのは、手動でデータベースを作成、削除または変更する場合のみです。この目的で
使用するツールとしては Database Configuration Assistant の方が簡単です。

後述の項では、ORADIM のコマンドおよびパラメータについて説明します。各コマンドの
前には必ずダッシュ（-）が付きます。ORADIM パラメータのリストを表示するには、次の
ように入力します。

oradim -? | -h | -help

ORADIM を使用すると、oradim.logと呼ばれるログ・ファイルが
%ORACLE_HOME%¥databaseまたは ORA_CWDレジストリ・パラメータで指定したディレク
トリにオープンされます。すべての処理（正常の場合も異常の場合もすべて）がこのファイ
ルに記録されます。このファイルをチェックして、処理が成功したかどうかを検証する必要
があります。

Oracle Database サービスを Windows 2000 にインストールした場合は、開始モードを「自
動」に設定して SYSTEM ユーザー（LocalSystem）としてログオンした際に、Oracle 
Database サービスは開始されますが、データベースが自動的には起動しない可能性がありま
す。次のエラー・メッセージがディレクトリ %ORACLE_HOME%¥databaseのファイル
ORADIM.LOGに書き込まれます。

ORA-12640: 認証アダプタの初期化に失敗しました。

Oracle Enterprise Management Agent、Oracle Enterprise Manager Management Server およ
び Oracle Internet Directory も、同じ理由でデータベースに接続できないため失敗すること
があります。対処方法は次のとおりです。

� SQLNET.ORAの変更

SQLNET.ORAは、次の行を削除することにより変更できます。

sqlnet.authentication_services=(NTS) 

または、この行を次のように変更します。

sqlnet.authentication_services=(NONE)

� サービス開始後のデータベースの起動

Oracle Database サービスを開始した後で、SQL*Plus を使用し、SYSDBAとして接続す
ることにより、データベースを手動で起動できます。

� 特定のユーザーとしてのサービスの開始

注意注意注意注意 : オプションを何も指定せずに oradimを指定することでも、ORADIM
のパラメータおよび説明のリストが返されます。
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インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成
ORADIM を使用してインスタンスを作成するには、次のように入力します。

oradim -NEW -SID SID | -SRVC service_name | -ASMSID SID | -ASMSRVC service_name 
[-SYSPWD password] [-STARTMODE auto | manual] [-SRVCSTART system | demand] 
[-PFILE filename | -SPFILE] [-SHUTMODE normal | immediate | abort] [-TIMEOUT 
secs] [-RUNAS osusr/ospass]

それぞれの要素は次のとおりです。

� -NEWは、新しいインスタンスを作成することを示します。これは必須パラメータです。

� -SID SIDは、作成するインスタンスの名前です。

� -SRVC service_nameは、作成するサービスの名前（OracleServiceSID）です。

� -ASMSID SIDは、作成する自動記憶域管理（ASM）インスタンスの名前です。

� -ASMSRVC service_nameは、作成する ASM サービスの名前です。

� -STARTMODE auto | manualは、Oracle Database サービスの開始時に、インスタンス
を起動するかどうかを示します。デフォルトは manualです。

� -SRVCSTART system | demandは、コンピュータの再起動時に Oracle Database サー
ビスを開始するかどうかを示します。

� -PFILE filenameは、このインスタンスで使用する初期化パラメータ・ファイルです。
このファイルは、ドライブ名を含めて、フルパス名を指定する必要があります。

� -SPFILEは、起動時に PFILE のかわりにサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）
を使用することを指定します。

� -TIMEOUT secsは、特定の SIDのサービスが停止するまでの最大待機時間（秒単位）
を設定します。

たとえば、PRODというインスタンスを作成するには、次のように入力します。

C:¥> oradim -NEW -SID prod -STARTMODE auto -PFILE 
C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥pfile¥init.ora

関連資料関連資料関連資料関連資料 : サービスの開始方法は、オペレーティング・システムのドキュメ
ントを参照
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インスタンスの起動とサービスの開始インスタンスの起動とサービスの開始インスタンスの起動とサービスの開始インスタンスの起動とサービスの開始
ORADIM を使用してインスタンスを起動し、サービスを開始するには、次のように入力し
ます。

oradim -STARTUP -SID SID | -ASMSID SID [-SYSPWD password] [-STARTTYPE srvc | 
inst | srvc,inst] [-PFILE filename | -SPFILE]

それぞれの要素は次のとおりです。

� -STARTUPは、既存のインスタンスを起動することを示します。これは必須パラメータ
です。

� -SID SIDは、起動するインスタンスの名前です。

� -ASMSID SIDは、起動する ASM インスタンスの名前です。

� -STARTTYPE srvc、instは、サービスまたはインスタンスのどちらを起動するかを示
します。片方または両方を指定できます。指定しない場合は、現在の設定がレジストリ
で確認されます。

-STARTTYPE srvcは、コマンドラインから net start oracleservice<sid>を
実行することと同じです。

-STARTTYPE instは、SQL*Plus 内で startupを実行することと同じです。

� -PFILE filenameは、このインスタンスで使用する初期化パラメータ・ファイルです。
このファイルは、ドライブ名を含めて、フルパス名を指定する必要があります。

� -SPFILEは、起動時に PFILE のかわりにサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）
を使用することを指定します。

たとえば、pumaというインスタンスを起動するには、次のように入力します。

C:¥> oradim -STARTUP -SID puma -STARTTYPE inst -PFILE 
C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥prod¥pfile¥init.ora

インスタンスおよびサービスの停止インスタンスおよびサービスの停止インスタンスおよびサービスの停止インスタンスおよびサービスの停止
Enterprise Database Control サービス（OracleDBConsoleSID）は、Oracle Database サー
ビス（OracleServiceSID）に依存します。Enterprise Database Control 依存サービスは、

（インストールされている場合）ORADIMを実行してデータベース・インスタンス・サービ
スを停止する前に、停止する必要があります。

ORADIM を使用してインスタンスを停止するには、次のように入力します。

oradim -SHUTDOWN -SID SID | -ASMSID SID [-SYSPWD password] 
[-SHUTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-SHUTMODE normal | immediate | abort]
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それぞれの要素は次のとおりです。

� -SHUTDOWNは、インスタンスの停止を示します。これは必須パラメータです。

� -SID SIDは、停止するインスタンスの名前を指定します。

� -ASMSID SIDは、停止する ASM インスタンスの名前です。

� -SHUTTYPE srvc、instは、サービスまたはインスタンスのどちらを停止するかを示
します。片方または両方を指定できます。指定しない場合は、現在の設定がレジストリ
で確認されます。

� -SHUTMODEは、インスタンスの停止方法を指定します。これはオプション・パラメー
タです。インスタンスの停止方法を指定しない場合は、normalがデフォルト・モード
です。

たとえば、pumaというインスタンスを停止するには、次のように入力します。

C:¥> oradim -SHUTDOWN -SID puma -SHUTTYPE srvc,inst

インスタンスの編集インスタンスの編集インスタンスの編集インスタンスの編集
既存のインスタンスを編集すると、インスタンス名、起動モード、停止モード、停止タイプ
などの値を変更できます。ORADIM を使用してインスタンスを変更するには、次のように
入力します。

oradim -EDIT -SID SID | -ASMSID SID [-SYSPWD password] [-STARTMODE auto | 
manual] [-SRVCSTART system | demand] [-PFILE filename | -SPFILE][SHUTMODE normal 
| immediate | abort] [SHUTTYPE srvc | inst | srvc,inst]

それぞれの要素は次のとおりです。

� -EDITは、インスタンスの変更を示します。これは必須パラメータです。

� -SID SIDは、変更するインスタンスの名前を指定します。これは必須パラメータです。

� -ASMSID SIDは、変更する ASM インスタンスの名前です。

� -STARTMODEは、Oracle Database サービスの開始時にインスタンスを起動するかをど
うかを示します。デフォルトは manualです。

� -SRVCSTART system | demandは、コンピュータの再起動時に Oracle Database サー
ビスを開始するかどうかを示します。

� -PFILE filenameは、このインスタンスで使用する初期化パラメータ・ファイルを指
定します。このファイルは、ドライブ名を含めて、フルパス名を指定する必要がありま
す。

� -SPFILEは、起動時に PFILE のかわりにサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）
を使用することを指定します。
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� -SHUTMODEは、インスタンスの停止方法を指定します。これはオプション・パラメー
タです。インスタンスの停止方法を指定しない場合は、normalがデフォルト・モード
です。

� -SHUTTYPEは、サービスまたはインスタンスのどちらを停止するかを示します。片方
または両方を指定できます。指定しない場合は、現在の設定がレジストリで確認されま
す。

たとえば、インスタンス prodに対して新しい初期化パラメータ・ファイルを指定するに
は、次のように入力します。

C:¥> oradim -EDIT -SID prod -PFILE 
C:¥oracle¥product¥10.1.0¥admin¥lynx¥pfile¥init.ora

インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除
Enterprise Database Control サービス（OracleDBConsoleSID）は、Oracle Database サー
ビス（OracleServiceSID）に依存します。Enterprise Database Control 依存サービスは、

（インストールされている場合）ORADIMを実行してデータベース・インスタンス・サービ
スを削除する前に、停止する必要があります。

ORADIM を使用してインスタンスを削除するには、次のように入力します。

oradim -DELETE -SID SID | -ASMSID SID | -SRVC service_name | -ASMSRVC service_name

それぞれの要素は次のとおりです。

� -DELETEは、インスタンスまたはサービスの削除を示します。これは必須パラメータで
す。

� -SID SIDは、削除する SID の名前を指定します。

� -SRVC service_nameは、削除するサービスの名前を指定します。

� -ASMSID SIDは、削除する ASM インスタンスの名前です。

� -ASMSRVC service_nameは、削除する ASM サービスの名前です。

たとえば、prodというインスタンスを削除するには、次のように入力します。

C:¥> oradim -DELETE -SID prod
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Windows でのインストール後の構成タスクでのインストール後の構成タスクでのインストール後の構成タスクでのインストール後の構成タスク

この章では、セキュリティを高めるために実行できる構成タスクおよび Oracle interMedia
とその他の Oracle オプションを使用する前に実行する必要のあるその他の構成タスクにつ
いて説明します。適宜、構成タスクについて記述されている他のマニュアルを参照先として
記載しています。

この章の項目は次のとおりです。

� デフォルト・アカウントのパスワードのリセット

� NTFS ファイル・システムと Windows レジストリの権限

� Windows でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成

� Windows での Oracle interMedia

� Windows での Oracle Text の構成

� Windows での Oracle Spatial の構成

� Windows での Advanced Replication の構成

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible Architecture
（OFA）ガイドラインに準拠しています（たとえば、%ORACLE_HOME%¥
rdbms¥admin）。インストール時に OFA に準拠していないディレクトリを
指定した場合、ディレクトリ・パスは異なったものになります。詳細は、

『Oracle Database インストレーション・ガイド』の付録 A「Optimal Flexible 
Architecture」を参照してください。
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デフォルト・アカウントのパスワードのリセット
デフォルト・アカウントのパスワードのリセットデフォルト・アカウントのパスワードのリセットデフォルト・アカウントのパスワードのリセットデフォルト・アカウントのパスワードのリセット
Oracle Database のインストールでは、多数のデフォルト・アカウントもインストールされ
ます。インストールが正常に終了した場合、Database Configuration Assistant により、ほと
んどのデフォルトのデータベース・アカウントがロックされ、無効になります。インストー
ル後、即時にすべてのユーザー・パスワードを変更することをお薦めします。

NTFS ファイル・システムとファイル・システムとファイル・システムとファイル・システムと Windows レジストリの権限レジストリの権限レジストリの権限レジストリの権限
認可されたデータベース管理者（DBA）のみが完全な制御権を持つように、Oracle 
Database ファイル、ディレクトリおよびレジストリの設定を構成することをお薦めします。
Database Configuration Assistant を使用してデータベースを作成した場合、または Oracle 
Database Upgrade Assistant を使用してデータベースをアップグレードした場合は、それ以
上の処理は不要です。

この項では、Oracle Universal Installer、Database Configuration Assistant および Oracle 
Database Upgrade Assistant で自動的に設定される権限と、これらの権限を手動で設定する
手順について説明します。

次の項目について説明します。

� ファイル権限

� NTFS ファイル・システムのセキュリティの設定

� Windows レジストリのセキュリティの設定

関連資料関連資料関連資料関連資料 : デフォルトのデータベース・アカウントおよびパスワードの詳細
は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照

関連資料関連資料関連資料関連資料 : NTFS ファイル・システムおよび Windows レジストリの設定の変
更の詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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ファイル権限ファイル権限ファイル権限ファイル権限
Oracle9i リリース 2（9.2）からは、Oracle Database ソフトウェアのインストールまたは
アップグレード時に、Oracle Universal Installer、Database Configuration Assistant および
Database Upgrade Assistant によりファイル権限が設定されます。

次の項目について説明します。

� Oracle Universal Installer によって設定されるファイル権限

� Database Configuration Assistant によって設定されるファイル権限

� Database Upgrade Assistant によって設定されるファイル権限

Oracle Universal Installer によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限
Oracle Database のインストール時に、デフォルトでは、Oracle Universal Installer によりソ
フトウェアが ORACLE_HOMEにインストールされます。Oracle Universal Installer により、
このディレクトリ、およびこのディレクトリの下のすべてのファイルとディレクトリに対し
て次のアクセス権が設定されます。

� Administrators: Full Control

� System: Full Control

� Authenticated Users: Read、Execute および List Contents

Database Configuration Assistant によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限
データベースの構成時に、Database Configuration Assistant によりファイルおよびディレク
トリが次のデフォルトの場所にインストールされます。database_nameは、データベース
名または SID です。

� %ORACLE_BASE%¥admin¥database_name（管理ファイル・ディレクトリ）

� %ORACLE_BASE%¥oradata¥database_name（データベース・ファイル・ディレクト
リ）

� %ORACLE_BASE%¥oradata¥database_name（REDO ログ・ファイルおよび制御ファ
イル）

� %ORACLE_HOME%¥database（SPFILESID.ORA）

重要重要重要重要 : これらのアカウントがすでに存在し、より制限された権限を持つ場合
は、最も制限された権限が保持されます。Administrators、Systemおよ
び Authenticated Users以外のアカウントがすでに存在する場合、これら
のアカウントの権限は削除されます。
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Database Configuration Assistant により、これらのディレクトリ、およびこれらのディレク
トリの下のすべてのファイルとディレクトリに対して次のアクセス権が設定されます。

� Administrators: Full Control

� System: Full Control

Database Upgrade Assistant によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限によって設定されるファイル権限
旧バージョンのデータベースが Oracle Database 10gリリース 1（10.1）にアップグレードさ
れるときに、Database Upgrade Assistant により、ソフトウェアが次のディレクトリにイン
ストールされます。database_nameは、データベース名または SID です。

� %ORACLE_BASE%¥admin¥database_name（管理ファイル）

� %ORACLE_BASE%¥oradata¥database_name（データベース・ファイル・ディレクトリ）

� %ORACLE_BASE%¥oradata¥database_name（REDO ログ・ファイルおよび制御ファイル）

� %ORACLE_HOME%¥database（SPFILESID.ORA）

Database Upgrade Assistant により、これらのディレクトリ、およびこれらのディレクトリ
の下のすべてのファイルとディレクトリに対して次のアクセス権が設定されます。

� Administrators: Full Control

� System: Full Control

Oracle Database 10gリリース 1（10.1）からは、Database Upgrade Assistant でも Enterprise 
Manager を構成できます。Enterprise Manager の構成時に「Enable daily backup」オプショ
ンを選択した場合、Database Upgrade Assistant ではフラッシュ・リカバリ領域を求める別
の画面が表示されます。Database Upgrade Assistant では、どのファイル・システムの場所
が指定されている場合でも、ディレクトリ構造が存在しない場合は、その作成を試行しま
す。同じファイル権限のセットがこの場所に挿入されます。フラッシュ・リカバリ領域の
DBUA で示されるデフォルトの場所は次のとおりです。

� %ORACLE_BASE%¥flash_recovery_area

重要重要重要重要 : これらのアカウントがすでに存在し、より制限された権限を持つ場合
は、最も制限された権限が保持されます。Administratorsおよび System
以外のアカウントがすでに存在する場合、これらのアカウントの権限は削除
されます。

重要重要重要重要 : これらのアカウントがすでに存在し、より制限された権限を持つ場合
は、最も制限された権限が保持されます。Administratorsおよび System
以外のアカウントがすでに存在する場合、これらのアカウントの権限は削除
されます。
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NTFS ファイル・システムのセキュリティの設定ファイル・システムのセキュリティの設定ファイル・システムのセキュリティの設定ファイル・システムのセキュリティの設定
認可されたユーザーのみが完全なファイル・システムの権限を持つようにするには、次のよ
うにします。

1. Windows エクスプローラに移動します。

2. 各ディレクトリまたはファイルに次のアクセス権を設定します。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ グループおよびアクセス権グループおよびアクセス権グループおよびアクセス権グループおよびアクセス権

ORACLE_HOME � Administrators: Full Control

� System: Full Control

� Authenticated Users: Read、Execute
および List Contents

%ORACLE_BASE%¥admin¥database_name � Administrators: Full Control

� System: Full Control

%ORACLE_BASE%¥oradata¥database_name � Administrators: Full Control

� System: Full Control

%ORACLE_HOME%¥database¥spfileSID.ora � Administrators: Full Control

� System: Full Control

注意注意注意注意 : Oracle Database では、Windows の LocalSystem の組込みセキュリ
ティ・アカウントが使用されます。したがって、ファイル権限は、Oracle 
Database を実行するローカル・コンピュータの Systemアカウントに付与す
る必要があります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : NTFS ファイル・システムおよびレジストリの設定の変更方法の
詳細は、オペレーティング・システムのオンライン・ヘルプを参照
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Windows でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成
Windows レジストリのセキュリティの設定レジストリのセキュリティの設定レジストリのセキュリティの設定レジストリのセキュリティの設定
Windows レジストリの ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEで、Oracle Database 
DBA またはシステム管理者以外のユーザーから書込み権限を削除することをお薦めします。

書込み権限を削除するには、次のようにします。

1. レジストリ エディタを開きます。

2. ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLEに移動します。

3. 「セキュリティ」メイン・メニューで「アクセス許可」を選択します。

レジストリ・キーのアクセス許可ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. Oracle Database DBA またはシステム管理者以外のユーザーから書込み権限を削除しま
す。SYSTEMアカウントは Oracle Database の実行に使用するアカウントであるため、
このアカウントには Full Control が必要です。

5. Oracle アプリケーションを実行する必要のあるユーザー・アカウントに読取り権限があ
ることを確認します。

6. 「OK」を選択します。

7. レジストリ エディタを終了します。

Windows でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成でのスケジューラの外部ジョブ・サポートの構成
このリリースには、エンタープライズ・スケジューリング機能を提供するための新しいデー
タベース・スケジューラが組み込まれています。ユーザーにより実行される外部ジョブは、
OracleJobSchedulerサービスを使用して開始されます。このサービスはデフォルトでは
使用不可になります。外部ジョブ機能を使用するには、管理者が、このサービスを実行する
ユーザー・アカウントのユーザー名とパスワードを設定し、サービスを使用可能にする必要
があります。

権限の低いユーザーに対して外部ジョブの実行を制限することにより、認可されていない
データベース・ユーザーがオペレーティング・システム・レベルの権限を得ることが防止さ
れますが、実行できるジョブの種類も制限されます。高いレベルのオペレーティング・シス
テム権限を必要とするジョブは、このメカニズムでは実行できません。
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Windows でのでのでのでの Oracle interMedia
Oracle interMedia のパフォーマンス関連のコンポーネントは、現在 Companion CD にパッ
ケージされています。Companion CD がなくても interMedia は正常に機能しますが、画像
処理のパフォーマンスを許容範囲内にするには、Companion CD から次のコンポーネントを
インストールする必要があります。

� JAccelerator（NCOMP）

� Oracle interMedia Image Accelerator

Oracle interMedia には、次のコンポーネントが含まれます。

Client
Oracle interMedia Client は、Oracle Database interMedia Audio、Image および Video の
Java インタフェースを提供します。このインタフェースにより、ローカル（クライアント
側）・アプリケーションを使用して、ネットワークからアクセス可能な（サーバー側）デー
タベースに格納されているマルチメディア・データを操作または変更できます。Java ライブ
ラリを使用するには、Oracle interMedia ライブラリを含むように環境変数 CLASSPATHを設
定します。

Client には、Microsoft Visual C++ を使用して開発された単純な interMedia Image サンプル
（SimpImg.exe）も用意されています。SimpImg.exeは、Oracle Database 内で
interMedia Image を使用し、イメージを検索および更新します。

Audio
Oracle interMedia Audio は、Oracle Database 内の様々なファイル形式のオーディオ・デー
タを管理します。一般に使用されているオーディオ・ファイル形式の会話、歌、その他の音
声などいろいろな種類のオーディオ・データがサポートされています。このため、他のアプ
リケーション固有のオブジェクト・リレーショナル・データにオーディオ・データを組み込
むことができます。

Video
Oracle interMedia Video は、様々なビデオ・ファイル形式のビデオ・データを管理します。
このため、他のアプリケーション固有のオブジェクト・リレーショナル・データにビデオ・
データを組み込むことができます。

Image
Oracle interMedia Image には、オブジェクト・データ型（ODT）を介してイメージの格納、
検索および形式変換を行う機能があります。また、バイナリ・ラージ・オブジェクト

（BLOB）を使用したイメージの格納、および外部ファイル（BFILE）におかれるイメージ・
データの参照もサポートします。

さらに、Oracle interMedia Image には、Oracle Database からイメージを抽出する方法を説
明するサンプル・デモが付属しています。
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Locator
Oracle interMedia Locator を使用すると、Oracle Database でロケータ・アプリケーションと
近似検索にオンライン・インターネット・ベースのジオコーディング機能が利用できるよう
になります。

旧リリースからの旧リリースからの旧リリースからの旧リリースからの Oracle interMedia のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
旧リリースから現在のリリースに Oracle をアップグレードする場合、Oracle interMedia は
検出されると自動的にアップグレードされます。なんらかの理由で interMedia を手動でアッ
プグレードする場合は、次のようにします。

1. データベースをアップグレードします。

2. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

3. Oracle Database にアカウント SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

4. スクリプト imdbma.sqlを実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥imdbma.sql

5. スクリプトで NOT_INSTALLEDと表示された場合は、旧リリースの Oracle interMedia
がコンピュータにインストールされていません。Oracle interMedia をアップグレードす
るのではなくインストールする必要があります。

6. スクリプトで INSTALLEDと表示された場合は、最新リリースの Oracle interMedia がコ
ンピュータにすでにインストールされています。

7. スクリプトで u0nnnnn0.sqlと表示された場合は、Oracle interMedia リリース nnnnn
がインストールされています。たとえば、u0800060.sqlは、Oracle Image Cartridge
リリース 8.0.6.0.0 が現在インストールされていることを意味します。

8. Oracle interMedia 共通ファイルをアップグレードします。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥admin¥u0nnnnn0.sql

9. Oracle interMedia をアップグレードします。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥u0nnnnn0.sql

10. アップグレードを検証します。

SQL> CONNECT / AS ORDSYS
SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥imchk.sql
4-8　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Windows での Oracle interMedia
Oracle interMedia Audio、、、、Video、、、、Image およびおよびおよびおよび Locator の構成の構成の構成の構成
Enterprise Edition をインストールした場合は、インストールの終了時に Database 
Configuration Assistant が自動的に起動します。「Customized」以外の Database 
Configuration Assistant のインストール・タイプを選択した場合は、interMedia の手動構成
は不要です。この項に示されているタスクは、すべて自動的に実行されます。

「Customized」インストールを選択した場合は、Database Configuration Assistant により、
Oracle interMedia の構成手順が順に示されます。

データベースを手動で作成および構成している場合、Oracle interMedia Audio、Video、
Image および Locator を構成するには、次のようにします。

1. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

2. Oracle Database にアカウント SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

3. データベースを起動します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

4. スクリプト ordinst.sqlを実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥admin¥ordinst.sql

5. スクリプト iminst.sqlを実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥iminst.sql

6. SQL*Plus を終了します。

SQL> EXIT

注意注意注意注意 : Oracle8i の listener.oraファイルおよび tnsnames.oraファイル
を Oracle Database ネットワーク・ディレクトリに手動でコピーする場合は、
外部ルーチン外部ルーチン外部ルーチン外部ルーチン・コールが動作し、interMedia が正しく機能するよう、サー
バー上のネットワーク構成ファイル tnsnames.oraおよび listener.ora
を変更する必要があります。『Oracle Net Services 管理者ガイド』の手順に
従ってください。
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Oracle interMedia デモの構成デモの構成デモの構成デモの構成
Oracle interMedia Audio、Video および Image のデモを構成するには、表 4-1 に示す場所に
ある readme.txtファイルの指示に従います。

ディレクトリ ¥img¥demoには、demo_ordimg.mkも含まれます。このファイルは、
Microsoft C コンパイラ用の interMedia Image デモを作成する MAKEFILE です。ただし、
デモをビルドして実行する前に、使用中の環境に合せてこのファイルを修正する必要があり
ます。

Oracle interMedia Locator デモを構成するには、次のディレクトリに移動します。

%ORACLE_HOME%¥md¥demo¥geocoder

Oracle Database にロードできるサンプル・データは、nh_cs.sqlにあります。Locator 機
能の使用方法を示す例は、geohttp.sqlおよび geolocate.sqlにあります。Locator を
使用して作成されるデータ索引の例は、geoindex.sqlにあります。

表表表表 4-1 interMedia デモの指示デモの指示デモの指示デモの指示

デモデモデモデモ ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

Audio %ORACLE_HOME%¥ord¥aud¥demo

Video %ORACLE_HOME%¥ord¥vid¥demo

Image %ORACLE_HOME%¥ord¥img¥demo

注意注意注意注意 : これらの readme.txtファイルには、UNIX の改行が含まれていま
す。単純にダブルクリックした場合は、デフォルトでメモ帳に開きますが、
メモ帳は UNIX の改行を認識しません。かわりに write.exeまたは
edit.comを使用してください。
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Windows でのでのでのでの Oracle Text の構成の構成の構成の構成
Oracle Text を使用すると、ほとんどの Oracle インタフェースから SQL および PL/SQL を介
してテキスト問合せを実行できます。Oracle Text を Oracle Database サーバーとともにイン
ストールすることによって、SQL*Plus、Oracle Forms、Pro*C/C++ などのクライアント・
ツールで Oracle Database 内のテキストを取り出し、処理することができます。

Oracle Text では、Oracle Database の従来のデータ型と組み合せてテキスト・データが管理
されます。テキストが挿入、更新または削除されたときは、Oracle Text によってその変更が
自動的に管理されます。

Oracle Text のインストール後のタスクは、状況により異なります。

CD-ROM から Oracle Text をインストールし、Oracle Text の旧リリース（interMedia Text
と呼ばれていたもの）がすでにインストールされている場合は、『Oracle Text アプリケー
ション開発者ガイド』を参照してください。

データベースをアップグレードアップグレードアップグレードアップグレードする場合は、外部プロシージャ用に Oracle Net の構成が必
要な場合があります。これを行わないと、Oracle Text が動作しないことがあります。アップ
グレードの場合を除いて、Oracle Net はデフォルトで Oracle Text とともに動作するよう正
しく構成されます。『Oracle Text アプリケーション開発者ガイド』および『Oracle Text リ
ファレンス』を参照してください。

Microsoft Word などの書式設定された文書に索引を付ける場合は、ドキュメント・セットに
索引を付ける前に、INSO フィルタを使用するように環境を設定する必要があります。INSO
フィルタを使用するように環境を設定する方法の詳細は、『Oracle Text リファレンス』を参
照してください。

最後に、CD-ROM から Oracle Text をインストールし、旧リリースの Oracle Text がインス
トールされていない場合に、次のいずれかの条件に該当すれば、Oracle Database は Oracle 
Text とともに使用できるようにすでに構成されています。

� スタンドアロン・モードで Database Configuration Assistant を使用し、「Typical」デー
タベース作成タイプを選択してデータベースを作成

� データベースが、次の手順を実行して作成した初期データベース初期データベース初期データベース初期データベース

1. 「「「「Available Products」」」」ウィンドウで「Oracle Database」を選択します。

2. 「「「「Installation Types」」」」ウィンドウで、「Enterprise Edition」、「Standard Edition」ま
たは「Personal Edition」を選択します。

3. 「「「「Database Configuration」」」」ウィンドウで、「General Purpose」を選択します。

注意注意注意注意 : INSO フィルタは、Windows XP 64-bit Edition Version 2003 または
Windows Server 2003 Datacenter Edition for 64-bit Itanium 2 Systems ではサ
ポートされません。付録 G「Oracle Database for 64-bit Windows」を参照し
てください。
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前述のいずれにも該当しない場合は、次のいずれかを実行して Oracle Text とともに使用で
きるように Oracle Database を構成する必要があります。

� Database Configuration Assistant を使用した Oracle Text の構成

� コマンドライン・ツールを使用した Oracle Text の構成

Database Configuration Assistant を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Text の構成の構成の構成の構成
Database Configuration Assistant を使用して、データベースの作成時に Oracle Text ととも
に使用できるように Oracle Database を構成するには、プロンプトが表示された際に、構成
するオプションとして「Oracle Text」を選択します。

後でデータベースを構成するには、次のようにします。

1. Database Configuration Assistant を起動します。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Database Configuration Assistant」」」」を選択します。

2. 「「「「Configure database options in a database」」」」を選択します。

3. プロンプトが表示されたら、変更するデータベースを選択します。

4. プロンプトが表示されたら、構成するオプションとして「「「「Oracle Text」」」」を選択します。

コマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用したコマンドライン・ツールを使用した Oracle Text の構成の構成の構成の構成
Oracle Text とともに使用できるように Oracle Database を手動で構成する作業では、Oracle 
Text のデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ表の表領域を作成してから、ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 ctxsysおよび
Oracle Text のデータ・ディクショナリ表を作成します。

1. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

2. Oracle Database にアカウント SYSDBAで接続します。

SQL: CONNECT / AS SYSDBA

3. Oracle Text のデータ・ディクショナリ表の表領域を作成します。

SQL> CREATE TABLESPACE tablespace_name DATAFILE 
'%ORACLE_BASE%¥oradata¥db_name¥drsys01.dbf' SIZE 80m;

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 初期データベースの作成方法の詳細は、次の資料を参照してくだ
さい。

� 第 3 章「Windows でのインストール後のデータベース作成」

� 『Oracle Database インストレーション・ガイド』
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4. SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT USERNAME/PASSWORD AS SYSDBA

5. スクリプト dr0csys.sqlを実行して、ユーザー名 ctxsysを作成します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ctx¥admin¥dr0csys.sql password default_tablespace_name 
temporary_tablespace_name;

文字列の意味は、次のとおりです。

� passwordは、ユーザー名 ctxsysに対して使用するパスワードです。

� default_tablespace_nameは、Oracle Text のデータ・ディクショナリ表のデ
フォルトの表領域です。デフォルトの表領域を、手順 3 の tablespace_nameの
値に設定します。

� temporary_tablespace_nameは、Oracle Text のデータ・ディクショナリ表の一
時表領域です。一時表領域を、手順 3 の tablespace_nameの値に設定します。

6. ctxsysで接続します。

SQL> CONNECT ctxsys/password

7. 次のようにスクリプト dr0inst.sqlを実行して、Oracle Text のデータ・ディクショ
ナリ表を作成し、移入します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥bin¥dr0inst.sql;

8. 次のように言語固有のデフォルト・スクリプトを実行します。xxは言語コード（たと
えば、us）です。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ctx¥admin¥defaults¥drdefxx.sql;

9. SQL*Plus を終了します。

SQL> EXIT
Windows でのインストール後の構成タスク 4-13



Windows での Oracle Spatial の構成
Windows でのでのでのでの Oracle Spatial の構成の構成の構成の構成
Oracle Spatial を使用すると、ユーザーは、より簡単かつ直感的に空間データの格納、取出
しおよび操作を行うことができます。

空間データには、たとえば道路地図があります。道路地図は、点、線および多角形によっ
て、都市、道路および県などの行政上の境界が表現されている、2 次元のオブジェクトです。
道路地図は、地理情報を表します。都市、道路および行政上の境界の位置は、オブジェクト
の相対的位置と相対的距離が保たれた状態で、2 次元の画面または紙に投影されます。

Enterprise Edition で Oracle Spatial をインストールする場合、手動構成は不要です。Oracle 
Spatial の構成タスクは、すべて自動的に実行されます。

Enterprise Edition または Standard Edition の「Custom」インストールで Oracle Spatial と
Oracle Database の両方をインストールする場合は、インストールの終了時に Database 
Configuration Assistant が自動的に起動します。「Custom」インストールを選択し、「Create 
new database」を選択した場合は、Database Configuration Assistant により、Oracle Spatial
を自動的に構成するかどうかが確認されます。

Enterprise Edition とは別のインストールで Oracle Spatial をインストールする場合は、
Database Configuration Assistant を起動し、「Configure database options in a database」を
選択するか、Oracle Spatial を手動で構成する必要があります。

Oracle Spatial を手動で構成するには、次のようにします。

1. コマンド・プロンプトから SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

2. Oracle Database にアカウント SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

3. データベースを起動します（必要な場合）。

SQL> STARTUP

4. スクリプト ordinst.sqlを実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥ord¥admin¥ordinst.sql

5. データベースにユーザー SYSTEM で接続します。

SQL> CONNECT SYSTEM/password

6. スクリプト mdinst.sqlを実行します。

SQL> @%ORACLE_HOME%¥md¥admin¥mdinst.sql

7. SQL*Plus を終了します。

SQL> EXIT
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Windows でのでのでのでの Advanced Replication の構成の構成の構成の構成
Oracle Database は、レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション・パッケージおよびプロシージャを、別々の手動プ
ロセスではなく、自動的にインストールします。Advanced Replication には様々な構成や使
用方法があります。

この項では、Oracle Database に Advanced Replication を手動で構成する方法について説明
します。この機能を使用するように構成されていなかった Oracle Database に Advanced 
Replication を追加する場合にのみ、示されている手順に従ってください。

Advanced Replication を構成する手順は次のとおりです。

� 表領域およびロールバック・セグメントの要件のチェック

� 初期化パラメータの追加および変更

� データ・ディクショナリ表の監視

表領域およびロールバック・セグメントの要件のチェック表領域およびロールバック・セグメントの要件のチェック表領域およびロールバック・セグメントの要件のチェック表領域およびロールバック・セグメントの要件のチェック
表 4-2 に、Advanced Replication の推奨される表領域およびロールバック・セグメントの要
件を示します。

注意注意注意注意 : スクリプト mdinst.sqlには、変数 %MD_SYS_PASSWORD%が含まれ
ており、この変数は Oracle Universal Installer によってインストール時にイイイイ
ンスタンス化ンスタンス化ンスタンス化ンスタンス化されます。したがって、ユーザー mdsysのパスワードを変更し
た場合は、手動インストールの際に、そのパスワードでスクリプト
mdinst.sqlを更新することも忘れないでください。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Advanced Replication の詳細、およびマスター・サイトとマテリ
アライズド・ビュー・サイトの定義は、『Oracle Database アドバンスト・レ
プリケーション』を参照

表表表表 4-2 Advanced Replication の表領域およびロールバック・セグメントの要件の表領域およびロールバック・セグメントの要件の表領域およびロールバック・セグメントの要件の表領域およびロールバック・セグメントの要件

表領域表領域表領域表領域 / ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント 最小空き領域最小空き領域最小空き領域最小空き領域

SYSTEM1

1 レプリケーション・トリガーおよびプロシージャがここに格納されます。

20MB

UNDO TABLESPACE 10MB

RBS 5MB

TEMP 10MB

USERS 特定の要件なし
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Windows での Advanced Replication の構成
初期化パラメータの追加および変更初期化パラメータの追加および変更初期化パラメータの追加および変更初期化パラメータの追加および変更
Advanced Replication を使用する場合は、特定のパラメータ値を初期化パラメータ・ファイ
ルに追加し、それ以外のパラメータ値を推奨値に設定する必要があります。表 4-3 に、マス
ター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイトのパラメータ名と値を示します。

データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視データ・ディクショナリ表の監視
Advanced Replication を使用して非常に多くのレプリケート・オブジェクトを設定する場合
は、SQLの SELECTコマンドを使用して次のデータ・ディクショナリ表を監視する必要があ
ります。

� ARGUMENT$

� IDL_CHAR$

� IDL_UB1$

� IDL_UB2$

� IDL_SB4$

� I_ARGUMENT1

� I_SOURCE1I$

� SOURCE$

� TRIGGER

必要に応じて、記憶域パラメータを増加させ、多くのレプリケート・オブジェクトの記憶要
件を満たすようにします。

表表表表 4-3 Advanced Replication の初期化パラメータの初期化パラメータの初期化パラメータの初期化パラメータ

パラメータ名パラメータ名パラメータ名パラメータ名 推奨値推奨値推奨値推奨値 サイトサイトサイトサイト

JAVA_POOL_SIZE 50MB マスター

DISTRIBUTED_LOCK_TIMEOUT 300 秒 マスター

GLOBAL_NAMES TRUE マスター

OPEN_LINKS 4 マスター

PROCESSES 現在の設定値に 9 を加えた値 マスター

JOB_QUEUE-PROCESSES 21

1 n-way サイト数に依存します。

マスター

JOB_QUEUE_PROCESSES 2 マテリアライズド・ビュー
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Windows でのデータベースの
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Windows でのデータベースの管理でのデータベースの管理でのデータベースの管理でのデータベースの管理

この章では、Oracle Database for Windows を管理する方法について説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Oracle Database サービスの管理

� SQL*Plus を使用したデータベースの起動および停止

� サービスを使用したデータベースの起動および停止

� 複数インスタンスの起動

� パスワード・ファイルの作成および移入

� SYS でのデータベースへのリモート接続

� 自動的に暗号化されたデータベース・パスワード

� リモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイルおよびログ・ファイルの作
成

� REDO ログ・ファイルのアーカイブ

� Windows での Oracle Database のバックアップ
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Oracle Database サービスの管理
Oracle Database サービスの管理サービスの管理サービスの管理サービスの管理
この項では、Oracle Database によりコンピュータにインストールされるサービスの管理方
法を説明します。

この項では、次の内容について説明します。

� 複数の Oracle ホームに対する Oracle Database サービスのネーミング規則

� Oracle Database サービスの開始

� Oracle Database サービスの停止

� Oracle Database サービスの自動開始

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームに対するホームに対するホームに対するホームに対する Oracle Database サービスのネーミング規則サービスのネーミング規則サービスのネーミング規則サービスのネーミング規則
Oracle Database for Windows では、1 台のコンピュータで複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホームを使用でき
ます。この機能は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』の付録 A「Optimal 
Flexible Architecture」で説明されていますが、Oracle サービスサービスサービスサービスのネーミング規則に影響し
ます。Oracle ホーム・ディレクトリへのインストールを実行する場合は、次の処理が必要で
す。

� 各 Oracle ホーム・ディレクトリにデフォルトの Oracle ホーム名を使用するか、または
別の Oracle ホーム名を指定する必要があります。

� 各データベースのインストールでシステム識別子システム識別子システム識別子システム識別子およびグローバル・データベース名の
指定を求められます。

Oracle Database サービスの開始サービスの開始サービスの開始サービスの開始
Oracle Database とその製品を使用するには、Oracle Database サービスが開始されている必
要があります。Oracle Database サービスは、3 つの異なる場所から開始できます。

� コントロール パネル

� コマンド・プロンプト

� Oracle Administration Assistant for Windows

注意注意注意注意 : Oracle Database は、OracleServiceSIDの開始時に、起動できま
す。このために使用するレジストリレジストリレジストリレジストリ・パラメータの詳細は、5-8 ページの

「サービスを使用したデータベースの起動および停止」を参照してください。
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Oracle Database サービスの管理
コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル
コントロール パネルから Oracle Database サービスを開始するには、次のようにします。

1. Windows の「サービス」ダイアログにアクセスします。

2. 開始するサービスをリスト内で探して選択し、「開始」「開始」「開始」「開始」をクリックします。

リストに OracleServiceSIDがない場合は、ORADIM を使用して作成します。

3. 「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックして「サービス」ダイアログを終了します。

コマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプト
コマンド・プロンプトから Oracle Database サービスを開始するには、次のように入力しま
す。

C:¥> NET START service

serviceは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

Oracle Administration Assistant for Windows
Oracle Administration Assistant for Windows から Oracle Database サービスを開始するに
は、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

2. SIDを右クリックします。

SIDは、orclなどの特定のインスタンス名です。

3. 「「「「Start Service」」」」をクリックします。

これにより、サービス OracleServiceORCLが開始されます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照
Windows でのデータベースの管理 5-3



Oracle Database サービスの管理
Oracle Database サービスの停止サービスの停止サービスの停止サービスの停止
場合によっては（たとえば、Oracle Database を再インストールする場合）、Oracle Database
サービスを停止する必要があります。Oracle Database サービスは、3 つの異なる場所から停
止できます。

� コントロール パネル

� コマンド・プロンプト

� Oracle Administration Assistant for Windows

コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル
コントロール パネルから Oracle Database サービスを停止するには、次のようにします。

1. Windows の「サービス」ダイアログにアクセスします。

2. OracleHOME_NAMETNSListenerを選択し、「停止」「停止」「停止」「停止」をクリックします。

OracleHOME_NAMETNSListenerが停止します。

3. OracleServiceSIDを選択して「停止」「停止」「停止」「停止」をクリックします。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

OracleServiceSIDが停止します。

コマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプト
コマンド・プロンプトから Oracle Database サービスを停止するには、次のように入力しま
す。

C:¥> net STOP service

serviceは、OracleServiceORCLなどの特定のサービス名です。

注意注意注意注意 : Oracle Database は、OracleServiceSIDの停止時に、通常、即時ま
たは異常終了モードで停止できます。このために使用するレジストリ・パラ
メータの詳細は、5-8 ページの「サービスを使用したデータベースの起動およ
び停止」を参照してください。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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Oracle Database サービスの管理
Oracle Administration Assistant for Windows
Oracle Administration Assistant for Windows から Oracle Database サービスを停止するに
は、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

2. SIDを右クリックします。

SIDは、orclなどの特定のインスタンス名です。

3. 「「「「Stop Service」」」」をクリックします。

これにより、サービス OracleServiceORCL が停止します。

Oracle Database サービスの自動開始サービスの自動開始サービスの自動開始サービスの自動開始
Oracle Database サービスは、Windows コンピュータが再起動されるたびに自動的に開始さ
れるよう設定できます。自動開始は、2 つの異なる場所からオンまたはオフに設定できます。

� コントロール パネル

� Oracle Administration Assistant for Windows

コントロールコントロールコントロールコントロール パネルパネルパネルパネル
コントロール パネルを使用して、いつどのように Oracle Database を起動するかを設定する
には、次のようにします。

1. Windows の「サービス」ダイアログにアクセスします。

2. OracleServiceSID サービスを選択し、「開始」「開始」「開始」「開始」をクリックします。

3. 「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」「スタートアップの種類」フィールドで「自動」「自動」「自動」「自動」を選択します。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

5. 「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックして「サービス」ダイアログを終了します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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Oracle Database サービスの管理
Oracle Administration Assistant for Windows
Oracle Administration Assistant for Windows から Oracle Database サービスを自動的に開始
するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

2. SIDを右クリックします。

SIDは、orclなどの特定のインスタンス名です。

3. 「「「「Startup/Shutdown Options」」」」を選択します。

4. 「「「「Oracle NT Service」」」」タブを選択します。

5. 「「「「Oracle NT Service Startup Type」」」」で「「「「Automatic」」」」を選択します。

6. 「「「「Apply」」」」をクリックします。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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SQL*Plus を使用したデータベースの起動および停止
SQL*Plus を使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止を使用したデータベースの起動および停止
次の説明では、データベース・インスタンスが作成されていることを想定しています。

Oracle Database を起動または停止するには、次のようにします。

1. Oracle Database サーバーに移動します。

2. コマンド・プロンプトから SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

3. Oracle Database にユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 SYSDBA で接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA 

4. データベースを起動するには、次のように入力します。

SQL> STARTUP [PFILE=path¥filename]

このコマンドでは、path¥filenameで指定した初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルが使用さ
れます。次の場所にある init2.oraという名前のファイルを使用してデータベースを
起動するとします。

C:oracle¥product¥10.1.0¥admin¥orcl¥pfile

この場合、次のように入力します。

SQL> STARTUP PFILE=C:oracle¥product¥10.1.0¥admin¥orcl¥pfile¥init2.ora

PFILEが指定されていない場合、コマンドでは、%ORACLE_HOME%¥databaseにある
SPFILEが検索されます。このファイルが見つかった場合は、データベースの起動にこ
のファイルが使用されます。SPFILEが見つからない場合は、%ORACLE_BASE%¥
ADMIN¥db_name¥pfileにあるデフォルトの初期化パラメータ・ファイルが使用され
ます。

5. データベースを停止するには、次のように入力します。

SQL> SHUTDOWN [mode]

modeは、normal、immediateまたは abortです。

注意注意注意注意 : この章のディレクトリ・パスの例は、Optimal Flexible Architecture
（OFA）ガイドラインに準拠しています（たとえば、%ORACLE_HOME%¥
rdbms¥admin）。インストール時に OFA に準拠していないディレクトリを
指定した場合、ディレクトリ・パスは異なったものになります。詳細は、

『Oracle Database インストレーション・ガイド』の付録 A「Optimal Flexible 
Architecture」を参照してください。
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
normalの停止では、Oracle Database は停止する前に、現在接続しているすべてのユー
ザーが切断するまで待機し、新しい接続を禁止します。これがデフォルト・モードで
す。

immediateの停止では、Oracle Database は、アクティブ・トランザクションを終了し
てロールバックし、クライアントを切断して、停止します。

abortの停止では、Oracle Database は、アクティブ・トランザクションを終了して
ユーザーを切断します。トランザクションのロールバックは行いません。データベース
は、次に起動したときに自動リカバリリカバリリカバリリカバリおよびロールバックを実行します。このモードは
緊急な場合にのみ使用してください。

サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止サービスを使用したデータベースの起動および停止
Oracle Database は、コントロール パネルからサービス OracleServiceSIDを開始または
停止することにより、起動または停止できます。OracleServiceSIDを開始するには、
STARTUPコマンドを使用するか、次のコマンドを手動で入力します。

C:¥> oradim -STARTUP -SID SID [-STARTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-PFILE 
filename | -SPFILE]

OracleServiceSIDを停止するには、SHUTDOWNコマンドを使用するか、次のコマンドを
手動で入力します。

C:¥> oradim -SHUTDOWN -SID SID [-SHUTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-SHUTMODE 
normal | immediate | abort]

Oracle Database は、OracleServiceSIDを使用した次の 2 通りの方法で起動および停止で
きます。

� Oracle Administration Assistant for Windows

� レジストリ・パラメータの設定

Oracle Administration Assistant for Windows
Oracle Administration Assistant for Windows から Oracle Database サービスを使用してデー
タベースを起動または停止するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

2. SIDを右クリックします。

SIDは、ORCLなどの特定のインスタンス名です。

3. 「「「「Startup/Shutdown Options」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Database を起動できるその他のツールのリストは第 2 章
「Windows でのデータベース・ツール」、データベースの起動時に指定できる
オプションの詳細はこのマニュアルを参照
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
4. 「「「「Oracle Instance」」」」タブを選択します。

5. 「「「「Start up instance when service is started」」」」、「「「「Shut down instance when service is 
stopped」」」」またはその両方を選択します。

レジストリ・パラメータの設定レジストリ・パラメータの設定レジストリ・パラメータの設定レジストリ・パラメータの設定
Oracle Database サービスを使用して Oracle Database を起動または停止するには、次のレジ
ストリ・パラメータを示されている値に設定します。

� ORA_SID_AUTOSTART

このパラメータがデフォルト値の trueに設定されている場合は、
OracleServiceSIDの開始時に、Oracle Database が起動します。

� ORA_SID_PFILE

このパラメータは、初期化パラメータ・ファイルへのフルパスを設定します。このエン
トリが存在しない場合、oradim は、%ORACLE_HOME%¥databaseの SPFILEまたは
PFILEを使用してデータベースの起動を試行します。
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サービスを使用したデータベースの起動および停止
� ORA_SHUTDOWN

このパラメータが trueに設定されている場合は、OracleServiceSIDの停止時に、
選択した Oracle Database のインスタンスが停止します。現在の Oracle ホーム内のすべ
てのデータベースが対象です。デフォルト値は falseです。

� ORA_SID_SHUTDOWN

このパラメータがデフォルト値の trueに設定されている場合は、コントロール パネル
または Net stop コマンドを使用して OracleServiceSIDを手動で停止したときに、
SID値で指定されている Oracle Database のインスタンスが停止します。

次の 2 つのレジストリ・パラメータはオプションです。

� ORA_SID_SHUTDOWNTYPE

このパラメータは、データベース停止モードを制御します。a（abort）、i（immediate）
または n（normal）に設定します。このパラメータを設定しない場合、デフォルトの
モードは i（immediate）です。

� ORA_SID_SHUTDOWN_TIMEOUT

このパラメータは、特定の SIDのサービスが停止するまでの待機時間の最大値を設定し
ます。

これらの必須およびオプションのパラメータのレジストリの場所は、使用しているコン
ピュータの Oracle ホーム・ディレクトリ数によって異なります。Oracle ホーム・ディレク
トリが 1 つのみの場合、これらのパラメータは次の場所にあります。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0

複数の Oracle ホーム・ディレクトリがある場合、これらのパラメータは次の場所にありま
す。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID

IDは、コンピュータに Oracle ホーム・ディレクトリを追加するたびに数字が大きくなりま
す。

注意注意注意注意 : ORA_SHUTDOWNまたは ORA_SID_SHUTDOWNが falseに設定されて
いる場合は、OracleServiceSIDを手動で停止すると Oracle Database が停止
します。ただし、これは異常停止であるため、お薦めしません。

注意注意注意注意 : ORADIM を使用してインスタンスを作成または編集する場合は、関連
するレジストリ・パラメータが適切な値に自動的に設定されます。
5-10　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



複数インスタンスの起動
コントロールコントロールコントロールコントロール パネルからのパネルからのパネルからのパネルからの OracleServiceSID の開始または停止の開始または停止の開始または停止の開始または停止
1. データベースを起動するには、OracleServiceSIDを開始します。

これにより、ORADIM が自動的に起動し、ORA_SID_PFILEで指定された初期化パラ初期化パラ初期化パラ初期化パラ
メータ・ファイルメータ・ファイルメータ・ファイルメータ・ファイルを使用して -STARTUPコマンドが発行されます。

2. データベースを停止するには、OracleServiceSIDを停止します。

これにより ORADIM が自動的に起動し、ORA_SID_SHUTDOWNTYPEで指定されたモー
ドで -SHUTDOWNコマンドが発行され、Oracle Database が停止します。

複数インスタンスの起動複数インスタンスの起動複数インスタンスの起動複数インスタンスの起動
1. ORADIM または「コントロール パネル」の「サービス」ダイアログを使用して、各イ

ンスタンスのサービスを開始します。

2. コマンド・プロンプトで、ORACLE_SID構成パラメータを、最初に実行するインスタン
スの SIDに設定します。

C:¥> SET ORACLE_SID=SID

SIDは Oracle Database インスタンス名です。

3. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

4. SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

5. 最初のインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP PFILE=%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥pfile¥init.ora

ORACLE_BASEは、（インストール時に変更しないかぎり）c:¥oracle¥product¥
10.1.0です。db_nameはインスタンス名です。

6. 実行するその他のインスタンスに対して、手順 2 ～ 5 を繰り返します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レジストリ・パラメータの追加および編集方法の詳細は、第 14 章
「パラメータおよびレジストリの構成」を参照

関連資料関連資料関連資料関連資料 : サービスの開始と停止の方法は、オペレーティング・システムの
ドキュメントを参照
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パスワード・ファイルの作成および移入
パスワード・ファイルの作成および移入パスワード・ファイルの作成および移入パスワード・ファイルの作成および移入パスワード・ファイルの作成および移入
パスワード・ユーティリティを使用してパスワード・ファイルを作成します。パスワード・
ユーティリティは、Oracle Database ユーティリティとともに自動的にインストールされま
す。パスワード・ファイルは、ディレクトリ %ORACLE_HOME%¥DATABASEにあり、
PWDsid.ORAという名前が付けられています。SIDは Oracle Database インスタンスを示し
ます。パスワード・ファイルは、Oracle Database へのローカル接続またはリモート接続に
使用されます。

パスワード・ファイルを作成および移入するには、次のようにします。

1. パスワード・ユーティリティを使用してパスワード・ファイルを作成します。

C:¥> orapwd FILE=PWDsid.ora PASSWORD=password ENTRIES=max_users

それぞれの要素は次のとおりです。

� FILEは、パスワード・ファイル名を指定します。

� SIDは、データベース・インスタンスを示します。

� PASSWORDは、アカウント SYSのパスワードを設定します。

� ENTRIESは、パスワード・ファイルのエントリの最大数を設定します。この数は、
SYSDBA または SYSOPER DBA 権限権限権限権限でデータベースに同時に接続できる個々の
ユーザーの最大数になります。

2. 初期化パラメータ・ファイルのパラメータ REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを
exclusive、sharedまたは noneに設定します。

exclusive値は、1 つのインスタンスのみがパスワード・ファイルを使用でき、パス
ワード・ファイルには SYS以外の名前が含まれることを指定します。パスワード・ファ
イルの検索で、Oracle Database はレジストリを検索してパラメータ ORA_SID_PWFILE
の値を調べます。値が指定されていない場合は、レジストリを検索してパラメータ
ORA_PWFILEの値を調べます。このパラメータはユーザー名、パスワードおよび権限を
含むファイルを指定します。このパラメータが設定されていない場合は、次のデフォル
トが使用されます。

%ORACLE_HOME%¥DATABASE¥PWDsid.ORA

デフォルト値は sharedです。複数のインスタンス（Real Application Clusters 環境な
ど）がパスワード・ファイルを使用できることを指定します。ただし、パスワード・
ファイルによって認識されるユーザーは SYSのみです。他のユーザーは、SYSOPERま
たは SYSDBA権限がパスワード・ファイルで付与されている場合でも、それらの権限を
使用してログオンすることはできません。このパラメータの shared値は、旧リリース
の Oracle との下位互換性があります。Oracle Database は、値が exclusiveの場合と
同じファイルを検索します。

noneは、Oracle Database でパスワード・ファイルが無視され、特権ユーザーは
Windows オペレーティング・システムで認証認証認証認証されることを指定します。これがデフォ
ルト設定です。
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パスワード・ファイルの作成および移入
3. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

4. SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

5. Oracle Database を起動します。

SQL> STARTUP

6. 各ユーザーに適切な権限を付与します。たとえば、データベース管理を実行する必要の
あるユーザーには、権限 SYSDBAが付与されます。

SQL> GRANT SYSDBA TO scott;

権限付与が正常に実行された場合は、次のメッセージが表示されます。

Statement Processed.

scottは、パスワード・ファイルに追加され、SYSDBA権限でデータベースに接続でき
るようになります。パスワード・ファイルにユーザー名、ユーザー・パスワードおよび
ユーザー権限を追加または削除するには、SQL*Plus を使用します。

パスワード・ファイルの表示および非表示パスワード・ファイルの表示および非表示パスワード・ファイルの表示および非表示パスワード・ファイルの表示および非表示
パスワード・ファイルは、自動的には非表示になりません。2 つの異なる場所から、非表示
と表示を切り替えることができます。

� コマンド・プロンプト

� Windows エクスプローラ

注意注意注意注意 : パスワード・ファイルをコピーしたり手動で移動したりすると、
ORADIM で、インスタンスを起動するパスワードが検索できなくなる可能性
があります。

注意注意注意注意 : パスワード・ファイルは、表示していないと、移動、コピーまたは削
除できません。
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パスワード・ファイルの作成および移入
コマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプトコマンド・プロンプト
1. パスワード・ファイルを表示するには、次のように入力します。

%ORACLE_HOME%¥database> attrib

パスワード・ファイルは、PWDsid.oraとして表示されます。

A       %ORACLE_HOME%¥database¥oradba.exe
A       %ORACLE_HOME%¥database¥OraDim.Log
A       %ORACLE_HOME%¥database¥PWDsid.ora
A       %ORACLE_HOME%¥database¥SPFILEsid.ora

2. パスワード・ファイルを非表示にするには、次のように入力します。

%ORACLE_HOME%¥database> attrib +H PWDsid.ora

3. 変更の結果を表示するには、次のように入力します。

%ORACLE_HOME%¥database> attrib

パスワード・ファイルが非表示になっています。

A       %ORACLE_HOME%¥database¥oradba.exe
A       %ORACLE_HOME%¥database¥OraDim.Log
A   H   %ORACLE_HOME%¥database¥PWDsid.ora
A       %ORACLE_HOME%¥database¥SPFILEsid.ora

4. パスワード・ファイルを再び表示するには、次のように入力します。

%ORACLE_HOME%¥database> attrib -H PWDsid.ora

Windows エクスプローラエクスプローラエクスプローラエクスプローラ
パスワード・ファイルを非表示または再表示するには、次のようにします。

1. %ORACLE_HOME%¥databaseディレクトリに移動します。

2. PWDsid.ora を右クリックします。

3. 「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。

「PWDsid.oraのプロパティ」ダイアログが開きます。

4. 「属性」「属性」「属性」「属性」で、「隠しファイル」「隠しファイル」「隠しファイル」「隠しファイル」の隣にあるチェック・ボックスを選択するか選択を解除し
ます。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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自動的に暗号化されたデータベース・パスワード
表示されないパスワード・ファイルを表示または非表示にするには、次のようにします。

1. %ORACLE_HOME%¥databaseディレクトリに移動します。

2. メイン・メニューの「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」メニューから「フォルダ「フォルダ「フォルダ「フォルダ オプション」オプション」オプション」オプション」を選択します。

3. 「表示」「表示」「表示」「表示」タブを選択します。

4. 非表示のパスワード・ファイルを表示するには、「すべてのファイルとフォルダを表示「すべてのファイルとフォルダを表示「すべてのファイルとフォルダを表示「すべてのファイルとフォルダを表示
する」する」する」する」を選択します。

5. 表示されているパスワード・ファイルを非表示にするには、「隠しファイルおよび隠し「隠しファイルおよび隠し「隠しファイルおよび隠し「隠しファイルおよび隠し
フォルダを表示しない」フォルダを表示しない」フォルダを表示しない」フォルダを表示しない」を選択します。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

SYS でのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続でのデータベースへのリモート接続
SYSとしてリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータから初期データベース初期データベース初期データベース初期データベースに接続する際に、SYSDBA権限で
ログオンする場合は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』で説明されているパ
スワードとは別のパスワードを使用する必要があります。これは、この場合はパスワード・
ファイルによりデータベース・アクセスが可能になり、パスワード oracleが必要になるか
らです。

自動的に暗号化されたデータベース・パスワード自動的に暗号化されたデータベース・パスワード自動的に暗号化されたデータベース・パスワード自動的に暗号化されたデータベース・パスワード
Oracle Database では、リモート・データベースリモート・データベースリモート・データベースリモート・データベース接続の検証に使用されるパスワードは自動
的に暗号化されます。ユーザーがリモート・ログインを試行するたびに、Oracle Database
はパスワードをリモート・データベースに送信する前に暗号化します。接続に失敗した場合
は、エラーがオペレーティング・システム監査ログに記録されます。

注意注意注意注意 : 構成パラメータ ORA_ENCRYPT_LOGINは、下位互換性を保つために
保持されており、デフォルトで trueに設定されます。レジストリの構成パ
ラメータを追加および設定する方法は、第 14 章「パラメータおよびレジスト
リの構成」を参照してください。
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リモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイルおよびログ・ファイルの作成
リモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイルリモート・コンピュータでの制御ファイル、データファイル
およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成およびログ・ファイルの作成

Oracle Database では、汎用命名規則（UNC）を使用してリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータのデータ
ベース・ファイルにアクセスできますが、この方法ではデータベースのパフォーマンスと
ネットワークの信頼性が低下する可能性があります。UNC は、Local Area Network 上のリ
ソースの場所を指定するための PC の形式です。UNC では、次の形式を使用します。

¥¥server-name¥shared-resource-path-name

たとえば、共有サーバー argon上のディレクトリ C:¥oracle¥product¥10.1.0¥
oradata¥orclのファイル system01.dbfの UNC 指定は、次のとおりです。

¥¥argon¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl¥system01.dbf

アーカイブ・ログ・ファイルの場所は、UNC を使用して指定できないことに注意してくだ
さい。初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DEST_nは、常に、マップされたドライブに設定し
ます。UNC 指定に設定されていると、Oracle Database は起動せず、次のエラーが表示され
ます。

ORA-00256: アーカイブ先文字列'¥meldell¥rmdrive'を変換できません。

ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。
OSD-04018: 指定したディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。

O/S-エラー: (OS 2) 指定されたファイルが見つかりません。

ORA-00256 エラーは、¥¥¥meldell¥rmdriveまたは ¥¥¥meldell¥¥rmdriveと入力した
場合にも発生します。Oracle8 リリース 8.0.4 では、制御ファイルには追加の円記号が必要で
すが、REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルおよびデータファイルには必要ありません。

REDO ログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブログ・ファイルのアーカイブ
Oracle Database を「Typical」でインストールすると、データベースは NOARCHIVELOG
モードで作成されます。Database Configuration Assistant の「Custom」オプションでデー
タベースを作成した場合は、ARCHIVELOGか NOARCHIVELOGのいずれかを選択します。

NOARCHIVELOGモードでは、REDO ログはアーカイブされません。アーカイブ・モードを
ARCHIVELOGに設定して自動アーカイブを使用できるようにすると、REDO ログ・ファイログ・ファイログ・ファイログ・ファイ
ルルルルがアーカイブされます。その結果、インスタンスとディスクの両方の障害から Oracle 
Database を保護できます。

この項では、アーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更して、自動アーカイブを可能にす
る方法について説明します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ARCHIVELOGモードおよび NOARCHIVELOGモードの詳細は、
『Oracle Database 管理者ガイド』のアーカイブ REDO ログの管理に関する項
を参照
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アーカイブ・モードのアーカイブ・モードのアーカイブ・モードのアーカイブ・モードの ARCHIVELOG への変更への変更への変更への変更
1. コマンド・プロンプトから SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

2. Oracle Database に SYSDBAで接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

3. データベースがオープンしている場合は、停止します。

SQL> SHUTDOWN

4. 次に、データベースをマウントマウントマウントマウントします。

SQL> STARTUP MOUNT

5. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

データベースがアーカイブ・モードでない場合は、次の結果が出力されます。

Database log mode              No Archive Mode
Automatic archival             Disabled
Archive destination            %RDBMS%¥
Oldest online log sequence     34
Current log sequence           37

6. アーカイブ・モードを ARCHIVELOGに変更します。

SQL> ALTER DATABASE ARCHIVELOG;

7. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

データベースがアーカイブ・モードになったことが、次の出力で示されます。

Database log mode              Archive Mode
Automatic archival             Disabled
Archive destination            %RDBMS%¥
Oldest online log sequence     34
Current log sequence           37

8. データベースをオープンします。

SQL> ALTER DATABASE OPEN;
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REDO ログ・ファイルのアーカイブ
自動アーカイブを使用可能に設定自動アーカイブを使用可能に設定自動アーカイブを使用可能に設定自動アーカイブを使用可能に設定
1. ファイル %ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥pfile¥init.oraを開きます。

2. 次の 3 つの初期化パラメータを検索します。

# LOG_ARCHIVE_START = true
# LOG_ARCHIVE_DEST_1 = %ORACLE_HOME%¥database¥archive
# LOG_ARCHIVE_FORMAT = "%%ORACLE_SID%%T%TS%S.ARC"

3. 各パラメータの先頭にあるコメント記号（#）を削除します。

4. LOG_ARCHIVE_DEST_nの値を編集し、いっぱいになった REDO ログのアーカイブ先の
既存ドライブとディレクトリを指定します。

5. LOG_ARCHIVE_FORMATの値を編集し、適切なアーカイブ形式を指定します。

%%ORACLE_SID%%%T.ARCは、スレッドスレッドスレッドスレッド番号を指定します。この番号の左側には 0 が埋
め込まれます。デフォルト値は、最大 3 桁で表される 1 です。たとえば、
SID0001.ARCとなります。

%%ORACLE_SID%%%S.ARCは、ログ順序番号を指定します。この番号の左側には 0 が埋
め込まれます。デフォルト値は、最大 5 桁で表される 1 です。たとえば、
SID0001.ARCとなります。

%%ORACLE_SID%%%t.ARCは、スレッド番号を指定します。左側に文字は埋め込まれま
せん。デフォルト値は、桁数に制限のない 1 です。たとえば、SID1.ARCとなります。

%%ORACLE_SID%%%s.ARCは、ログ順序番号を指定します。左側に文字は埋め込まれま
せん。デフォルト値は、桁数に制限のない 1 です。たとえば、SID1.ARCとなります。

6. 変更を保存します。

7. ファイルを終了します。

8. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

9. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

注意注意注意注意 : LOG_ARCHIVE_FORMATは二重引用符で囲んでください。

注意注意注意注意 : REDO ログのデフォルト・サイズは約 100MB です。
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10. 次のコマンドを入力します。

SQL> ARCHIVE LOG LIST

REDO ログ・ファイルの自動アーカイブが使用可能であり、かつアーカイブ先が指定さ
れている場合は、次の結果が出力されます。

Database log mode              Archive Mode
Automatic archival             Enabled
Archive destination            C:¥BACKUP
Oldest online log sequence     34
Current log sequence           37

Windows でのでのでのでの Oracle Database のバックアップのバックアップのバックアップのバックアップ
2-3 ページの表 2-1「推奨データベース・ツール」で説明されているように、バックアップ
およびリカバリには、Oracle Enterprise Manager バックアップ・ウィザードを使用すること
をお薦めします。Oracle Database 10gリリース 1（10.1）では、Legato Single Server 
Version（LSSV）ソフトウェアもバンドルされているため、Oracle Database のテープ・バッ
クアップも可能です。このソフトウェアは、Recovery Manager（RMAN）と完全に統合さ
れており、1 つのホスト上に存在するデータベースをバックアップできます。Legato 
NetWorker のアップデートおよびドキュメントは、Legato 社から直接入手できます。次の
Web サイトにアクセスしてください。

http://www.legato.com/lssv/

すでに Oracle Database サーバーに Legato Storage Manager（LSM）をインストールし、使
用している場合は、アンインストールしてこの新しいバージョンの Legato NetWorker をイ
ンストールします。LSM により作成されたバックアップは、新しい Legato NetWorker ソフ
トウェアでも使用できます。
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Windows でのデータベースの
6

Windows でのデータベースの監視でのデータベースの監視でのデータベースの監視でのデータベースの監視

この章では、Oracle Database for Windows を監視する方法について説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� データベース監視の概要

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor の使用

� イベント ビューアの使用

� トレース・ファイル

� アラート・ファイル

� スレッドの表示
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データベース監視の概要
データベース監視の概要データベース監視の概要データベース監視の概要データベース監視の概要
表 6-1 では、Oracle Database を監視するためのツールについて説明します。

表表表表 6-1 データベース監視ツールデータベース監視ツールデータベース監視ツールデータベース監視ツール

ツールツールツールツール 機能機能機能機能

Oracle Counters for 
Windows Performance 
Monitor

CPU の使用量、バッファ・キャッシュ、バックグラウンド・ププププ

ロセスロセスロセスロセスなどのデータベース・オブジェクトを監視します。

イベント ビューア データベース・イベントを監視します。

トレース・ファイル データベース操作の発生状況と例外を記録します。

アラート・ファイル データベース操作中のエラー・メッセージと例外についての重要
な情報を記録します。

Oracle Enterprise Manager 
Database Management Pack

リアルタイムのグラフィカルなパフォーマンス情報が表示される
ツールを使用して監視およびチューニングします。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 詳細は、Oracle Enterprise Manager のマニュアルを参

照

Oracle Administration 
Assistant for Windows

Oracle スレッドスレッドスレッドスレッドに関する情報を表示したり、スレッドを終了しま

す。

注意注意注意注意 : 64 ビット・バージョンの Oracle Enterprise Manager Grid Control は、
このリリースでは使用できません。Oracle Enterprise Manager Grid Control
により、64 ビット Solaris リモート・コンピュータから 64 ビット Windows
データベースを管理できます。詳細は、付録 G「Oracle Database for 64-bit 
Windows」を参照してください。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 一般的なチューニング情報は、『Oracle Database パフォーマン
ス・チューニング・ガイド』を参照
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Oracle Counters for Windows Performance Monitor の使用の使用の使用の使用
Oracle Counters for Windows Performance Monitor は、ローカル・サーバーまたはネット
ワークの他のサーバー上の Oracle Database for Windows オブジェクトのパフォーマンスを
測定するグラフィカル・ツールです。Oracle Database のパフォーマンス要素が組み込まれ
ている点を除けば、Windows のパフォーマンス モニタと、外観と操作は同じです。

各コンピュータでは、バッファ・キャッシュ、データ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ・キャッシュ、デー
タファイル、スレッド、プロセスなどのオブジェクトの動作を確認できます。オブジェクト
は、システム内の要素をグラフィカルに表示したものです。システム内の要素、リソースお
よびデバイスは、それぞれオブジェクトとして表すことができます。

各オブジェクトには一連のカウンタが対応付けられています。カウンタとは、パフォーマン
ス モニタがアクティビティを表示するために使用する測定単位です。カウンタが測定するア
クティビティの種類は、オブジェクトの種類（タイプ）に依存します。

特定のオブジェクト・タイプとそれに対応するカウンタが、すべてのシステムにあります。
アプリケーション固有のカウンタなどのその他のカウンタは、対応付けられたアプリケー
ションが実行されるときのみ表示されます。

それぞれのオブジェクトには一連のカウンタが対応付けられており、デバイスの使用状況、
キューの長さ、遅延状況などに関する情報や、スループットおよび内部混雑を測定するため
に使用される情報を提供します。

レジストリ情報レジストリ情報レジストリ情報レジストリ情報
Oracle Counters for Windows Performance Monitor をインストールすると、レジストリレジストリレジストリレジストリに
第 14 章「パラメータおよびレジストリの構成」で説明されている値が自動的に設定されま
す。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor では、一度に監視できるデータベース・
インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスは 1 つのみです。このため、レジストリに次の値が含まれます。

� Hostname

� Username

� Password

注意注意注意注意 : Oracle Counters for Windows Performance Monitor を使用して Oracle
固有のカウンタを表示するには、operfcfg.exeまたは Oracle 
Administration Assistant for Windows を使用して SYSTEMパスワードを指定
する必要があります。詳細は、14-18 ページの「operfcfg の使用」または
14-19 ページの「Oracle Administration Assistant for Windows の使用」を参
照してください。
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これらの値を変更するには、operfcfg を使用します。それぞれのレジストリ値にセキュリ
ティ・レベルを設定することをお薦めします。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor を、同じコンピュータまたは UNIX コ
ンピュータの別のデータベース・インスタンスに対して使用する場合は、レジストリの値を
それに合せて変更します。ファイル tnsnames.oraに指定されている別のコンピュータを
指すようにレジストリの Hostname値を変更すると、Windows 版ではない Oracle Database
を監視することもできます。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
Oracle Counters for Windows Performance Monitor にアクセスするには、次のようにしま
す。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Oracle Counters for Windows Performance Monitor」」」」を選択しま
す。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor では、「View」メニューで次の 4 種類の
ビューを選択できます。

� グラフ・ビューでは、データベース・アクティビティが発生すると表示されます。

� 警告ビューでは、特定のパフォーマンス基準の最小値が満たされていない場合、または
最大値を超えた場合に、そのことが通知されます。

� ログ・ビューでは、パフォーマンスに関する記録が継続的に保存されます。

� レポート・ビューでは、特定の基準についての情報が保存されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : operfcfg の使用方法は、第 14 章「パラメータおよびレジストリの
構成」を参照

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 4 つのビューの詳細は、オペレーティング・システムのドキュメ
ントを参照
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ビューの変更ビューの変更ビューの変更ビューの変更
各ビューに対して、監視するオブジェクト、各オブジェクトに使用するカウンタおよび
ビューのグラフィカル属性を決定できます。オブジェクトを選択すると、カウンタと色が割
り当てられ、Oracle Counters for Windows Performance Monitor の一番下にあるステータ
ス・バーに追加されます。

ビューにオブジェクトを追加するには、次のようにします。

1. 「「「「Edit」」」」メニューから「「「「Add To Chart」」」」、「「「「Add To Alert」」」」、「「「「Add To Log」」」」または「「「「Add 
To Report」」」」を選択します。（この例では「Add to Chart」を使用しますが、他のダイア
ログ・ボックスも同様です。）

「Add to Chart」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「「「「Computer」」」」リストで、監視するコンピュータを選択します。

3. 「「「「Object」」」」リストで、監視する 1 つまたは複数のオブジェクトを選択し、「「「「Add」」」」をク
リックします。

データまたは Oracle Database オブジェクトがまったく表示されない場合は、Oracle 
Database が稼働していないか、入力されたホスト文字列またはパスワードが無効です。
データベースが起動していない場合は、Oracle Counters for Windows Performance 
Monitor を終了してからデータベースを起動し、Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor を再起動します。

4. 「「「「Counter」」」」リストで、選択した各オブジェクトに対して 1 つ以上のカウンタを選択しま
す。「Object」リストでの選択によって、「Counter」リストの内容が変わるので注意し
てください。カウンタがどのように機能するか詳細を知りたい場合は、カウンタを強調
表示してから「「「「Explain」」」」をクリックします。

5. 「「「「Instance」」」」リストで、このカウンタのインスタンスを選択します。

6. 「「「「Color」」」」リストで、選択したカウンタの表示に使用する色を選択します。

7. 「「「「Scale」」」」リストで、カウンタを表示する単位を選択します。

8. 「「「「Width」」」」リストで、グラフで使用する線の幅を指定します。

9. 「「「「Style」」」」リストで、グラフの線のスタイルを選択します。

10. 終了したら「「「「Done」」」」をクリックします。

監視対象として選択したオブジェクトが表示されます。
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Oracle Counters for Windows Performance Monitor の使用
Oracle Database のパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについてのパフォーマンス・オブジェクトについて
Oracle Counters for Windows Performance Monitor で監視できる Oracle Database システ
ム・リソースはすべて、Oracle Database で始まります。この項では、Oracle Database オブ
ジェクトの一覧を示し、それに対応するカウンタについて説明します。これらの単位は、次
のファイルで定義されています。

%ORACLE_HOME%¥dbs¥PERFver.ora

Oracle Database Buffer Cache
カウンタは、「phyrds/gets %」（物理的読込み / 取得）です。物理的読込み / 取得の割合
は、ミス率として計算されます。ミスのカウンタの値が低いほど、良い状態です。パフォー
マンスを上げるには、コンピュータでメモリーが使用可能な場合は、バッファ・キャッシュ
内のバッファ数を増やします。この値は、時間に基づいて算出される値ではありません。

Oracle Database Redo Log Buffer
カウンタは、「redo log space requests」（REDO ログ領域要求）です。このカウンタの値は、
0 に近くなければなりません。この値が継続して増加する場合は、REDO ログ・バッファログ・バッファログ・バッファログ・バッファ内
の領域を探すためにプロセスが待機していることを示しています。この場合、REDO ログ・
バッファのサイズを大きくすることが必要な場合があります。

Oracle Database Data Dictionary Cache
カウンタは、「getmisses/gets %」（取得ミス / 取得）です。頻繁にアクセスされるデータ・
ディクショナリ・キャッシュでは、このカウンタの値は 10% または 15% 未満に抑える必要
があります。アプリケーション実行中にこの割合が継続的にしきい値を超える場合は、デー
タ・ディクショナリ・キャッシュで使用可能なメモリーのサイズを大きくします。

キャッシュで使用できるメモリー・サイズを大きくするには、初期化パラメータ
SHARED_POOL_SIZEの値を増やします。この値は、時間に基づいて算出される値ではあり
ません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : これらのオブジェクトの詳細は、『Oracle Database パフォーマン
ス・チューニング・ガイド』を参照

注意注意注意注意 : 1 台のコンピュータで Oracle Counters for Windows Performance 
Monitor を使用して一度に監視できるインスタンスは 1 つのみです。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Oracle Database のメモリー割当てのチューニングの詳細は、
『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照
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Oracle Database Library Cache
カウンタは、「reloads/pins %」（再ロード / 確保）です。これは、再解析を必要とする SQL
文、PL/SQL ブロックおよびオブジェクト定義の割合です。再ロードの合計は 0 に近くなけ
ればなりません。確保に対する再ロードの割合が 1% を超える場合は、ライブラリ・キャッ
シュ・ミスを減らします。この値は、時間に基づいて算出される値ではありません。

Oracle Database Data Files
カウンタは、「phyrds/sec」（物理的読込み / 秒）および「phywrts/sec」（物理的書込み /
秒）です。これらの値は、時間に基づいて算出されます。複数のプロセスが同じディスクに
同時にアクセスしようとすると、ディスクの競合が発生します。ディスク監視アクティビ
ティの結果に応じて、対応措置には次のようなものがあります。

� I/O の分散

� データファイルと REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルの分離

� 表と索引の分離

� 表データのストライプ化

Oracle Database DBWR stats1
「buffers scanned/sec」（スキャン済バッファ / 秒）および「LRU scans/sec」（LRU スキャ
ン / 秒）という 2 つの使用可能カウンタは、バッファ・キャッシュのチューニングに役立ち
ます。スキャン済バッファ / 秒は、DBWR によって 1 秒間にスキャンされるバッファの数
です。スキャンされるバッファは、LRU（最低使用頻度）リスト内にあります。LRU ス
キャン / 秒は、DBWR によって、LRU（最低使用頻度）バッファ・リストが 1 秒間にス
キャンされた回数です。

Oracle Database DBWR stats2
「timeouts/sec」（タイムアウト / 秒）および「checkpoints/sec」（チェックポイント / 秒）
という 2 つの使用可能カウンタは、DBWR が実行を要求されている作業量の判断に役立ちま
す。タイムアウト / 秒は、DBWR が 1 秒間にタイムアウトをする回数です。DBWR のタイ
ムアウトは、3 秒間隔です。DBWR が 3 秒間通知されない場合、タイムアウトします。

チェックポイント / 秒は、データベース・ライターによって 1 秒間に処理されるチェックポ
イント・メッセージの数です。チェックポイントに達するたびに、使用済バッファをディス
クに書き込むように求めるメッセージが DBWR に送られます（ポストされます）。

Oracle Database Dynamic Space Management
カウンタは、「recursive calls/sec」（再帰的コール / 秒）です。動的拡張により、ユーザー・
プロセスによって発行された SQL 文以外の SQL 文も Oracle Database によって実行されま
す。これらの SQL 文は、再帰的コールと呼ばれます。

アプリケーション実行中に、Oracle Database によって過剰な再帰的コールが実行される場
合は、問題の原因を突き止める必要があります。再帰的コールの統計は、動的パフォーマン
ス表 V$SYSSTATで調べます。
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Oracle Database Free List
カウンタは、「free list waits/requests %」（空きリスト待機 / 要求）です。空きリストの競
合は、バッファ・キャッシュ内の空きデータ・ブロックの競合により影響されます。
V$WAITSTATを問い合せれば、空きリストの競合によりパフォーマンスが低下しているかど
うかを判断できます。

空きブロックを待機する空きリストの数が、要求されている処理の合計数の 1% を超える場
合は、空きリストをさらに追加して競合を減らすことを考慮してください。

Oracle Database Sorts
使用可能カウンタは、「sorts in memory/sec」（メモリー・ソート / 秒）と「disk/sec」

（ディスク・ソート / 秒）です。ほとんどのソートの場合、すべてのデータを保持するには
デフォルトのソート領域サイズで十分です。ただし、ソート領域に収まらないようなデータ
に対する大量のソートをたびたびアプリケーションで行う場合は、ソート領域サイズを増や
すことを考慮します。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor のトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報のトラブルシューティング情報
「Add to Chart」、「Add to Alert」、「Add to Log」または「Add to Report」ダイアログの
「Objects」リストにデータまたは Oracle Database オブジェクトが表示されない場合は、次
のようにします。

1. Oracle Database が稼働していることを確認します。稼働していない場合は、Oracle 
Counters for Windows Performance Monitor を終了し、データベースを起動します。

2. データベースが稼働していても、データまたは Oracle Database オブジェクトが表示さ
れない場合は、Oracle Counters for Windows Performance Monitor のエラー・ファイル
を確認します。

%ORACLE_HOME%¥dbs¥OPERFver.log

ログ・ファイルでホスト文字列またはパスワードが無効であることが示されている場合
は、レジストリで、Hostname、Passwordおよび Usernameの正しい値を確認しま
す。これらの値の詳細は、14-8 ページの

「¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services」を参照してくだ
さい。

3. Oracle Counters for Windows Performance Monitor を再起動します。
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イベントイベントイベントイベント ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用ビューアの使用
Oracle Database for Windows で起きた問題やその他の重大な問題は、イベントとしてアプ
リケーション・イベント・ログに記録されます。記録されたイベントは、イベント ビューア
で表示し管理します。

イベント ビューアにアクセスするには次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「イベント「イベント「イベント「イベント ビューア」ビューア」ビューア」ビューア」を選択します。

「イベント ビューア」ウィンドウが表示されます。

2. 「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」メニューから「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」を選択します。

図 6-1 はアプリケーション・ビュー・ウィンドウを示します。表 6-2 には、各列に記録され
る内容を示し、表 6-3 では、ビューアの左端に表示されるアイコンを説明します。

図図図図 6-1 アプリケーション・ビュー・ウィンドウアプリケーション・ビュー・ウィンドウアプリケーション・ビュー・ウィンドウアプリケーション・ビュー・ウィンドウ

表表表表 6-2 アプリケーション・ビューの定義アプリケーション・ビューの定義アプリケーション・ビューの定義アプリケーション・ビューの定義

列名列名列名列名 定義定義定義定義

日付 イベントが発生した日付

時刻 イベントが発生した時刻
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イベントイベントイベントイベント ビューアの見方ビューアの見方ビューアの見方ビューアの見方
Oracle Database for Windows のイベントは、Oracle.SIDのソースとともに表示されます。

イベント番号 34 は、監査証跡イベントを示します。これらのイベントは、初期化パラメー
タ・ファイルで、パラメータ AUDIT_TRAILを db（true）または osに設定した場合に記
録されます。オプション osを使用すると、システム全体で監査が行われ、監査されたレ
コードはイベント ビューアに書き込まれます。オプション dbでは、システム全体で監査が
行われ、監査されたレコードはデータベース監査証跡（表 SYS.AUD$）に書き込まれます。
ただし、一部のレコードはイベント ビューアに書き込まれます。

34 以外のイベント番号は、起動されたインスタンスまたは停止されたインスタンスなど、一
般的なデータベース・アクティビティを示します。

イベント ビューアでアイコンをダブルクリックすると、「イベントの詳細」ダイアログに、
選択したイベントの詳細情報が表示されます。たとえば図 6-2 は、イベント ID 1011 の詳細
を示しています。「説明」フィールドでは、イベントについてのテキスト形式の説明が表示
されます。「データ」フィールドでは、「バイト」を選択して情報を 16 進形式で表示するか、

「ワード」を選択して同じデータを DWORD で表示します。

ソース イベントを記録したアプリケーション

分類 イベントの分類

イベント イベントに割り当てられた一意の番号

コンピュータ イベントが発生したコンピュータの名前

表表表表 6-3 イベントイベントイベントイベント ビューアのアイコンビューアのアイコンビューアのアイコンビューアのアイコン

アイコンアイコンアイコンアイコン イベントの種類イベントの種類イベントの種類イベントの種類 提案されるアクション提案されるアクション提案されるアクション提案されるアクション

赤いストップ・サイン エラー このアイコンは必ず確認してください。

青い円で囲まれた
小文字の「i」

情報 クリティカルでないシステム・イベント。これらの
アイコンは、特定のイベントを追跡する場合にのみ
チェックします。

黄色い円で囲まれた
感嘆符

警告 インスタンスの終了やサービスの停止などの特別な
イベント。通常、このアイコンは重要ではありませ
んが、確認が必要です。

表表表表 6-2 アプリケーション・ビューの定義（続き）アプリケーション・ビューの定義（続き）アプリケーション・ビューの定義（続き）アプリケーション・ビューの定義（続き）

列名列名列名列名 定義定義定義定義
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イベント ビューアの使用
図図図図 6-2「イベントの詳細」ダイアログ「イベントの詳細」ダイアログ「イベントの詳細」ダイアログ「イベントの詳細」ダイアログ

イベントイベントイベントイベント ビューアの管理ビューアの管理ビューアの管理ビューアの管理
AUDIT_TRAILを dbまたは osに設定すると、イベント ビューアに書き込まれるレコード
数が増加します。その結果、イベント ビューアのログ・ファイルがいっぱいになることがあ
ります。その場合は、次の手順に従ってログ・ファイルのサイズを大きくしてください。

1. 「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」メニューから「ログの設定」「ログの設定」「ログの設定」「ログの設定」を選択します。

「イベント ログの設定」ダイアログが表示されます。

2. 「最大ログ「最大ログ「最大ログ「最大ログ サイズ」サイズ」サイズ」サイズ」フィールドの値を適切なレベルに調整します。

3. 「「「「OK」」」」をクリックします。

イベント ビューアに戻ります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : イベント ビューアの使用方法は、Microsoft オペレーティング・
システムのドキュメントを参照
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トレース・ファイル
トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル
Oracle Database for Windows のバックグラウンド・スレッドでは、エラーと同様にトレー
ス・ファイルを使用して、データベース操作の発生、例外が記録されます。バックグラウン
ド・スレッドのトレース・ファイルは、初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルにパラメータ
BACKGROUND_DUMP_DESTを設定したかどうかに関係なく作成されます。
BACKGROUND_DUMP_DESTを設定した場合、トレース・ファイルは指定のディレクトリに格
納されます。このパラメータを設定しない場合、トレース・ファイルはディレクトリ
%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥bdumpに格納されます。

Oracle Database では、バックグラウンド・スレッドごとに異なるトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルが作
成されます。トレース・ファイルの名前には、バックグラウンド・スレッドの名前が含まれ
ており、その後に拡張子「.TRC」が続きます。トレース・ファイルの構文のサンプルを次に
示します。

� SIDDBWR.TRC

� SIDSMON.TRC

SIDはインスタンス名です。

初期化パラメータ・ファイルにパラメータ USER_DUMP_DESTを設定した場合は、ユー
ザー・スレッド用のトレース・ファイルも作成されます。ユーザー・スレッドのトレース・
ファイルは、oraxxxxx.trcという形式です。xxxxxは、Windows のスレッド IDを表す
5 桁の数値です。

アラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイル
アラート・ファイルには、データベース操作中に発生するエラー・メッセージと例外につい
ての重要な情報が含まれています。Oracle Database for Windows のインスタンスには、そ
れぞれ 1 つのアラート・ファイルがあります。インスタンスを起動するたびにこのファイル
に情報が追加されます。すべてのスレッドで、アラート・ファイルへの書込みができます。

たとえば、ディスク領域不足のために REDO ログの自動アーカイブが停止する場合、ア
ラート・ファイルにメッセージが書かれます。データベースに障害が起きて、原因がすぐに
わからない場合は、まずアラート・ファイルを調べてください。

アラート・ファイルには alert_SID.logという名前が付けられ、初期化パラメータ・ファ
イル内のパラメータ BACKGROUND_DUMP_DESTで指定したディレクトリにあります。パラ
メータ BACKGROUND_DUMP_DESTを設定していない場合、ファイル alert_SID.logは、
%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥bdumpに生成されます。アラート・ファイルは定期的
に削除するかアーカイブしてください。

注意注意注意注意 : 監査情報はファイルにスプールできません。パラメータ
AUDIT_FILE_DESTは、Windows ではサポートされていないため、初期化
パラメータ・ファイルに追加しないでください。
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スレッドの表示
スレッドの表示スレッドの表示スレッドの表示スレッドの表示
Oracle Administration Assistant for Windows を使用して Oracle Database スレッドに関する
情報を表示するには、データベースに対して Windows 認証を有効にするか、引数
usernameおよび passwordを指定してユーティリティ ocfgutil.exeを実行する必要が
あります。ユーティリティは、ユーザー名とパスワードをレジストリの次の場所に格納しま
す。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥OracleOraConfig

Windows 認証が有効になっていない場合、Oracle Remote Configuration Agent は、ユー
ザー名とパスワードをこのレジストリ・キーから取得してデータベースにログオンします。

Oracle Administration Assistant for Windows を使用して Oracle Database スレッドの情報を
表示するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

2. SIDを右クリックします。SIDは、orclなどの特定のインスタンス名です。

3. 「「「「Process Information」」」」を選択します。

「Process Information」ダイアログが表示され、各 Oracle Database スレッドの名前、タ
イプ、ユーザー、スレッド ID および CPU 使用率が一覧表示されます。

4. スレッドを終了するには、そのスレッドを選択し、「「「「Kill Thread」」」」をクリックします。
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スレッドの表示
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Oracle Database を最適化するための Windows のチューニ
7

Oracle Database を最適化するためのを最適化するためのを最適化するためのを最適化するための

Windows のチューニングのチューニングのチューニングのチューニング

この章では、Oracle Database が最善の環境で実行されるように、Windows Server オペレー
ティング・システムをチューニングする方法について説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Windows のチューニングの概要

� ラージ・ページのサポート

� サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションの優先度を低く設定

� アプリケーション・サーバーとして Windows Server を構成

� 不要なサービスを無効に設定

� 使用しないネットワーク・プロトコルを削除

� ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセット

� 複数のネットワーク・インタフェース・カードの順序を設定

� 最新の信頼性の高い Windows Server Service Pack を適用

� ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用

� Windows Server の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化

� 不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる

注意注意注意注意 : 簡潔にするために、この説明では、内容が Windows 2000 Server およ
び Windows NT Server に当てはまる場合に、これらをまとめて Windows 
Server と呼びます。
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Windows のチューニングの概要
Windows のチューニングの概要のチューニングの概要のチューニングの概要のチューニングの概要
Windows Server オペレーティング・システムで提供されるチューニング調整用の設定は、
UNIX よりもかなり少なくなっています。このため、システム管理者が Windows Server の
パフォーマンスの最適化のためにできることは限られますが、一方で Windows Server は使
用しやすいシステムです。

しかし、Windows Server を Oracle Database 用のアプリケーション・サーバー環境として、
より最適なものにする方法がいくつかあります。この章で説明しているオペレーティング・
システム固有の手順を実行すると、ほとんどの場合、より多くのシステム・リソース

（CPU、メモリー、ディスク I/O など）を Oracle Database のために確保できます。

また、Oracle Database は、Windows コンピュータのリソースを効率的に活用する高性能の
データベース管理システムであるため、次の用途で使用しないでください。

� プライマリ・ドメイン・コントローラまたはバックアップ・ドメイン・コントローラ

� ファイル・サーバーまたはプリント・サーバー

� リモート・アクセス・サーバー

� ルーター

これらの構成では、ネットワーク、メモリーおよび CPU のリソースがかなり消費されます。
さらに、Oracle Database を実行する Windows コンピュータでは、頻繁にローカルでアクセ
スしたり、ローカル・ユーザーの処理で集中的に使用したりすることは、このようなアク
ティビティの処理に十分なリソースがある場合以外は避けてください。

注意注意注意注意 : この章で示す情報は、Windows NT Workstation にインストールされ
た Oracle Database には適用されません。Windows NT Server および
Windows NT Server, Enterprise Edition 4.0 にインストールされているOracle 
Database に適用されます。Windows NT Server, Enterprise Edition 4.0 には、
追加の製品を使用するための機能が含まれます。このような製品の 1 つとし
て、Oracle Fail Safe の実装に必要な Microsoft Cluster Server があります。
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サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションの優先度を低く設定
ラージ・ページのサポートラージ・ページのサポートラージ・ページのサポートラージ・ページのサポート
ラージ・ページのサポートは、Oracle Database 10gリリース 1（10.1）の新機能です。ラー
ジ・ページのサポートにより、Windows Server 2003 で実行されているメモリー集中型の
データベース・インスタンスのパフォーマンスが向上します。新たに導入されたオペレー
ティング・システム・サポートを利用することにより、Oracle Database 10gリリース 1

（10.1）はプロセッサ・メモリー・アドレッシング・リソースをより効率よく使用できるよう
になりました。具体的には、ラージ・ページのサポートが有効になっていると、システムの
CPU は RAM 内の Oracle Database バッファにより高速にアクセスできるようになります。
4KB の増分でバッファをアドレッシングするかわりに、CPU は、データベース・バッファ
をアドレッシングする際に 4MB のページ・サイズを使用するよう指示されます。

この機能は、Oracle バッファ・キャッシュが数 GB である場合に特に役立ちます。これより
小さいサイズの構成でも、ラージ・ページを使用する効果はありますが、データベースが大
量のメモリーにアクセスしている場合ほど効果は大きくありません。

ラージ・ページ・サポートを有効にするには、Windows Server 2003 レジストリの Oracle
キーで ORA_LPENABLEを 1に設定します。

サーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーションサーバー・コンソールでフォアグラウンド・アプリケーション
の優先度を低く設定の優先度を低く設定の優先度を低く設定の優先度を低く設定

Windows Server のインストール時にデフォルトで提供される設定の 1 つに、対話型のフォ
アグラウンド・アプリケーションに、各バックグラウンド・プロセスプロセスプロセスプロセスよりも高い優先度を与
えるものがあります。サーバー・コンソール上のフォアグラウンド・アプリケーションが
Oracle Database のプロセッサ時間を取りすぎないように、フォアグラウンド・アプリケー
ションの優先度を低くできます。

注意注意注意注意 : ラージ・ページは、Oracle Database for 64-bit Windows でサポートさ
れています。詳細は、G-3 ページの「64-bit Windows のラージ・ページのサ
ポート」を参照してください。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : フォアグラウンド・アプリケーションの優先度を低くする方法は、
オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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アプリケーション・サーバーとして Windows Server を構成
アプリケーション・サーバーとしてアプリケーション・サーバーとしてアプリケーション・サーバーとしてアプリケーション・サーバーとして Windows Server を構成を構成を構成を構成
Windows のメモリー・マネージャは、システム・メモリーを表 7-1 で説明する 3 つの異な
るプールに分割します。

Windows Server のメモリー・マネージャは、物理 RAM と仮想メモリー・ページング・
ファイルとの間で動的にメモリーをページングすることにより、各アプリケーションのメモ
リー使用量のバランスをとろうとします。アプリケーションのメモリー消費が特に高い場合

（Oracle Database のように）、または多数のアプリケーションが同時に実行される場合は、
各アプリケーションのメモリー要件の合計が、物理メモリーの限界を超える可能性がありま
す。

ファイル・キャッシュ用に確保されるメモリーの割合が大きいこと（41%）は、ファイル・
サーバーとプリント・サーバーにとっては非常に有益です。しかし、メモリー集中型のネッ
トワーク・アプリケーションを頻繁に実行するアプリケーション・サーバーにとっては有益
ではないことがあります。システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域を介して独自のキャッシュを行う
Oracle Database には、Windows Server のファイル・キャッシュはまったく不要です。

Windows Server のメモリー・モデルを、大きなファイル・キャッシュを持つデフォルトの
ファイル・サーバーおよびプリント・サーバーから、ファイル・キャッシュを減らして
Oracle Database でより多くの物理メモリーを使用できるネットワーク・アプリケーション・
モデルにリセットできます。

表表表表 7-1 Windows Server のメモリー共有のメモリー共有のメモリー共有のメモリー共有

プールプールプールプール 合計メモリーに対する割合合計メモリーに対する割合合計メモリーに対する割合合計メモリーに対する割合

カーネルとその他のシステム・サービス 9%

ファイル・キャッシュ 41%

ページングされたメモリー 50%

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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不要なサービスを無効に設定
不要なサービスを無効に設定不要なサービスを無効に設定不要なサービスを無効に設定不要なサービスを無効に設定
7-4 ページの「アプリケーション・サーバーとして Windows Server を構成」に説明されて
いる方法でファイル・キャッシュのサイズを大幅に小さくした後、オペレーティング・シス
テムのコア機能にとって不要なサービスを無効にすることにより、より多くの物理メモリー
を Oracle Database のために確保できます。不要なサービスには、次のものがあります。

� License Logging Service

� Plug and Play

� Remote Access Autodial Manager

� Remote Access Connection Manager

� Remote Access Server

� Telephony Service

その他の不要なサービスを識別するには、システム管理者に問い合せてください。

次のサービスは無効にしないでください。

� Alerter

� Computer Browser

� EventLog

� Messenger

� OracleServiceSID

� OracleHOME_NAMETNSListener

� OracleStartSID（Oracle8 リリース 8.0.6 以下）

� Remote Procedure Call（RPC）Service

� Server

� Spooler

� TCP/IP NetBIOS Helper

� Workstation

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 不要なサービスを無効に設定する方法は、オペレーティング・シ
ステムのドキュメントを参照
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使用しないネットワーク・プロトコルを削除
使用しないネットワーク・プロトコルを削除使用しないネットワーク・プロトコルを削除使用しないネットワーク・プロトコルを削除使用しないネットワーク・プロトコルを削除
重要なプロトコルにのみ処理時間が費やされるように、Windows 上の不要なネットワーク・
プロトコルはすべて削除します。

ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセット
サーバー上にプロトコルを複数インストールする必要がある場合は、ネットワーク・プロト
コルのバインド順序をリセットすることにより、Oracle Database で最も頻繁に使用される
プロトコルの優先順位を一番高く設定できます。

複数のネットワーク・インタフェース・カードの順序を設定複数のネットワーク・インタフェース・カードの順序を設定複数のネットワーク・インタフェース・カードの順序を設定複数のネットワーク・インタフェース・カードの順序を設定
1 台の Windows コンピュータ上にパブリックおよびプライベートのネットワーク・インタ
フェース・カード（NIC）があり、正しい順序に設定されていない場合、gethostnameを
使用する構成（Oracle Enterprise Manager など）で問題が発生する可能性があります。

Windows でプライベート NIC が最初に検出されると、gethostnameコールはプライベー
ト相互接続のホスト名を返します。どのツールが gethostnameをコールするとしても、こ
の非パブリック・ネットワーク情報から生じる構成または接続の問題があります。

Windows 2000 のコンピュータでは、次のように、NIC の現在の順序を確認し、必要に応じ
て変更できます。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」「ネットワークとダイヤルアップ接続」を選択します。

2. 「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」→「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」を選択します。

3. 「接続」「接続」「接続」「接続」フィールドにパブリックおよびプライベートのローカル・エリア接続が一覧表
示されます。Windows によるアクセス順序を変更するには、いずれかを選択して矢印
ボタンをクリックし、上または下に移動します。

4. パブリックまたはプライベートの NIC の順序を必要に応じて変更した後、「「「「OK」」」」をク
リックします。

5. 優先順位の変更はすぐに反映されます。コンピュータを再起動する必要はありません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 不要なネットワーク・プロトコルを削除する方法は、オペレー
ティング・システムのドキュメントを参照

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ネットワーク・プロトコルのバインド順序をリセットする方法は、
オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用
最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い最新の信頼性の高い Windows Server Service Pack を適用を適用を適用を適用
Microsoft 社では、Service Pack と呼ぶオペレーティング・システムのパッチを四半期ごとに
リリースしています。Service Pack は、Windows Server の基本リリースに対する不具合の
修正と製品拡張機能の集まりです。一般に、Service Pack により不具合が修正され、
Windows Server のパフォーマンスまたは機能を改善できるため、安全であることが確認さ
れたらすぐに適用します。

Service Pack は不具合を修正するためのものですが、パッチ自体に不具合があるということ
（たとえば、Windows NT Server 4.0 Service Pack 2 の最初のリリース）も実際にはあり得ま
す。一般に、Service Pack はリリース後 2 ～ 3 週間待ってから実装する方が安全です。この
間に、その SP リリースに関する問題があれば、他の現場からレポートが上がるはずです。

最新版の Windows Server Service Pack は、自己解凍形式アーカイブとして
http://support.microsoft.comからダウンロードできます。

Service Pack が Windows Server 上でエラーなしで機能することが保証されていないかぎり、
Uninstallディレクトリを作成するようにします。これにより、Service Pack を削除して
元の構成に戻すことができます。

Service Pack のファイルは、Windows Server の元の構成内にある、同じ名前のファイルを
上書きします。ただし、Service Pack のファイルは、元のインストール・メディアからファ
イルをコピーするセットアップ・プログラムにより上書きされる可能性があります。

たとえば、新しいネットワーク・プロトコルやプリンタ・ドライバをインストールするに
は、通常、Windows Server の元のインストール・メディアからファイルをコピーする必要
があります。Service Pack のファイルの全体または一部が上書きされた場合は、Service Pack
を再度適用する必要があります。

ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化
を使用を使用を使用を使用

CPU およびメモリーの速度と比較して、ハード・ディスク・ドライブは速度が極めて遅く
なります。ハード・ディスク・ドライブは比較的安価になっているため、Windows Server
では、ストライプ化された物理ディスクで構成される論理ボリュームを使用することをお薦
めします。データのストライプ化は、ファイル I/O を同時に多数のハード・ディスク・ドラ
イブに分散することにより、比較的速度の遅いハード・ディスク・ドライブの影響を少なく
する効率的な手段です。

多数のディスクにわたるデータのストライプ化は、Redundant Array of Inexpensive Disks
（RAID）の例です。RAID には、高パフォーマンスを目的とするものから高信頼性を目的と
するものまで、いくつかの種類があります。この種類は、RAID レベルとも呼ばれます。
Oracle Database のインストールで最も一般的な 3 つの RAID レベルは、RAID-0、RAID-1
および RAID-5 です。この 3 つの RAID レベルについて、表 7-2 で説明します。この表では、
各レベルの読込み時および書込み時のペナルティを示します。
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用
ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化
RAID レベル 0 は、高パフォーマンスの、フォルト・トレラントでないディスクのストライ
プ化を可能にします。複数の物理ハード・ディスクが、ディスク・コントローラまたはオペ
レーティング・システムにより 1 つの論理ドライブ（たとえば、Windows 2000 Server のス
トライプ・ボリューム）に集約されます。論理ボリュームに対するデータ操作は、配列化さ
れた物理ドライブと同じ数のチャンクに分割され、すべてのディスクが同時に使用されま
す。同一のハード・ディスクを使用した際に、1 つのハード・ディスクのスループット率が
DISKRATE操作数 / 秒の場合、RAID-0 の論理ボリュームのスループット率は、次のように
なります。

(DISKRATE * [number of physical  drives in array]) operations/second

RAID-0 の短所は、フォルト・トレランスがないことです。論理ボリューム内のディスクの
1 つに障害が発生すると、論理ボリューム全体が影響され、バックアップバックアップバックアップバックアップからリストアする
必要があります。

ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化ディスクのミラー化
RAID レベル 1 は、フォルト・トレラントなディスクのミラー化を使用可能にしますが、パ
フォーマンスが低下する可能性があります。基本的に、ミラー化されたディスクに対する書
込みは、この目的専用の別ドライブ（ミラー・ドライブ）にすべて複製されます。ミラー化
されたディスクに障害が発生すると、ミラー・ドライブがリアルタイムでオンラインになり
ます。障害の発生したドライブが置き換えられた後、ミラー構成を再設定できます。

RAID レベル 1 の読込み時のペナルティは、名目上は 1:1 ですが、コントローラによっては、
分割読込みにより有利になることがあります。たとえば、最も速くアクセスできるミラーを
コントローラが認識している場合は、そのディスクに I/O 操作を誘導することにより、シー
ク時間を短縮できます。

表表表表 7-2 Oracle Database インストールのインストールのインストールのインストールの RAID レベルレベルレベルレベル

RAID レベルレベルレベルレベル 読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ読込み時のペナルティ1

1 読込み時のペナルティは、読込み要求に対する I/O 操作の比率です。

書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ書込み時のペナルティ2

2 書込み時のペナルティは、書込み要求に対する I/O 操作の比率です。

0（ディスクのストライプ化） 1:1 1:1

1（ディスクのミラー化） 1:1 2:1

0 + 1 1:1 2:1

5（分散データ保護） 1:1 4:1
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ハードウェアまたはオペレーティング・システムのストライプ化を使用
ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化 + ミラー化ミラー化ミラー化ミラー化
RAID レベル 0+1 は、ストライプ化されたハード・ディスク配列のミラー化を可能にしま
す。これは RAID-0 と RAID-1 の混合使用で、高性能のフォルト・トレランスを提供します。

分散データ保護分散データ保護分散データ保護分散データ保護
RAID レベル 5 は、パリティを使用したディスクのストライプ化とも呼ばれ、高価なミラー
化が不要になります。RAID-5 では、RAID-0 と同じように、ストライプ化された 1 つの論理
ボリュームとして複数のハード・ディスクが集約されますが、各ドライブにはパリティ情報
が含まれていて、ドライブの 1 つに障害が発生してもフォルト・トレランスが機能します。
障害の発生したドライブが 1 つあっても、RAID-5 システムではデータへのアクセスを続け
られます。ただし、パリティ情報からその場でバイトが再構築されるため、アクセス時間は
かなり長くなります。通常、RAID-5 ソリューションでは、障害のあるドライブを新しいド
ライブとホットスワップすることができます。ホットスワップにより、パリティ情報から障
害のあるドライブのデータが新しいドライブに再構築されます。

4:1 という書込み時のペナルティは、パリティ計算中の 2 回の読込みと 2 回の書込みから生
じます。

順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム順次アクセスおよびランダム・アクセス用の複数のストライプ化ボリューム
Windows Server に十分な数の物理ディスクがある場合は、（オペレーティング・システム用
のスタンドアロン・ハード・ディスクまたはストライプ化ボリュームの他に）少なくとも
2 つのストライプ化ボリュームを作成します。ストライプ化ボリュームの 1 つは順次デー
タ・アクセスに、もう 1 つはランダム・データ・アクセスに使用できます。

たとえば、Oracle Database の REDO ログおよびアーカイブ REDO ログは、順次書き込まれ
ます。ヘッドの移動が減るため、ハード・ディスクのパフォーマンスは、順次データの読込
みまたは書込みのときに一番良くなります。

ただし、Oracle Database のデータファイルは通常はランダムな順序でアクセスされます。
ハード・ディスクでのランダム・アクセスは、ヘッドの移動がかなり多くなり、データ・ア
クセス速度は低下します。

REDO ログ・ファイルが（物理デバイス・レベルで）データファイルと分離されていないか
ぎり、UNDO ファイルの I/O 競合が発生し、両方のファイルのアクセス時間が増加する可
能性があります。
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Windows Server の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化
Windows Server の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化
Windows Server のメモリー・マネージャはあまり使用されないページをディスクに移動し
てホット・ページ用にさらに多くの物理メモリーを解放しようとするため、Oracle Database
が Windows Server 上で実行される唯一のネットワーク・アプリケーションである場合で
も、仮想メモリー・ページングが発生する可能性はあります。

Windows Server の仮想メモリー・ページング・ファイルの多重化は、システム全体のパ
フォーマンスを上げる優れた方法です。ページング・ファイルを最低 2 つの異なる物理ボ
リューム（または、基になる物理ボリュームが重複しない場合は、論理ボリューム）に分割
すると、仮想メモリーのスワップ操作のパフォーマンスが著しく向上します。

これは、仮想メモリー・ページングの高速化の手法としては優れていますが、ページング・
アクティビティが多すぎる場合はそれでもパフォーマンスに影響があるため、サーバーに
RAM を追加する必要があります。

ページング・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページング・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページング・ファイル・サイズに関する一般的なヒントページング・ファイル・サイズに関する一般的なヒント
ページング・ファイルの合計サイズは、コンピュータ上の物理 RAM の容量と少なくとも同
じサイズにすることをお薦めします。合計サイズが物理 RAM のサイズの 2 ～ 4 倍という構
成も珍しくはありません。ページングはできるだけ最小化してください。ただし、オペレー
ティング・システムのページング領域が不足したり少なくなったりするような状況は、何が
あっても避ける必要があります。適切にサイズ設定されたページング・ファイルが複数の物
理ディスクにまたがり適正に分散されている場合は、I/O の分散が最も効率的になります。
これは、オペレーティング・システムがページング・ファイルにわたって公平に分散して
ページングするからです。

不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる不要なフォアグラウンド・アプリケーションをすべて閉じる
前述の項にある手順を行った後は、不要なフォアグラウンド・アプリケーションを閉じるこ
とを忘れないでください。最初に、Windows Server のコンソール・オペレータの

「Startup」フォルダから、すべてのアプリケーションを削除します。次に、長時間実行され
るスクリプトをコマンド・プロンプトから実行する場合は、Windows Server が操作に集中
でき、大量のウィンドウ再描画メッセージを処理する必要がないように、ウィンドウを最小
化しておきます。さらに、スクリーン・セーバーを無効にします。スクリーン・セーバー
は、すぐに CPU を飽和状態にすることがあります。スクリーン・セーバーを実行する必要
がある場合は、処理時間の最も短い「模様なし」を選択します。

注意注意注意注意 : Windows の内部読取り / 書込みバッチ・サイズは 4KB です。
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Windows 環境におけるデータベース・ユ
8

Windows 環境におけるデータベース・環境におけるデータベース・環境におけるデータベース・環境におけるデータベース・

ユーザーの認証ユーザーの認証ユーザーの認証ユーザーの認証

この章では、Windows オペレーティング・システム環境における Oracle Database ユーザー
の認証について説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Windows 認証の概要

� Windows の認証プロトコル

� ユーザー認証およびロール認可の方式

� インストール時に使用可能になるオペレーティング・システムの認証
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Windows 認証の概要
Windows 認証の概要認証の概要認証の概要認証の概要
Oracle Database では、データベース・ユーザーの認証認証認証認証に Windows のユーザー・ログオン資資資資
格証明格証明格証明格証明を使用できます。これには次の利点があります。

� ユーザーは、ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名またはパスワードを入力しなくても、Oracle Database に接続で
きます。

� Oracle Database のユーザー認証およびロール認可認可認可認可の情報を、Windows NT または
Windows 2000 で一元管理することにより、ユーザー・パスワードまたはロールロールロールロールの情報
を Oracle Database に格納して管理する必要がなくなります。

（Oracle Net Services とともに自動的にインストールされる）Windows 認証アダプタによ
り、Windows を介したデータベース・ユーザー認証が可能になります。これにより、クラ
イアント・コンピュータは Windows サーバー上の Oracle Database に安全に接続できます。
その後、サーバーではユーザーによるデータベース・アクションの実行が許可されます。

Windows の認証プロトコルの認証プロトコルの認証プロトコルの認証プロトコル
Windows 固有の認証アダプタは、Windows の認証プロトコルと連動して、Oracle Database
へのアクセスを可能にします。

� Windows 2000 のデフォルトの認証プロトコルは、Kerberos です。

� Windows NT 4.0 のデフォルトのプロトコルは、NT LAN Manager（NTLM）です。

ユーザーが Windows 2000 環境のコンピュータから、Windows 2000 ドメイン・ユーザーと
してログオンする場合、Kerberos が NTS アダプタにより使用される認証機構になります。

他のすべてのユーザーの場合、NTS アダプタで使用される認証メカニズムは NTLM です。

スタンドアロンの Windows 2000 または Windows NT 4.0 環境のコンピュータで認証が NTS
に設定されている場合は、Windows サービスの NT LM Security Support Provider が開始さ
れていることを確認します。このサービスが、スタンドアロンの Windows 2000 または
Windows NT 4.0 環境のコンピュータで開始されていない場合、NTS 認証は失敗します。こ

注意注意注意注意 : 現在のユーザー・データベース・リンクは、Windows 認証ではサポー
トされていません。

注意注意注意注意 : この章では、Windows 2000 および Windows NT 4.0 における
Windows 認証方法の使用について説明します。Secure Sockets Layer（SSL）
プロトコルおよび Oracle Internet Directory の詳細は、『Oracle Advanced 
Security 管理者ガイド』および『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』を
参照してください。
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Windows の認証プロトコル
の問題は、Windows 2000 または Windows NT 4.0 をスタンドアロン・モードで稼働してい
る場合にのみ発生します。

クライアント・コンピュータでは、Oracle Database への接続を試みるときに、認証プロト
コルを指定する必要はありません。使用されるプロトコルは、Oracle Database によりユー
ザーに対して完全に透過的に判断されます。Oracle Database 側の唯一の要件は、クライア
ントとデータベース・サーバーの両方で、次のファイル内のパラメータ
SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに ntsが含まれていることです。

%ORACLE_HOME%¥network¥admin¥sqlnet.ora

インストール後には、これが両方のデフォルト設定になります。Oracle8 リリース 8.0.x で
は、手動でこの値を設定する必要があります。

通常、Oracle Database のネットワーク上には、クライアント・コンピュータおよびデータ
ベース・サーバーがあります。このネットワーク上の複数のコンピュータでは、異なるドメ
インの異なる Windows オぺレーティング・システムで、異なるリリースの Oracle Database
ソフトウェアが使用できます。このようにリリースの異なる組合せが使用されている場合、
その認証プロトコルも異なる可能性があります。

表 8-1 に、Kerberos をデフォルトの認証プロトコルとして使用できるようにするために必要
な Oracle Database ソフトウェアおよび Windows オペレーティング・システムのリリース
を示します。

ネットワークで使用される Windows オペレーティング・システムおよび Oracle Database
ソフトウェアのリリースのこれ以外のすべての組合せで使用される認証プロトコルは NTLM
です。

表表表表 8-1 Kerberos 認証プロトコルを使用可能にするためのソフトウェア要件認証プロトコルを使用可能にするためのソフトウェア要件認証プロトコルを使用可能にするためのソフトウェア要件認証プロトコルを使用可能にするためのソフトウェア要件

場所場所場所場所 Windows ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア Oracle Database ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア

クライアント・
コンピュータ

Windows NT 4.0 または Windows 2000 Oracle8i Client 以上

データベース・
コンピュータ

Windows NT 4.0 または Windows 2000 Oracle8i Database 以上

ドメイン Windows 2000 なし

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 各認証プロトコルの詳細は、オペレーティング・システムのド
キュメントを参照
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ユーザー認証およびロール認可の方式
ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式
この項では、Windows NT 4.0 または Windows 2000 ドメインにおいて、ユーザー・ログオ
ン資格証明が認証される方式、およびデータベース・ロールが認可される方式を説明しま
す。表 8-2 に、ユーザー認証およびロール認可の定義を示します。

Oracle Database では、Windows NT 4.0 ドメインにおけるユーザー認証およびロール認可が
サポートされています。表 8-3 では、これらの基本的な機能について説明します。

表表表表 8-2 ユーザー認証およびロール認可の定義ユーザー認証およびロール認可の定義ユーザー認証およびロール認可の定義ユーザー認証およびロール認可の定義

機能機能機能機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

ユーザー認証 データベースが、ユーザーの Windows ログオン資格

証明を使用してユーザーを認証するプロセス

『Oracle Database 2 日

でデータベース管理
者』

ロール認可認可認可認可 割り当てられた一連のロールを認証済のユーザーに対
して付与するプロセス

『Oracle Database 2 日

でデータベース管理
者』

表表表表 8-3 ユーザー認証およびロール認可の基本的な機能ユーザー認証およびロール認可の基本的な機能ユーザー認証およびロール認可の基本的な機能ユーザー認証およびロール認可の基本的な機能

機能機能機能機能 説明説明説明説明

外部ユーザーの
認証

ユーザーは、Windows ログオン資格証明を使用してデータベースにより認証

され、追加のログオン資格証明を要求されずに Oracle Database にアクセスで

きます。

外部ロールの
認可

ロールは、Windows ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループを使用して認可されます。一度外部外部外部外部

ロールロールロールロールを作成すると、データベース・ユーザーに対してそのロールを付与し
たり、取り消したりできます。初期化パラメータ OS_ROLESは、デフォルト

では falseに設定されています。外部ロールを認可するには、OS_ROLESを

trueに設定する必要があります。
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ユーザー認証およびロール認可の方式
使用する認証および認可の方式使用する認証および認可の方式使用する認証および認可の方式使用する認証および認可の方式
表 8-4 では、Oracle Database 環境に基づいた、ユーザー認証およびロール認可の方式につい
て説明します。

表表表表 8-4 ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式ユーザー認証およびロール認可の方式

方式方式方式方式 データベース環境データベース環境データベース環境データベース環境

エンタープライズ・
ユーザー
およびロール

複数のデータベースに多数のユーザーが接続する場合。

エンタープライズ・ユーザーは、複数のデータベース間で同じ識別情報を
持ちます。エンタープライズ・ユーザーは、ディレクトリ・サーバーを使
用する必要があります。

エンタープライズ・ロールは、ロールが割り当てられたエンタープライ
ズ・ユーザーが地理的に多数の場所に存在しており、複数のデータベース
にアクセスする必要がある場合に使用します。各エンタープライズ・ロー
ルは、ディレクトリ内の複数のエンタープライズ・ユーザーに割り当てる
ことができます。エンタープライズ・ロールを使用しない場合は、各デー
タベース・ユーザーに手動でデータベース・ロールを割り当てる必要があ
ります。エンタープライズ・ロールは、ディレクトリ・サーバーを使用す
る必要があります。

外部ユーザー
およびロール

限定された数のデータベースに少数のユーザーが接続する場合。外部ユー
ザーは個別に各データベースで作成する必要があり、ディレクトリ・サー
バーを使用する必要はありません。

外部ロールも個別に各データベースで作成する必要があり、ディレクト
リ・サーバーを使用する必要はありません。外部ロールは、システムの
ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ内のユーザーのグループ・メンバーシップを使用して
認可されます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : エンタープライズ・ユーザーおよびロールの詳細は、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照
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インストール時に使用可能になるオペレーティング・システムの認証
インストール時に使用可能になるオペレーティング・システムインストール時に使用可能になるオペレーティング・システムインストール時に使用可能になるオペレーティング・システムインストール時に使用可能になるオペレーティング・システム
の認証の認証の認証の認証

Oracle Database をインストールすると、ORA_DBAという特別な Windows ローカル・グ
ループが作成され（過去の Oracle Database インストールで作成されていない場合）、
Windows のユーザー名が自動的に追加されます。ローカル・グループ ORA_DBAのメンバー
には、自動的に SYSDBA 権限権限権限権限が付与されます。

ORA_DBAのメンバーシップにより、次のことが可能です。

� 次のコマンドを使用し、パスワードなしで Oracle Database のローカル・インスタンス
に接続できます。

CONNECT / AS SYSDBA

� 次のコマンドを使用し、パスワードなしで Oracle Database のリモート・サーバーに接
続できます。

CONNECT /@net_service_name AS SYSDBA 

net_service_nameは、Oracle Database のリモート・サーバーのネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名
です。

� ローカル・データベースの起動および停止など、データベース管理手順を実行できま
す。

� 別の Windows ユーザーを ORA_DBAに追加し、そのユーザーに SYSDBA権限を付与でき
ます。
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Windows での外部ユーザーおよびロールでの外部ユーザーおよびロールでの外部ユーザーおよびロールでの外部ユーザーおよびロール

の管理の管理の管理の管理

外部ユーザーおよびロールは、一般に Oracle Database の外部のものによって定義されます。
Windows 環境では、オペレーティング・システムによって定義されます。

この章では、Oracle Administration Assistant for Windows を使用するか、または Oracle 
Database コマンドライン・ツール、レジストリ エディタおよびその他の Windows ツールを
組み合せて使用した、外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザーおよび外部ロール外部ロール外部ロール外部ロールの作成と管理について説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Oracle Administration Assistant for Windows

� 外部ユーザーおよびロールの手動による管理

注意注意注意注意 : どちらの方法でも、Windows 2000 ドメインで外部ユーザーおよび
ロールを管理できますが、エンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーまたはエンタープラエンタープラエンタープラエンタープラ
イズ・ロールイズ・ロールイズ・ロールイズ・ロールの管理には使用できません。エンタープライズ・ユーザーおよ
びエンタープライズ・ロールの管理に使用できるツールの詳細は、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Administration Assistant for Windows
Oracle Administration Assistant for Windows は、Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソールから実行する
ツールです。このツールを使用すると、Windows オペレーティング・システムで認証認証認証認証を行
い、パスワードなしで Oracle Database にアクセスできる、次の Oracle Database ユーザー
およびロールを構成できます。

� 通常の Windows ドメイン・ユーザーおよびグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループ（外部ユーザーとし
て）

� Windows データベース管理者（SYSDBA 権限権限権限権限を持つ）

� Windows データベース・オペレータ（SYSOPER 権限を持つ）

また、Oracle Administration Assistant for Windows では、ローカルおよび外部データベー
ス・ロールを作成し、Windows ドメイン・ユーザーおよびグローバル・グループに付与で
きます。

Oracle Administration Assistant for Windows を使用すると、次のいずれも手動で実行する
必要はありません。

� データベースのシステム識別子システム識別子システム識別子システム識別子およびロールロールロールロールと一致するローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループの作成

� これらのローカル・グループへのドメイン・ユーザーの割当て

� SQL*Plus における、次の構文でのユーザー認証

CREATE USER username IDENTIFIED EXTERNALLY

この項では、Oracle Administration Assistant for Windows を使用した、次のタスクの実行
方法について説明します。

� リモート・コンピュータの管理

� コンピュータの追加と構成の保存

� コンピュータ上のすべてのデータベースに対する管理者権限の付与

� コンピュータ上のすべてのデータベースに対するオペレータ権限の付与

� データベースへの接続

� データベース認証用パラメータ設定の表示

� 外部オペレーティング・システム・ユーザーの作成

� ローカル・データベース・ロールの作成

� 外部オペレーティング・システム・ロールの作成

� 単一データベースに対する管理者権限の付与

� 単一データベースに対するオペレータ権限の付与
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Oracle Administration Assistant for Windows
リモート・コンピュータの管理リモート・コンピュータの管理リモート・コンピュータの管理リモート・コンピュータの管理
Oracle Administration Assistant for Windows を使用してリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータを管理す
る場合は、そのリモート・コンピュータに対して管理者権限を持っている必要があります。
Oracle Administration Assistant for Windows によって Oracle Database で作成されるユー
ザーの名前には、常に接頭辞としてドメイン名が付けられます。Oracle7 リリース 7.x以上
のデータベースをリモート管理する場合は、リモート・コンピュータのレジストリ・パラ
メータ OSAUTH_PREFIX_DOMAINを trueに設定する必要があります。このパラメータは
次のキーにあります。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME

Windows 2000 環境のコンピュータがドメイン・ネーム・システム（DNS）のドメイン名で
識別されない場合は、次のエラー・メッセージが表示されます。

Calling query w32RegQueries1.7.0.17.0  RegGetValue
Key = HKEY_LOCAL_MACHINE
SubKey = SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥Tcpip¥Parameters
Value = Domain
Query Exception: GetValueKeyNotFoundException
Query Exception Class: class oracle.sysman.oii.oiil.OiilQueryException
...

DNS 名を割り当てるには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」→「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク
ID」」」」→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」→「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」→「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ DNS サフィックサフィックサフィックサフィック
ス」ス」ス」ス」を選択します。

2. ドメイン名を入力します（US.ORACLE.COMなど）。

注意注意注意注意 : Oracle Administration Assistant for Windows は、Microsoft 管理コン
ソールから実行でき、Windows 2000 にはこのコンソールが自動的に組み込
まれています。Windows NT 4.0 を使用する場合は、次のいずれかを実行し
てください。

� Microsoft 管理コンソールを含む、Microsoft Windows NT 4.0 Option 
Pack をインストール

� Microsoft の Web サイト（http://www.microsoft.com）から
Microsoft 管理コンソールをダウンロード
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コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存コンピュータの追加と構成の保存
Oracle Administration Assistant for Windows を初めて使用すると、ローカル・コンピュー
タがナビゲーション・ツリーに追加されます。その後で、他のコンピュータを追加できま
す。

Microsoft 管理コンソールのツリーにコンピュータを追加するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Microsoft 管理コンソールが起動します。

2. 「「「「Oracle Managed Objects」」」」をダブルクリックします。

「Computer」アイコンが表示されます。

3. 「「「「Computers」」」」を右クリックします。

4. 「「「「New」」」」→「「「「Computer」」」」を選択します。

「Add Computer」ダイアログが表示されます。

5. Oracle Database がインストールされているコンピュータのドメイン名およびコン
ピュータ名を指定します。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

7. 「「「「Computers」」」」をダブルクリックし、追加したコンピュータを表示します。

8. 追加したコンピュータをダブルクリックします。データベース管理者およびオペレータ
を認証するためのノードがいくつか表示されます。

「「「「OS Database Administrators - Computer」」」」ノードでは、コンピュータ上のすべての
データベース・インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスに対する SYSDBA権限を持つ、オペレーティング・システ
ムで認証されたデータベース管理者を作成します。「「「「OS Database Operators - 
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Computer」」」」ノードでは、コンピュータ上のすべてのデータベース・インスタンスに対
する SYSOPER権限を持つ、オペレーティング・システムで認証されたデータベース・
オペレータを作成します。

9. 「Console」メイン・メニューの「「「「Save」」」」をクリックして、コンソール・ファイルに構成
を保存します。これにより、コンピュータ上のすべてのインスタンスに対するデータ
ベース管理者およびオペレータを認証できます。

コンピュータ上のすべてのデータベースに対する管理者権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対する管理者権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対する管理者権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対する管理者権限の付与
コンピュータ上のすべてのデータベースに対するデータベース管理者（SYSDBA）権限を
データベース管理者（DBA）に付与するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows が起動します。

2. 「「「「OS Database Administrators - Computer」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Add/Remove」」」」をクリックします。
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「OS Database Administrators - Computer for hostname」ダイアログ・ボックスが表示
されます。

4. 「「「「Domain」」」」リストで、SYSDBA権限を付与するユーザーのドメインを選択します。

5. ユーザーを選択します。

6. 「「「「Add」」」」をクリックします。

ユーザーが「OS Database Administrators - Computer」ウィンドウに表示されます。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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コンピュータ上のすべてのデータベースに対するオペレータ権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対するオペレータ権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対するオペレータ権限の付与コンピュータ上のすべてのデータベースに対するオペレータ権限の付与
コンピュータ上のすべてのデータベースに対するデータベース・オペレータ（SYSOPER）権
限を DBA に付与するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows が起動します。

2. 「「「「OS Database Operators - Computer」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Add/Remove」」」」をクリックします。

「OS Database Operators - Computer for hostname」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

4. 「Domain」リストで、SYSOPER権限を付与するユーザーのドメインを選択します。

5. ユーザーを選択します。
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6. 「「「「Add」」」」をクリックします。

ユーザーが「OS Database Operators - Computer」ウィンドウに表示されます。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。

データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
Oracle Database への接続時に Secure Sockets Layer（SSL）を使用できるようにするには、
Oracle Wallet Manager で作成された Wallet と同じユーザー・アカウントで Oracle Database
サービスおよびリスナーリスナーリスナーリスナー・サービスを開始します。Windows の「サービス」ダイアログに
表示されるデフォルトのユーザー・アカウントを使用しないでください。Oracle Database
サービスおよびリスナー・サービスがデフォルトのユーザー・アカウントで開始されると、
SSL は有効にならず、リスナーは起動しません。SSL のサポートは、Oracle Advanced 
Security の機能の 1 つです。また、Oracle Wallet Manager も Oracle Advanced Security の
機能の 1 つです。

データベースに接続するには、次のようにします。

1. Microsoft 管理コンソールのスコープ・ペインで、アクセスするデータベース・インス
タンスを右クリックします。次に示す例では、ORCLへ接続します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : SSL サポートの詳細は、『Oracle Advanced Security 管理者ガイ
ド』を参照
9-8　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Oracle Administration Assistant for Windows
2. 「「「「Connect Database」」」」を選択します。

Oracle Database に接続すると、インスタンスの下に次のような Windows のノードが表
示されます。これらのノードが表示されない場合は、そのインスタンスをダブルクリッ
クしてください。

� External OS Users

� Local Roles

� External OS Roles

� OS Database Administrators
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� OS Database Operators

接続に関する問題のトラブルシューティング接続に関する問題のトラブルシューティング接続に関する問題のトラブルシューティング接続に関する問題のトラブルシューティング
ローカル・コンピュータに接続する場合、Oracle Administration Assistant for Windows は、
最初に Bequeath ネットワーク・プロトコルを使用して、SYSDBAとしてデータベースへの
接続を試みます。リモート・コンピュータに接続する場合、Oracle Administration Assistant 
for Windows は、最初に TCP/IP ネットワーク・プロトコル（ポート番号 1521 または非推
奨の 1526）で Windows 認証を使用して、SYSDBAとしてデータベースへの接続を試みま
す。正常に接続できない場合、1 つ以上のダイアログ・ボックスが表示され、データベース
に接続するための情報を入力するよう要求されます。

次に示すダイアログ・ボックスは、Oracle Database への接続を試みるときに使用した
Windows ドメイン・ユーザーが、SYSDBA権限を持つ認証済のユーザーとして認識されて
いないために表示されます。データベースにアクセスするには、Oracle Database ユーザーユーザーユーザーユーザー
名名名名およびパスワードを入力します。このダイアログ・ボックスを再度表示しないようにする
には、ドメイン・ユーザーを Windows オペレーティング・システムにより認証されたデー
タベース管理者として構成します。

次のダイアログ・ボックスは、リモートの Oracle Database ヘの接続に TCP/IP ネットワー
ク・プロトコルを使用していないか、Oracle Database が稼働していないために表示されま
す。TCP/IP 以外のプロトコル（たとえば Named Pipes など）を使用すると、リモート接続
を試みるたびにこのダイアログが表示されます。
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このダイアログ・ボックスを再度表示しないようにするには、TCP/IP プロトコルに変更し
て、データベースの Oracle Net Services リスナーが、デフォルト・ポートの 1521（または
非推奨のデフォルト・ポートの 1526）でリスニングするように設定されていることを確認し
ます。プロトコルを変更しないと、このダイアログ・ボックスが毎回表示されます。Oracle 
Database が起動していることも確認します。

1. Oracle Database に接続するためのネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を入力します。ネット・サービ
ス名は、選択する認証方式にかかわらず入力する必要があります。

2. Oracle Database ユーザー名およびパスワードを使用してデータベースにアクセスする
場合は、「Database Authenticated」オプションを選択します。このユーザー名およびパ
スワードは、Oracle Database 内に存在し、SYSDBA権限を持っている必要があります。

3. 現在ログオンしている Windows ドメイン・ユーザーとしてデータベースにアクセスす
る場合は、「OS Authenticated Connection as SYSDBA」オプションを選択します。この
ドメイン・ユーザーは、SYSDBA権限を持つ認証済のユーザーとして Windows で認識
されている必要があります。認識されていない場合、ログオンできません。

注意注意注意注意 : Oracle Net Services には、Trace Assistant ツールが用意されています。
このツールを使用すると、既存のトレース・ファイル・テキストを読みやす
い形式に変換し、接続の問題を診断できます。『Oracle Net Services 管理者ガ
イド』の Trace Assistant を使用したトレース・ファイルの検証に関する項を
参照してください。
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データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示データベース認証用パラメータ設定の表示
データベース認証用パラメータ設定を表示するには、次のようにします。

1. データベースを右クリックします。

2. 「「「「Properties」」」」を選択します。

3. 「Properties」ダイアログが表示され、次のパラメータ値が表示されます。

� OS_AUTHENT_PREFIX

� OS_ROLES

OS_AUTHENT_PREFIXは、init.oraファイルのパラメータで、Windows ユーザー名およ
びパスワードを使用して Oracle Database への接続を試みる外部ユーザーを認証します。こ
のパラメータの値は、各ユーザーの Windows ユーザー名の先頭に付加されます。

デフォルトでは、このパラメータは Oracle Database の作成中になし（""）に設定されます。
したがって、frankという Windows ドメイン・ユーザー名は、ユーザー名 frankとして
認証されます。このパラメータを xyzに設定すると、Windows ドメイン・ユーザーの
frankは、ユーザー xyzfrankとして認証されます。

OS_ROLESは、init.oraファイルのパラメータで、trueに設定すると、Windows オペ
レーティング・システムでデータベース・ユーザーの外部ロール外部ロール外部ロール外部ロールの認可認可認可認可を管理できます。デ
フォルトでは、OS_ROLESは falseに設定されています。外部ロールを作成する前に、
OS_ROLESを trueに設定し、Oracle Database を再起動する必要があります。OS_ROLES
が falseに設定されている場合は、Oracle Database でデータベース・ユーザーに対する
ロールの付与および取消しを管理します。

OS_ROLESが trueに設定された状態で、Windows グローバル・グループに外部ロールを
割り当てる場合、外部ロールは Windows グローバル・グループ・レベルでのみ付与され、
このグローバル・グループ内の個別のユーザー・レベルでは付与されません。つまり、この
グローバル・グループ内の個々のユーザーに割り当てられた外部ロールは、後で「User 
Name Properties」ダイアログの「Roles」タブを使用して取り消したり編集したりすること
はできません。このグローバル・グループ（つまり、すべての個別ユーザー）から外部ロー
ルを取り消すには、かわりに「Assign External OS Roles to a Global Group」ダイアログの
フィールドを使用する必要があります。

個々のドメイン・ユーザーに割り当てられた外部ロール、または（OS_ROLESが falseの
状態で）個々のドメイン・ユーザーまたは Windows グローバル・グループに割り当てられ
たローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロールは、この影響を受けないため、編集または取消しが可能です。

OS_ROLESが trueに設定されている場合は、どのデータベース・ユーザーに対してもデー
タベース内のローカル・ロールを付与できません。Windows を介してロールを付与する必
要があります。詳細は、9-17 ページの「ローカル・データベース・ロールの作成」および
9-21 ページの「外部オペレーティング・システム・ロールの作成」を参照してください。
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外部オペレーティング・システム・ユーザーの作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの作成
Oracle Administration Assistant for Windows の「External OS Users」ノードにより、
Windows ユーザーを認証し、パスワードを要求されずに外部ユーザーとして Oracle 
Database にアクセスできます。外部ユーザーは、通常のデータベース・ユーザー（データ
ベース管理者以外）であり、このユーザーに対しては標準のデータベース・ロール

（CONNECT および RESOURCE など）を割り当てますが、SYSDBA（データベース管理者）
権限または SYSOPER（データベース・オペレータ）権限は割り当てません。

外部オペレーティング・システム・ユーザーを作成するには、次のようにします。

1. 9-8 ページの「データベースへの接続」の手順に従って、データベースに接続します。

2. 「「「「External OS Users」」」」を右クリックします。コンテキスト・メニューが表示されます。

3. 「「「「Create」」」」を選択します。
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Create External OS User Wizard が起動し、ウィザードのステップ 1 のダイアログ・
ボックスが表示されます。ステップ 1 のダイアログ・ボックスは、「Windows Users 
and Groups」です。

4. 「「「「Domain Users and Groups」」」」で、Windows ドメイン・ユーザーおよびグローバル・グ
ループが含まれるドメインを選択します。

5. データベースヘのアクセス権限を付与する Windows ドメイン・ユーザーおよびグロー
バル・グループを選択します。
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6. 「「「「Add」」」」をクリックします。選択されたユーザーおよびグループが「New External OS 
Users」リストに表示されます。

7. 「「「「Next」」」」をクリックします。「Profile and Tablespace」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。

8. 「「「「Assigned Profile」」」」ドロップダウン・リストで、新規外部ユーザー用プロファイルを選
択します。プロファイルは、名前の付いたリソース制限のセットです。リソース制限が
有効な場合、ユーザーのプロファイルでの定義に基づいて、Oracle Database により
データベースの使用およびインスタンスのリソースが制限されます。各ユーザーにプロ
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ファイルを割り当てることができます。また、特定のプロファイルを持たないすべての
ユーザーに対してはデフォルト・プロファイルを割り当てることができます。

9. 「「「「Tablespace Quota」」」」で、表領域表領域表領域表領域をダブルクリックし、表領域の割当て制限割当て制限割当て制限割当て制限を設定しま
す。

10. 「「「「Next」」」」をクリックします。「Roles」ダイアログ・ボックスが表示されます。

11. 「「「「Available Roles」」」」で、新規外部ユーザーに付与するデータベース・ロールを選択しま
す。

12. 「「「「Grant」」」」をクリックします。
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13. 「「「「Finish」」」」をクリックします。

14. 詳細を表示する外部ユーザーを右クリックし、「「「「Properties」」」」を選択します。

割り当てられたプロパティが表示されます。

ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成ローカル・データベース・ロールの作成
Oracle Administration Assistant for Windows の「Local Roles」ノードにより、ロールを作
成し、そのロールをデータベースで管理できます。一度ローカル・ロールを作成すると、
データベース・ユーザーに対してそのロールを付与したり、取り消したりできます。ローカ
ル・データベース・ロールを作成するには、次のようにします。

1. 9-8 ページの「データベースへの接続」の手順に従って、データベースに接続します。

2. ローカル・ロールを作成するデータベースの「「「「Local Roles」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Create」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : Oracle Administration Assistant for Windows を使用した認証で
Windows グローバル・グループを選択する場合、そのグループに現在含まれ
るすべてのユーザーが Oracle Database に追加されます。後で、Windows の
ツールを使用してこの Windows グローバル・グループのユーザーを追加ま
たは削除しても、その更新内容は Oracle Database に反映されません。新た
に追加または削除されたユーザーは、Oracle Administration Assistant for 
Windows を使用して、Oracle Database に対して明示的に追加または削除す
る必要があります。
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Create Local Role Wizard が起動し、ウィザードのステップ 1 のダイアログ・ボックス
が表示されます。ステップ 1 のダイアログ・ボックスは、「Name and Authentication」
です。

4. 使用するローカル・ロール名を入力します。

5. ユーザーがパスワードを入力せずにこのローカル・ロールを使用できるようにする場合
は、「「「「Authentication」」」」で「「「「None」」」」を選択します。

パスワードでこのロールを保護する場合は、「「「「Password」」」」を選択します。これらのロー
ルは、SET ROLEコマンドでパスワードを指定した場合にのみ使用できます。詳細は、

『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。
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このロールで使用するパスワードを入力します。

確認のためにパスワードを再度入力します。

6. 「「「「Next」」」」をクリックします。「System Privileges」ダイアログ・ボックスが表示されま
す。

7. 「「「「Available System Privileges」」」」で、ローカル・ロールに割り当てるシステム権限を選択
します。

8. 「「「「Grant」」」」をクリックして、選択したシステム権限をローカル・ロールに付与します。
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「Granted System Privileges」フィールドに、ローカル・ロールに付与されたシステム権
限のリストが表示されます。システム権限を取り消すには、その権限を選択して
「「「「Revoke」」」」を選択します。

9. このロールに管理者オプションを付与するには、「「「「Admin Option」」」」列の値をクリックし
て、リストを表示します。「Yes」が選択できます。

10. 「「「「Next」」」」をクリックします。「Roles」ダイアログ・ボックスが表示されます。

11. 「「「「Available Roles」」」」で、ローカル・ロールに割り当てるロールを選択します。ローカ
ル・ロールおよび外部ロールの両方がこのリストに表示されます。
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12. 「「「「Grant」」」」をクリックして、ロールに選択したロールを付与します。

「Granted Roles」フィールドに、ロールに付与されたロールのリストが表示されます。
ローカル・ロールおよび外部ロールの両方がこのリストに表示されます。ロールを取り
消すには、そのロールを選択して「「「「Revoke」」」」を選択します。

13. 「「「「Finish」」」」をクリックします。

外部オペレーティング・システム・ロールの作成外部オペレーティング・システム・ロールの作成外部オペレーティング・システム・ロールの作成外部オペレーティング・システム・ロールの作成
Oracle Administration Assistant for Windows の「External OS Roles」ノードにより、外部
ロールを作成し、そのロールを Windows オペレーティング・システムで管理できます。一
度外部ロールを作成すると、データベース・ユーザーに対してそのロールを付与したり、取
り消したりできます。外部ロールを作成するには、次のようにします。

1. 9-8 ページの「データベースへの接続」の手順に従って、データベースに接続します。

2. 外部ロールを作成するデータベースの「「「「External OS Roles」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Create」」」」を選択します。

Create External OS Role Wizard が起動し、ウィザードのステップ 1 のダイアログ・
ボックスが表示されます。ステップ 1 のダイアログ・ボックスは、「Name」です。この
ダイアログ・ボックスには「Authentication: External」と表示され、外部ロールのみを
作成できることが示されます。

注意注意注意注意 : Create External OS Role Wizard は、init.oraのパラメータ
OS_ROLESが trueに設定されている場合のみ使用できます。falseに設定
されている場合、最初に trueに変更し、次に Oracle Database を再起動しま
す。
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4. 使用する外部ロール名を入力します。外部ロールは、Windows オペレーティング・シ
ステムにより管理されるロールです。

5. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「System Privileges」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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6. 「「「「Available System Privileges」」」」で、外部ロールに割り当てるシステム権限を選択しま
す。

7. 「「「「Grant」」」」を選択して、外部ロールに選択したシステム権限を付与します。

8. 「「「「Granted System Privileges」」」」フィールドに、外部ロールに付与されたシステム権限の
リストが表示されます。システム権限を取り消すには、その権限を選択して「「「「Revoke」」」」
をクリックします。

9. このロールに管理者オプションを付与するには、「「「「Admin Option」」」」列の値をクリックし
て、リストを表示します。「Yes」が選択できます。
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10. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Roles」ダイアログ・ボックスが表示されます。

11. 「「「「Available Roles」」」」で、外部ロールに割り当てるロールを選択します。ローカル・ロー
ルおよび外部ロールの両方がこのリストに表示されます。

12. 「「「「Grant」」」」を選択して、外部ロールに選択したロールを付与します。

「Granted Roles」フィールドに、外部ロールに付与されたロールのリストが表示されま
す。
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13. 「「「「Finish」」」」をクリックします。

単一データベースに対する管理者権限の付与単一データベースに対する管理者権限の付与単一データベースに対する管理者権限の付与単一データベースに対する管理者権限の付与
Oracle Administration Assistant for Windows の「OS Database Administrators」ノードによ
り、コンピュータ上の特定のインスタンスに対する SYSDBA権限を持つ Windows ユーザー
を認証できます。単一データベースに対する管理者（SYSDBA）権限を付与するには、次の
ようにします。

1. 9-8 ページの「データベースへの接続」の手順に従って、データベースに接続します。

2. 「「「「OS Database Administrators」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Add/Remove」」」」を選択します。

「OS Database Administrators for instance」ダイアログ・ボックスが表示されます。
次に示す例では、インスタンスは MARKです。
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4. 「「「「Domain Users and Groups」」」」で、「「「「Domain」」」」リストから SYSDBA権限を付与するユー
ザーのドメインを選択します。

5. ユーザーを選択します。

ユーザーが「OS Database Administrators」フィールドに表示されます。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

単一データベースに対するオペレータ権限の付与単一データベースに対するオペレータ権限の付与単一データベースに対するオペレータ権限の付与単一データベースに対するオペレータ権限の付与
Oracle Administration Assistant for Windows の「OS Database Operators」ノードにより、
コンピュータ上の特定のインスタンスに対する SYSOPER 権限を持つ Windows ユーザーを
認証できます。単一データベースに対するオペレータ（SYSOPER）権限を付与するには、
次のようにします。

1. 9-8 ページの「データベースへの接続」の手順に従って、データベースに接続します。

2. 「「「「OS Database Operators」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Add/Remove」」」」を選択します。
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「OS Database Operators for instance」ダイアログ・ボックスが表示されます。次に
示す例では、インスタンスは MARKです。

4. 「「「「Domain Users and Groups」」」」で、「「「「Domain」」」」リストから SYSOPER権限を付与する
ユーザーのドメインを選択します。

5. ユーザーを選択します。

6. 「「「「Add」」」」をクリックします。

ユーザーが「OS Database Operators」フィールドに表示されます。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理外部ユーザーおよびロールの手動による管理
Oracle Administration Assistant for Windows を使用するかわりに、管理者、オペレータ、
ユーザーおよびロールを手動で構成して、オペレーティング・システムに認証させることが
できます。手動による構成では、Oracle Database のコマンドライン・ツールを使用して、
レジストリを編集し、「Active Directory ユーザーとコンピュータ」でローカル・グループを
作成します。

次のものはすべて、Oracle Database にパスワードなしでアクセスできるように手動で構成
することができます。

� 外部オペレーティング・システム・ユーザー

� Windows データベース管理者（SYSDBA権限を持つ）

� Windows データベース・オペレータ（SYSOPER権限を持つ）

また、ローカルおよび外部データベース・ロールを手動で作成し、Windows ドメイン・
ユーザーおよびグローバル・グループに付与できます。

この項では、次の内容について説明します。

� 外部オペレーティング・システム・ユーザーの手動による作成

� 複数のデータベースに対する管理者権限およびオペレータ権限の手動による付与

� 外部ロールの手動による作成

� ユーザーの手動による移行

注意注意注意注意 : Windows NT では、「ユーザー マネージャ」でローカル・グループを
作成します。

注意注意注意注意 : 管理者、オペレータ、ユーザーおよびロールを手動で構成して、オペ
レーティング・システムに認証させる場合は、十分に注意する必要がありま
す。できるかぎり、Oracle Administration Assistant for Windows を使用して
構成手順を実行してください。
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外部オペレーティング・システム・ユーザーの手動による作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの手動による作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの手動による作成外部オペレーティング・システム・ユーザーの手動による作成
この項では、Windows を使用して外部オペレーティング・システム・ユーザー（データ
ベース管理者以外）を認証し、パスワードなしでデータベースにアクセスできるようにする
方法を説明します。Windows を使用して外部オペレーティング・システム・ユーザーを認
証する場合、データベースのユーザー名へのアクセス制限は、オペレーティング・システム
にのみ依存します。

次の手順では、2 つの Windows ユーザー名が認証されます。

� ローカル・ユーザー frank

� ドメイン salesのドメイン・ユーザー frank

ローカル・ユーザー frankは、ローカルの Windows クライアント・コンピュータにログオ
ンし、Oracle Database サーバーにアクセスします。Oracle Database サーバーは、別のコン
ピュータにあっても構いません。他のコンピュータ上にある他のデータベースおよびリソー
スにアクセスする場合、ローカル・ユーザーは毎回ユーザー名およびパスワードを入力する
必要があります。

ドメイン salesのドメイン・ユーザー frankは、多数の他の Windows コンピュータおよ
びリソースを含み、そのうちの 1 つに Oracle Database サーバーがある salesドメインにロ
グオンします。ドメイン・ユーザーは、ドメインのすべてのリソースに 1 つのユーザー名お
よびパスワードでアクセスできます。

手順には次の 2 つがあり、作業が実行されるコンピュータにより異なります。

� Oracle Database サーバーでの外部ユーザー認証タスク

� クライアント・コンピュータでの外部ユーザー認証タスク

Oracle Database サーバーでの外部ユーザー認証タスクサーバーでの外部ユーザー認証タスクサーバーでの外部ユーザー認証タスクサーバーでの外部ユーザー認証タスク
1. パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXを init.oraファイルに追加します。

OS_AUTHENT_PREFIXの値は、オペレーティング・システムのユーザー名およびパス
ワードを使用してサーバーに接続を試みる、ローカルまたはドメインのユーザー名に接
頭辞として付けられます。この接頭辞付きのユーザー名は、接続要求が試行された場合
にデータベース内の Oracle Database ユーザー名と比較されます。クライアントから
サーバーへの安全で信頼性の高い接続を実行するために、Windows 認証方式では、パ
ラメータ OS_AUTHENT_PREFIXを使用することをお薦めします。

2. OS_AUTHENT_PREFIXの値を設定します。選択肢は次のとおりです。

� 文字列

たとえば、xyzと指定すると、Windows のユーザー名の先頭に、接頭辞として
xyzが付きます（たとえば、ローカル・ユーザー frankは xyzfrankになり、ド
メイン salesのドメイン・ユーザー frankは xyzsales¥frankになります）。
文字列値には、大文字と小文字の区別がありません。
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� ""（間にスペースのない 2 つの二重引用符）

推奨値。この値を使用すると、Windows のユーザー名に接頭辞を付ける必要がな
くなります（たとえば、ローカル・ユーザー frankは frankになり、ドメイン
salesのドメイン・ユーザー frankは sales¥frankになります）。

� 値の指定なし

OS_AUTHENT_PREFIXに値を指定しないと、デフォルトで OPS$に設定されます
（たとえば、ローカル・ユーザー frankは OPS$frankになり、ドメイン sales
のドメイン・ユーザー frankは OPS$sales¥frankになります）。

3. 「コンピュータの管理」ツールで frankの Windows ローカル・ユーザー名を作成する
か、「Active Directory ユーザーとコンピュータ」で frankのドメイン・ユーザー名を
作成します（適切な名前が現在存在しない場合）。詳細は、オペレーティング・システ
ムのドキュメントを参照してください。

4. 認証対象がドメイン名付きのユーザーではない場合（ドメイン salesの frankではな
く、単に frankの場合など）のみ、次の手順を実行します。それ以外の場合は、手順 8
に進みます。

a. コマンド・プロンプトから、レジストリ エディタを起動します。

C:¥> regedt32

b. ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDに移動します。IDは、編
集する Oracle ホーム・ディレクトリです。

c. 「編集」「編集」「編集」「編集」→「値の追加」「値の追加」「値の追加」「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログが表示されます。

d. 「値の名前」「値の名前」「値の名前」「値の名前」フィールドに OSAUTH_PREFIX_DOMAINと入力します。

注意注意注意注意 : Windows NT では、「ユーザー マネージャ」でローカル・ユーザー名
とドメイン・ユーザー名の両方を作成できます。
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e. 「データ型」「データ型」「データ型」「データ型」リストで、REG_EXPAND_SZを選択します。

f. 「「「「OK」」」」をクリックします。

「文字列エディタ」ダイアログが表示されます。

5. 「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」フィールドに trueと入力し、ドメイン・レベルでの認証を可能にします。

ローカル・ユーザー frank、salesのドメイン・ユーザー frank、あるいはその他の
ドメインのドメイン・ユーザー frankなど、ネットワーク上に複数の frankという
ユーザー名が存在する場合があります。trueに設定すると、サーバーではそれぞれが
区別されます。falseに設定すると、ドメインは無視され、ローカル・ユーザー
frankがオペレーティング・システム・ユーザーのデフォルト値になり、サーバーに返
されます。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

レジストリ エディタによりそのパラメータが追加されます。

7. 「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」メニューから「レジストリ「レジストリ「レジストリ「レジストリ エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。

8. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

9. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

10. SYSTEM データベース管理者（DBA）名でデータベースに接続します。

SQL> CONNECT 
Enter user-name: SYSTEM/password

変更がなければ、SYSTEMのパスワードは、デフォルトでは MANAGERです。

11. 次のように入力して、ローカル外部ユーザーを作成します。

SQL> CREATE USER xyzfrank IDENTIFIED EXTERNALLY;

xyzは初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXに対して選択した値です。また、
frankは Windows ローカル・ユーザー名です。
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12. 次のように入力して、ローカル外部ユーザーにデータベース・ロールを付与します。

SQL> GRANT RESOURCE TO xyzfrank;
SQL> GRANT CONNECT TO xyzfrank;

13. 次のように入力して、ドメイン外部ユーザーを作成します。

SQL> CREATE USER "XYZSALES¥FRANK" IDENTIFIED EXTERNALLY;

XYZは初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXに対して選択した値です。また、
SALES¥FRANKはドメイン名および Windows ドメイン・ユーザー名です。二重引用符
は必須で、構文はすべて英大文字で入力する必要があります。

14. 次のように入力して、ドメイン外部ユーザーにデータベース・ロールを付与します。

SQL> GRANT RESOURCE TO "XYZSALES¥FRANK";
SQL> GRANT CONNECT TO "XYZSALES¥FRANK";

二重引用符は必須で、構文はすべて英大文字で入力する必要があります。

15. SYSDBA名でデータベースに接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

16. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

17. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

これにより、パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXの変更が有効になります。

クライアント・コンピュータでの外部ユーザー認証タスククライアント・コンピュータでの外部ユーザー認証タスククライアント・コンピュータでの外部ユーザー認証タスククライアント・コンピュータでの外部ユーザー認証タスク
1. Windows サーバー上にある同じユーザー名とパスワードで、Windows ローカル・ユー

ザー名またはドメイン・ユーザー名 frankを作成します（適切な名前が現在存在しな
い場合）。

2. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

3. Oracle Net Configuration Assistant を使用して、クライアント・コンピュータから
Oracle Database がインストールされている Windows サーバーへのネットワーク接続を
構成します。詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。

4. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

5. Windows サーバーに接続します。

SQL> CONNECT /@connect_identifier
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connect_identifierは、Oracle Database のネット・サービス名です。

Oracle Database により、Windows ローカル・ユーザー名またはドメイン・ユーザー名
に対応する自動ログオン・ユーザー名がデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリで検索および検証さ
れ、xyzfrankまたは xyzsales¥frankでの接続が可能になります。

6. ローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザー frankで Oracle Database に接続できた
ことは、「Oracle Database サーバーでの外部ユーザー認証タスク」の手順 12 または手
順 14 で割り当てられたロールを参照することで確認できます。

SQL> SELECT * FROM USER_ROLE_PRIVS;

ローカル・ユーザー frankの出力

USERNAME                       GRANTED_ROLE                   ADM DEF OS_
------------------------------ ------------------------------ --- --- ---
XYZFRANK                       CONNECT                        NO  YES NO 
XYZFRANK                       RESOURCE                       NO  YES NO 
2 rows selected.

ドメイン・ユーザー frankの出力

USERNAME                       GRANTED_ROLE                   ADM DEF OS_
------------------------------ ------------------------------ --- --- ---
XYZSALES¥FRANK                 CONNECT                        NO  YES NO 
XYZSALES¥FRANK                 RESOURCE                       NO  YES NO 
2 rows selected.

Oracle Database ユーザー名は、xyzfrankまたは xyzsales¥frankであるため、
xyzfrankまたは xyzsales¥frankにより作成される各オブジェクト（表、ビュービュービュービュー、
索引など）には、この名前が接頭辞として付きます。たとえば、別のユーザーが
xyzfrankの所有する表 sharkを参照するには、次のように入力する必要があります。

SQL> SELECT * FROM xyzfrank.shark 

注意注意注意注意 : 自動認証機能は、すべての Oracle Net プロトコルでサポートされてい
ます。
Windows での外部ユーザーおよびロールの管理 9-33



外部ユーザーおよびロールの手動による管理
複数のデータベースに対する管理者権限およびオペレータ権限の手動による複数のデータベースに対する管理者権限およびオペレータ権限の手動による複数のデータベースに対する管理者権限およびオペレータ権限の手動による複数のデータベースに対する管理者権限およびオペレータ権限の手動による
付与付与付与付与

この項では、Windows により、データベース管理者（SYSDBA）権限およびデータベース・
オペレータ（SYSOPER）権限を、データベース管理者に対して付与する方法を説明します。
この権限が付与されると、データベース管理者はクライアント・コンピュータから次のコマ
ンドを発行し、パスワードを入力せずに Oracle Database に接続できます。

CONNECT / AS SYSOPER
CONNECT / AS SYSDBA

この機能を使用できるようにするには、データベース管理者の Windows ローカル・ユー
ザー名またはドメイン・ユーザー名が、表 9-1 に示された Windows ローカル・グループの
いずれかに属している必要があります。

データベース管理者が SYSOPERまたは SYSDBAとしてパスワードなしで接続できるように
手動で設定する手順には次の 2 つがあり、タスクが実行されるコンピュータにより異なりま
す。

� Oracle Database サーバーでの SYSDBA または SYSOPER 認証タスク

� クライアント・コンピュータでの SYSDBA または SYSOPER 認証タスク

表表表表 9-1 SYSDBA 権限および権限および権限および権限および SYSOPER 権限を持つ権限を持つ権限を持つ権限を持つ Windows ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ

ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ 権限権限権限権限

ORA_OPER コンピュータ上のすべてのデータベースに対する SYSOPER

権限

ORA_DBA1

1 ORA_DBAはインストール中に自動的に作成されます。詳細は、8-6 ページの「インストール時に使用
可能になるオペレーティング・システムの認証」を参照してください。

コンピュータ上のすべてのデータベースに対する SYSDBA権限

ORA_SID_OPER 単一データベースに対する SYSOPER権限（SIDにより識別）

ORA_SID_DBA 単一データベースに対する SYSDBA権限（SIDにより識別）
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Oracle Database サーバーでのサーバーでのサーバーでのサーバーでの SYSDBA またはまたはまたはまたは SYSOPER 認証タスク認証タスク認証タスク認証タスク
1. Windows で付与する権限に対応する Windows ローカル・グループを作成します

（表 9-1 を参照）。

2. データベース管理者ユーザー名をこのグループに追加します。

3. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

4. コマンド・プロンプトから、レジストリ エディタを起動します。

C:¥>regedt32

5. ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDに移動します。

IDは、編集する Oracle ホームです。

6. パラメータ OSAUTH_PREFIX_DOMAINを trueに設定します。

クライアント・コンピュータでのクライアント・コンピュータでのクライアント・コンピュータでのクライアント・コンピュータでの SYSDBA またはまたはまたはまたは SYSOPER 認証タスク認証タスク認証タスク認証タスク
1. Windows サーバー上にある同じユーザー名とパスワードで、Windows ローカル・ユー

ザー名またはドメイン・ユーザー名を作成します（適切なユーザー名が現在存在しない
場合）。

2. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

3. Oracle Net Configuration Assistant を使用して、クライアント・コンピュータから
Oracle Database がインストールされている Windows サーバーへのネットワーク接続を
構成します。詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。

4. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

5. Oracle Database に接続します。

SQL> SET INSTANCE net_service_name

net_service_nameは、Oracle Database の Oracle Net のネット・サービス名です。

6. 「Oracle Database サーバーでの SYSDBA または SYSOPER 認証タスク」の手順 1 で
ORA_DBAまたは ORA_SID_DBAを指定した場合、次のいずれかを入力します。

SQL> CONNECT / AS SYSOPER
SQL> CONNECT / AS SYSDBA

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ユーザーおよびグループの管理方法は、オペレーティング・シス
テムのドキュメントを参照
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手順 1 で ORA_OPERまたは ORA_SID_OPERを指定した場合、次のように入力します。

SQL> CONNECT / AS SYSOPER

これで、Windows サーバーに接続されます。SYSDBAで接続すると、DBA 権限が付与
されます。

外部ロールの手動による作成外部ロールの手動による作成外部ロールの手動による作成外部ロールの手動による作成
この項では、Windows で Oracle Database ロール（外部ロールとも呼ばれます）をユーザー
に直接付与する方法を説明します。Windows を使用してユーザーを認証する場合、
Windows ローカル・グループによりこれらのユーザーに外部ロールを付与できます。

ユーザーが接続すると、これらのロールに対するすべての権限がアクティブになります。外
部ロールを使用する場合、すべてのロールはオペレーティング・システムを介して付与およ
び管理されます。外部ロールと Oracle Database ロールの両方を同時に使用することはでき
ません。

次の例を考えてみます。外部ロールを使用できるように設定し、ドメイン・ユーザー名
sales¥frank（salesはドメイン名、frankはドメイン・ユーザー名）で Windows ドメ
インにログオンします。次に、Oracle Database ユーザー scottとして、Oracle Database
に接続します。この場合、sales¥frankに付与されたロールは割り当てられますが、
scottに付与されたロールは割り当てられません。

外部ロールを手動で作成する手順には次の 2 つがあり、認証タスクが実行されるコンピュー
タにより異なります。

� Oracle Database サーバーでの外部ロール認証タスク

� クライアント・コンピュータでの外部ロール認証タスク

Oracle Database サーバーでの外部ロール認証タスクサーバーでの外部ロール認証タスクサーバーでの外部ロール認証タスクサーバーでの外部ロール認証タスク
1. 初期化パラメータ OS_ROLESを init.oraファイルに追加します。

2. OS_ROLESを trueに設定します。

デフォルトの設定では、このパラメータは falseです。

3. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

4. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

5. Windows サーバーに接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA
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6. 新規のデータベース・ロールを作成します。この新規のロールにはどのような名前でも
指定できます。次の例では、DBSALES3というロール名を使用します。

SQL> CREATE ROLE DBSALES3 IDENTIFIED EXTERNALLY;

7. データベース環境に対応する Oracle Database ロールを DBSALES3に付与します。

SQL> GRANT DBA TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;
SQL> GRANT RESOURCE TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;
SQL> GRANT CONNECT TO DBSALES3 WITH ADMIN OPTION;

8. SYSDBAでデータベースに接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA

9. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN

10. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP

11. 次の構文で Windows ローカル・グループを作成します。

ORA_sid_rolename[_D][_A] 

それぞれの要素は次のとおりです。

� sidは、データベース・インスタンスを示します。

� rolenameは、付与されるデータベース・ロールを示します。

� Dは、このデータベース・ロールをデータベース・ユーザーのデフォルト・ロール
にすることを示します。

� Aは、このデータベース・ロールが ADMIN OPTIONを含むことを示します。

文字 Dおよび Aはオプションです。指定する場合は、これらの文字の前にアンダースコ
アが必要です。

この例では、ORA_orcl_dbsales3_Dが作成されます。

12. このグループに、1 つ以上の Windows ローカル・ユーザー名またはドメイン・ユー
ザー名を追加します。

複数のデータベース・ロールを作成し、次の表に示すように、それぞれ異なるオプショ
ンで複数の Windows グループに付与できます。ORCLインスタンスに接続し、
Windows により次の 4 つの Windows ローカル・グループすべてのメンバーとして認証
されたユーザーは、デフォルトで dbsales3および dbsales4に関連付けられた権限
を付与されます（オプション _Dが指定されているためです）。このようなユーザーが最

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ユーザーおよびグループの管理方法は、オペレーティング・シス
テムのドキュメントを参照
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初に dbsales3または dbsales4のメンバーとして接続し、SET ROLEコマンドを使
用すると、データベース・ロール dbsales1および dbsales2にもアクセスできます。
ただし、ユーザーが最初にデフォルトのロールで接続せずに、dbsales1または
dbsales2で接続を試みても、接続できません。また、このようなユーザーは、
dbsales2および dbsales4をその他のロールに付与できます（オプション _Aが指定
されているためです）。

クライアント・コンピュータでの外部ロール認証タスククライアント・コンピュータでの外部ロール認証タスククライアント・コンピュータでの外部ロール認証タスククライアント・コンピュータでの外部ロール認証タスク
1. Windows サーバー上にある同じユーザー名とパスワードで、Windows ローカル・ユー

ザー名またはドメイン・ユーザー名を作成します（適切なユーザー名が現在存在しない
場合）。

2. ファイル sqlnet.oraのパラメータ SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESに、nts
が含まれていることを確認します。

3. Oracle Net Configuration Assistant を使用して、クライアント・コンピュータから
Oracle Database へのネットワーク接続を構成します。詳細は、『Oracle Net Services 管
理者ガイド』を参照してください。

4. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

5. 正しいインスタンスに接続します。

SQL> SET INSTANCE connect_identifier

connect_identifierは、手順 3 で作成した、Oracle Database 接続のネット・サー
ビス名です。

6. Oracle Database に接続します。

SQL> CONNECT scott/tiger AS SYSDBA

データベース・ロールデータベース・ロールデータベース・ロールデータベース・ロール Windows グループグループグループグループ

dbsales1 ORA_ORCL_dbsales1

dbsales2 ORA_ORCL_dbsales2_a

dbsales3 ORA_ORCL_dbsales3_d

dbsales4 ORA_ORCL_dbsales4_da

注意注意注意注意 : Oracle Database でグループ名がロール名に変換されるとき、名前は大
文字に変換されます。
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これで、Net Services を使用して、Oracle Database ユーザー名 scott/tigerで
Windows サーバーに接続されます。Oracle Database ユーザー名 scottに適用される
ロールは、すでにデータベース・ロールにマップされた Windows ユーザー名に対して
定義されるすべてのロールで構成されます（この例では、ORA_DBSALES3_D）。認証さ
れた接続で使用可能なすべてのロールは、Windows ユーザー名、およびユーザーが属
している Oracle 固有の Windows ローカル・グループ（ORA_SID_DBSALES1または
ORA_SID_DBSALES4_DAなど）により決定されます。

ユーザーの手動による移行ユーザーの手動による移行ユーザーの手動による移行ユーザーの手動による移行
ローカル・ユーザーまたは外部ユーザーは、User Migration Utility を使用してエンタープラ
イズ・ユーザーに移行できます。データベース・ユーザー・モデルからエンタープライズ・
ユーザー・モデルに移行することで、企業の環境における管理、セキュリティおよびユーザ
ビリティの問題への解決策が提供されます。エンタープライズ・ユーザー・モデルでは、す
べてのユーザー情報が LDAP ディレクトリ・サービスに移動されるため、次のような利点が
あります。

� ユーザー情報の一元的な格納および管理

� ユーザー認証の一元管理

� セキュリティの拡張

User Migration Utility はコマンドライン・ツールです。次のような形式の構文です。

C:¥ umu parameters

User Migration Utility パラメータのリストを取得するには、次のように入力します。

C:¥ umu help=yes

注意注意注意注意 : OSDBA および OSOPER は、2 つの特別なオペレーティング・システ
ム・グループの汎用名で、オペレーティング・システムの認証を使用する場
合にデータベース管理者のログオンを制御します。OSDBA および OSOPER
の Windows 固有の名前は、9-34 ページの「複数のデータベースに対する管
理者権限およびオペレータ権限の手動による付与」に記載されています。
OSDBA および OSOPER の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照
してください。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』の User Migration 
Utility の使用に関する項
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Oracle Wallet の Windows レジス
10

Oracle Wallet のののの Windows レジストリへのレジストリへのレジストリへのレジストリへの

格納格納格納格納

この章では、Windows レジストリレジストリレジストリレジストリにおける Oracle Wallet の格納および取得について説明し
ます。

この章の項目は次のとおりです。

� 秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納

� ユーザー・プロファイルの格納

� Wallet 格納用レジストリ・パラメータ
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秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納
秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納秘密鍵およびトラスト・ポイントの格納
Oracle Wallet では、認証および暗号化暗号化暗号化暗号化のために公開鍵アプリケーションで使用される秘密秘密秘密秘密
鍵鍵鍵鍵、トラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイントおよびデジタル証明デジタル証明デジタル証明デジタル証明が格納されます。Oracle Wallet Manager は、
Oracle Wallet を作成および管理します。Oracle 公開鍵アプリケーションでは、認証および
暗号化のために不明瞭化された Oracle Wallet を使用します。

ユーザー・プロファイルの格納ユーザー・プロファイルの格納ユーザー・プロファイルの格納ユーザー・プロファイルの格納
Windows 2000 または Windows NT 4.0 のドメインでは、ユーザー・プロファイルはローカ
ル・コンピュータに格納されます。ローカル・ユーザーがログオンすると、ローカル・コン
ピュータのユーザー・プロファイルが、そのコンピュータのレジストリのユーザー・プロ
ファイルにアップロードされます。ユーザーがログアウトすると、ローカル・ファイル・シ
ステムに格納されたユーザー・プロファイルが更新され、ドメイン・ユーザーまたはローカ
ル・ユーザーは常に最新バージョンのユーザー・プロファイルを保持できます。

Wallet 格納用レジストリ・パラメータ格納用レジストリ・パラメータ格納用レジストリ・パラメータ格納用レジストリ・パラメータ
ファイル sqlnet.oraのパラメータ WALLET_LOCATIONで、Oracle PKI アプリケーション
で使用する不明瞭化された Oracle Wallet の場所を指定します。たとえば、次の場所にある
レジストリに Oracle Wallet を格納するとします。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥SALESAPP

この場合、WALLET_LOCATIONパラメータは次のようになります。

WALLET_LOCATION =  (SOURCE= (METHOD=REG) (METHOD_DATA= (KEY=SALESAPP)))

さらに、暗号化された Oracle Wallet は次の場所にあるレジストリに格納されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥SALESAPP¥EWALLET.P12

また、不明瞭化された Oracle Wallet は次の場所に格納されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥SALESAPP¥CWALLET.SSO

Windows オペレーティング・システムでは、パラメータ WALLET_LOCATIONに値が指定さ
れていない場合、Oracle PKI アプリケーションにより最初に次のレジストリ・キーで不明瞭
化された Wallet が検索されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥DEFAULT

注意注意注意注意 : Oracle Wallet Manager は Oracle Advanced Security の機能であり、
Oracle Database には含まれないライセンス・オプションです。
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前述の場所で不明瞭化された Wallet が見つからない場合、ローカル・コンピュータのファ
イル・システムの次の場所で検索が行われます。

%USERPROFILE%¥ORACLE¥WALLETS

場所にかかわらず、Wallet は常に同じ形式で格納されます。Wallet の機能は、その配置され
ている場所以外はすべて同じです。

Oracle Wallet Manager
Oracle Wallet Manager は、Oracle Wallet を作成および管理します。Oracle Wallet に
Windows レジストリを使用する場合、「Wallet」メニューの「Use Windows System 
Registry」チェック・ボックスを選択する必要があります。「Windows System Registry」
チェック・ボックスが選択されている場合、ツールにより、Wallet を開いたり、新規の
Wallet を保存するときに既存のキーのリストが表示されます。このリストは、次の場所にあ
ります。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS

既存の場所の 1 つを選択するか、新規の場所（レジストリ・キー）の名前を入力できます。
たとえば、key1という名前の新規のキーを入力すると、ツールにより次のレジストリ・
キーが作成されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥KEY1

暗号化された Wallet は、次の場所に格納されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥KEY1¥EWALLET.P12

不明瞭化された Wallet は、次の場所に格納されます。

¥HKEY_CURRENT_USER¥SOFTWARE¥ORACLE¥WALLETS¥KEY1¥CWALLET.SSO

「Use Windows System Registry」チェック・ボックスが選択されていない場合、ツールによ
りローカル・コンピュータのすべての使用可能なドライブおよびディレクトリが表示されま
す。既存のディレクトリの 1 つを選択するか、新規のディレクトリを入力できます。選択し
たディレクトリに暗号化された、または不明瞭化された Wallet が格納されます。そのディ
レクトリがない場合は作成されます。

複数データベース間での複数データベース間での複数データベース間での複数データベース間での Wallet およびおよびおよびおよび sqlnet.ora ファイルの共有ファイルの共有ファイルの共有ファイルの共有
複数の非レプリケート・データベース間では Wallet を共有できません。sqlnet.oraファ
イルに Wallet の場所に関する情報が含まれている場合は、データベース間で sqlnet.ora
ファイルを共有することもできません。

この規則の唯一の例外は、パスワードを使用するデフォルトのデータベース対ディレクトリ
接続構成による、パスワードまたは Kerberos で認証されたエンタープライズ・ユーザー・
セキュリティです。データベースの Wallet は、この構成により Database Configuration 
Assistant で作成されたデフォルトの場所に保持されます。この場合、Wallet の場所に関す
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る情報は、sqlnet.oraファイルには格納されず、複数のデータベース間で Wallet を共有
できます。

注意注意注意注意 : エンタープライズ・ユーザー認証に SSL が使用される場合は、
sqlnet.oraファイルに Wallet の場所を指定する必要があります。そのた
め、SSL で認証されたエンタープライズ・ユーザーの場合、複数のデータ
ベース間で sqlnet.oraファイルを共有できません。
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Oracle PKI とととと Windows との統合との統合との統合との統合

この章では、Windows オペレーティング・システムにおける、Oracle Public Key 
Infrastructure（PKI）と Windows 2000 Public Key Infrastructure（Windows PKI）との統合
について説明します。 

この章の項目は次のとおりです。

� Oracle Public Key Infrastructure

� Windows Public Key Infrastructure
との統合 11-1



Oracle Public Key Infrastructure
Oracle Public Key Infrastructure
Oracle Public Key Infrastructure（PKI）は、Oracle Enterprise Security Manager、LDAP 対
応の Oracle Enterprise Manager、Oracle の Secure Sockets Layer（SSL）認証、Oracle 
Database および Oracle Application Server で使用されます。 

Oracle PKI には次のコンポーネントが含まれます。

� Oracle Wallet

� Oracle Wallet Manager（OWM）

Oracle Wallet では、暗号化暗号化暗号化暗号化、復号化復号化復号化復号化、デジタル署名デジタル署名デジタル署名デジタル署名および検証のために公開鍵アプリケー
ションで使用されるデジタル証明デジタル証明デジタル証明デジタル証明、トラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイントおよび秘密鍵秘密鍵秘密鍵秘密鍵が格納されます。 

Windows Public Key Infrastructure
この項では、Windows PKI について説明します。

次の項目について説明します。

� Microsoft 証明書ストア

� Microsoft 証明書サービス

� Oracle PKI アプリケーションでの Microsoft 証明書ストアの使用

注意注意注意注意 : Microsoft 証明書ストアとの統合は、Microsoft Enhanced 
Cryptographic Provider を使用するデジタル証明がある場合にのみ機能しま
す。このような証明書を作成するには、Windows High Encryption Pack をイ
ンストールし、Microsoft Enhanced Cryptographic Provider を選択する必要
があります。また、同じ鍵の使用（署名および鍵交換）のために使用可能な
証明書が複数ある場合、取得された最初の証明書は Oracle SSL に使用されま
す。 
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Microsoft 証明書ストア証明書ストア証明書ストア証明書ストア
Microsoft 証明書ストアは、デジタル証明およびそれに関連するプロパティを格納するリポ
ジトリです。Windows 2000 では、デジタル証明および証明書失効リストが、論理ストアお
よび物理ストアに格納されます。論理ストアには、物理ストアにある公開鍵公開鍵公開鍵公開鍵オブジェクトへ
のポインタが含まれます。論理ストアにより、各ユーザー、コンピュータまたはサービスサービスサービスサービス間
で、それらのオブジェクトの複製を格納する必要なく、公開鍵オブジェクトを共有できま
す。公開鍵オブジェクトは、物理的にローカル・コンピュータのレジストリレジストリレジストリレジストリに格納されます
が、一部のユーザー証明書については Active Directory に格納されます。Microsoft により定
義される標準システム証明書ストアは、次のとおりです。

� MY または Personal

� CA

� ROOT

MY または Personal は、関連する秘密鍵が使用可能なユーザー証明書を保持します。MY 証
明書ストアは、秘密鍵に関連する Cryptographic Service Provider（CSP）を示す証明書プロ
パティを管理します。アプリケーションは、この情報を使用して、関連する証明書の CSP
から秘密鍵を取得します。CA は、発行元または中間認証局認証局認証局認証局（CA）証明書を保持します。
ROOT は、信頼できるルート CA の自己署名 CA 証明書のみを保持します。

Microsoft 証明書サービス証明書サービス証明書サービス証明書サービス
Microsoft 証明書サービス（MCS）は、次のモジュールで構成されます。

� Server Engine

� Intermediary

� Policy

Server Engine は、すべての証明書要求を処理します。各処理段階においてその他のモ
ジュールと対話し、要求の状態に基づいて適切なアクションが取られていることを確認しま
す。Intermediary モジュールは、クライアントから新規の証明書の要求を受け取り、それを
Server Engine に送信します。Policy モジュールには、証明書の発行を制御する一連の規則
が含まれます。このモジュールは、必要に応じてアップグレードまたはカスタマイズされる
場合があります。 
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Oracle PKI アプリケーションでのアプリケーションでのアプリケーションでのアプリケーションでの Microsoft 証明書ストアの使用証明書ストアの使用証明書ストアの使用証明書ストアの使用
Wallet Resource Locator（WRL）により、ファイル sqlnet.oraのパラメータ
WALLET_LOCATIONが、特定の PKI を識別するよう指定されます。sqlnet.oraのパラ
メータ WALLET_LOCATIONを設定することにより、Oracle Wallet を使用するか、または
Microsoft 証明書ストアを使用するかを選択できます。Microsoft 証明書ストアからの資格証資格証資格証資格証
明明明明を使用するには、sqlnet.oraのパラメータ WALLET_LOCATIONを次のように設定しま
す。

WALLET_LOCATION = (SOURCE = (METHOD=MCS))

Oracle アプリケーションでは、Oracle の SSL 付き TCP/IP プロトコル（TCPS）を使用し、
Oracle サーバーに接続します。SSL プロトコルでは、SSL 認証のためにユーザーの
Microsoft 証明書ストアからの X.509 証明書およびトラスト・ポイントが使用されます。
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Microsoft Active Directory とのとのとのとの

Oracle Database の使用の使用の使用の使用

この章では、Microsoft Active Directory を LDAP ディレクトリとして構成し、使用する方
法について説明します。 

この章の項目は次のとおりです。

� Microsoft Active Directory サポート

� Active Directory と統合できる Oracle コンポーネント

� Oracle Database を Active Directory とともに使用するための要件

� Active Directory を使用するための Oracle Database の構成

� 接続テスト

� Oracle ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理
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Microsoft Active Directory サポートサポートサポートサポート
この項では、Oracle Database で Microsoft Active Directory が LDAP ディレクトリ・サー
バーとしてどのように使用されるかについて説明します。

次の項目について説明します。

� Microsoft Active Directory について

� Active Directory へのアクセス

Microsoft Active Directory についてについてについてについて
Active Directory は、Windows 2000 に組み込まれている LDAP 準拠のディレクトリ・サー
バーです。Active Directory には、ユーザー、グループ、ポリシーなど、すべての Windows 
2000 情報が格納されます。また、ネットワーク・リソース（データベースなど）に関する情
報も Active Directory に格納され、アプリケーション・ユーザーやネットワーク管理者はそ
の情報を利用することができます。Active Directory を使用すると、1 回のログオンでネット
ワーク・リソースにアクセスできます。Active Directory の対象は、1 つの小規模コンピュー
タ・ネットワークのすべてのリソースから、複数の広域ネットワーク（WAN）のすべての
リソースにまでわたります。 

注意注意注意注意 : このリリースから Oracle Net Manager を Active Directory とともに使
用してネット・サービス名の作成および管理を行うと、不完全なネット・
サービス名が作成されます。Oracle Net Manager は Active Directory ととも
に使用しないことをお薦めします。 

すでに、旧リリースの Oracle から Active Directory を使用している場合は、
そのままそのリリースから Oracle Net Manager を使用し、Oracle Database 
10gリリース 1（10.1）データベースの Active Directory にネット・サービス
名を作成することは可能です。
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Active Directory へのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
Active Directory をサポートする Oracle 機能を使用する際は、ドメイン・コントローラに到
達するすべての TCP/IP ホスト名形式を使用して、Active Directory コンピュータに正常に
到達できることを確認します。たとえば、ドメイン・コントローラのホスト名がドメイン
acme.comの server1である場合、次のすべての形式を使用してそのコンピュータを ping
できます。

� server1.acme.com

� acme.com

� server1

Active Directory では、実行されている操作に応じて、これらのうちの 1 つ以上の形式で自
身に対して照会を発行することがよくあります。どの形式でも Active Directory コンピュー
タに到達できない場合は、なんらかの LDAP 操作が失敗した可能性があります。

Active Directory と統合できると統合できると統合できると統合できる Oracle コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
次の Oracle Database 機能は、Active Directory との統合をサポートするか、または特にそれ
を目的として設計されています。

� ディレクトリ・ネーミング

� ディレクトリ・サーバーの自動検出

� Microsoft ツールとの統合

� Oracle ネット・ディレクトリ・ネーミング用のユーザー・インタフェース拡張機能

� ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述の改善

� Windows ログオン資格証明との統合

� Active Directory での Oracle ディレクトリ・オブジェクト

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング
Oracle Database では、ディレクトリ・サーバーを利用するディレクトリ・ネーミング機能
を提供しています。この機能は、Microsoft Active Directory とともに使用できるように設定
されています。ディレクトリ・ネーミングにより、クライアントは LDAP 準拠のディレクト
リ・サーバー（Active Directory など）に一元的に格納された情報を利用して、データベー
スに接続できます。たとえば、tnsnames.oraファイルにすでに格納されているネット・
サービス名はいずれも Active Directory に格納できます。 
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ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出ディレクトリ・サーバーの自動検出
Oracle Net Configuration Assistant では、ディレクトリ・サーバーの自動検出が可能です。
Active Directory をディレクトリ・サーバー・タイプとして選択した場合、Oracle Net 
Configuration Assistant によりディレクトリ・サーバーの場所が自動検出され、関連するタ
スクが実行されます。

Microsoft ツールとの統合ツールとの統合ツールとの統合ツールとの統合
Active Directory の Oracle Database サービス、ネット・サービス名およびエンタープライ
ズ・ロールのエントリは、次の 2 つの Windows 2000 ツールで表示およびテストできます。

� Windows エクスプローラ

� Active Directory ユーザーとコンピュータ

Windows エクスプローラでは、コンピュータ上のファイル、ディレクトリ、ローカル・ド
ライブおよびネットワーク・ドライブの階層構造が表示されます。Oracle Database サービ
スおよびネット・サービス名オブジェクトの表示およびテストも可能です。

「Active Directory ユーザーとコンピュータ」は、ドメイン・コントローラとして構成された
Windows サーバーにインストールされる管理ツールです。このツールを使用すると、
Windows 2000 のアカウントおよびグループを追加、変更、削除、編成でき、組織のディレ
クトリ内のリソースを公開できます。Windows エクスプローラと同様、Oracle Database
サービスおよびネット・サービス名オブジェクトの表示およびテストも可能です。さらに、
アクセス・コントロールも管理できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Active Directory 構成の詳細は、12-11 ページの「Active Directory
を使用するための Oracle Database の構成」を参照

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 12-13 ページの「Microsoft ツールからの接続テスト」

� 12-16 ページの「Oracle ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リ
スト管理」
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Oracle ネット・ディレクトリ・ネーミング用のユーザー・インタフェースネット・ディレクトリ・ネーミング用のユーザー・インタフェースネット・ディレクトリ・ネーミング用のユーザー・インタフェースネット・ディレクトリ・ネーミング用のユーザー・インタフェース
拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能

Windows エクスプローラおよび「Active Directory ユーザーとコンピュータ」では、Oracle 
Database サービスおよびネット・サービス名オブジェクトのプロパティ・メニューが拡張さ
れています。これらの Oracle ディレクトリ・オブジェクトを右クリックすると、接続テス
トに関する次の 2 つの新しいオプションが表示されます。

� テスト

� SQL*Plus と接続

「テスト」オプションは、最初に入力したユーザー名、パスワードおよびネット・サービス
名で実際に Oracle Database に接続できるかどうかをテストします。SQL*Plus と接続のオプ
ションは、SQL*Plus を起動して、データベース管理やスクリプトの実行などができるよう
にします。

ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述の改善ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述の改善ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述の改善ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述の改善
Active Directory の Oracle ディレクトリ・オブジェクト・タイプの記述が、より理解しやす
いように改善されています。たとえば、12-6 ページの図 12-1 の右側のペインの「種類」列
から、salesが Oracle ネット・サービス名であることがわかります。

Windows ログオン資格証明との統合ログオン資格証明との統合ログオン資格証明との統合ログオン資格証明との統合
Oracle のデータベース・ツールおよび構成ツールは、現在ログオンしている Windows ユー
ザーのログオン資格証明を使用して、ログオン資格証明を再入力しなくても Active 
Directory に接続できます。この機能には、次の 2 つの利点があります。

� Oracle クライアントおよび Oracle データベースは、安全に Active Directory に接続し、
ネット・サービス名を取り出すことができます。 

� Oracle 構成ツールは、自動的に Active Directory に接続して Oracle Database およびネッ
ト・サービス名オブジェクトを構成できます。使用可能なツールには、Oracle Net 
Configuration Assistant および Database Configuration Assistant があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-13 ページの「Microsoft ツールからの接続テスト」
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Active Directory でのでのでのでの Oracle ディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクト
Oracle Database および Oracle Net Services がインストールされ、Active Directory にアクセ
スできるように構成されている場合、図 12-1 に示すように「Active Directory ユーザーとコ
ンピュータ」には Oracle ディレクトリ・オブジェクトが表示されます。

図図図図 12-1「「「「Active Directory ユーザーとコンピュータ」でのユーザーとコンピュータ」でのユーザーとコンピュータ」でのユーザーとコンピュータ」での Oracle ディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクト

表 12-1 では、図 12-1 に表示されている Oracle ディレクトリ・オブジェクトについて説明し
ます。

表表表表 12-1 Oracle ディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクトディレクトリ・オブジェクト

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明

oranet.dev 作成した Oracle コンテキストが属するドメインです。このドメイン（管理

コンテキストとも呼ばれます）には、ディレクトリ・ネーミングをサポート
する様々な Oracle エントリが含まれます。Oracle Database が Active 
Directory と統合されている間は、Oracle Net Configuration Assistant によ

りこの情報は自動的に検出されます。
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Oracle Database をををを Active Directory とともに使用するための要件とともに使用するための要件とともに使用するための要件とともに使用するための要件
ネット・ディレクトリ・ネーミングを Active Directory とともに使用するには、特定のリ
リースの Microsoft ソフトウェアおよび Oracle ソフトウェアが必要です。また、Oracle ス
キーマおよび Oracle コンテキストを作成する必要があります。これらの要件は、次の各項
で説明します。

� ディレクトリ・ネーミングのソフトウェア要件

� Oracle スキーマの作成

� Oracle コンテキストの作成

OracleContext Active Directory ツリーの最上位の Oracle エントリです。Oracle Database
サービスおよびネット・サービス名オブジェクトの情報が含まれます。すべ
ての Oracle ソフトウェア情報がこのフォルダに格納されます。

orcl この例で使用される Oracle Database サービス名です。

Products Oracle 製品情報用のフォルダです。

sales この例で使用されるネット・サービス名オブジェクトです。

Users Oracle セキュリティ・グループ用のフォルダです。詳細は、12-16 ページの

「Oracle ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理」を参照

してください。Oracle Enterprise Security Manager で作成されたエンタープ

ライズ・ユーザーおよびロールもこのフォルダに表示されます。

注意注意注意注意 :

� Oracle スキーマおよび Oracle コンテキストはどちらも Oracle Net 
Configuration Assistant を実行して作成します。

� 使用している Oracle Database Client および Oracle Database のリリース
に関係なく、ネット・ディレクトリ・ネーミングを Active Directory と
統合するには、Windows 2000 ドメインで実行している必要があります。

表表表表 12-1 Oracle ディレクトリ・オブジェクト（続き）ディレクトリ・オブジェクト（続き）ディレクトリ・オブジェクト（続き）ディレクトリ・オブジェクト（続き）

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明
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Active Directory を Oracle Database とともに使用している場合は、Windows 2000 ドメイン
の DNS ドメイン名を ping します。ping が通らない場合は、次のタスクのいずれかを実行
します。

� Windows 2000 プライマリ・ドメイン・コントローラの IP アドレスを DNS として設定す
る。

たとえば、Windows 2000 ドメインが salesである場合、このドメインの DNS ドメイ
ン名は sales.acme.comです。IP アドレスは形式 001.002.003.0 となります。

� Windows 2000 ドメインの DNS ドメイン名およびドメイン・コントローラの IP アドレス
を hostsまたは lmhostsファイルに追加する。

Windows 2000 コンピュータでは、001.002.003.0 を DNS として設定することも、
001.002.003.0 acme.comを hostsまたは lmhostsファイルに追加することもできます。

この手順を実行しないと、Active Directory を使用したときに次のようなエラーが返されま
す。

Cannot Chase Referrals

ディレクトリ・ネーミングのソフトウェア要件ディレクトリ・ネーミングのソフトウェア要件ディレクトリ・ネーミングのソフトウェア要件ディレクトリ・ネーミングのソフトウェア要件
Oracle Database のエンタープライズ・ユーザー、ロールおよびドメインを管理するクライ
アント・コンピュータには、Oracle8i Client リリース 8.1.6 以上および次の Microsoft 製品の
いずれかが必要です。

� Windows XP、Windows 2000 または Windows Server 2003

� Active Directory Service Interfaces（ADSI）を搭載した Windows NT 4.0

データベースには、Oracle8i Database リリース 8.1.6 以上が必要です。これは、データベー
ス・サービスをオブジェクトとして Active Directory に登録するために不可欠です。データ
ベースでは、次の Microsoft 製品を使用できます。

� Windows 2000 または Windows Server 2003

� ADSI を搭載した Windows NT 4.0

クライアント・コンピュータとデータベースはどちらも Windows 2000 ドメインのメンバー
である必要があります。
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Oracle スキーマの作成スキーマの作成スキーマの作成スキーマの作成
ネット・ディレクトリ・ネーミング機能を Active Directory とともに使用するには、Oracle
スキーマを作成する必要があります。スキーマとは、Active Directory に格納される Oracle 
Net Services および Oracle Database エントリとその属性に関する一連のルールです。Active 
Directory とともに使用する Oracle スキーマの作成には、次の制限事項が適用されます。

� 各フォレストに対して作成できる Oracle スキーマは 1 つのみです。

� スキーマの作成は、Windows 2000 ドメイン・コントローラ上で実行します。

� Windows 2000 ドメイン・コントローラは、スキーマ更新を許可する操作マスターであ
る必要があります。詳細は、オペレーティング・システムのドキュメントを参照してく
ださい。

Oracle スキーマを作成するには、次のようにします。

1. スキーマ管理者グループのメンバーとしてログオンします。ドメイン管理者は、デフォ
ルトでスキーマ管理者グループに属します。 

2. Oracle Net Configuration Assistant を使用して Oracle スキーマを作成します。データ
ベースのインストールの途中または後で、スキーマを作成できます。

24 のデフォルト言語すべてを受け入れるように Active Directory の表示が構成されていない
場合は、Oracle Net Configuration Assistant が Active Directory をディレクトリ・サーバー
として構成している際に、Oracel スキーマの作成が失敗する可能性があります。Oracle Net 
Configuration Assistant を実行してディレクトリ・アクセスの構成を完了する前に、次のよ
うにコマンド・プロンプトに入力して、24 言語すべての表示指定子が移入されているかを確
認してください。

ldifde -p OneLevel -d cn=DisplaySpecifiers,cn=Configuration,domain context -f 
temp file

それぞれの要素は次のとおりです。

� domain contextは、この Active Directory サーバー用のドメイン・コンテキストで
す。 

たとえば、dc=acme、dc=comなどです。

� temp fileは、出力先となるファイルです。

このコマンドのレポートに出力されたエントリが 24 個未満の場合でも、Oracle Net 
Configuration Assistant は使用できます。しかし、レポートは、単に一部の言語の表示指定
子が作成されなかったことを示しているのではなく、Oracle スキーマの作成が失敗したこと
を示しています。
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作成されない表示指定子作成されない表示指定子作成されない表示指定子作成されない表示指定子

Net Configuration Assistant では、Active Directory に Oracle スキーマが作成される際に、
Oracle エントリの表示指定子は作成されません。つまり、Active Directory のインタフェー
スに Oracle Database エントリを表示することはできません。 

Oracle スキーマの作成後に、次の手順に従って、Net Configuration Assistant で Oracle ス
キーマを作成したときに使用したのと同じ Windows ユーザー ID を使用し、これらのエン
トリを Active Directory に手動で追加できます。

1. コマンド・シェルを開きます。

2. ディレクトリを %ORACLE_HOME%¥ldap¥schema¥adに変更します。

3. adDisplaySpecifiers_us.sbsを adDisplaySpecifiers_us.ldifにコピーし
ます。

4. adDisplaySpecifiers_other.sbsを adDisplaySpecifiers_other.ldifにコ
ピーします。

5. これらの .ldifファイルをそれぞれ編集し、すべての %s_AdDomainDN%を、表示指定
子のロード先となる特定の Active Directory のドメイン DN（dc=acme、dc=comなど）
で置き換えます。

6. 次のコマンドを実行します。

ldapmodify -h <ad hostname> -Z -f adDisplaySpecifiers_us.ldif
ldapmodify -h <ad hostname> -Z -f adDisplaySpecifiers_other.ldif

<ad hostname>は、表示指定子のロード先となる Active Directory ドメイン・コント
ローラのホスト名です。

Oracle コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成
ネット・ディレクトリ・ネーミング機能を Active Directory とともに使用するには、Oracle
コンテキストを作成する必要があります。Oracle コンテキストは、Active Directory ツリー
の最上位の Oracle エントリです。Oracle Database サービスおよび Oracle ネット・サービス
名オブジェクトの情報が含まれます。

� 各 Windows 2000 ドメイン（管理コンテキスト）に作成できる Oracle コンテキストは
1 つのみです。

� Oracle Net Configuration Assistant で Oracle コンテキストを Active Directory に作成す
るには、ドメインおよびエンタープライズ・オブジェクトを作成する権限が必要です。

� Oracle Net Configuration Assistant を使用して Oracle コンテキストを作成します。
Oracle Database のカスタム・インストールの途中または後で、Oracle コンテキストを
作成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-4 ページの「ディレクトリ・サーバーの自動検出」
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Active Directory を使用するためのを使用するためのを使用するためのを使用するための Oracle Database の構成の構成の構成の構成
Oracle Net Configuration Assistant を使用すると、クライアント・コンピュータおよび
Oracle Database をディレクトリ・サーバーにアクセスできるように構成できます。ディレ
クトリ・アクセスの構成を Oracle Net Configuration Assistant から選択すると、使用する
ディレクトリ・サーバー・タイプを指定するように要求されます。Active Directory をディ
レクトリ・サーバー・タイプとして選択すると、Oracle Net Configuration Assistant のディ
レクトリ・サーバーの自動検出機能により、次のことが自動的に行われます。

� Active Directory サーバーの場所の検出

� Active Directory サーバーへのアクセスの構成

� Oracle コンテキスト（ドメインとも呼ばれます）の作成

クライアント接続が Oracle Database サーバーにアクセスしているときに、Active Directory
サーバーが停止すると、別の Active Directory サーバーが自動的に検出され、接続情報を提
供し始めます。これにより、クライアント接続の停止時間は最小限にできます。

Active Directory サーバーにすでに Oracle コンテキストがある場合、次のデフォルト以外の
ラジオ・ボタンを選択します。 

� 使用するディレクトリ・サーバーを選択し、ディレクトリ・サーバーに Oracle を使用す
る構成をしてください。（必要に応じて、Oracle スキーマと Oracle コンテキストを作成
またはアップグレードします。）

Oracle Net Configuration Assistant に、「Oracle コンテキストは存在しません。」と表示され
ます。これを無視して、Oracle コンテキストの作成を選択します。既存の Oracle コンテキ
ストの再作成を試行せずに、ディレクトリ・アクセスの構成が完了します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� インストールの手順は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』
を参照

� 構成の手順は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照

注意注意注意注意 : 使用している Oracle Database Client および Oracle Database のリリー
スに関係なく、Oracle Net Configuration Assistant のディレクトリ・サー
バーの自動検出機能を利用するには、Windows 2000 ドメインで実行してい
る必要があります。Windows 2000 ドメインで実行していないと、Oracle Net 
Configuration Assistant によりディレクトリ・サーバーが自動的に検出され
ず、かわりに Active Directory の場所などの追加情報が要求されます。 
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接続テスト接続テスト接続テスト接続テスト
この項では、Active Directory を介した Oracle Database サーバーへの接続方法について説明
します。 

次の項目について説明します。

� クライアント・コンピュータからの接続テスト

� Microsoft ツールからの接続テスト

クライアント・コンピュータからの接続テストクライアント・コンピュータからの接続テストクライアント・コンピュータからの接続テストクライアント・コンピュータからの接続テスト
Oracle ネット・ディレクトリ・ネーミングを使用する場合、クライアント・コンピュータで
は、Oracle コンテキストに含まれるデータベース・エントリまたはネット・サービス名エン
トリを指定して、データベースに接続します。たとえば、Active Directory の Oracle コンテ
キスト内のデータベース・エントリが orclで、クライアントとデータベースが同じドメイ
ンに属す場合、次のように接続文字列を入力し、SQL*Plus を介してデータベースに接続し
ます。

SQL> CONNECT username/password@orcl

クライアントとデータベースが異なるドメインに属す場合は、次のように入力し、SQL*Plus
を介してデータベースに接続します。

SQL> CONNECT username/password@orcl.domain

domainは、Oracle Database サーバーが存在するドメインです。

これらの接続文字列は、DNS 形式の規則に従います。Active Directory では、X.500 ネーミ
ング規則を使用する接続もサポートしますが、使いやすさの点から DNS 形式の規則をお薦
めします。 

DNS 形式の規則を使用すると、クライアント・コンピュータと Oracle Database サーバーが
異なるドメインに属す場合でも、クライアント・ユーザーは最小限の接続情報を入力して、
ディレクトリ・サーバーを介して Oracle Database サーバーにアクセスできます。X.500 の
規則に従った名前は、特にクライアントと Oracle Database サーバーが異なるドメイン（管
理コンテキストとも呼ばれます）に属す場合、より長くなります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� 構成中に発生する障害の詳細は、12-9 ページの「Oracle スキーマの作成」
を参照

� 12-7 ページの「Oracle Database を Active Directory とともに使用するた
めの要件」

� 12-4 ページの「ディレクトリ・サーバーの自動検出」

� 構成の手順は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照
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Microsoft ツールからの接続テストツールからの接続テストツールからの接続テストツールからの接続テスト
Active Directory の Oracle ディレクトリ・オブジェクトは、次の 2 つの Microsoft ツールと
統合されています。

� Windows エクスプローラ

� Active Directory ユーザーとコンピュータ

これらの Microsoft ツール内から実際に Oracle Database サーバーに接続して、接続性テス
トを実行できます。あるいは、単に実際に接続してテストすることもできます。接続テスト
を実行するには、次のようにします。

1. Windows エクスプローラまたは「Active Directory ユーザーとコンピュータ」を起動し
ます。

Windows エクスプローラを起動するには、次のようにします。

a. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「アクセサリ」「アクセサリ」「アクセサリ」「アクセサリ」→「エクスプローラ」「エクスプローラ」「エクスプローラ」「エクスプローラ」を選択しま
す。

b. 「マイ「マイ「マイ「マイ ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」を開きます。

c. 「ネットワーク全体」「ネットワーク全体」「ネットワーク全体」「ネットワーク全体」を開きます。

d. Directory を開きます。

「Active Directory ユーザーとコンピュータ」を起動するには、次のようにします。

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「「「「Active Directory ユーザーとコンユーザーとコンユーザーとコンユーザーとコン
ピュータ」ピュータ」ピュータ」ピュータ」を選択します。

2. Oracle コンテキストが存在するドメインを開きます。

3. Oracle コンテキストを開きます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� X.500 ネーミング規則の詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』の
構成管理の概念に関する項を参照

� 『Oracle Database インストレーション・ガイド』の「パスワードのロッ
ク解除および変更」

注意注意注意注意 : Active Directory を介して Oracle Database サーバーにアクセスするす
べてのクライアントには、Oracle コンテキスト内のすべてのネット・サービ
ス名オブジェクトに対する読取りアクセス権が必要です。また、Active 
Directory により匿名で認証される必要があります。Oracle Net 
Configuration Assistant では自動的にこの設定が行われます。
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4. データベース・サービスまたは Oracle ネット・サービス名オブジェクトを右クリック
します。

いくつかのオプションとともにメニューが表示されます。この項では、「テスト」「テスト」「テスト」「テスト」オプ
ションおよび SQL*Plus と接続と接続と接続と接続のオプションについてのみ説明します。

5. 実際には接続せずにデータベース接続をテストする場合は、「テスト」「テスト」「テスト」「テスト」を選択します。
接続の試行ステータスを説明するステータス・メッセージが表示されます。
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6. 実際に接続してデータベース接続をテストする場合は、SQL*Plus と接続と接続と接続と接続を選択します。
「Oracle SQL*Plus Logon」ダイアログが表示されます。

7. ユーザー名とパスワードを入力し、「「「「OK」」」」をクリックします。接続の試行ステータスを
説明するステータス・メッセージが表示されます。
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Oracle ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理ディレクトリ・オブジェクト用のアクセス制御リスト管理
この項では、Active Directory 内の Oracle ディレクトリ・オブジェクトに固有のセキュリ
ティ・グループを特定し、セキュリティ・グループのメンバーを追加および削除する方法に
ついて説明します。

次の項目について説明します。

� セキュリティ・グループ

� セキュリティ・グループ・メンバーの追加および削除

セキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループセキュリティ・グループ
セキュリティ・グループは、Oracle コンテキストが Active Directory に作成される際に自動
的に作成されます。アクセスを構成する（およびそれにより Oracle コンテキストを作成す
る）ユーザーは各グループに自動的に追加されます。関連するグループは次のとおりです。

� OracleDBCreators

� OracleNetAdmins

OracleDBCreators
OracleDBCreatorsグループは、Oracle Database サーバーを登録するユーザー用のグルー
プです。ドメイン管理者は、自動的にこのグループのメンバーになります。このグループに
属すユーザーは、次のことが実行できます。

� Oracle コンテキストでの新しい Oracle Database オブジェクトの作成

� 自分が作成した Oracle Database オブジェクトの変更

� このグループのメンバーシップの読取り（ただし変更はできません）

OracleNetAdmins
OracleNetAdminsグループに属すユーザーは、次のことが実行できます。 

� Oracle ネット・サービス・オブジェクトと属性の作成、変更および読取り

� このグループのグループ・メンバーシップの読取り
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セキュリティ・グループ・メンバーの追加および削除セキュリティ・グループ・メンバーの追加および削除セキュリティ・グループ・メンバーの追加および削除セキュリティ・グループ・メンバーの追加および削除
「Active Directory ユーザーとコンピュータ」を使用してセキュリティ・グループに対して
ユーザーの追加および削除ができます。 

ユーザーを追加または削除するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「「「「Active Directory ユーザーとコンユーザーとコンユーザーとコンユーザーとコン
ピュータ」ピュータ」ピュータ」ピュータ」を選択します。

2. メイン・メニューの「表示」「表示」「表示」「表示」メニューから「拡張機能」「拡張機能」「拡張機能」「拡張機能」を選択します。

この操作で、通常非表示の情報が表示され、編集できます。

3. Oracle コンテキストが存在するドメイン（管理コンテキスト）を開きます。

4. 「「「「Users」」」」を開きます。

右側のウィンドウ・ペインにセキュリティ・グループが表示されます。

注意注意注意注意 : この項で説明した手順を実行するには「Active Directory ユーザーとコ
ンピュータ」を使用します。Windows エクスプローラには必要な機能があり
ません。
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5. 表示または変更する Oracle セキュリティ・グループを右クリックします。

いくつかのオプションとともにメニューが表示されます。

6. 「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。

7. 「メンバ」「メンバ」「メンバ」「メンバ」タブを選択します。

選択したグループのプロパティ・ダイアログが表示されます（この例では
OracleDBCreators）。

8. ユーザーを追加するには、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

ユーザー、連絡先、コンピュータ、またはグループの選択のダイアログが表示されま
す。

9. 追加するユーザーまたはグループを選択し、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

ユーザー、連絡先、コンピュータ、またはグループの選択のダイアログに選択したユー
ザーまたはグループが表示されます。

10. ユーザーを削除するには、「メンバ」リストからユーザー名を選択し、「削除」「削除」「削除」「削除」をクリッ
クします。

11. ユーザーの追加または削除が終了したら、「「「「OK」」」」をクリックします。
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Windows 用の用の用の用の Oracle Database の指定の指定の指定の指定

Oracle Database for Windows では、インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスが起動されるたびに、初期化パラメータ
を使用して各種データベース機能を使用できるようにします。

この章の項目は次のとおりです。

� 初期化パラメータ・ファイルの概要

� サンプル・ファイル

� SGA_MAX_SIZE パラメータ

� Windows 固有の値を持たない初期化パラメータ

� 初期化パラメータの値の表示

� 編集できないデータベース初期化パラメータ

� データベース制限の計算
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初期化パラメータ・ファイルの概要
初期化パラメータ・ファイルの概要初期化パラメータ・ファイルの概要初期化パラメータ・ファイルの概要初期化パラメータ・ファイルの概要
初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルは、パラメータを含む ASCII テキスト・ファイルです。初期化
パラメータ・ファイル内のパラメータおよび値を変更することによって、たとえば次のこと
を指定できます。

� Oracle Database で使用されるメモリー量

� いっぱいになったオンライン REDO ログ・ファイルをアーカイブするかどうか

� 現在存在する制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル

それぞれのデータベース・インスタンスには、対応する初期化パラメータ・ファイルと、そ
のインスタンスのシステム識別子システム識別子システム識別子システム識別子を指定する ORACLE_SID レジストリレジストリレジストリレジストリ・パラメータが含ま
れています。

初期化パラメータ・ファイル名の形式は、init.oraです。1 つのインスタンスに、複数の
初期化パラメータ・ファイルがある場合もあります。その場合、各初期化パラメータには多
少の違いがあるため、システムのパフォーマンスに影響を及ぼします。

初期化パラメータ・ファイルの場所初期化パラメータ・ファイルの場所初期化パラメータ・ファイルの場所初期化パラメータ・ファイルの場所
データベースの起動時にオプションの PFILEで別の初期化ファイルを指定しない場合、
Oracle Database ではデフォルトで次の場所にある初期化パラメータ・ファイルを使用しま
す。

%ORACLE_HOME%¥admin¥db_name¥pfile¥init.ora

注意注意注意注意 : 初期化パラメータ用の init.oraファイルは、Oracle Universal 
Installer によりデータベース・インストール中に設定されます。これらのパ
ラメータ設定は、ハードウェア構成の違いに応じて、異なる可能性がありま
す。すべての初期化パラメータの説明と、初期化パラメータの値の設定方法
および表示方法の詳細は、『Oracle Database リファレンス』を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : SQL スクリプトを使用して手動でデータベースを作成する場合は、初
期化パラメータ・ファイルを作成するか、または既存の初期化パラメータ・
ファイルをコピーしてその内容を変更する必要があります。Database 
Configuration Assistant を使用してデータベースを作成する場合は、初期化
パラメータ・ファイルが自動的に作成されます。
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初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集初期化パラメータ・ファイルの編集
Oracle Database の機能をカスタマイズするために、初期化パラメータ・ファイルの編集が
必要になる場合があります。このファイルの変更に使用できるのは、テキスト・エディタの
みです。

Database Configuration Assistant によるによるによるによる init.ora の名前変更の名前変更の名前変更の名前変更
Database Configuration Assistant を使用してデータベースを作成すると、サーバー・パラ
メータ・ファイル（SPFILE）が初期化パラメータ・ファイルから作成され、初期化パラメー
タ・ファイルの名前が変更されます。Oracle は、名前変更されたファイルを初期化パラメー
タ・ファイルとして認識せず、インスタンスの開始後には使用しません。

Database Configuration Assistant で作成されたインスタンスを起動後に変更するには、
ALTER SYSTEM文を使用する必要があります。SPFILE は、テキスト・エディタを使用して
参照または表示できないバイナリ・ファイルであるため、このファイル自体は変更できませ
ん。新規に作成された SPFILE の場所は、%ORACLE_HOME%¥databaseです。SPFILE ファ
イル名は、spfileSID.oraです。

サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
Oracle Database には、注釈付きのサンプル初期化パラメータ・ファイルが、初期化パラ
メータに指定できる代替値とともに用意されています。このようなパラメータの値や注釈
は、先頭にコメント記号（#）が付いており、処理対象にはならないようになっています。
特定のパラメータをアクティブにするには、先頭にある #記号を削除します。特定のパラ
メータを非アクティブにするには、初期化パラメータ・ファイルを編集してそのパラメータ
にコメント記号を追加します。サンプル・ファイルの名前は initsmpl.oraで、次の場所
にあります。

%ORACLE_HOME%¥admin¥sample¥pfile

初期データベース初期データベース初期データベース初期データベースをインストールした場合、初期化パラメータ・ファイルは、同じディレク
トリにある初期データベースで使用されます。Oracle Database の初期化パラメータ・ファ
イルを新規に作成する場合、そのベースとして initsmpl.oraまたは初期データベースの
init.oraのいずれかを使用できます。

サンプル・ファイル initsmpl.oraをデータベース作成時に使用するには、次のようにし
ます。

1. サンプル・ファイル名を init.oraに変更します。

2. このファイルを編集します。最低限、データベース制御ファイルの正しい場所とデータ
ベースの名前を反映するようにします。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database 管理者ガイド』のサーバー・パラメータ・ファ
イルを使用した初期化パラメータの管理に関する項
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SGA_MAX_SIZE パラメータ
次に、代替パラメータのアクティブ化と非アクティブ化の 2 つの例を示します。3 種類の値
が指定された初期化パラメータがあり、それぞれ、小規模、中規模、大規模のシステム・グシステム・グシステム・グシステム・グ
ローバル領域ローバル領域ローバル領域ローバル領域を作成できます。最初の例では、小規模な SGA を作成するパラメータが有効
です。

  db_block_buffers = 200  # SMALL 
# db_block_buffers = 550  # MEDIUM 
# db_block_buffers = 3200 # LARGE 

中規模の SGA を作成するには、SMALL のパラメータ定義をコメントにしてから、
MEDIUM のパラメータ定義を有効にします。次の 2 番目の例のように初期化パラメータ・
ファイルを編集します。

# db_block_buffers = 200  # SMALL 
  db_block_buffers = 550  # MEDIUM 
# db_block_buffers = 3200 # LARGE 

SGA_MAX_SIZE パラメータパラメータパラメータパラメータ
パラメータ SGA_MAX_SIZEには、特定のインスタンスのためのシステム・グローバル領域

（SGA）の最大サイズが指定されます。Oracle9iリリース 1（9.0.1）以上では、インスタンス
の実行中に Oracle Database で SGA 構成を変更できます。これにより、インスタンスを停止
しなくてもバッファ・キャッシュ、共有プールおよびラージ・プールのサイズを変更できま
す。

Oracle Database では、不十分なサイズに構成されたインスタンスを起動し、SGA を
SGA_MAX_SIZEの最大値まで拡張することによってインスタンスがより多くのメモリーを
使用できるようにすることが可能です。SGA_MAX_SIZE値が指定されていない場合、Oracle 
Database では、初期化時に指定された、またはデフォルトで選択されたすべてのコンポーネ
ントの合計であるデフォルト値を選択します。初期化パラメータ・ファイルで指定された
SGA_MAX_SIZEが、初期化時に指定された、またはデフォルトで選択されたすべてのコン
ポーネントの合計よりも小さい場合、初期化パラメータ・ファイルの SGA_MAX_SIZEの設
定は無視されます。

Oracle Enterprise Manager（または SQL*Plus）を使用する際、インスタンスの SGA に割り
当てられたメモリーがインスタンス起動時に表示されます。SQL*Plus で SHOW文を SGA 句
とともに使用して、現行のインスタンスの SGA サイズを表示することもできます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� SGA 初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照

� SGA およびそのコンポーネントの詳細は、『Oracle Database 概要』を参
照

13-4　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Windows 固有の値を持たない初期化パラメータ
Windows 固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ
『Oracle Database リファレンス』には、オペレーティング・システム固有の多くの初期化パ
ラメータのデフォルト値が記載されています。ただし、オペレーティング・システム固有値
を持つと説明されているパラメータでも、Windows に影響しないものもあります。このよ
うな場合、Windows では、Oracle Database カーネルに設定されているデフォルト値を使用
しているか、あるいはそのパラメータを使用していません。表 13-1 に、これらの初期化パラ
メータを示します。

表表表表 13-1 Windows 固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ固有の値を持たない初期化パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

AUDIT_FILE_DEST Windows ではサポートされていないため、初期化パラメータ・ファイルには追

加しないでください。

DB_WRITER_PROCESSES サポートされていますが、Windows 非同期 I/O 機能があるため通常は不要です。

COMPATIBLE_NO_RECOVERY Oracle Database カーネルに設定されているデフォルト値が使用されます

（Windows 固有の値ではありません）。

BACKGROUND_CORE_DUMP Oracle Database でバックグラウンド・プロセスのコア・ファイルに SGA を含め

るかどうかを指定します。

SHADOW_CORE_DUMP Oracle Database でフォアグラウンド（クライアント）・プロセスのコア・ファイ

ルに SGA を含めるかどうかを指定します。

CORE_DUMP_DEST Oracle Database でコア・ファイルをダンプするディレクトリを指定します。

CPU_COUNT Oracle Database により、この値は Oracle Database インスタンスが利用できるプ

ロセッサの数に自動的に設定されます。

HI_SHARED_MEMORY_ADDRESS Windows には該当しません。

SHARED_MEMORY_ADDRESS Windows には該当しません。

LARGE_POOL_SIZE 使用可能メモリーにより制限される最大値が使用されます。

LOG_BUFFER 初期データベースでは、Oracle Database カーネルに設定されている値が使用さ

れます（Windows 固有の値ではありません）。Database Configuration Assistant
の「Custom」データベース作成オプションを使用すると、このパラメータの値

をカスタマイズできます。

SPIN_COUNT Oracle Database カーネルに設定されているデフォルト値が使用されます

（Windows 固有の値ではありません）。
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初期化パラメータの値の表示
初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示初期化パラメータの値の表示
Windows 固有のパラメータ値を表示するには、テキスト・エディタで次の初期化パラメー
タ・ファイルを開きます。

%ORACLE_HOME%¥admin¥db_name¥pfile¥init.ora

初期化パラメータ・ファイルか Oracle Database カーネルに設定されているパラメータ値を
すべて表示するには、SQL*Plus のコマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

SQL> SHOW PARAMETER parameter_name

parameter_nameは、特定の初期化パラメータの名前です。

編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ
新規データベースを作成するときは、表 13-2 の初期化パラメータを確認します。データベー
スを作成した後でこれらの初期化パラメータを変更することはできません。初期化パラメー
タの変更手順を含め、新規データベースの作成方法の詳細は、第 3 章「Windows でのイン
ストール後のデータベース作成」を参照してください。

表表表表 13-2 編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ編集できないデータベース初期化パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CHARACTER SET1

1 これは、初期化パラメータではなく、CREATE DATABASE文の句です。この句の使用例については、
第 3 章「Windows でのインストール後のデータベース作成」を参照してください。

使用するデータベースのグローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポート・キャラクタ・
セットを指定します。このパラメータを設定できるのは、データベース作
成時のみです。

DB_BLOCK_SIZE Oracle Database ブロックの標準サイズをバイト数で指定します。

DB_NAME 作成するデータベースの名前を指定します。データベース名は、8 文字以

下の文字列です。データベースの名前は変更できません。
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データベース制限の計算
データベース制限の計算データベース制限の計算データベース制限の計算データベース制限の計算
この項に記載されているサイズのガイドラインを使用して、Oracle Database の制限を計算
します。

表表表表 13-3 ブロック・サイズのガイドラインブロック・サイズのガイドラインブロック・サイズのガイドラインブロック・サイズのガイドライン

タイプタイプタイプタイプ サイズサイズサイズサイズ

最大ブロック・サイズ 16,384 バイト（16KB）

最小ブロック・サイズ 2KB

ファイルごとの最大ブロック 4,194,304 ブロック

ブロック・サイズが 16K の場合のファイル・サイズの最大値 64GB
（4,194,304 × 16,384）= 64GB

表表表表 13-4 データベースごとの最大ファイル数データベースごとの最大ファイル数データベースごとの最大ファイル数データベースごとの最大ファイル数

ブロック・サイズブロック・サイズブロック・サイズブロック・サイズ ファイル数ファイル数ファイル数ファイル数

2KB 20,000

4KB 40,000

8KB 65,536

16KB 65,536

表表表表 13-5 最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ最大ファイル・サイズ

タイプタイプタイプタイプ サイズサイズサイズサイズ

FAT ファイルの場合の最大ファイル・サイズ 4GB

NTFS の場合の最大ファイル・サイズ 16EB

データベース・サイズの最大値 65,536 × 64GB（約 4PB）

最大制御ファイル・サイズ 20,000 ブロック
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データベース制限の計算
表表表表 13-6 シャドウ・プロセス・メモリーシャドウ・プロセス・メモリーシャドウ・プロセス・メモリーシャドウ・プロセス・メモリー

リリース番号リリース番号リリース番号リリース番号 メモリーメモリーメモリーメモリー

Oracle9i リリース 2（9.2） 444KB

Oracle9i リリース 1（9.0.1） 444KB

Oracle8i リリース 8.1.7 335KB

Oracle8i リリース 8.1.6 335KB

Oracle8 リリース 8.0.5 254KB

Oracle8 リリース 8.0.4 254KB
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パラメータおよびレジストリ
14

パラメータおよびレジストリの構成パラメータおよびレジストリの構成パラメータおよびレジストリの構成パラメータおよびレジストリの構成

この章では様々な Oracle Database for Windows コンポーネントのレジストリレジストリレジストリレジストリの使用方法に
ついて説明します。構成パラメータの推奨値および範囲も示します。

この章の項目は次のとおりです。

� 構成パラメータについて

� レジストリの概要

� レジストリ・パラメータ

� Oracle Real Application Clusters のレジストリ・パラメータ

� regedt32 によるレジストリ値の変更

� regedt32 によるレジストリへのパラメータの追加

� Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追
加または変更

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor パラメータの変更
の構成 14-1



構成パラメータについて
構成パラメータについて構成パラメータについて構成パラメータについて構成パラメータについて
Oracle Database for Windows では、構成パラメータを使用してファイルを検索し、すべて
の Oracle 製品に共通のランタイム・パラメータを指定します。Oracle プログラムまたは
Oracle アプリケーションで、ある特定の構成変数を変換する必要がある場合、Oracle 
Database for Windows では、関連するパラメータが使用されます。Oracle パラメータはす
べてレジストリに格納されています。

レジストリの概要レジストリの概要レジストリの概要レジストリの概要
Oracle Database for Windows では、構成情報はツリー構造に編成されたリポジトリ（レジ
ストリ）に格納されます。ツリー構造は、レジストリのキーおよびそのキーのパラメータ値
から構成されます。レジストリ エディタで、レジストリ・キーとパラメータ値を表示して変
更できます。

キーとは、「レジストリ エディタ」ウィンドウの左のペインに表示されるフォルダです。
キーには、サブキーまたはパラメータが含まれています。

レジストリ エディタのパラメータは、次のような 3 つの部分から構成された文字列として表
示されます。

� パラメータ名

� 値のクラスまたはエントリ・タイプ

� 値

たとえば、パラメータ ORACLE_SIDの場合、レジストリに次のエントリがあります。

ORACLE_SID:reg_sz:orcl1

Oracle Database for Windows パラメータの値のクラスは次のとおりです。

� 文字列値。パラメータの値エントリをデータ文字列として識別する接頭辞 REG_SZ、
REG_EXPAND_SZ（展開可能文字列の場合）または REG_MULTI_SZ（複数行文字列の場
合）が付きます。

� バイナリ値。値エントリを dword（16 進データ）エントリとして識別する接頭辞
REG_DWORDが付きます。

注意注意注意注意 : レジストリ エディタを使用すると、レジストリ・キーおよびパラメー
タ値を表示し、変更できますが、通常その必要はありません。実際、変更が
適切でないとシステムが使用できなくなることがあります。したがって上級
ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。レジストリに変更を
加える場合は、その前にシステムをバックアップしてください。
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レジストリ・パラメータ
ほとんどの Oracle Database for Windows パラメータ値は文字列型です。型が指定されてい
ない場合は、Oracle Universal Installer のデフォルトが使用されます。

レジストリ・パラメータレジストリ・パラメータレジストリ・パラメータレジストリ・パラメータ
この項では、次のキーの Oracle Database for Windows レジストリ・パラメータについて説
明します。Oracle Enterprise Manager などのその他の製品には、この章では説明されない追
加のキーおよびパラメータがあります。

� ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME

� ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE

� ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services

これらのレジストリ値を変更するには、14-11 ページの「regedt32 によるレジストリ値の変
更」を参照してください。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME
コンピュータの新規 Oracle ホームに Oracle 製品をインストールするたびに、
¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAMEが作成されます。このサ
ブキーにはほとんどの Oracle 製品に対するパラメータ値が含まれます。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥
ORACLE¥KEY_HOME_NAMEには、Oracle ホーム・ディレクトリの次のパラメータが含まれ
ます。インストールした製品によって、追加パラメータが作成されることもあります。
Windows の開発マニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database for 64-bit Windows には、ラージ・ページのサポート
を有効にし、制御する追加構成パラメータがあります。G-3 ページの「64-bit 
Windows のラージ・ページのサポート」を参照してください。

注意注意注意注意 : 複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホームを操作する場合の PATH 変数およびレジストリ
値の詳細は、『Oracle Database インストレーション・ガイド』の付録 A

「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。
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レジストリ・パラメータ
MSHELP_TOOLS
Windows のヘルプ・ファイルの場所を指定します。デフォルト値は次のとおりです。

%ORACLE_HOME%¥mshelp

NLS_LANG
サポートされる言語、地域およびキャラクタ・セットを指定します。このパラメータでは、
メッセージを表示する言語、地域およびその地域の週数と日数の計算規則、表示されるキャ
ラクタ・セットを指定します。Oracle Universal Installer は、オペレーティング・システム
の言語の設定に基づいて、インストール中にこの値を設定します。値のリストについては、

『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

ORA_CWD
現在の作業ディレクトリを指定します。たとえば、このパラメータを設定してから
ORADIM を使用すると、oradim.logというログ・ファイルがこのディレクトリ内に作成
されます。このパラメータは手動で設定する必要があります。

ORA_SID_AUTOSTART
OracleServiceSIDサービスの開始時に、Oracle Database を起動します。デフォルト値は
trueです。

ORA_SID_PFILE
初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルへのフルパスを指定します。デフォルト値は、
%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥pfile¥init.oraです。

ORA_SID_SHUTDOWN
デフォルト値の trueに設定した場合、このパラメータは、コントロール パネルまたは Net 
stop コマンドを使用して OracleServiceSIDを手動で停止したときに、SIDで指定されて
いる Oracle Database のインスタンスを停止します。

ORA_SID_SHUTDOWN_TIMEOUT
特定の SID のサービスが停止するまで、停止の完了を待機する最長時間（秒）を設定しま
す。デフォルト値は 30です。

ORA_SID_SHUTDOWNTYPE
OracleServiceSIDを停止する際に Oracle Database を停止するモードを指定します。有
効な値は a（異常終了）、i（即時）および n（通常）です。デフォルト値は iです。
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レジストリ・パラメータ
ORA_TZFILE
タイムゾーン・ファイルの場所を指定します。各ファイルには、次の情報が含まれます。

� 有効なタイムゾーン名

� UTC からのオフセット

� 標準時間の略称

� サマータイムの略称

旧リリースでは、ORA_TZFILEのデフォルト値は次のとおりでした。

%ORACLE_HOME%¥oracore¥zoneinfo¥timezone.dat

Oracle Database 10gリリース 1（10.1）からは、デフォルト値は次のとおりです。

%ORACLE_HOME%¥oracore¥zoneinfo¥timezlrg.dat

以前のデフォルト値 timezone.datには、一般的に使用されているタイムゾーンのほとん
どが含まれ、データベース・パフォーマンスを向上させるために小さくされています。新し
いデフォルト値 timezlrg.datには、小さい方のファイルに定義されていないタイムゾー
ンが含まれています。小さい方のファイルを使用できるようにするには、データベース管理
者は次の操作を行う必要があります。

1. Oracle Database を停止します。

2. ORA_TZFILEを timezone.datファイルの場所のフルパス名に設定します。

3. Oracle Database を再起動します。

タイムゾーン名を表示するには、SQL*Plus を使用して次の問合せを実行します。

SELECT * from v$timezone_names 

大きい方の timezlrg.datファイルを使用している場合、追加タイムゾーンを使用してい
るデータがないことが確実な場合を除いて、そのまま使用する必要があります。また、情報
を共有するすべてのデータベースは、同じタイムゾーン・ファイルを使用する必要がありま
す。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 両タイムゾーン・ファイルのタイムゾーン名のリストは、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
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レジストリ・パラメータ
ORACLE_AFFINITY
Oracle Database プロセスプロセスプロセスプロセス内の各スレッドスレッドスレッドスレッドについて、Windows プロセッサのアフィニティを
指定します。このパラメータは手動で追加する必要があります。このパラメータを変更する
場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡することをお薦めします。形式は
次のとおりです。

name1:cpumask1;name2:cpumask2

各 nameは、バックグラウンド・スレッドの名前に設定する必要があります。非バックグラ
ウンド（シャドウ）・スレッドには userを、特に処理のない他のスレッド・タイプには
defを指定します。

nameマスクは Oracle Database プロセスのアフィニティ・マスクを設定します。有効な
バックグラウンド・スレッド名には、DBW0、LGWR、PMON、SMON、ARCH、RECO、CKPT、
TRWR、SNP0～ SNP9、P000～ P481、および v$bgprocessデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ・
ビュービュービュービューの NAME列にあるその他の名前があります。

各アフィニティ設定は、対応する名前の有効なアフィニティ・マスク（またはこれに相当す
る数値）である必要があります。プロセスのアフィニティ・マスクは、Oracle サービスサービスサービスサービスを最
初に起動したときにのみ使用されます。各スレッドのアフィニティは、個々のスレッドが起
動するとき（たとえば、バックグラウンド・スレッドの場合にはデータベースの起動時）の
み設定されます。

ORACLE_BASE
ORACLE_HOME、adminおよび oradataを含む最上位の Oracle ディレクトリ

（C:¥oracle¥product¥10.1.0など）を指定します。デフォルトは、ORACLE_BASEで
す。

ORACLE_GROUP_NAME
インストール済 Oracle 製品のアイコンを含むグループの名前を指定します。インストール
した Oracle 製品のプログラム・グループが Oracle Universal Installer によって作成されない
場合でも（Oracle Net ソフトウェアのみインストールした場合など）、最初に Oracle 製品を
インストールした時点で、パラメータはレジストリに追加されます。デフォルト値は、
Oracle - HOME_NAMEです。

ORACLE_HOME
Oracle 製品がインストールされる Oracle ホーム・ディレクトリを指定します。このディレ
クトリは Oracle ディレクトリ階層の Oracle ベース・ディレクトリのすぐ下に置かれます。
デフォルト値は、インストール中に指定するドライブ文字および名前です。

ORACLE_HOME_KEY
Oracle パラメータの HKEY_LOCAL_MACHINEの場所。デフォルト値は、software¥
oracle¥HOMEIDです。
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レジストリ・パラメータ
ORACLE_HOME_NAME
Oracle 製品がインストールされる Oracle ホーム・ディレクトリのホーム名を指定します。
デフォルト値は、インストール中に指定する名前です。

ORACLE_PRIORITY
Oracle Database 管理システム・プロセス内での、スレッドの Windows スケジューリングの
優先順位を指定します。形式は次のとおりです。

name1:priority1;name2:priority2 . . .

nameクラスにより、Oracle Database プロセスの priorityクラスが設定されます。ス
レッドには、個別または一括で優先順位を割当て可能です。集合名 userを使用すると、非
バックグラウンド（シャドウ）・スレッドが指定されます。集合名 defを使用すると、特に
処理のないすべてのスレッド・タイプが指定されます。有効なバックグラウンド・スレッド
名には、DBW0、LGWR、PMON、SMON、ARCH0、RECO、CKPT、TRWR、SNP0～ SNP9、およ
び v$bgprocessデータ・ディクショナリ・ビューの NAME列にあるその他の名前がありま
す。

デフォルト値は、class:normal; def:normalです。

ORACLE_SID
ホスト・コンピュータ上の Oracle Database インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの名前を指定します。インスタン
スの SID がこのパラメータの値です。デフォルト値は、Oracle Universal Installer の

「Database Identification」ウィンドウのエントリです。

OSAUTH_PREFIX_DOMAIN
ユーザー認証を有効にします。trueに設定すると、サーバーで、ローカル・ユーザー、ド
メイン・ユーザー、またはネットワーク内の別のドメインのドメイン・ユーザーであるかど
うかに関係なく、1 つのユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名を別のユーザー名と区別できます。falseに設定すると
ドメインは無視され、ローカル・ユーザーが、サーバーに返されるオペレーティング・シス
テム・ユーザーのデフォルト値となります。デフォルト値は falseです。

OSAUTH_X509_NAME
クライアント・ユーザーが、X.509 準拠のエンタープライズ・ユーザーとして Oracle 
Database にアクセスできるようにします。このパラメータは、Windows 2000 ドメインで動
作する Oracle Database コンピュータで、エンタープライズ・ユーザーおよびロールを使用
する場合にのみ必要です。デフォルト値は falseです。

注意注意注意注意 : ORACLE_PRIORITYは、レジストリに自動的には作成されません。レ
ジストリで定義されていない場合は、Windows のデフォルト値がスレッドの
優先順位として使用されます。
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レジストリ・パラメータ
RDBMS_ARCHIVE
バックアップバックアップバックアップバックアップ・データベース・ファイルの場所を指定します。デフォルト値は、
%ORACLE_HOME%¥database¥archiveです。

RDBMS_CONTROL
バックアップ・データベース制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイルの場所を指定します。デフォルト値は、
%ORACLE_HOME%¥databaseです。

SQLPATH
SQL スクリプトの場所を指定します。デフォルト値は、%ORACLE_HOME%¥dbsです。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE
このサブキーには、次のパラメータが含まれています。

INST_LOC
Oracle Universal Installer のファイルの場所を指定します。デフォルト値は、System Drive:¥
program files¥oracle¥inventoryです。

OO4O
Oracle Objects for OLE メッセージ・ファイルの場所を指定します。デフォルト値は、
%ORACLE_HOME%¥oo4o¥mesgです。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services
¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSetには、次の 4 つのキーが含まれ
ています。

� Control

� Enum

� HardwareProfiles

� Services

最初の 3 つは、オペレーティング・システムで使用されます。Servicesサブキーのみ編集
できます。このキーには、次のパラメータが含まれています。

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor のパラメータ

� Oracle Database サービスのパラメータ
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レジストリ・パラメータ
Oracle Counters for Windows Performance Monitor のパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ
Oracle Counters for Windows Performance Monitor parameters のパラメータは次の場所に
あります。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CURRENTCONTROLSET¥SERVICES¥ORACLEver¥PERFORMANCE

ORACLEverは、インストールされている Oracle Database のバージョンを表します。

リリース 10.1 以上に準拠する複数の Oracle ホームでは、パラメータ Hostname、
Username、Password、LOGFILEおよび PERF_FILE_NAMEは次の場所に移されました。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CURRENTCONTROLSET¥SERVICES¥ORACLEver¥PERFORMANCE¥
KEY_HOME_NAME

Oracle Counters for Windows Performance Monitor に Oracle Database パフォーマンス・オ
ブジェクトの情報を表示するには、データベースにログオンする必要があります。デフォル
トの情報が適切でない場合、またはその他のデータベースにアクセスする場合は、次のパラ
メータを変更します。

� Hostnameは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor が接続するデータ
ベースの SID です。デフォルト値はブランクで、Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor は、コンピュータのデフォルトのデータベースに接続します。

異なる SID を指定する場合、tnsnames.oraファイルにその SID の接続記述子も追加
する必要があります。Oracle Net Configuration Assistant を使用することをお薦めしま
す。ただし、次の例をコピーし、貼り付けてから、変更することもできます。

SERVICE_NAME =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS_LIST =
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = HOST_NAME)(PORT = 1521))
    )
    (CONNECT_DATA =
      (SERVER = DEDICATED)
      (SERVICE_NAME = SERVICE_NAME)
    )
  )

� Passwordには、データベースにアクセスするユーザー名で使用する暗号化パスワード
が表示されます。デフォルト値は、MANAGER（暗号化）です。

� Usernameには、データベースにアクセスするユーザーの名前が表示されます。デフォ
ルト値は SYSTEMです。

注意注意注意注意 : データベースの指定には、Hostname、Password、Usernameの値
のみを変更してください。operfcfg を使用することをお薦めします。
14-18 ページの「operfcfg の使用」を参照してください。
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レジストリ・パラメータ
Oracle Counters for Windows Performance Monitor では、次のパラメータがエントリ・ポイ
ントとして必要です。

� Closeでは、DLL のクローズ・エントリ・ポイントを指定します。デフォルト値は
CloseOracleverPerformanceDataです。

� Collectでは、DLL のコレクション・エントリ・ポイントを指定します。デフォルト
値は CollectOracleverPerformanceDataです。

� Libraryでは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor DLL の名前を指定
します。デフォルト値は ORAPERFver.dllです。

� Openでは、DLL のオープン・エントリ・ポイントを指定します。デフォルト値は
OpenOracleverPerformanceDataです。

次のパラメータでは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor ログ・ファイルお
よびオブジェクト構成ファイルを指定します。

� LOGFILEでは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor ログ・ファイルの
名前を指定します。Oracle Database オブジェクトが表示されない、またはデータベー
ス・アクセスの問題が生じるなどのエラーはすべて、このログ・ファイルに書き込まれ
ます。デフォルト値は、%ORACLE_HOME%¥dbs¥operfver.logです。

� PERF_FILE_NAMEでは、PERFver.oraファイルの場所を指定します。このファイルに
は、Oracle Counters for Windows Performance Monitor に表示されるすべてのパフォー
マンス・オブジェクトが含まれます。デフォルト値は、%ORACLE_HOME%¥dbs¥
perfver.oraです。

Oracle Database サービスのパラメータサービスのパラメータサービスのパラメータサービスのパラメータ
¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CURRENTCONTROLSET¥SERVICESサブキーには、各
Oracle Database サービスに対応する追加のサブキーが含まれています。

各サービス・サブキーには、次のパラメータが含まれています。

� DisplayNameでは、SIDが SIDであるインスタンスのサービス名を指定します。デ
フォルト値は、サービスの名前です。たとえば ORCL1が SIDの場合、
OracleServiceORCL1となります。

� ImagePathでは、サービスによって起動される実行可能ファイルの完全修飾パス名お
よび実行時に実行可能ファイルに渡されるすべてのコマンドライン引数を指定します。
デフォルト値は、製品の実行可能ファイルへのパスです。

� ObjectNameでは、サービスでログオンする必要のあるログオン・ユーザー・アカウン
トおよびコンピュータを指定します。デフォルト値は LocalSystemです。
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regedt32 によるレジストリ値の変更
Oracle Real Application Clusters のレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータのレジストリ・パラメータ
Oracle Real Application Clusters のレジストリ値は、クラスタウェアに基づいています。ク
ラスタウェアを使用していない場合、この情報の一部は、ご使用のクラスタ環境に該当しな
いことがあります。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OCR
このサブキーには、次の値が含まれています。

� Oracle Cluster Registry ファイルを指す OCRROOT

� クラスタ・インストールに対して Falseに設定され、単一インスタンス・データベー
ス・インストールに対して Trueに設定された LOCAL_ONLY

regedt32 によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更によるレジストリ値の変更

Oracle に関連した設定を編集するには、次のようにします。

1. 次のどちらかの方法でレジストリ エディタを起動します。

� コマンド・プロンプトから次のように入力します。

C:¥> regedt32

� 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択し、「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに
regedt32と入力し、「「「「OK」」」」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. 該当するキーをダブルクリックして、表示または変更する値に移動します。

ウィンドウの左側には、レジストリ・キーの階層構造が表示されます。また、ウィンド
ウの右側には、レジストリ・キーに関連付けられている値が表示されます。

3. パラメータをダブルクリックして編集します。

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters は、Windows XP ではサポートされ
ていません。

注意注意注意注意 : 必要な場合を除き、レジストリは編集しないでください。レジストリ
にエラーが発生した場合、Oracle Database for 64-Bit Windows が動作しなく
なり、レジストリ自体も使用できなくなることがあります。
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regedt32 によるレジストリへのパラメータの追加
「文字列エディタ」ダイアログが表示されます。

4. 必要な編集を行います。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

6. 「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」メニューから「レジストリ「レジストリ「レジストリ「レジストリ エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」を選択します。

regedt32 によるレジストリへのパラメータの追加によるレジストリへのパラメータの追加によるレジストリへのパラメータの追加によるレジストリへのパラメータの追加
レジストリにパラメータを追加するには、次のようにします。

1. 次のどちらかの方法でレジストリ エディタを起動します。

� コマンド・プロンプトから次のように入力します。

C:¥> regedt32

� 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」「ファイル名を指定して実行」を選択し、「名前」「名前」「名前」「名前」フィールドに
regedt32と入力し、「「「「OK」」」」をクリックします。

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. 新しい値を追加するキーに移動します。

3. 「編集」「編集」「編集」「編集」メニューから「値の追加」「値の追加」「値の追加」「値の追加」を選択します。

「値の追加」ダイアログが表示されます。
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Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追加または変更
4. 「値の名前」「値の名前」「値の名前」「値の名前」フィールドに、現在選択されているキーに追加する値の名前を入力します。

5. 「データ型」「データ型」「データ型」「データ型」リストで、追加した値に割り当てる値のデータ型を選択します。

� データ文字列の場合は、REG_SZ、REG_EXPAND_SZ（展開可能文字列の場合）ま
たは REG_MULTI_SZ（複数行文字列の場合）

� バイナリ値の場合は、値エントリを DWORD（16 進データ）エントリとして識別する
接頭辞 REG_DWORD

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。

「文字列エディタ」ダイアログが表示されます。

7. パラメータの値を入力します。

8. 「「「「OK」」」」をクリックします。

レジストリ エディタによりそのパラメータが追加されます。

9. 「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」「レジストリ」メニューから「レジストリ「レジストリ「レジストリ「レジストリ エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」エディタの終了」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・を使用したレジストリ・を使用したレジストリ・を使用したレジストリ・
パラメータの追加または変更パラメータの追加または変更パラメータの追加または変更パラメータの追加または変更

regedt32を使用して Oracle ホーム・パラメータを追加、編集および削除するかわりに、
Oracle Administration Assistant for Windows に含まれるスナップインスナップインスナップインスナップインの 1 つ、Oracle ホー
ム構成スナップインを使用できます。この製品を使用するには、コンピュータに Microsoft
管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソールをインストールする必要があります。

Oracle ホーム・パラメータの詳細は、14-3 ページの
「¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME」を参照してく
ださい。
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Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追加または変更
Oracle Administration Assistant for Windows の起動の起動の起動の起動
Oracle Administration Assistant for Windows を起動するには、次のようにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows が起動します。

2. Oracle ホームホームホームホームを展開します。

3. 変更する Oracle ホームを右クリックします。

4. 「「「「Properties」」」」をクリックします。「Properties」ダイアログが表示されます。
14-14　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追加または変更
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Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追加または変更
Oracle ホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加ホーム・パラメータの追加
Oracle ホーム・パラメータを追加するには、次のようにします。

1. 「Properties」ダイアログで「「「「Add」」」」をクリックします。

「Add Value」ダイアログが表示されます。

2. 「「「「Parameter Name」」」」フィールドに名前を入力します。

3. 「「「「Parameter Value」」」」フィールドに値を入力します。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

5. 「「「「Apply」」」」をクリックします。

注意注意注意注意 : Oracle Administration Assistant for Windows では、データ型が
REG_SZのパラメータのみを追加できます。データ型が、REG_EXPAND_SZ、
REG_MULTI_SZまたは REG_DWORDのパラメータを追加する場合は、
regedt32を使用してください。
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Oracle Administration Assistant for Windows を使用したレジストリ・パラメータの追加または変更
Oracle ホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集ホーム・パラメータの編集
デフォルトの SID を変更するには、「Properties」ダイアログの「Default SID」リストから
SID を選択します。他のパラメータを編集するには、次のようにします。

1. 「Properties」ダイアログの「「「「Other Settings」」」」リストでパラメータを選択します。

2. 「「「「Edit」」」」をクリックします。

「Edit Value」ダイアログが表示されます。
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Oracle Counters for Windows Performance Monitor パラメータの変更
3. 値を変更します。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

5. 「「「「Apply」」」」をクリックします。

Oracle ホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除ホーム・パラメータの削除
Oracle ホーム・パラメータを削除するには、次のようにします。

1. 「Properties」ダイアログの「「「「Other Settings」」」」リストでパラメータを選択します。

2. 「「「「Delete」」」」をクリックします。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更
Oracle Counters for Windows Performance Monitor の Hostname、Passwordおよび
Usernameパラメータを変更するために、regedt32を使用するかわりに、operfcfg または
Oracle Administration Assistant for Windows を使用できます。

operfcfg の使用の使用の使用の使用
operfcfg はコマンド・プロンプトから実行する Oracle Database ツールです。次の構文を使
用します。

operfcfg [-U username] [-P password] [-D TNS_Alias_for_database]

それぞれの要素は次のとおりです。

� usernameは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor によりデータベース
へのログオンに使用される usernameレジストリ・パラメータ値です。このデータベー
スに対する DBA 権限権限権限権限が必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Hostname、Passwordおよび Usernameパラメータの詳細は、
14-9 ページの「Oracle Counters for Windows Performance Monitor のパラ
メータ」を参照
14-18　Oracle Database プラットフォーム・ガイド



Oracle Counters for Windows Performance Monitor パラメータの変更
� passwordは、usernameの passwordレジストリ・パラメータ値です。

� TNS_Alias_for_databaseは、Oracle Counters for Windows Performance Monitor
がデータベースへの接続に使用するネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名です。Hostnameレジストリ・
パラメータに影響します。ネット・サービス名は監視するデータベースの SIDに対応し
ます。データベース名の値を指定せずに、-Dコマンドを指定することもできます。

-U、-Pおよび -Dコマンドはすべてオプションです。

次の例では、operfcfg の使用方法を説明します。まず、ユーザー名を dba_adminに、パス
ワードを frankに変更し、データベース名を現在の値のままにするには、次のように入力
します。

C:¥> operfcfg -U dba_admin -P frank

ユーザー名を dba_adminに、パスワードを frankに、データベース名を prodに変更する
には、次のように入力します。

C:¥> operfcfg -U dba_admin -P frank -D prod

現在のユーザー名およびデータベース名のパスワードを frankに変更するには、次のよう
に入力します。

C:¥> operfcfg -P frank

最後の例では、Hostnameパラメータをブランク値に変更し、Oracle Counters for Windows 
Performance Monitor をコンピュータのデフォルト・データベースに接続させます。現在の
ユーザー名およびパスワードは、このデータベースの有効なアカウントである必要がありま
す。次のように入力します。

C:¥> operfcfg -D

Oracle Administration Assistant for Windows の使用の使用の使用の使用
Oracle Counters for Windows Performance Monitor スナップインは Oracle Administration 
Assistant for Windows の一部です。この製品を使用するには、コンピュータに Microsoft 管
理コンソールをインストールする必要があります。

Oracle Counters for Windows Performance Monitor スナップインを使用するには、次のよう
にします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→「「「「Administration Assistant for Windows」」」」を選択します。

Oracle Administration Assistant for Windows が起動します。

2. 「「「「Performance Monitor」」」」を右クリックします。

3. 「「「「Properties」」」」をクリックします。

「Performance Monitor Properties」ダイアログが表示されます。
パラメータおよびレジストリの構成 14-19



Oracle Counters for Windows Performance Monitor パラメータの変更
4. 「「「「Username」」」」、「「「「Password」」」」または「「「「Database」」」」フィールドのテキストを変更します。

5. 「「「「Apply」」」」をクリックします。
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Windows 用アプリケーションの開発用アプリケーションの開発用アプリケーションの開発用アプリケーションの開発

この章では、Windows 用アプリケーションの開発に関する情報の参照先を示し、外部プロ
シージャの作成およびデバッグ手順を説明します。

この章の項目は次のとおりです。

� Windows 用アプリケーション開発に関する情報の参照先

� Windows アプリケーションの開発

� 外部プロシージャの構築

� 外部プロシージャのデバッグ

� UTL_FILE でのテキスト・ファイルへのアクセス

� Intercartridge Exchange を使用した Web データへのアクセス
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Windows 用アプリケーション開発に関する情報の参照先
Windows 用アプリケーション開発に関する情報の参照先用アプリケーション開発に関する情報の参照先用アプリケーション開発に関する情報の参照先用アプリケーション開発に関する情報の参照先
この項では、Windows 用のアプリケーション開発に関する情報の参照先を記載します。こ
れらの製品は、Oracle Database サーバーの CD-ROM に含まれています。

Java 拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能
Oracle Database には、Java Virtual Machine および JServer Accelerator が統合されていま
す。また、Oracle Database では、Oracle Java Database Connectivity（JDBC）ドライバも提
供しています。詳細は、『Oracle Database Java 開発者ガイド』を参照してください。

XML サポートサポートサポートサポート
Oracle XML 製品には、XML Developer's Kit（XDK）および Oracle XML SQL Utility が含ま
れます。詳細は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle XML Developer's Kit プログラマーズ・ガイド』

� 『Oracle XML API リファレンス』

インターネット・アプリケーションのサポートインターネット・アプリケーションのサポートインターネット・アプリケーションのサポートインターネット・アプリケーションのサポート
Oracle Database でサポートされるインターネット・アプリケーションには、Oracle Portal、
Oracle HTTP Server、および PL/SQL Embedded Gateway があります。Oracle Portal は
データの Web 公開を可能にし、PL/SQL Embedded Gateway は、Oracle Database に格納さ
れ、ブラウザから起動できる PL/SQL プロシージャを提供します。詳細は、次のマニュアル
を参照してください。

� 『Oracle Portal Installation Guide and Tutorial』

� 『Oracle Enterprise Manager 基本インストレーションおよび構成』

注意注意注意注意 : Oracle Portal は、別の CD-ROM から入手可能で、Oracle Database for 
Windows に含まれています。
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Windows 用アプリケーション開発に関する情報の参照先
Oracle COM/COM+ 統合機能統合機能統合機能統合機能
Oracle COM/COM+ 統合機能により、Java ストアド・プロシージャ開発者および
COM/COM+ 開発者は、Oracle Database から COM+ オブジェクトをロードできます。詳細
は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle COM Automation 機能 開発者ガイド』

Oracle Objects for OLE
Oracle Objects for OLE（OO40）では、Microsoft COM Automation および ActiveX テクノ
ロジをサポートするプログラミング言語またはスクリプト言語により、Oracle Database
サーバーに格納されているデータに簡単にアクセスできます。これらの言語には、Visual 
Basic、Visual C++、Visual Basic For Applications（VBA）、IIS Active Server Pages

（VBScript および JavaScript）などがあります。詳細は、次のマニュアルを参照してくださ
い。

� 『Oracle Objects for OLE 開発者ガイド』

ODP.NET
Oracle Data Provider for .NET（ODP.NET）は、Oracle Database 用データ・プロバイダの
実装です。ODP.NET では、Oracle 固有の API を使用して、.NET アプリケーションから
Oracle データおよび機能への高速で信頼性の高いアクセスを提供します。また、ODP.NET
では、Microsoft .NET Framework クラス・ライブラリで使用可能なクラスおよびインタ
フェースを使用、継承します。詳細は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Data Provider for .NET 開発者ガイド』

Oracle Services for Microsoft Transaction Server
Oracle Database for Windows では、Oracle Database をリソース・マネージャとして使用し
て、Microsoft Transaction Server への COM/COM+ コンポーネントの配置を改善できま
す。詳細は、次のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Services for Microsoft Transaction Server 開発者ガイド』

注意注意注意注意 : Oracle Data Provider for .NET は、Oracle Database 10gリリース 1
（10.1）for 64-bit Windows ではサポートされていません。付録 G「Oracle 

Database for 64-bit Windows」を参照してください。
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Windows アプリケーションの開発
Pro*C/C++ およびおよびおよびおよび Pro*COBOL アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
� 『Pro*C/C++ スタート・ガイド』

� 『Pro*COBOL スタート・ガイド』

� 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』

OLE DB
� 『Oracle Provider for OLE DB 開発者ガイド』

Windows アプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発アプリケーションの開発
Oracle Database では、Windows アプリケーション開発者向けに総合的な API のセットを提
供し、Java および COM/COM+ 開発の両方に対応しています。Oracle Database は、
Windows Distributed interNet Application Architecture（DNA）として知られる、
Microsoft 社の開発および配置コンポーネントに統合されています。次の点で、Windows で
のパフォーマンスおよびデータ・アクセスが向上します。

� Windows およびインターネット・アプリケーションでの広範なデータ・アクセス方法

� 短時間でのアプリケーション開発を可能にするウィザードおよび補助ツール

� Oracle Objects for OLE または Oracle Provider for OLE DB の 2 つの API による
COM/COM+/DCOM の統合

� Microsoft Transaction Server との統合 : Oracle Services for Microsoft Transaction Server

� インターネット・アプリケーション開発のためのプラットフォームの拡張

開発者は新しいデータ・アクセス方法を学ぶ必要はなく、精通したデータ・アクセス方法を
使用できるため、データベース・アプリケーションを短期間で配置できます。Oracle 
Database サーバーでは、表 15-1 に示す様々な方法で Windows クライアントと通信できま
す。

注意注意注意注意 : Oracle ODBC ドライバは定期的に更新されます。最新リリースは
OTN で公開されています。最新リリースをダウンロードするには、
http://otn.oracle.co.jp/software/にアクセスしてください。

「Select a Utility or Driver」リストから「Oracle ODBC Drivers」を選択しま
す。
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Windows アプリケーションの開発
Oracle Database データ・アクセス・インタフェースを使用することにより、開発者は特定
の Oracle Database 機能を利用できます。これらのインタフェースでは、柔軟性およびオー
プン規格への準拠も提供されます。

Oracle COM/COM+ インタフェースでは、次の機能が提供されます。

� Visual Basic、Visual C++、VBA in Excel、Active Server Pages、PowerBuilder、
Delphi、Internet Information Server（IIS）、Microsoft Transaction Server などの
Microsoft COM/COM+ テクノロジをサポートするあらゆるプログラミング環境から、
OO4O を使用できます。OO4O は、特に Oracle Database サーバーとともに使用するた
めに開発されています。

� Oracle Provider for OLE DB では、ActiveX Data Objects（ADO）開発者に高いパフォー
マンスおよび Oracle Database への効率的なアクセスを提供します。システム固有の
OLE DB プロバイダにより、データ・アクセスが最適化され、Oracle 固有のデータベー
ス機能へのアクセスが提供されます。

� PL/SQL 開発者は、COM/COM+ Automation Feature API を使用して、COM/COM+
オブジェクトをルーチンに簡単に組み込むことができます。Java ストアド・プロシー
ジャおよび COM/COM+ の開発者は、この機能の拡張機能である Oracle COM/COM+ 
Integration を使用して、OLE オートメーションまたはカスタム COM/COM+ インタ
フェースを介して Oracle Database 内の COM/COM+ オブジェクトをロードできます。

表表表表 15-1 Oracle のデータ・アクセス方法のデータ・アクセス方法のデータ・アクセス方法のデータ・アクセス方法

開発環境開発環境開発環境開発環境 データ・アクセス方法データ・アクセス方法データ・アクセス方法データ・アクセス方法

Java JDBC

SQLJ

COM/COM+ Oracle Objects for OLE（OO4O）

Oracle Provider for OLE DB

COM/COM+ Automation Feature
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Windows アプリケーションの開発
インターネット・アプリケーションの開発インターネット・アプリケーションの開発インターネット・アプリケーションの開発インターネット・アプリケーションの開発
Oracle Database ではインターネット・アプリケーション開発のための Windows 拡張機能を
提供します。この機能により、次のようなクライアントからのアクセスが可能になります。

� 任意のブラウザ

� Windows または Macintosh クライアント

� FTP クライアント

� データベース・クライアント

� COM/COM+ クライアント

� 電子メール・クライアント

Microsoft Transaction Server との統合に加え、Oracle Database データ・アクセス・インタ
フェースおよび開発ツールを使用して、図 15-1「Microsoft Transaction Server と Oracle 
Database の統合」に示すようなインターネット・アプリケーションを作成できます。

図図図図 15-1 Microsoft Transaction Server とととと Oracle Database の統合の統合の統合の統合

Oracle MTS Recovery 
Service

Microsoft Microsoft Transaction 
Server

COM

HTTP

COM

Oracle 
Net

Oracle 
Net

Oracle 
Net
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外部プロシージャの構築
外部プロシージャの構築外部プロシージャの構築外部プロシージャの構築外部プロシージャの構築
この項では、Windows で外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャを作成および使用する方法を説明します。次の
ファイルは、%ORACLE_HOME%¥rdbms¥extprocにあります。

� extern.cは、「外部プロシージャの作成」に示すコードの例です。

� make.batは、Dynamic Link Library を構築するバッチ・ファイルです。

� extern.sqlは、「外部プロシージャの登録」および「外部プロシージャの実行」で説
明する手順を自動化します。

外部プロシージャの概要外部プロシージャの概要外部プロシージャの概要外部プロシージャの概要
外部プロシージャは、第 3 世代言語（C など）で記述されたファンクションで、PL/SQL
ルーチンまたはファンクションと同様に、PL/SQL または SQL 内からコールできます。外
部プロシージャを使用すると、第 3 世代プログラミング言語の長所と機能を PL/SQL の環境
内で利用できます。

外部プロシージャの主な利点は次のとおりです。

� パフォーマンス。PL/SQL は SQL トランザクションの処理に向いているため、タスクに
よっては PL/SQL よりも第 3 世代プログラミング言語の方が効率的に行うことができま
す。

� コードの再利用性。Dynamic Link Library（DLL）を、サーバー、または Oracle Forms
などのクライアント・ツールの PL/SQL プログラムから直接コールできます。

外部プロシージャを使用して、特定の処理を行えます。

� 科学的問題や工学的問題の解決

� データの分析

� デバイスやプロセスのリアルタイム制御

注意注意注意注意 : Oracle Database では、特殊なインタフェースであるコール仕様も提供
しています。これにより、C からコール可能な外部プロシージャを他の言語
からコールできます。

注意注意注意注意 : 外部プロシージャを処理するようにリスナーを構成する場合には、セ
キュリティ上の特別な予防手段が保証されます。詳細は、C-5 ページの「高
度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更」および『Oracle 
Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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外部プロシージャの構築
外部プロシージャを作成して使用するには、次の処理を行う必要があります。

� インストールおよび構成

� 外部プロシージャの作成

� DLL のビルド

� 外部プロシージャの登録

� 外部プロシージャの実行

インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成インストールおよび構成
この項では、Oracle Database と Oracle Net のインストールおよび構成について説明しま
す。

Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール
次の製品を Windows サーバーにインストールするには、『Oracle Database インストレー
ション・ガイド』の手順に従います。

� Oracle Database Enterprise Edition、Oracle Database Standard Edition または Oracle 
Database Personal Edition。それぞれに、外部プロシージャからコールされる PL/SQL
および外部プロシージャを実行する PL/SQL 外部プロシージャ・プログラム

（EXTPROC）が含まれています。

� Oracle Net Services

� Oracle Protocol Support

注意注意注意注意 : DLL をビルドするには、C コンパイラおよびリンカーがシステムにイ
ンストールされている必要があります。

注意注意注意注意 : 4 番目と 5 番目のタスクの説明にある処理は、外部プロシージャの登
録および実行の処理を自動化する、1 つの SQL スクリプトにできます。これ
らの処理を結合した SQL スクリプトの例は、%ORACLE_HOME%¥rdbms¥
extproc¥extern.sqlを参照してください。
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外部プロシージャの構築
Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成
データベース・サーバーのインストール時に、Oracle Net Configuration Assistant では、外
部プロシージャ・コール用の listener.oraおよび tnsnames.oraファイルが構成され
ます。

アプリケーションから外部プロシージャがコールされると、Oracle Net Listener によって、
EXTPROC という外部プロシージャ・エージェントが起動されます。リスナーによって確立
されたネットワーク接続を使用して、アプリケーションから EXTPROC に次の情報が渡され
ます。

� DLL 名

� 外部プロシージャ名

� パラメータ（必要な場合）

次に、EXTPROC によって DLL がロードされ、外部プロシージャが実行されて、外部プロ
シージャから返された値が渡されます。

デフォルトの listener.oraおよび tnsnames.oraファイルを上書きした場合は、次の
ファイルを手動で構成して、前述の外部プロシージャが起動するようにします。

� %ORACLE_HOME%¥network¥admin¥listener.ora

� %ORACLE_HOME%¥network¥admin¥tnsnames.ora

外部プロシージャの作成外部プロシージャの作成外部プロシージャの作成外部プロシージャの作成
第 3 世代プログラミング言語を使用して、作成したファンクションを DLL に組み込み、
EXTPROC によって起動することができます。次のコードは、Microsoft Visual C++ で記述
した外部プロシージャの簡単な例です。

#include <windows.h>
#define NullValue -1
/*
  This function tests if x is at least as big as y.
*/

注意注意注意注意 : 本番環境では、リスナーに追加セキュリティが必要な場合があります。
詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 外部プロシージャは、DLL に組み込まれるため、明示的にエクスポー
トする必要があります。この例では、DLLEXPORTという記憶域のクラス修飾
子によって、ファンクション FIND_MAXを Dynamic Link Library からエクス
ポートします。
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外部プロシージャの構築
long __declspec(dllexport) find_max(long x, 
 short x_indicator, 
long y, 
short y_indicator, 
 short *ret_indicator)
{
   /* It can be tricky to debug DLL's that are being called by a process
      that is spawned only when needed, as in this case.  
      Therefore try using the DebugBreak(); command.  
      This will start your debugger.  Uncomment the line with DebugBreak(); 
      in it and you can step right into your code.
   */
   /* DebugBreak();  */

   /* First check to see if you have any nulls. */
   /* Just return a null if either x or y is null. */

   if ( x_indicator==NullValue || y_indicator==NullValue) {
      *ret_indicator = NullValue;   
      return(0);
   } else { 
      *ret_indicator = 0;       /* Signify that return value is not null. */
      if (x >= y) return x;
      else return y;
   }
}

DLL のビルドのビルドのビルドのビルド
第 3 世代プログラミング言語で外部プロシージャを記述した後に、適切なコンパイラおよび
リンカーを使用して DLL をビルドします。前述のように、外部プロシージャを必ずエクス
ポートしてください。DLL をビルドしてそのファンクションをエクスポートする方法は、該
当するコンパイラとリンカーのドキュメントを参照してください。

2 番目の外部プロシージャの作成の例では、%ORACLE_HOME%¥rdbms¥extprocに移り、
makeと入力して、外部プロシージャ find_maxを extern.dllという DLL に組み込むこ
とができます。DLL をビルドした後は、システム内の任意のディレクトリに移動できます。

ただし、Oracle9i リリース 2 からは、EXTPROC のデフォルトの動作では、DLL は
%ORACLE_HOME%¥binまたは %ORACLE_HOME%¥libからのみロードされます。他のディレ
クトリから DLL をロードするには、環境変数 EXTPROC_DLLSを、完全パスで修飾された
DLL 名をコロン（:）で区切ったリストに設定する必要があります。この環境変数を設定す
る優先方法は、listener.oraの ENVSパラメータを使用する方法です。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : EXTPROC の詳細は、『Oracle Database アプリケーション開発者
ガイド - 基礎編』を参照
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外部プロシージャの構築
外部プロシージャの登録外部プロシージャの登録外部プロシージャの登録外部プロシージャの登録
外部プロシージャを含む DLL をビルドした後は、外部プロシージャを Oracle Database に登
録する必要があります。

DLL にマップするための PL/SQL ライブラリを作成するには、次のようにします。

1. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus

2. 適切なユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名およびパスワードを入力してデータベースに接続します。

3. CREATE LIBRARYコマンドで PL/SQL ライブラリを作成します。

SQL> CREATE LIBRARY externProcedures AS 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥db_1¥rdbms¥ 
extproc¥extern.dll';

externProceduresは、別名のライブラリ（実際にはデータベースのスキーマ・オブ
ジェクト）です。

C:¥oracle¥product¥10.1.0¥db_1¥rdbms¥ extproc¥extern.dll

これは、Windows オペレーティング・システムの dllextern.dllへのパスです。こ
の例では、Oracle ベースとして C:¥oracle¥product¥10.1.0を、Oracle ホームとし
て db_1を使用しています。

4. PL/SQL プログラム・ユニットの仕様部を作成します。

宣言部および BEGIN...ENDブロックのかわりに EXTERNAL句を使用する PL/SQL サ
ブプログラムを記述します。EXTERNAL句は、PL/SQL と外部プロシージャの間のイン
タフェースです。EXTERNAL句は、外部プロシージャに関する次の情報を示します。

� 名前

� DLL の別名

� 使用したプログラム言語

� コール標準（省略した場合は、デフォルトの C が使用される）

次の例では、externProceduresは DLL の別名です。このライブラリに対する
EXECUTE権限が必要です。コールする外部プロシージャは find_maxです。二重引用
符で囲まれている場合、大文字と小文字は区別されます。LANGUAGEでは、外部プロ
シージャを作成した言語を指定します。

注意注意注意注意 : PL/SQL または SQL から PL/SQL ライブラリの外部プロシージャを
コールする必要のあるユーザーに対して、DBA は、PL/SQL ライブラリへの
EXECUTE 権限権限権限権限を付与する必要があります。
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外部プロシージャの構築
CREATE OR REPLACE FUNCTION PLS_MAX(
  x BINARY_INTEGER,
  y BINARY_INTEGER)
RETURN BINARY_INTEGER AS
  EXTERNAL LIBRARY externProcedures
  NAME "find_max"
  LANGUAGE C
  PARAMETERS (
    x long,                  -- stores value of x
    x_INDICATOR short,       -- used to determine if x is a NULL value
    y long,                  -- stores value of y
    y_INDICATOR short        -- used to determine if y is a NULL value
  RETURN INDICATOR short );  -- need to pass pointer to return value's
                             -- indicator variable to determine if NULL
-- This means that my function will be defined as:
    -- long max(long x, short x_indicator,
    -- long y, short y_indicator, short * ret_indicator)

外部プロシージャの実行外部プロシージャの実行外部プロシージャの実行外部プロシージャの実行
外部プロシージャを実行するには、外部プロシージャを登録した PL/SQL プログラム・ユ
ニット（外部ファンクションの別名）をコールする必要があります。これらのコールは、次
のいずれにも含めることができます。

� 無名ブロック

� スタンドアロンおよびパッケージ・サブプログラム

� オブジェクト型のメソッド

� データベース・トリガー

� SQL 文（パッケージ・ファンクションのコールでのみ可能）

「外部プロシージャの登録」で、PL/SQL ファンクション PLS_MAXに、外部プロシージャ
find_maxが登録されました。次の手順に従って、find_maxを実行します。

1. PL/SQL ファンクション PLS_MAXを UseItという PL/SQL プロシージャでコールしま
す。

SET SERVER OUTPUT ON
CREATE OR REPLACE PROCEDURE UseIt AS
         a integer;
         b integer;
         c integer;
BEGIN
         a := 1;
         b := 2;
         c := PLS_MAX(a,b);
         dbms_output.put_line('The maximum of '||a||' and '||b||' is  '||c);
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END;

2. ルーチンを実行します。

SQL> EXECUTE UseIt;

外部プロシージャのデバッグ外部プロシージャのデバッグ外部プロシージャのデバッグ外部プロシージャのデバッグ
通常、外部プロシージャが失敗する場合は、C プロトタイプに問題があります。つまり、プ
ロトタイプが PL/SQL によって内部で生成されるプロトタイプと一致していません。この問
題は、互換性のない C データ型を指定した場合に発生することがあります。たとえば、デー
タ型が REALの OUTパラメータを渡すには、float *を指定する必要があります。float、
double *または他の C データ型を指定すると、データ型は一致しません。

このような場合、「外部プロシージャ・エージェントへの RPC接続が失われました。」という
エラーが発生します。これは、外部プロシージャによってコア・ダンプが発生したために、
エージェント extprocが異常終了したことを示します。C プロトタイプ・パラメータを宣
言する際にエラーの発生を回避するには、『Oracle Data Cartridge 開発者ガイド』を参照し
てください。

パッケージパッケージパッケージパッケージ DEBUG_EXTPROC の使用の使用の使用の使用
外部プロシージャのデバッグ用に、PL/SQL にはユーティリティ・パッケージ
DEBUG_EXTPROC が用意されています。パッケージをインストールするには、スクリプト
dbgextp.sqlを実行します。このスクリプトは PL/SQL のデモ・ディレクトリにありま
す。

パッケージを使用するには、dbgextp.sqlの手順に従います。Oracle Database アカウント
には、パッケージに対する EXECUTE権限および CREATE LIBRARY権限が必要です。

外部プロシージャをデバッグするには、次のようにします。

1. Windows のタスク マネージャの「プロセス」ダイアログ・ボックスで ExtProc.exe を
選択します。

2. 右クリックして、「デバッグ」「デバッグ」「デバッグ」「デバッグ」を選択します。

3. メッセージ・ウィンドウで「「「「OK」」」」をクリックします。

Microsoft Visual C++ のデバッグ方式で DLL をビルドした場合は、Visual C++ が起動
します。

4. Visual C++ のウィンドウで、「編集」「編集」「編集」「編集」→「ブレークポイント」「ブレークポイント」「ブレークポイント」「ブレークポイント」を選択します。

PL/SQL デモ・ディレクトリの dbgextp.sqlで示されたブレーク・ポイントを使用し
ます。
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UTL_FILE でのテキスト・ファイルへのアクセス
UTL_FILE でのテキスト・ファイルへのアクセスでのテキスト・ファイルへのアクセスでのテキスト・ファイルへのアクセスでのテキスト・ファイルへのアクセス
パッケージ UTL_FILEを使用すると、PL/SQL プログラムでオペレーティング・システムの
テキスト・ファイルを読取りおよび書込みできます。このパッケージは、開く、挿入、取
得、終了などの標準のオペレーティング・システム・ストリーム・ファイル I/O 操作の制限
付きバージョンを提供します。テキスト・ファイルを読取りまたは書込みする場合は、関数
fopenをコールします。この関数は、後続のプロシージャ・コールで使用するファイル・ハ
ンドルを返します。たとえば、プロシージャ put_lineは、テキスト文字列と行終端文字を
開いたファイルに書き込み、プロシージャ get_lineは開いたファイルから出力バッファに
テキスト行を読み取ります。

FSEEK、UTL_FILEサブプログラムは、ファイル内のファイル・ポインタを指定されたバイ
ト数だけ前方または後方に調整します。UTL_FILE.FSEEKが正しく動作するためには、
ファイル内の行にプラットフォーム固有の行終端文字が必要です。Windows プラット
フォームでは、適切な行終端文字は <CR><LF>です。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� %ORACLE_HOME%¥rdbms¥extproc¥readme.doc（サンプルの実行方
法の説明およびデバッグのアドバイスが含まれます）

� 『PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』

� 『Oracle Database Java 開発者ガイド』

� 『Oracle Database アプリケーション開発者ガイド - 基礎編』の外部プロ
シージャのコールの項

� 『Oracle Data Cartridge 開発者ガイド』

関連資料関連資料関連資料関連資料 : UTL_FILEの詳細は、『PL/SQL パッケージ・プロシージャおよび
タイプ・リファレンス』を参照
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Intercartridge Exchange を使用した Web データへのアクセス
Intercartridge Exchange を使用したを使用したを使用したを使用した Web データへのアクセスデータへのアクセスデータへのアクセスデータへのアクセス
この項の項目は次のとおりです。

� Intercartridge Exchange の構成

� Intercartridge Exchange の使用

� UTL_HTTP 例外条件

� 例外条件およびエラー・メッセージ

Intercartridge Exchange の構成の構成の構成の構成
Intercartridge Exchange を使用する前に、レジストリレジストリレジストリレジストリにパラメータを追加する必要がありま
す。

1. コマンド・プロンプトから、レジストリ エディタを起動します。

C:¥> regedt32

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

2. 使用している Oracle ホーム・ディレクトリのレジストリのサブキーに、HTTP_PROXY
を追加します。このパラメータの位置は、コンピュータに Oracle ホーム・ディレクト
リがいくつあるかによって決まります。ホーム・ディレクトリが 1 つしかない場合は、
次の位置に HTTP_PROXYを追加します。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0

複数のホーム・ディレクトリがある場合は、次の位置に追加します。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME

3. 「編集」「編集」「編集」「編集」メニューから「値の追加」「値の追加」「値の追加」「値の追加」を選択します。

注意注意注意注意 : レジストリを構成する他の方法については、14-11 ページの「regedt32
によるレジストリ値の変更」を参照してください。
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「値の追加」ダイアログが表示されます。

4. 「値の名前」「値の名前」「値の名前」「値の名前」フィールドに HTTP_PROXYと入力し、「データ型」「データ型」「データ型」「データ型」フィールドに REG_SZ
と入力します。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

6. 「文字列」「文字列」「文字列」「文字列」フィールドに www-proxy.your-siteを入力します。

この例では、Web サイトは marketing.comです。実際の Web サイトのドメイン名を入力
します。
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Intercartridge Exchange を使用した Web データへのアクセス
Intercartridge Exchange の使用の使用の使用の使用
Intercartridge Exchange では、UTL_HTTPというストアド・パッケージを使用して、
PL/SQL、SQL および SQL*Plus 文から、Hypertext Transfer Protocol（HTTP）をコールで
きます。

UTL_HTTPを使用すると、次の処理を両方実行できます。

� インターネット上のデータへのアクセス

� Oracle Web アプリケーション・サーバー・カートリッジのコール

UTL_HTTPには、パッケージ・ファンクションという 2 つの類似したエントリ・ポイントが
含まれます。パッケージ・ファンクションは、PL/SQL 文と SQL 文から HTTP コールを行
います。

� UTL_HTTP.REQUEST

� UTL_HTTP.REQUEST_PIECES

両方のパッケージ・ファンクションは、次のタスクを実行します。

� サイトの Uniform Resource Locator（URL）文字列の取得

� サイトへの接続

� サイトから取得したデータ（通常は HTML）の戻し

両方のパッケージ・ファンクションで使用する宣言部は、次の各項で示します。

パッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクション UTL_HTTP.REQUEST
UTL_HTTP.REQUESTは URL を引数として使用し、その URL から取得した最初の 2000 バ
イトのデータを返します。UTL_HTTP.REQUESTを次のように指定します。

FUNCTION REQUEST (URL IN VARCHAR2) RETURN VARCHAR2;

SQL*Plus で UTL_HTTP.REQUESTを使用する場合は、次の文を入力します。

SQL> SELECT UTL_HTTP.REQUEST('HTTP://WWW.ORACLE.COM/') FROM DUAL;

戻り値は次のようになります。

UTL_HTTP.REQUEST('HTTP://WWW.ORACLE.COM/')  
------------------------------------------------------
<html>
<head><title>Oracle Home Page</title>
<!--changed Jan. 16, 19
1 row selected.
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パッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクションパッケージ・ファンクション UTL_HTTP.REQUEST_PIECES
UTL_HTTP.REQUEST_PIECESは URL を引数として使用し、その URL から取得した
2000 バイトのデータの PL/SQL 表を返します。最後の要素は、2000 文字よりも短い場合が
あります。UTL_HTTP.REQUEST_PIECESの戻り型は、UTL_HTTP.HTML_PIECES型の
PL/SQL 表です。

UTL_HTTP.HTML_PIECES型の UTL_HTTP.REQUEST_PIECESは、次のように指定します。

type html_pieces is table of varchar2(2000) index by binary_integer;
function request_pieces (url in varchar2,
  max_pieces natural default 32767)
return html_pieces;

REQUEST_PIECESのコールは次の例のようになります。PL/SQL 表のメソッド COUNTを使
用して、返される要素の数を調べていることに注意してください。要素の数は、ゼロまたは
それ以上です。

declare pieces utl_http.html_pieces;
begin 
  pieces := utl_http.request_pieces('http://www.oracle.com/'); 
   for i in 1 .. pieces.count loop
     .... -- process each piece
   end loop;
end;

UTL_HTTP.REQUEST_PIECESの第 2 引数（MAX_PIECES）は、オプションとして指定でき
ます。MAX_PIECESは、UTL_HTTP.REQUEST_PIECESが返す要素の最大数です（それぞれ
2000 文字ですが、最後の要素は 2000 文字未満の場合があります）。引数はほとんどの場合、
正の整数です。

たとえば、次のブロックでは、最高 100 個の要素（各要素は 2000 バイト、最後の要素はそ
れ未満の場合があります）を URL から取得します。ブロックでは、取得された要素の数、
取得されたデータ全体の長さ（バイト数）が出力されます。

set serveroutput on

declare 
  x utl_http.html_pieces;
begin
  x := utl_http.request_pieces('http://www.oracle.com/', 100);
  dbms_output.put_line(x.count || ' pieces were retrieved.');
  dbms_output.put_line('with total length ');
  if x.count < 1 
  then dbms_output.put_line('0');
  else dbms_output.put_line
((2000 * (x.count - 1)) + length(x(x.count)));
  end if;
end;
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which displays:
Statement processed.
4 pieces were retrieved.
with total length 
7687

UTL_HTTP.REQUEST_PIECESによって返される PL/SQL 表の要素は、その URL への
HTTP 要求から取得される、連続するデータです。

UTL_HTTP 例外条件例外条件例外条件例外条件
この項では、パッケージ・ファンクション UTL_HTTP.REQUESTおよび
UTL_HTTP.REQUEST_PIECESで発生する可能性のある例外（エラー）について説明しま
す。

UTL_HTTP.REQUEST
PRAGMA RESTRICT_REFERENCESを使用すると、例外を表示できます。

create or replace package utl_http is
function request (url in varchar2) return varchar2;
pragma restrict_references (request, wnds, rnds, wnps, rnps);

UTL_HTTP.REQUEST_PIECES
PRAGMA RESTRICT_REFERENCESを使用すると、例外を表示できます。

create or replace package utl_http is
type html_pieces is table of varchar2(2000) index by binary_integer;
function request_pieces (url in varchar2, 
   max_pieces natural default 32767)
return html_pieces;
pragma restrict_references (request_pieces, wnds, rnds, wnps, rnps);

例外条件およびエラー・メッセージ例外条件およびエラー・メッセージ例外条件およびエラー・メッセージ例外条件およびエラー・メッセージ
環境上の原因（使用可能なメモリーの不足など）により、HTTP コールアウト・サブシステ
ムの初期化に失敗すると、例外 UTL_HTTP.INIT_FAILEDが発生します。

init_failed exception;

HTTP デーモンに障害が起きたか、REQUESTまたは REQUEST_PIECESの引数が URL とし
て解釈できない（NULLまたは非 HTTP 構文である）ために HTTP コールが失敗すると、例
外 UTL_HTTP.REQUEST_FAILEDが発生します。

request_failed exception;
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この 2 つの例外は、このシステム・パッケージで定義されていますが、例外ハンドラによっ
て明示的に捕捉されないかぎり、ユーザー定義の例外として汎用メッセージによって報告さ
れます。

ORA-06510: PL/SQL: ユーザー定義の例外が発生しましたが、処理されませんでした

メモリーの不足などにより、HTTP 要求処理中にその他の例外状況が発生すると、
UTL_HTTP.REQUESTまたは UTL_HTTP.REQUEST_PIECESでこの例外が再度発生します。

指定した URL に対応するサイトにファンクションが接続しなかったため URL への要求から
応答が得られない場合、HTML 形式のエラー・メッセージが返されることがあります。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE>Error Message</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
<H1>Fatal Error 500</H1>
Can't Access Document: http://home.nothing.comm.
<P>
<B>Reason:</B> Can't locate remote host:  home.nothing.comm.
<P>
<P><HR>
<ADDRESS><A HREF="http://www.w3.org">
CERN-HTTPD3.0A</A></ADDRESS>
</BODY>
</HTML>

UTL_HTTP.REQUESTまたは UTL_HTTP.REQUEST_PIECESによって、例外が発生する場
合、または HTML 形式のエラー・メッセージが返されるが、URL の引数が正しい場合は、
ブラウザを使用して同じ URL への接続を試み、コンピュータからネットワークに接続でき
るかどうかを確認してください。
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ドキュメントの概
A

ドキュメントの概要ドキュメントの概要ドキュメントの概要ドキュメントの概要

Oracle Database ドキュメント・セットは、CD Pack に含まれる Documentation CD に PDF
形式で日本語版と英語版の両方で提供されています。この CD を使用して、ドキュメント・
ライブラリを参照することができます。ライブラリは、カテゴリごとに分類をされていま
す。ライブラリを表示するためには、ドキュメント CD のルート・ディレクトリにある
index.htm を参照してください。

次のマニュアルは、Oracle Database Documentation CD には含まれていません。

� 『Oracle Database インストレーション・ガイド』および『Oracle Database リリース・
ノート』

これらのドキュメントは Start Here CD に含まれますので、インストール前にこれらのド
キュメントを参照してください。

� Oracle Migration Workbench ドキュメント

Oracle Migration Workbench は、Oracle Technology Network Japan からのみ入手できます。
http://otn.oracle.co.jp/ を参照してください。

Oracle Fail Safe ドキュメント

� このドキュメントは、Start Here CD に含まれます。

注意注意注意注意 : Oracle Fail Safe は、Windows XP ではサポートされていません。
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RAW パーティションへの表領域の
B

RAW パーティションへの表領域の格納パーティションへの表領域の格納パーティションへの表領域の格納パーティションへの表領域の格納

この付録では、表領域表領域表領域表領域のデータファイルを RAW パーティションパーティションパーティションパーティションに格納するためのシステム
構成方法について説明します。

この付録の項目は次のとおりです。

� RAW パーティションの概要

� RAW パーティションでの表領域の作成

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters には、追加の構成ツールが必要にな
ります。論理パーティションの作成およびシンボリック・リンクの割当ての
詳細は、『Oracle Real Application Clusters インストレーションおよび構成』
を参照してください。Oracle Real Application Clusters 用のパーティション
を作成する場合は、この付録を参照しないでください。
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RAW パーティションの概要
RAW パーティションの概要パーティションの概要パーティションの概要パーティションの概要
表領域のデータファイルは、ファイル・システムまたは RAW パーティションに格納できま
す。RAW パーティションは、最下位レベルでアクセスされる物理ディスクの一部です。
ファイル・システムが配置されているパーティションへの入出力（I/O）と比べ、RAW
パーティションへの I/O ではパフォーマンスが約 5 ～ 10% 向上します。

RAW パーティションを作成するには、最初に拡張パーティションおよび論理パーティショ
ンを生成する必要があります。拡張パーティションとは、データベース・ファイル用の複数
の論理パーティションを割り当てられる、ディスク上の RAW 領域を示します。拡張パー
ティションにより、論理パーティションを大量に定義して、Oracle Database サーバーを使
用するアプリケーションに対応できるようになり、4 つまでというパーティションの制限を
回避できます。また、論理パーティションには、ドライブ文字を使用しなくてすむようにシ
ンボリック・リンク名を付けることができます。

物理ディスク物理ディスク物理ディスク物理ディスク
物理ディスクは、ディスク全体を示し、次のように指定します。

¥Device¥Harddiskx¥Partition0

シンボリック・リンク名 ¥¥.¥PhysicalDrivexは、コンピュータ内のすべてのハード・
ディスクに対して、Windows によって自動的に定義されます。たとえば、3 つのハード・
ディスクがあるコンピュータには、次のシンボリック・リンクがあります。

¥¥.¥PhysicalDrive0 
¥¥.¥PhysicalDrive1 
¥¥.¥PhysicalDrive2 

これらの名前は、内部的に次のように展開されます。

¥¥.¥PhysicalDrive0 =¥Device¥Harddisk0¥Partition0 
¥¥.¥PhysicalDrive1 =¥Device¥Harddisk1¥Partition0 
¥¥.¥PhysicalDrive2 =¥Device¥Harddisk2¥Partition0 

Partition0は、そのディスク上のパーティション・スキームが何であっても、物理ディス
ク全体を表す特別なパーティション番号です。Windows により、認識しているすべての
ディスクの最初のブロックに署名が書き込まれます。ブロックの上書きを防ぐために、
Oracle Database では、Oracle Database データファイルに使用される物理 RAW パーティ
ションの最初のブロックがスキップされます。

注意注意注意注意 : 物理ディスクを使用することもできますが、論理パーティションの使
用をお薦めします。
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RAW パーティションの概要
論理パーティション論理パーティション論理パーティション論理パーティション
論理パーティションは、¥Device¥Harddiskx¥Partition0以外のドライブを示します。
論理パーティションには、ドライブ名（¥¥.¥drive_letter:）の付いた名前が最初に割り
当てられ、シンボリック・リンク名（¥¥.¥symbolic link name）が再度割り当てられる
のが一般的です。たとえば、¥¥.¥D: にシンボリック・リンク名 ¥¥.¥ACCOUNTING_1が割り
当てられているとします。ドライブ名とシンボリック・リンク名のいずれが使用されている
かにかかわらず、論理パーティションはディスク全体ではなくディスク内の特定のパーティ
ションを表すように定義されます。これらの名前は、内部的に次のように展開されます。

¥¥.¥D:= ¥Device¥Harddisk2¥Partition1 
¥¥.¥ACCOUNTING_1= ¥Device¥Harddisk3¥Partition2 

物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項物理ディスクと論理パーティションに関する考慮事項
使用する RAW パーティションを決定する際に、次のことを考慮してください。

� 物理ディスクは、ディスク全体を表すよう Windows によって自動的に定義されます。
ユーザーが定義することはできません。

� 論理パーティションは、ディスク内の特定のパーティションを表すようにユーザーが定
義する必要があります。これらのパーティションは、拡張パーティションに含まれる論
理パーティションまたはドライブにしてください。Partition0として定義することは
できません。

� Oracle Database データファイル用にディスク全体（Partition0）を使用することと、
Oracle Database データファイル用にディスク全体を占めるパーティションを使用する
ことは、同じではありません。1 つのパーティションがディスク全体を占めている場合
でも、ディスクにはパーティションに含まれていないわずかな領域が残っています。

� ディスク全体（Partition0）を Oracle Database データファイル用に使用する場合は、
Windows が提供する定義済の物理 RAW 名を使用します。

� 特定のパーティションを使用し、そのパーティションがディスク全体を占める場合は、
論理パーティションを使用します。

� Windows ディスク管理ツールで作成した特定のパーティションを使用する場合は、
（ディスク全体を占める場合でも）論理パーティション番号ではなくシンボリック・リ
ンク名を定義して使用します。

注意注意注意注意 : Oracle Database では、Oracle Database データファイルに使用される
論理 RAW パーティションの最初のブロックはスキップされません。

注意注意注意注意 : 物理 RAW 規則および論理 RAW 規則のいずれの場合も、バックアッ
プ処理のために RAW パーティションの内容を標準ファイル・システムに転
送するには OCOPY を使用します。
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互換性の問題互換性の問題互換性の問題互換性の問題
論理パーティションを作成し、それらの論理パーティションに物理ディスク規則名を定義で
きます。次に例を示します。

¥¥.¥PhysicalDriveACCOUNTING_1 = ¥Device¥Harddisk2¥Partition1 
¥¥.¥PhysicalDriveACCOUNTING_2 = ¥Device¥Harddisk3¥Partition1 

Oracle Database では、実際には論理パーティションであったとしても、物理ディスク規則
を使用してデータファイルを処理します。物理ディスク・ネーミング規則を使用しているか
ぎり、これによってデータが壊れたり失われたりすることはありません。できるだけ早い時
期に論理パーティション規則に変換することをお薦めします。

Partition0を表す論理名も作成できますが、これはお薦めしません。次に例を示します。

¥¥.¥ACCOUNTING_1 = ¥Device¥Harddisk1¥Partition0 

ディスク管理では、通常、各ディスクの最初のブロックに署名を書き込みます。そのため、
データファイルのヘッダー部分が上書きされてしまうこともあり、深刻な影響があります。
また、データが失われる可能性もあります。Partition0は、論理パーティション規則で使
用しないでください。

物理パーティション規則と論理パーティション規則には、互換性がありません。物理 RAW
規則では、追加ブロックをスキップします。また、これらのパーティションの内容に互換性
がないため、単純に OCOPY を使用して物理ディスクから論理パーティションにコピーする
ことはできません。

物理規則から論理規則に変換するには、次のようにします。

1. （ローカル）ファイル・システムに全データベースのエクスポートを実行します。

2. 論理パーティションを作成し、これらのパーティションに論理名を定義します。

3. 新しい論理パーティションを使用してデータベースを再作成します。

4. 新しく作成したデータベースに全データベースのインポートを実行します。

データベースのインストールで論理パーティションに物理ディスク規則を使用している場合
は、前述の手順に従ってできるだけ早い時期に論理パーティション規則に変換することをお
薦めします。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 拡張パーティションと論理パーティションの作成の詳細は、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照
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RAW パーティションでの表領域の作成
RAW パーティションでの表領域の作成パーティションでの表領域の作成パーティションでの表領域の作成パーティションでの表領域の作成
RAW パーティション内にあるデータファイルを使用する表領域を作成するには、次のよう
にします。

1. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus

2. Oracle Database リポジトリ・データベースに接続します。

Enter user-name: SYSTEM/password

ここで、ユーザー・アカウント SYSTEM の passwordは、デフォルトでは MANAGER
です。このパスワードを変更した場合は、MANAGERを正しいパスワードに置き換えま
す。

3. 表領域を作成します。

SQL> CREATE TABLESPACE tablespace DATAFILE '¥¥.¥datafile' SIZE xm;

それぞれの要素は次のとおりです。

� tablespaceは、表領域名

� '¥¥.¥'は、RAW パーティションに割り当てられたドライブ文字またはシンボリッ
ク・リンク名

� xは、MB 単位の表領域サイズ（最初の時点では、20MB が適切）

たとえば、accounting_1というシンボリック・リンク名が割り当てられた
accounting_1という表領域を作成する場合は、次のように入力します。

SQL> CREATE TABLESPACE accounting_1 DATAFILE '¥¥.¥accounting_1' SIZE 502M;

注意注意注意注意 : SQLスクリプトを使用してデータベースを作成する場合は、RAW
パーティションに格納されているデータファイルを、¥¥.¥drive_letter:
または ¥¥.¥symbolic link nameのネーミング規則で変更します。
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Windows でのでのでのでの Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成

この付録では、Windows での Oracle Net Services の構成について説明します。Oracle Net 
Services の構成の詳細は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』を参照してください。

この付録の項目は次のとおりです。

� Oracle Net Services のレジストリ・パラメータおよびサブキーについて

� リスナー要件

� オプションの構成パラメータについて

� 詳細ネットワーク構成
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Oracle Net Services のレジストリ・パラメータおよびサブキーについて
Oracle Net Services のレジストリ・パラメータおよびサブキーにのレジストリ・パラメータおよびサブキーにのレジストリ・パラメータおよびサブキーにのレジストリ・パラメータおよびサブキーに
ついてついてついてついて

レジストリには、Oracle Net Services のパラメータおよびサブキーのエントリが含まれま
す。Oracle Net Services の構成パラメータを正常に追加または変更するには、そのパラメー
タの場所および適用される規則を理解する必要があります。

Oracle Net Services のサブキーのサブキーのサブキーのサブキー
サービスに対応するサブキーは、¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Servicesに含まれます。インストールされた製品に応じて、
Oracle Net Services は次のうちのすべてまたは一部で構成されます。

� OracleHOME_NAMEClientCache

� OracleHOME_NAMECMAdmin

� OracleHOME_NAMECMan

� OracleHOME_NAMETNSListener

各サービスのサブキーには、表 C-1 に示すパラメータが含まれます。

表表表表 C-1 サービス・サブキー・パラメータサービス・サブキー・パラメータサービス・サブキー・パラメータサービス・サブキー・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

DisplayName サービス名を指定します。

ImagePath サービスにより実行される実行可能ファイルの完全修飾パス名、および実
行時に実行可能ファイルに渡されるコマンドライン引数を指定します。

ObjectName ログオン・ユーザー・アカウント、およびサービスがログオンする必要の
あるコンピュータを指定します。
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オプションの構成パラメータについて
リスナー要件リスナー要件リスナー要件リスナー要件
Oracle Database 10gリリース 1（10.1）では、リスナーはシステムの再起動時に自動的に起
動するよう設定されています。すべてのデータベースでそのリスナーのみを使用する場合
は、コントロール パネルに表示されている、そのリスナーの Windows サービスのみが自動
的に開始するよう設定してください。

通常 Windows コンピュータで稼働するネット・リスナー・サービスは、常に 1 つのみにす
るようお薦めします。この単一のリスナーで複数のデータベースをサポートできます。2 つ
の異なるネット・リスナー・サービスを Windows コンピュータ上で同時に稼働させる必要
がある場合は、それらが異なる TCP/IP ポート番号でリスニングするよう設定してくださ
い。

同じ IP アドレスおよびポートを異なるリスナーに使用した場合でも、2 番目以降のリスナー
にバインドの障害は発生しません。Windows では、すべてのリスナーが同じ IP アドレスお
よびポートでリスニングでき、その結果、リスナーは予期せぬ動作をします。これは、
Windows オペレーティング・システムにおける TCP/IP 上の問題である可能性が高く、
Microsoft 社に報告されました。

オプションの構成パラメータについてオプションの構成パラメータについてオプションの構成パラメータについてオプションの構成パラメータについて
Windows では、次のパラメータを使用できます。

� LOCAL 

� TNS_ADMIN 

� USE_SHARED_SOCKET

Oracle Net Services では、最初に環境変数としてパラメータをチェックし、その定義された
値を使用します。環境変数が定義されていない場合は、レジストリでこれらのパラメータが
検索されます。

LOCAL
パラメータ LOCALを使用すると、接続文字列に接続識別子を指定しなくても、Oracle 
Database に接続できます。パラメータ LOCALの値は、ネット・サービス名などの接続識別
子です。たとえば、パラメータ LOCALが financeとして指定されている場合、SQL*Plus
から次のコマンドを使用してデータベースに接続できます。

SQL> CONNECT scott/tiger

次のコマンドは使用しません。

SQL> CONNECT scott/tiger@finance

Oracle Net Services では、LOCALが環境変数またはパラメータとしてレジストリに定義され
ているかをチェックし、financeをサービス名として使用します。このパラメータが存在
する場合、Oracle Net Services は接続します。
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TNS_ADMIN
パラメータ TNS_ADMINを追加すると、Oracle Net Services 構成ファイルのディレクトリ・
パスをデフォルトの場所 %ORACLE_HOME%¥network¥adminから変更できます。たとえば、
TNS_ADMINを %ORACLE_HOME%¥test¥adminに設定すると、構成ファイルは
%ORACLE_HOME%¥test¥adminから使用されます。

USE_SHARED_SOCKET
パラメータ USE_SHARED_SOCKETを trueに設定すると、共有ソケットの使用が可能にな
ります。このパラメータが trueに設定されている場合、ネットワーク・リスナーにより、
クライアント接続のソケット記述子がデータベース・スレッドに渡されます。その結果、ク
ライアントではデータベース・スレッドに対する新規の接続を確立する必要がなくなり、
データベース接続時間が短縮されます。また、すべてのデータベース接続が、ネットワー
ク・リスナーにより使用されるポート番号を共有するため、サード・パーティのプロキシ・
サーバーを設定している場合に役立ちます。

このパラメータは、TCP/IP 環境の専用サーバー・モードでのみ機能します。このパラメー
タが設定されている場合、リリース 9.0 のリスナーを使用して、Oracle7 リリース 7.xデータ
ベースを起動することはできません。リスナーとは異なる Oracle ホームと関連付けられて
いる Oracle Database のインスタンスの専用サーバーを起動し、共有ソケットを使用できる
ようにするには、両方の Oracle ホームでパラメータ USE_SHARED_SOCKETを設定する必要
があります。

詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成詳細ネットワーク構成
次の項では、Windows オペレーティング・システムにおける Oracle Net Services 専用の詳
細な構成手順について説明します。

認証方式の構成認証方式の構成認証方式の構成認証方式の構成
Oracle Net Services では、Windows 認証を使用する、Windows オペレーティング・システ
ムの認証方式を提供しています。
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Named Pipes プロトコルのセキュリティ構成プロトコルのセキュリティ構成プロトコルのセキュリティ構成プロトコルのセキュリティ構成
サービス OracleHOME_NAMETNSListenerに有効なユーザー ID およびパスワードがない
場合、ネットワーク・リスナー・サービスは Oracle Names により作成された Named Pipes
を開けない可能性があります。

高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更
この項では、外部プロシージャのみを処理するように Windows オペレーティング・システ
ム上のリスナーを構成するため、『Oracle Net Services 管理者ガイド』に記載されている一
般情報を補足します。セキュリティ・レベルを高めるには、oracleユーザーよりも低い権
限を持つユーザー・アカウントから外部プロシージャのリスナーを起動します。Windows
オペレーティング・システムの場合、これにはユーザー・アカウントを LocalSystem から
OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_listener_nameサービスの権限のないロー
カル・ユーザーに変更する必要があります。

リスナー・アカウントを変更するには、次のようにします。

1. 新規ユーザー・アカウントを作成し、「サービスとしてログオン」権限を付与します。

2. OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_listener_nameサービスを停止します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ネットワーク・リスナー権限を設定する方法は、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照

注意注意注意注意 : 次の手順は、『Oracle Net Services 管理者ガイド』の高度なセキュリ
ティのための外部プロシージャ構成の変更に関する項の手順 1 ～ 5 を実行し
たことを前提としています。

注意注意注意注意 : このユーザー・アカウントに、oracleが所有しているファイルへの
一般アクセス権がないことを確認してください。具体的には、このユーザー
はデータベース・ファイルまたは Oracle Database サーバー・アドレス空間
への読取り / 書込み権限を持つことができません。また、このユーザーは、
listener.oraファイルへの読取りアクセス権を持つ必要がありますが、書
込みアクセス権は持つことはできません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :「サービス」ダイアログへのアクセスとサービスの停止の方法は、
オペレーティング・システムのドキュメントを参照
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3. 「サービス」ダイアログで OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_listener_
nameサービスを選択し、サービスのプロパティを表示します。

4. 「アカウント」「アカウント」「アカウント」「アカウント」を選択し、ユーザー名とパスワードを入力します。

5. 「開始」「開始」「開始」「開始」をクリックしてリスナーを起動します。権限のないローカル・ユーザーとして
実行しているリスナーの起動に、リスナー制御ユーティリティを使用することはできな
いため、この方法でリスナーを起動する必要があります。

注意注意注意注意 : OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_listener_nameサービ
スが存在しない場合は、コマンド・プロンプトから次のコマンドを実行しま
す。

lsnrctl start extproc_listener_name 

これにより、OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_listener_name
サービスが作成されます。サービスのリストに戻ったら、このサービスを停
止してから次の手順に進みます。

注意注意注意注意 : NET START OracleHOME_NAMETNSListenerextproc_
listener_nameを使用してコマンド・プロンプトからリスナーを起動する
こともできます。低い権限でリスナーを実行すると、リスナー制御ユーティ
リティの SETコマンドを使用して、ファイル listener.oraのこのリス
ナーの構成を変更することはできません。リスナー制御ユーティリティを使
用して、このリスナーに対してリスナーの停止などの他の管理タスクを実行
できます。リスナーを実行する前に、listener.oraファイル構成を完了す
ることをお薦めします。
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Windows でのエラー・メッセージでのエラー・メッセージでのエラー・メッセージでのエラー・メッセージ

この付録では、Oracle Database for Windows の操作に固有のエラー・メッセージ、原因お
よび処置を示します。データベース接続の問題も扱います。

この付録の項目は次のとおりです。

� ORA-09275: サポートされなくなった CONNECT INTERNAL

� OSD-04000 ～ OSD-04599: Windows 固有の Oracle Database メッセージ

� DIM-00000 ～ DIM-00039: ORADIM コマンド構文エラー

� データベース接続の問題

注意注意注意注意 : 旧リリースに付属していた ora.hlpファイルは、提供されません。
エラー・メッセージの詳細は、この付録、および『Oracle Database エラー・
メッセージ』を参照してください。
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ORA-09275: サポートされなくなった CONNECT INTERNAL
ORA-09275: サポートされなくなったサポートされなくなったサポートされなくなったサポートされなくなった CONNECT INTERNAL
ORA-09275

CONNECT INTERNAL は有効な DBA 接続ではありません。

原因原因原因原因 : CONNECT INTERNALは、サポートされていません。

処置処置処置処置 : NTS が有効になっている場合は、CONNECT / AS SYSDBAとしてデータベース
に接続できます。NTS が有効になっていない場合は、CONNECT SYS/password AS 
SYSDBAとして接続できます。適切なパスワードを持つ既存のユーザーとしても接続で
きます。

OSD-04000 ～～～～ OSD-04599: Windows 固有の固有の固有の固有の Oracle Database
メッセージメッセージメッセージメッセージ

この項のエラー・メッセージは、Windows のエラーに対して表示される、Oracle Database
オペレーティング・システム固有（OSD）メッセージです。この項の各メッセージは、
Oracle Database のエラー・メッセージの要因になります。

まず、エラー番号と対応するエラー・メッセージを表に示します。これらの表に続いて、原
因と処置を含むエラーの詳細を説明します。

� ファイル I/O エラー : OSD-04000 ～ OSD-04099

� メモリー・エラー : OSD-04100 ～ OSD-04199

� プロセス・エラー : OSD-04200 ～ OSD-04299

� ローダー・エラー : OSD-04300 ～ OSD-04399

� セマフォ・エラー : OSD-04400 ～ OSD-04499

� その他のエラー : OSD-04500 ～ OSD-04599

ファイルファイルファイルファイル I/O エラーエラーエラーエラー : OSD-04000 ～～～～ OSD-04099

4000 論理ブロック・サイズが一致しません

4001 論理ブロック・サイズが無効です

4002 ファイルをオープンできません

4003 ファイル・ヘッダー・ブロックを読み込めません

4004 ファイル・ヘッダーが無効です

4005 SetFilePointer() に失敗しました。ファイルからの読取りができません

4006 ReadFile() に失敗しました。ファイルからの読取りができません

4007 読取りが切り捨てられました

4008 WriteFile() に失敗しました。ファイルへの書込みができません
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4009 書込みが切り捨てられました

4010 <create> オプションが指定されましたが、ファイルはすでに存在します

4011 GetFileInformationByHandle() に失敗しました。ファイル情報を取得できません

4012 ファイル・サイズが一致しません

4013 ファイルから行を読み込めません

4014 ファイルをクローズできません

4015 非同期 I/O 要求でエラーが戻されました。

4016 非同期 I/O 要求のキューイングでエラーが発生しました。

4017 指定した RAW デバイスをオープンできません。

4018 指定したディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。

4019 ファイル・ポインタを設定できません。

4020 EOF ファイル・マーカーを設定できません。

4021 ファイルの読取りができません。

4022 ファイルの書込みができません。

4023 SleepEx() に失敗しました。休眠できません

4024 ファイルを削除できません。

4025 無効な問合せが行われました。

4026 無効なパラメータが渡されました。

メモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラー : OSD-04100 ～～～～ OSD-04199

4100 malloc() に失敗しました。メモリーを割当てできません

4101 SGA が無効です : SGA は初期化されていません

4102 共有メモリー・オブジェクトに使用するファイルをオープンまたは作成できません。

4103 SGA に連結できません : SGA が存在しません

4104 共有メモリー (SGA) をアドレス空間にマップできません。

4105 共有メモリー (SGA) が間違ったアドレスにマップされました。

4106 VirtualAlloc でメモリーを割当てできません。

4107 VirtualFree でメモリーを割当て解除できません。

4108 VirtualProtect でメモリーを保護できません。

ファイルファイルファイルファイル I/O エラーエラーエラーエラー : OSD-04000 ～～～～ OSD-04099
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プロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラー : OSD-04200 ～～～～ OSD-04299

4200 別のスレッドを開始できません

4201 spdcr() に pid 構造が指定されていません

4202 DosSetPriority() に失敗しました。プロセスの優先順位を設定できません

4203 DosKillProcess() に失敗しました。プロセスを停止できません

4204 無効な pid です

4205 CreateProcess() に失敗しました。プロセスを起動できません

4207 CONFIG パラメータ ORACLE_PRIORITY に無効な優先順位が指定されました

4208 OpenProcess() に失敗しました。プロセス・ハンドルをオープンできません。

4209 不正または不明なバックグラウンド・イメージ名が spdcr() に指定されました

4210 スレッド・セマフォの待機中にタイムアウトが発生しました

4211 スレッド情報が見つかりません。

4212 ORACLE スレッドの最大数に達しました。

4213 ORACLE スレッドで DuplicateHandle() を実行できません

4214 ORACLE スレッドで CreateEvent() を実行できません

4215 ssthreadop に不正な関数コードを指定しました。

4216 そのスレッドに対するファイル・ハンドルが見つかりません。

4217 現行ユーザーのシステム・ユーザー名を取得できません。

4218 スレッドを転記できません。

4219 スレッド・リスト・セマフォが不正です。

4221 ターゲット・スレッドは現在ビジーです

4222 スレッド・コンテキストを取得できません

4223 スレッド・コンテキストを設定できません

4224 ターゲット・スレッドを一時停止できません

4225 ターゲット・スレッドを再開できません

ローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラー : OSD-04300 ～～～～ OSD-04399

4300 データ・ファイルから全レコードを読み込めません

4301 レコード・サイズが大きすぎます

4302 レコード・タイプまたはロード・オプション ( あるいはその両方 ) が無効です
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ファイルファイルファイルファイル I/O エラーエラーエラーエラー : OSD-04000 ～～～～ OSD-04099
OSD-04000

論理ブロック・サイズが一致しません

原因原因原因原因 : 初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルで指定されたデータベース・ブロック・サイズが、
実際のデータベース・ファイルのブロック・サイズと一致しません。

処置処置処置処置 : 一致する論理ブロック・サイズを使用します。

OSD-04001
論理ブロック・サイズが無効です

原因原因原因原因 : 論理ブロック・サイズが 512 バイトの倍数でないか、大きすぎます。

処置処置処置処置 : 初期化パラメータ・ファイルの DB_BLOCK_SIZEの値を変更します。

セマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラー : OSD-04400 ～～～～ OSD-04499

4400 プロセスの内部セマフォを取得できません

4401 WaitForSingleObject() に失敗しました。セマフォを取得できません

その他のエラーその他のエラーその他のエラーその他のエラー : OSD-04500 ～～～～ OSD-04599

4500 無効なオプションが指定されました

4501 内部バッファのオーバーフローです

4502 変換のネストが深すぎます

4503 変換できる要素がテキストにありません

4505 stdin が応答しません

4506 system() でプロセスを起動できませんでした

4510 オぺレーティング・システム・ロールはサポートされていません

4511 オぺレーティング・システムから日付と時刻を取得できません

4512 サーバーで config.ora 変数の 'USERNAME' を変換できません

4513 init.ora 変数の 'remote_os_authent' が True に設定されていません

4514 内部バッファに対して NT グループ名が長すぎます

4515 現在、このコマンドは実装されていません
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OSD-04002
ファイルをオープンできません

原因原因原因原因 : 無効なパスまたはファイル名を指定したか、接続先デバイスがいっぱいです。こ
のエラーは、Windows のファイル・ハンドルの不足によって発生する場合もあります。

処置処置処置処置 : パスとファイルが存在し、デバイスに空き領域があることを確認します。それで
もオープンできない場合は、Windows のファイル・ハンドルの数を増やします。

OSD-04003
ファイル・ヘッダー・ブロックを読み込めません

原因原因原因原因 : メディアが破損しています。

処置処置処置処置 : 必要に応じてファイルをリカバリし、Windows が正常に機能していることを確認
します。

OSD-04004
ファイル・ヘッダーが無効です

原因原因原因原因 : ファイルが破損しています。

処置処置処置処置 : ファイルをリカバリします。

OSD-04005
SetFilePointer() に失敗しました。ファイルからの読取りができません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス SetFilePointer()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04006
ReadFile() に失敗しました。ファイルからの読取りができません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス ReadFile()から予期しない戻り値が返されま
した。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04007
読取りが切り捨てられました

原因原因原因原因 : システムで、破損したメディアに起因する予期しない EOF が検出されました。

処置処置処置処置 : ファイルが破損していないことを確認します。
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OSD-04008
WriteFile() に失敗しました。ファイルへの書込みができません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス WriteFile()から予期しない戻り値が返され
ました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04009
書込みが切り捨てられました

原因原因原因原因 : 接続先デバイスがいっぱいか、メディアが破損しています。

処置処置処置処置 : デバイスに空き領域があり、ファイルが破損していないことを確認します。

OSD-04010
<create> オプションが指定されましたが、ファイルはすでに存在します

原因原因原因原因 : 作成しようとしたファイルはすでに存在します。

処置処置処置処置 : 既存のファイルを削除するか、SQL 文の REUSEオプションを使用します。

OSD-04011
GetFileInformationByHandle() に失敗しました。ファイル情報を取得できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス GetFileInformationByHandle()から予期
しない戻り値が返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04012
ファイル・サイズが一致しません

原因原因原因原因 : 再使用するファイルが大きすぎるか、または小さすぎます。

処置処置処置処置 : 正しいファイル・サイズを指定するか、既存のファイルを削除します。

OSD-04013
ファイルから行を読み込めません

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。
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OSD-04014
ファイルをクローズできません

原因原因原因原因 : メディアが破損しています。

処置処置処置処置 : 必要に応じてファイルをリカバリし、Windows が正常に機能していることを確認
します。

OSD-04015
非同期 I/O 要求でエラーが戻されました。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービスから予期しない戻り値が返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04016
非同期 I/O 要求のキューイングでエラーが発生しました。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービスから予期しない戻り値が返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04017
指定した RAW デバイスをオープンできません。

原因原因原因原因 : 無効なパスまたはファイル名を指定したか、デバイスがいっぱいです。

処置処置処置処置 : ファイルが存在し、デバイスがいっぱいでないことを確認します。オペレーティ
ング・システムが正常に機能していることを確認します。

OSD-04018
指定したディレクトリまたはデバイスにアクセスできません。

原因原因原因原因 : 無効なパス名を指定しました。

処置処置処置処置 : ディレクトリまたはデバイスが存在し、アクセスできることを確認します。

OSD-04019
ファイル・ポインタを設定できません。

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。
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OSD-04020
EOF ファイル・マーカーを設定できません。

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。

OSD-04021
ファイルの読取りができません。

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。

OSD-04022
ファイルの書込みができません。

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。

OSD-04023
SleepEx() に失敗しました。休眠できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービスから予期しない戻り値が返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04024
ファイルを削除できません。

原因原因原因原因 : このエラーは、オペレーティング・システム・エラーまたは破損したメディアに
よって発生します。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コード（ある場合）をチェックし、オペ
レーティング・システムのドキュメントを参照してください。オペレーティング・シス
テムのエラー・コードが表示されない場合は、メディアが破損していないかどうかを
チェックします。
Windows でのエラー・メッセージ D-9



OSD-04000 ～ OSD-04599: Windows 固有の Oracle Database メッセージ
OSD-04025
無効な問合せが行われました。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04026
無効なパラメータが渡されました。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

メモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラーメモリー・エラー : OSD-04100 ～～～～ OSD-04199
OSD-04100

malloc() に失敗しました。メモリーを割当てできません

原因原因原因原因 : プログラムのメモリーが足りません。

処置処置処置処置 : 不要なすべてのプロセスを停止するか、コンピュータにメモリーを増設します。

OSD-04101
SGA が無効です : SGA は初期化されていません

原因原因原因原因 : システム・グローバル領域（SGA）が割り当てられましたが、初期化されていま
せん。

処置処置処置処置 : STARTUPが完了してから接続します。

OSD-04102
共有メモリー・オブジェクトに使用するファイルをオープンまたは作成できません。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス CreateFile()から予期しない戻り値が返され
ました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04103
SGA に連結できません : SGA が存在しません

原因原因原因原因 : SGA が存在しません。

処置処置処置処置 : Oracle Database インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスを起動します。
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OSD-04104
共有メモリー (SGA) をアドレス空間にマップできません。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス MapViewOfFileEx()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04105
共有メモリー (SGA) が間違ったアドレスにマップされました。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス MapViewOfFileEx()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04106
VirtualAlloc でメモリーを割当てできません。

原因原因原因原因 : プログラムのメモリーが足りません。

処置処置処置処置 : 不要なすべてのプロセスを停止するか、コンピュータにメモリーを増設します。

OSD-04107
VirtualFree でメモリーを割当て解除できません。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス VirtualFree()から予期しない戻り値が返さ
れました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04108
VirtualProtect でメモリーを保護できません。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス VirtualProtect()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。
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プロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラープロセス・エラー : OSD-04200 ～～～～ OSD-04299
OSD-04200

別のスレッドを開始できません

原因原因原因原因 : プログラムのシステム・リソースが不足しています。

処置処置処置処置 : 不要なすべてのプロセスを停止するか、コンピュータにメモリーを増設します。

OSD-04201
spdcr() に pid 構造が指定されていません

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04202
DosSetPriority() に失敗しました。プロセスの優先順位を設定できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス DosSetPriority()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04203
DosKillProcess() に失敗しました。プロセスを停止できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス DosKillProcess()から予期しない戻り値が
返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04204
無効な pid です

原因原因原因原因 : プロセス ID がシステムによって認識されません。プロセスはすでに終了してい
ます。

処置処置処置処置 : プロセス ID が正しく、そのプロセスがアクティブであることを確認します。

OSD-04205
CreateProcess() に失敗しました。プロセスを起動できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス CreateProcess()から予期しない戻り値が返
されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。
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OSD-04207
CONFIG パラメータ ORACLE_PRIORITY に無効な優先順位が指定されました

原因原因原因原因 : 指定した優先順位が無効か、範囲外です。

処置処置処置処置 : ORACLE_PRIORITYに有効な設定を指定します。

OSD-04208
OpenProcess() に失敗しました。プロセス・ハンドルをオープンできません。

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス OpenProcess()から予期しない戻り値が返さ
れました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

OSD-04209
不正または不明なバックグラウンド・イメージ名が spdcr() に指定されました

原因原因原因原因 : spdcr() に予期しないバックグラウンド名が指定されました。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04210
スレッド・セマフォの待機中にタイムアウトが発生しました

原因原因原因原因 : Oracle Database スレッドが、セマフォの待機中に終了しました。

処置処置処置処置 : Oracle Database インスタンスを再起動します。

OSD-04211
スレッド情報が見つかりません。

原因原因原因原因 : Oracle Database スレッドが、情報を削除しないまま終了しました。

処置処置処置処置 : Oracle Database インスタンスを再起動します。

OSD-04212
ORACLE スレッドの最大数に達しました。

原因原因原因原因 : インスタンスの Oracle Database スレッドの最大数に達しました。

処置処置処置処置 : 他の接続がいくつか終了してから再実行します。

OSD-04213
ORACLE スレッドで DuplicateHandle() を実行できません

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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OSD-04214
ORACLE スレッドで CreateEvent() を実行できません

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04215
ssthreadop に不正な関数コードを指定しました。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04216
そのスレッドに対するファイル・ハンドルが見つかりません。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04217
現行ユーザーのシステム・ユーザー名を取得できません。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04218
スレッドを転記できません。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04219
スレッド・リスト・セマフォが不正です。

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04221
ターゲット・スレッドは現在ビジーです

原因原因原因原因 : ターゲット・スレッドは、Oracle Database ユーティリティ・コマンドを処理して
います。

処置処置処置処置 : 待機してからコマンドを再送信します。

OSD-04222
スレッド・コンテキストを取得できません

原因原因原因原因 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックします。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラーを解決します。
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OSD-04223
スレッド・コンテキストを設定できません

原因原因原因原因 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックします。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラーを解決します。

OSD-04224
ターゲット・スレッドを一時停止できません

原因原因原因原因 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックします。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラーを解決します。

OSD-04225
ターゲット・スレッドを再開できません

原因原因原因原因 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックします。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラーを解決します。

ローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラーローダー・エラー : OSD-04300 ～～～～ OSD-04399
OSD-04300

データ・ファイルから全レコードを読み込めません

原因原因原因原因 : データファイルがレコードの途中で終了しています。このエラーは、固定レコー
ド長のファイルをロードしているときに発生します。

処置処置処置処置 : データファイルの長さが正しく、完全なレコードが含まれていることを確認しま
す。

OSD-04301
レコード・サイズが大きすぎます

原因原因原因原因 : 指定したレコード・サイズは、大きすぎてロードできません。

処置処置処置処置 : レコード・サイズを小さくし、データを再ロードします。

OSD-04302
レコード・タイプまたはロード・オプション ( あるいはその両方 ) が無効です

原因原因原因原因 : 制御ファイルの Windows ファイル処理オプションの文字列に、無効なオプショ
ンまたはキーワードが含まれています。

処置処置処置処置 : Windows ファイル処理オプションの文字列を有効な値に設定します。
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セマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラーセマフォ・エラー : OSD-04400 ～～～～ OSD-04499
OSD-04400

プロセスの内部セマフォを取得できません

原因原因原因原因 : Oracle Database の接続数が最大数を超えました。

処置処置処置処置 : 使用されていない接続を削除して再実行します。

OSD-04401
WaitForSingleObject() に失敗しました。セマフォを取得できません

原因原因原因原因 : Windows のシステム・サービス WaitForSingleObject()から予期しない戻
り値が返されました。

処置処置処置処置 : オペレーティング・システムのエラー・コードをチェックし、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照してください。

その他のエラーその他のエラーその他のエラーその他のエラー : OSD-04500 ～～～～ OSD-04599
OSD-04500

無効なオプションが指定されました

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04501
内部バッファのオーバーフローです

原因原因原因原因 : 通常は発生しない内部エラーです。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

OSD-04502
変換のネストが深すぎます

原因原因原因原因 : プログラムが構成変数の変換中に検出する中間変換の数が多すぎます。

処置処置処置処置 : 中間変換の数が少なくなるように構成パラメータの値を簡略化します。

OSD-04503
変換できる要素がテキストにありません

原因原因原因原因 : プログラムは、変換するテキストの変数を認識できません。

処置処置処置処置 : 変換するテキストをチェックし、必要に応じて訂正します。

OSD-04505
stdin が応答しません

原因原因原因原因 : システムは、標準入力ストリームからの入力を受け取ることができません。

処置処置処置処置 : プロセスが、入力デバイスにアクセスできることを確認します。
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OSD-04506
system() でプロセスを起動できませんでした

原因原因原因原因 : システムのメモリーが不足しているか、実行可能ファイルが無効です。

処置処置処置処置 : 不要なプロセスを停止するか、コンピュータにメモリーを増設します。実行可能
ファイルの名前を確認します。

OSD-04510
オぺレーティング・システム・ロールはサポートされていません

原因原因原因原因 : オペレーティング・システム・ロールを使用しようとしました。

処置処置処置処置 : IDENTIFIED EXTERNALLYではなく IDENTIFIED BY PASSWORDで作成された
ロールのみを使用します。

OSD-04511
オぺレーティング・システムから日付と時刻を取得できません

原因原因原因原因 : GetLocalTime()コールから予期しない戻り値が返されました。

処置処置処置処置 : コンピュータのシステム時間が正しいことを確認します。

OSD-04512
サーバーで config.ora 変数の 'USERNAME' を変換できません

原因原因原因原因 : ホストの USERNAME構成パラメータ変数が正しく設定されていません。

処置処置処置処置 : USERNAME変数が設定されていることを確認します。

OSD-04513
init.ora 変数の 'remote_os_authent' が True に設定されていません

原因原因原因原因 : リモート・オペレーティング・システム・ログオンが機能するには、
REMOTE_OS_AUTHENTパラメータが TRUEに設定されている必要があります。

処置処置処置処置 : インスタンスを停止し、初期化パラメータ・ファイルで REMOTE_OS_AUTHENT 
= TRUEに設定して起動します。

OSD-04514
内部バッファに対して NT グループ名が長すぎます

原因原因原因原因 : Windows グループ名が長すぎます。

処置処置処置処置 : 短い Windows グループ名を使用します。
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DIM-00000 ～～～～ DIM-00039: ORADIM コマンド構文エラーコマンド構文エラーコマンド構文エラーコマンド構文エラー
ORADIMは Oracle Database for Windows でのみ使用できる、データベース・インスタンス
を起動および停止するためのコマンドライン・ツールです。他のプラットフォームでは使用
できません。

ORADIM のエラーのエラーのエラーのエラー DIM-0000 ～～～～ DIOM-0039

00000 エラーの発生なしで ORADIM が終了しました。

00001 ORADIM: <command> [options] です。マニュアルを参照してください。

00002 指定したコマンドは無効です。

00003 パラメータの引数が欠落しています。

00004 SID やサービス名が指定されていません。

00005 64 文字を超える SID が指定されました。

00006 SID が欠落しています

00007 -STARTMODEパラメータが欠落または無効です。有効な -STARTMODEパラメータは AUTO または

MANUAL です。

00008 有効なサービス名は、SID とともに追加された OracleService です。

00009 SID 名は必須です。

00010 SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥OracleServiceキーが存在しません。

00011 指定されたサービスは存在しません

00012 AUTOSTART オプション用の PFILE は必須です。

00013 サービス起動モードがレジストリ内に設定されていません。

00014 Windows NT Service Control Manager をオープンできません。

00015 すでに稼働中の Oracle は起動できません - まずシャットダウンしてください。

00016 -SHUTTYPEパラメータが欠落または無効です。有効な -SHUTTYPEパラメータは SRVC または

INST です。

00017 インスタンスのシャットダウン・モードは、次のいずれかです : a(ABORT)、i(IMMEDIATE) また

は n(NORMAL)。

00018 Oracle サービスの停止に失敗しました。

00019 サービスの作成エラー

00020 この名前のサービスが存在します。

00021 レジストリのオープンに失敗しました

00023 次のオプションを指定してインスタンスを作成します :

00024 -NEW -SID sid | -SRVC srvc | -ASMSID sid | -ASMSRVC srvc [-SYSPWD pass]
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00025 [-STARTMODE auto | manual] [-SRVCSTART system | demand] [-PFILE file | -SPFILE]

00026 [-SHUTMODE normal | immediate | abort] [-TIMEOUT secs] [-RUNAS osusr/ospass]

00027 次のオプションを指定してインスタンスを編集します :

00028 -EDIT -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]

00029 [-STARTMODE auto | manual] [SRVCSTART system | demand] [-PFILE file | -SPFILE]

00030 [-SHUTMODE normal | immediate | abort] [-SHUTTYPE srvc | inst] [-RUNAS osusr/ospass]

00031 次のオプションを指定してインスタンスを削除します :

00032 -DELETE -SID sid | -ASMSID sid | -SRVC srvc | -ASMSRVC srvc

00033 次のオプションを指定してサービスとインスタンスを起動します :

00034 -STARTUP -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]

00035 [-STARTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-PFILE filename | -SPFILE]

00036 次のオプションを指定してサービスとインスタンスをシャットダウンします :

00037 -SHUTDOWN -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]

00038 [-SHUTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-SHUTMODE normal | immediate | abort]

00039 次のパラメータを指定してヘルプを問い合せます : -? | -h | -help

00040 -NEW コマンドのオプションが無効です。

00041 -EDIT コマンドのオプションが無効です。

00042 -DELETE コマンドのオプションが無効です。

00043 -STARTUP コマンドのオプションが無効です。

00044 -SHUTDOWN コマンドのオプションが無効です。

00045 ORADIM で内部エラーが発生しました

00046 PFILE が無効です。

00050 インスタンスが削除されました。

00051 インスタンスが作成されました。

00075 サービスの制御に失敗しました。

00076 サービスの削除に失敗しました。

00077 サービス構成の変更に失敗しました。

00078 サービスの開始に失敗しました。

ORADIM のエラーのエラーのエラーのエラー DIM-0000 ～～～～ DIOM-0039
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DIM-00000
エラーの発生なしで ORADIM が終了しました。

原因原因原因原因 : 指定された操作が正常に完了しました。

処置処置処置処置 : なし。

DIM-00001
ORADIM: <command> [options] です。マニュアルを参照してください。

原因原因原因原因 : 指定されたオプションが無効であるか、引数が指定されていません。

処置処置処置処置 : 使用方法 : ORADIM <command> [options]

DIM-00002
指定したコマンドは無効です。

原因原因原因原因 : 有効なコマンドは、-DELETE、-EDIT、-NEW、-STARTUP および -SHUTDOWN
です。

処置処置処置処置 : 有効なコマンドを使用します。

DIM-00003
パラメータの引数が欠落しています。

原因原因原因原因 : 引数がないか、無効です。

処置処置処置処置 : 有効な引数を使用して、プログラムを再起動します。

DIM-00004
SID やサービス名が指定されていません。

原因原因原因原因 : SID またはサービス名が必須です。

処置処置処置処置 : 64 文字の有効な SIDを入力し、再試行します。

DIM-00005
64 文字を超える SID が指定されました。

原因原因原因原因 : 64 文字を超える SID が指定されています。

処置処置処置処置 : 64 文字の一意の SID に変更し、他にこの名前を使用しているサービスがないこと
を確認します。

DIM-00006
SID が欠落しています

原因原因原因原因 : SID が引数に指定されていません。

処置処置処置処置 : SID を指定します。
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DIM-00007
STARTMODE パラメータが欠落または無効です。有効な -STARTMODE パラメータは
AUTO または MANUAL です。

原因原因原因原因 : STARTMODE の引数が指定されていません。

処置処置処置処置 : 有効な起動モードを入力し、再試行します。

DIM-00008
有効なサービス名は、SID とともに追加された OracleService です。

原因原因原因原因 : 指定された Oracle サービス名が無効です。

処置処置処置処置 : サービスの名前を訂正し、再試行します。

DIM-00009
SID 名は必須です。

原因原因原因原因 : SID が指定されていません。

処置処置処置処置 : SID を入力し、再試行します。

DIM-00010
SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥OracleService キーが存在しません。

原因原因原因原因 : 指定されたレジストリ・キーが見つかりませんでした。

処置処置処置処置 : 再インストールします。問題が解決しない場合は、オラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに連絡してください。

DIM-00011
指定されたサービスは存在しません

原因原因原因原因 : サービスの編集の試行に失敗しました。

処置処置処置処置 : サービスが存在するか、ユーザーが十分な権限を持っていることを確認します。

DIM-00012
AUTOSTART オプション用の PFILE は必須です。

原因原因原因原因 : パラメータ・ファイル {PFILE} が指定されていません。

処置処置処置処置 : パラメータ・ファイルを指定します。

DIM-00013
サービス起動モードがレジストリ内に設定されていません。

原因原因原因原因 : レジストリのサービス用の起動モード・エントリを設定できませんでした。

処置処置処置処置 : ユーザーがレジストリを変更する権限を持っているかどうかを確認します。
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DIM-00014
Windows NT Service Control Manager をオープンできません。

原因原因原因原因 : Service Control Manager をオープンできませんでした。

処置処置処置処置 : ユーザー権限をチェックします。

DIM-00015
すでに稼働中の Oracle は起動できません - まずシャットダウンしてください。

原因原因原因原因 : インスタンスはすでに開始済です。

処置処置処置処置 : 再起動する前にデータベースを停止します。

DIM-00016
-SHUTTYPE パラメータが欠落または無効です。有効な -SHUTTYPE パラメータは
SRVC または INST です。

原因原因原因原因 : SHUTTYPE のオプションが指定されていないか、無効です。

処置処置処置処置 : インスタンスまたはサービスを停止するパラメータを入力し、再試行します。

DIM-00017
インスタンスのシャットダウン・モードは、次のいずれかです : a(ABORT)、
i(IMMEDIATE) または n(NORMAL)。
原因原因原因原因 : インスタンスの停止に対して無効なオプションが指定されました。

処置処置処置処置 : 正しいモードを入力し、再試行します。

DIM-00018
Oracle サービスの停止に失敗しました。

原因原因原因原因 : サービスの停止の試行に失敗しました。

処置処置処置処置 : 再試行し、ユーザー権限をチェックします。

DIM-00019
サービスの作成エラー

原因原因原因原因 : サービスを作成できませんでした。

処置処置処置処置 : ユーザー権限をチェックし、再試行します。

DIM-00020
この名前のサービスが存在します。

原因原因原因原因 : すでに存在するサービス名の作成を試行しました。

処置処置処置処置 : 別のサービス名または SID で再試行します。
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DIM-00021
レジストリのオープンに失敗しました

原因原因原因原因 : レジストリのオープンの試行に失敗しました。

処置処置処置処置 : ユーザー権限をチェックし、操作を再試行します。

DIM-00023
次のオプションを指定してインスタンスを作成します :
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00024
-NEW -SID sid | -SRVC srvc | -ASMSID sid | -ASMSRVC srvc [-SYSPWD pass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00025
[-STARTMODE auto | manual] [-SRVCSTART system | demand] [-PFILE file | 
-SPFILE]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00026
[-SHUTMODE normal | immediate | abort] [-TIMEOUT secs] [-RUNAS osusr/ospass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00027
次のオプションを指定してインスタンスを編集します :
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00028
-EDIT -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A
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DIM-00029
[-STARTMODE auto | manual] [-SRVCSTART system | demand] [-PFILE file | 
-SPFILE]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00030
[-SHUTMODE normal | immediate | abort] [-SHUTTYPE srvc | inst] 
[-RUNAS osusr/ospass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00031
次のオプションを指定してインスタンスを削除します :
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00032
-DELETE -SID sid | -ASMSID sid | -SRVC srvc | -ASMSRVC srvc
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00033
次のオプションを指定してサービスとインスタンスを起動します :
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00034
-STARTUP -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00035
[-STARTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-PFILE filename | -SPFILE]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A
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DIM-00036
次のオプションを指定してサービスとインスタンスをシャットダウンします :
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00037
-SHUTDOWN -SID sid | -ASMSID sid [-SYSPWD pass]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00038
[-SHUTTYPE srvc | inst | srvc,inst] [-SHUTMODE normal | immediate | abort]
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00039
次のパラメータを指定してヘルプを問い合せます : -? | -h | -help
原因原因原因原因 : N/A

処置処置処置処置 : N/A

DIM-00040
-NEW コマンドのオプションが無効です。

原因原因原因原因 : 新規サービスの作成に対する 1 つ以上の引数が無効です。

処置処置処置処置 : 必要なオプションを指定し、再試行します。

DIM-00041
-EDIT コマンドのオプションが無効です。

原因原因原因原因 : 既存のサービスの編集に対する 1 つ以上の引数が無効です。

処置処置処置処置 : 必要なオプションを指定し、再試行します。

DIM-00042
-DELETE コマンドのオプションが無効です。

原因原因原因原因 : サービスの削除に対する 1 つ以上の引数が無効です。

処置処置処置処置 : 必要なオプションを指定し、再試行します。

DIM-00043
-STARTUP コマンドのオプションが無効です。

原因原因原因原因 : インスタンスの起動に対する 1 つ以上の引数が無効です。

処置処置処置処置 : 必要なオプションを指定し、再試行します。
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DIM-00044
-SHUTDOWN コマンドのオプションが無効です。

原因原因原因原因 : インスタンスの停止に対する 1 つ以上の引数が無効です。

処置処置処置処置 : 必要なオプションを指定し、再試行します。

DIM-00045
ORADIM で内部エラーが発生しました

原因原因原因原因 : 不明。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

DIM-00046
PFILE が無効です。

原因原因原因原因 : パラメータ・ファイル名が無効です。

処置処置処置処置 : パス名が正しいことを確認します。

DIM-00050
インスタンスが削除されました。

原因原因原因原因 : インスタンスの削除要求に成功しました。

処置処置処置処置 : なし。

DIM-00051
インスタンスが作成されました。

原因原因原因原因 : 新規インスタンスの作成要求に成功しました。

処置処置処置処置 : なし。

DIM-00075
サービスの制御に失敗しました。

原因原因原因原因 : サービスの制御の試行に失敗しました。

処置処置処置処置 : 他のエラーをチェックし、ユーザーに十分な権限があることを確認します。

DIM-00076
サービスの削除に失敗しました。

原因原因原因原因 : サービスの削除要求に失敗しました。

処置処置処置処置 : 他のエラーをチェックし、ユーザーに十分な権限があることを確認します。

DIM-00077
サービス構成の変更に失敗しました。

原因原因原因原因 : 構成の変更の試行に失敗しました。

処置処置処置処置 : 他のエラーをチェックし、ユーザーに十分な権限があることを確認します。
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DIM-00078
サービスの開始に失敗しました。

原因原因原因原因 : サービスの開始要求に失敗しました。

処置処置処置処置 : 他のエラーをチェックし、ユーザーに十分な権限があることを確認します。

データベース接続の問題データベース接続の問題データベース接続の問題データベース接続の問題
次に、Oracle Database の一般的な接続エラー・コード、原因および推奨される解決方法を
示します。

TNS-12203
TNS: 接続先に接続できません。

原因原因原因原因 : OracleServiceSID サービス、OracleHOME_NAMETNSListener サービス、または
その両方が実行されていません。

処置処置処置処置 : 両方のサービスが起動していることを確認します。

ORA-12560
TNS: 接続を失いました。

原因原因原因原因 : OracleServiceSID サービス、OracleHOME_NAMETNSListener サービス、または
その両方が実行されていません。このエラーは、SQL*Plus のような Oracle Database
ユーティリティを使用しようとした場合に発生します。このエラーは、Oracle7 エラー、

「ORA-09352: Windows32ビットの 2タスク・ドライバは新規の Oracleタスクを起
動できません」に似ています。

処置処置処置処置 : 両方のサービスが起動していることを確認します。

ORA-28575
外部プロシージャ・エージェントへの RPC 接続をオープンできません。

原因原因原因原因 : tnsnames.oraおよび listener.ora ファイルが外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャを使用するよう
に正しく構成されていません。

処置処置処置処置 : サービスを再構成します。

ORA-06512
"APPLICATIONS.OSEXEC" 行 0
原因原因原因原因 : tnsnames.oraおよび listener.oraファイルが外部プロシージャを使用する
ように正しく構成されていません。

処置処置処置処置 : サービスを再構成します。
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ORA-06512
"APPLICATIONS.TEST" 行 4
原因原因原因原因 : tnsnames.oraおよび listener.oraファイルが外部プロシージャを使用する
ように正しく構成されていません。

処置処置処置処置 : サービスを再構成します。

ORA-06512
行 2
原因原因原因原因 : tnsnames.oraおよび listener.oraファイルが外部プロシージャを使用する
ように正しく構成されていません。

処置処置処置処置 : サービスを再構成します。

ORA-01031 およびおよびおよびおよび LCC-00161
（起動時に両方のコードが表示されます。）

原因原因原因原因 : パラメータ・ファイル（init.ora）または Windows サービスが破損していま
す。これらのエラーは、通常データベースの起動時に Oracle Database でパラメータ・
ファイルを読み込めない場合に発生します。

処置処置処置処置 : SID およびサービスを削除し、再作成します。ユーザー Administrator、また
は Windows の管理者グループの完全な管理権限を持つユーザーとしてログオンしてい
ることを確認します。コマンド・プロンプトで、oradim -delete -sid sidと入力
します。sidは、データベース名（たとえば orcl）です。oradim -new -sid sid 
startmode auto -pfile full_path_to_init.oraと入力して、SID およびサー
ビスを再作成します。
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E

Windows 2000 でのでのでのでの Oracle Database の使用の使用の使用の使用

この付録では、Windows 2000 と Windows NT の違いを、主に一般的なデータベース管理タ
スクの手順の面から説明します。

この付録の項目は次のとおりです。

� Windows NT および Windows 2000 での一般的なタスクの実行方法

� Windows NT と Windows 2000 のその他の違い
使用 E-1



Windows NT および Windows 2000 での一般的なタスクの実行方法
Windows NT およびおよびおよびおよび Windows 2000 での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法
表 E-1 に、一般的なデータベース管理タスクと、これらのタスクを Windows NT および
Windows 2000 で実行するために必要なツールを示します。

表表表表 E-1 Windows NT およびおよびおよびおよび Windows 2000 での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法での一般的なタスクの実行方法

タスクタスクタスクタスク Windows NT Windows 2000

ドメイン・コントローラの
インストール

Windows セットアップ 「サーバーの構成」から Active Directory のインストー

ル・ウィザード

ユーザー・アカウントの
管理

ユーザー マネージャ

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラ「プログラ「プログラ「プログラ
ム」ム」ム」ム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→

「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー マネージャ」マネージャ」マネージャ」マネージャ」を

選択

Active Directory ユーザーとコンピュータ

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→
「「「「Active Directory」」」」を選択

グループの管理 ユーザー マネージャ Active Directory ユーザーとコンピュータ

コンピュータ・アカウント
の管理

サーバー マネージャ

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラ「プログラ「プログラ「プログラ
ム」ム」ム」ム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→

「サーバー「サーバー「サーバー「サーバー マネージャ」マネージャ」マネージャ」マネージャ」を

選択

Active Directory ユーザーとコンピュータ

ドメインへのコンピュータ
の追加

サーバー マネージャ Active Directory ユーザーとコンピュータ

信頼関係の作成または管理 ユーザー マネージャ Active Directory ドメインと信頼関係

アカウント・ポリシーの
管理

ユーザー マネージャ Active Directory ユーザーとコンピュータ

ユーザー権限の管理 ユーザー マネージャ Active Directory ユーザーとコンピュータ : ユーザー権限

を適用するコンピュータが属するドメインまたは組織単
位のグループ ポリシー オブジェクトを編集

監査ポリシーの管理 ユーザー マネージャ Active Directory ユーザーとコンピュータ : ドメイン・コ

ントローラ組織単位に割り当てられているグループ ポリ

シー オブジェクトを編集

サイト内のユーザーおよび
コンピュータに関する
ポリシーの設定

システム ポリシー エディタ

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラ「プログラ「プログラ「プログラ
ム」ム」ム」ム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→

「システム「システム「システム「システム ポリシーポリシーポリシーポリシー エディエディエディエディ

タ」タ」タ」タ」を選択

グループ ポリシー、「Active Directory サイトとサービ

ス」からアクセス

ドメイン内のユーザーおよ
びコンピュータに関する
ポリシーの設定

システム ポリシー エディタ グループ ポリシー、「Active Directory ユーザーとコン

ピュータ」からアクセス
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Windows NT とととと Windows 2000 のその他の違いのその他の違いのその他の違いのその他の違い
この項では、一般的なタスクに関係しない Windows NT と Windows 2000 の違いについて
説明します。

Windows 2000 コンピュータに対するコンピュータに対するコンピュータに対するコンピュータに対する DNS ドメイン名がない場合ドメイン名がない場合ドメイン名がない場合ドメイン名がない場合
Windows 2000 コンピュータが DNS ドメイン名で識別されない場合、次のエラー・メッ
セージが表示されます。

Calling query w32RegQueries1.7.0.17.0  RegGetValue
Key = HKEY_LOCAL_MACHINE
SubKey = SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥Tcpip¥Parameters
Value = Domain

Query Exception: GetValueKeyNotFoundException
Query Exception Class: class oracle.sysman.oii.oiil.OiilQueryException
...

組織単位内のユーザー
およびコンピュータに
関するポリシーの設定

該当なし グループ ポリシー、「Active Directory ユーザーとコン

ピュータ」からアクセス

「Security Groups」による

ポリシーの範囲のフィルタ

該当なし 「グループ ポリシー オブジェクト」プロパティ・シート

の「セキュリティ」タブにある「グループ ポリシーを適

用」のアクセス許可エントリを編集

Oracle Counters for 
Windows Performance 
Monitor の起動

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→
「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→
「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」→

「「「「Configuration and 
Migration Tools」」」」→

「「「「Oracle Counters for 
Windows Performance 
Monitor」」」」を選択

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「「「「Oracle - 
HOME_NAME」」」」→「「「「Configuration and Migration 
Tools」」」」→「「「「Oracle Counters for Windows Performance 
Monitor」」」」を選択

「サービスサービスサービスサービス」ダイアログへの
アクセス

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→
「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→

「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択

「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→

「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択

表表表表 E-1 Windows NT およびおよびおよびおよび Windows 2000 での一般的なタスクの実行方法（続き）での一般的なタスクの実行方法（続き）での一般的なタスクの実行方法（続き）での一般的なタスクの実行方法（続き）

タスクタスクタスクタスク Windows NT Windows 2000
Windows 2000 での Oracle Database の使用 E-3



Windows NT と Windows 2000 のその他の違い
次の手順を実行します。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」→「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク ID」」」」→「プロ「プロ「プロ「プロ
パティ」パティ」パティ」パティ」→「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」→「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ DNS サフィクス」サフィクス」サフィクス」サフィクス」を選択しま
す。

2. たとえば、us.oracle.comのようにドメイン名を入力します。

Windows 2000 に組み込まれているに組み込まれているに組み込まれているに組み込まれている Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール
Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソールは、Windows NT では別途提供されますが、Windows 2000 には
組み込まれています。

RAW パーティションパーティションパーティションパーティション
Windows NT では、ディスク アドミニストレータを使用して、Oracle Real Application 
Clusters に必要な RAW パーティションパーティションパーティションパーティションを作成します。

Windows 2000 では、「コンピュータの管理」を使用して、ベーシック・ディスク
（Windows NT の RAW パーティションと互換性のある）を作成します。「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→
「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」→「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」→「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」「コンピュータの管理」を選択します。

サービスの自動起動サービスの自動起動サービスの自動起動サービスの自動起動
Oracle サービスサービスサービスサービスは、Windows NT 4.0 上で自動的に起動します。Windows 2000 へのアップ
グレード後は、サービスは起動しますがデータベースは起動しません。

これを解決するには、ORADIM を使用し、サービスを削除して再作成します。

ORADIM を使用してインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスを削除するには、次のように入力します。

ORADIM -DELETE -SID SIDA, SIDB, SIDC, ... 
ORADIM -DELETE -SRVC SRVCA, SRVCB, SRVC, ... 

それぞれの要素は次のとおりです。

� SIDA、SIDB、SIDCは、削除する SID の値です。

� SRVCA、SRVCB、SRVCは、削除するサービスの値です。

アップグレード中、ディスクは NTFS 5 に変換され、異なるアクセス認可認可認可認可が使用されます。
新しいサービスは同じアカウントで自動的に起動しますが、以前と同じ Windows の権限は
ありません。
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Oracle Database の Windows と UNIX での相
F

Oracle Database のののの Windows とととと UNIX でのでのでのでの

相違点相違点相違点相違点

この付録では、Oracle Database の Windows と UNIX 上での主な相違点について説明しま
す。UNIX プラットフォームから Windows へ移行する Oracle Database 開発者およびデータ
ベース管理者にとって、この情報は、Oracle Database に関連する Windows の機能を理解す
るうえで役立ちます。

この付録の項目は次のとおりです。

� 自動起動および停止

� バックグラウンド処理およびバッチ・ジョブ

� 診断およびチューニング・ユーティリティ

� ディスクへの直接書込み

� Dynamic Link Library（DLL）

� ホット・バックアップ

� 初期化パラメータ : 複数のデータベース・ライター

� アカウントおよびグループのインストール

� インストール

� メモリー・リソース

� Microsoft Transaction Server

� 複数の Oracle ホームおよび OFA

� プロセスおよびスレッド

� RAW パーティション

� サービス
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自動起動および停止
自動起動および停止自動起動および停止自動起動および停止自動起動および停止
UNIX では、インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスを自動的に起動するには、異なるディレクトリの複数のファイル
およびスクリプトを使用します。コンピュータを停止するときは、別のスクリプトを使用し
て、Oracle Database などのアプリケーションを完全に停止します。

Windows で自動起動を行うには、ORADIM などの Oracle Database ツールを使用して、レレレレ
ジストリジストリジストリジストリ・パラメータ ORA_SID_AUTOSTARTを trueに設定します。コマンド・プロンプ
トに、パラメータを含めて次のように入力します。

C:¥> oradim options

リスナーリスナーリスナーリスナーを自動的に起動するには、サービスサービスサービスサービスの起動の種類を「自動」に設定します。

Windows で自動停止を行うには、レジストリ・パラメータ ORA_SHUTDOWNおよび
ORA_SID_SHUTDOWNを、関連する OracleServiceSIDを停止し、データベースを停止するよ
うに設定します。レジストリ・パラメータ ORA_SID_SHUTDOWNTYPEを設定して、停止
モードを制御します（デフォルトは i、つまり immediateです）。

バックグラウンド処理およびバッチ・ジョブバックグラウンド処理およびバッチ・ジョブバックグラウンド処理およびバッチ・ジョブバックグラウンド処理およびバッチ・ジョブ
UNIX には、バックグラウンド処理およびバッチ・ジョブ用の高度な制御メカニズムがあり
ます。

Windows で同様の機能を使用するには、AT コマンドまたは Microsoft リソース キットの
GUI バージョンを使用します。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� 第 5 章「Windows でのデータベースの管理」

� 『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』
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ディスクへの直接書込み
診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ診断およびチューニング・ユーティリティ
UNIX では、sarや vmstatなどのユーティリティを使用して、Oracle Database のバック
グラウンド・プロセスおよびシャドウ・プロセスを監視します。これらのユーティリティ
は、Oracle Database とは統合されていません。

Windows で使用可能なパフォーマンス・ユーティリティには、Oracle Counters for 
Windows Performance Monitor、タスク マネージャ、コントロール パネル、イベント 
ビューア、ユーザー マネージャおよび Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール（Windows 2000 のみ）が
あります。 

Oracle Database は、これらのいくつかのツールと統合されています。次に例を示します。

� Oracle Counters for Windows Performance Monitor には、主要な Oracle Database 情報
が表示されます。Oracle Database のパフォーマンス要素が組み込まれている点を除け
ば、Windows のパフォーマンス モニタと、外観と操作は同じです。

� イベント ビューアには、Oracle Database の起動 / 停止メッセージ、監査証跡などのシ
ステムの警告メッセージが表示されます。

� Windows のタスク マネージャには、UNIX の ps -efコマンドや HP OpenVMS の
SHOW SYSTEMと同様、現在実行中のプロセスおよびリソース使用量が表示されます。
ただし、タスク マネージャの方がわかりやすく、また列をカスタマイズできます。 

ディスクへの直接書込みディスクへの直接書込みディスクへの直接書込みディスクへの直接書込み
UNIX および Windows の両プラットフォームとも、ファイル・システムのバッファ・
キャッシュを使用しない場合、データはディスクに書き込まれます。

UNIX の場合、ファイル・システムのバッファ・キャッシュの使用を避けるために、Oracle 
Database では O_SYNCフラグを使用します。フラグ名は、UNIX ポートによって決まりま
す。

Windows の場合、Oracle Database ではファイル・システムのバッファ・キャッシュはまっ
たく使用されません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 第 2 章「Windows でのデータベース・ツール」

� 第 6 章「Windows でのデータベースの監視」
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Dynamic Link Library（DLL）
Dynamic Link Library（（（（DLL））））
UNIX の共有ライブラリは、Windows の共有 DLL と似ています。オブジェクト・ファイル
およびアーカイブ・ライブラリがリンクされて、Oracle Database 実行可能プログラムが生
成されます。パッチのインストールなど、特定の操作後には再リンクが必要です。

Windows では、Oracle Database DLL は、実行時に実行可能ファイルの一部となるため、サ
イズは小さくなります。DLL は、複数の実行可能ファイルで共有できます。ユーザーによる
再リンクはサポートされていませんが、実行可能ファイルのイメージは、ORASTACK を使
用して変更できます。

Windows で実行可能ファイルのイメージを変更すると、大規模な SGA を使用する場合や多
数の接続をサポートする場合に、仮想メモリー不足が発生する可能性は低くなります。ただ
し、この変更は、必ずオラクル社カスタマ・サポート・センターの指示に従って実行してく
ださい。

ホット・バックアップホット・バックアップホット・バックアップホット・バックアップ
（手動）ホット・バックアップバックアップバックアップバックアップは、オフライン・バックアップ・モードの表領域表領域表領域表領域をバック
アップすることと同じです。

UNIX のバックアップ計画では、表領域をバックアップ・モードに設定し、ファイルをバッ
クアップ先にコピーし、表領域のバックアップ・モードを解除します。

Windows でも同じバックアップ計画がサポートされていますが、通常の Windows ユーティ
リティでは、使用中のファイルはコピーできません。オープン状態のデータベース・ファイ
ルをディスクの別の場所にコピーするには、OCOPY を使用します。その後、ファイルを
テープにコピーするユーティリティを使用します。 

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ : 複数のデータベース・ライター複数のデータベース・ライター複数のデータベース・ライター複数のデータベース・ライター
UNIX では、初期化パラメータ DB_WRITERSを使用して、複数のデータベース・ライター・
プロセスプロセスプロセスプロセスを指定できます。たとえば、UNIX ポートが非同期 I/O をサポートしない場合は、
複数のデータベース・ライターを使用すると便利です。

Windows でも DB_WRITERSはサポートされていますが、独自の非同期 I/O 機能が組み込ま
れているため、通常は必要ありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 13 章「Windows 用の Oracle Database の指定」
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メモリー・リソース
アカウントおよびグループのインストールアカウントおよびグループのインストールアカウントおよびグループのインストールアカウントおよびグループのインストール
UNIX では、DBA グループの概念を使用します。root アカウントを使用して、Oracle 
Database をインストールすることはできません。別の Oracle Database アカウントを手動で
作成する必要があります。

Windows では、管理グループの Windows ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名で Oracle Database をインストールす
る必要があります。ユーザー名は、Windows のローカル・グループ ORA_DBAに自動的に追
加され、SYSDBA 権限権限権限権限が与えられます。これで、ユーザーは、CONNECT / AS SYSDBAを
使用してデータベースにログオンできます。パスワードの入力は求められません。

パスワード・ファイルは %ORACLE_HOME%¥databaseディレクトリにあり、pwdSID.ora
という名前が付けられています。SIDは Oracle Database インスタンスです。

インストールインストールインストールインストール
UNIX で実行する必要がある次のすべての手動セットアップ・タスクは、Windows では必
要ありません。

� 環境変数の設定

� データベース管理者用 DBA グループの作成

� Oracle Universal Installer を実行するユーザー・グループの作成

� Oracle Databaseコンポーネントのインストールおよびアップグレード専用アカウントの
作成

メモリー・リソースメモリー・リソースメモリー・リソースメモリー・リソース
UNIX のデフォルト・カーネルが提供するリソースは、Oracle Database の中規模または大規
模インスタンスには不十分な場合があります。共有メモリー・セグメントの最大サイズ

（SHMMAX）および使用可能なセマフォの最大数（SEMMNS）が、Oracle Database の推奨値よ
り低すぎることがあります。

Windows では、Oracle Database リレーショナル・データベース管理システムがプロセス
ベースではなくスレッドスレッドスレッドスレッドベースであるため、プロセス間通信（IPC）ではリソースはほとん
ど必要ありません。ユーザーが、共有メモリーとセマフォを含むこれらのリソースを調整す
ることはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5 章「Windows でのデータベースの管理」

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database インストレーション・ガイド』
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Microsoft Transaction Server
Microsoft Transaction Server
UNIX では、Microsoft Transaction Server はサポートされていません。

Windows では、Oracle8 以降で Microsoft Transaction Server がサポートされています。
Oracle Services for Microsoft Transaction Server を使用して、COM/COM+ ベースのアプリ
ケーションを開発し、配置できます。Microsoft Transaction Server は、Oracle Database の
アプリケーション・トランザクションを調整します。

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームおよびホームおよびホームおよびホームおよび OFA
OFA の目的はすべての Oracle Database ソフトウェアを 1 つの ORACLE_HOME ディレク
トリ内に配置し、データベース・サイズの増加に応じて、異なる物理ドライブ間でデータ
ベース・ファイルを分散することです。Windows と UNIX での OFA の実装方法は同じで
す。また両方のオペレーティング・システムにおいて主なサブディレクトリとファイル名は
同じです。ただし、OFA ディレクトリ・ツリーの最上位名と変数の設定方法は異なります。

UNIX では、ORACLE_BASEはユーザーの環境に関連付けられます。ORACLE_HOMEおよび
ORACLE_SIDは、システムまたはユーザーのログイン・スクリプトで設定する必要がありま
す。シンボリック・リンクがサポートされています。すべてのファイルは同じハード・ディ
スク・ドライブの 1 つのディレクトリ内にあるように見えますが、ハード・ディスク・ドラ
イブがシンボリックにリンクしているか、またはディレクトリがマウントマウントマウントマウント・ポイントである
場合には、ファイルが異なるハード・ディスク・ドライブに配置されていることがありま
す。

Windows では、ORACLE_BASEはレジストリ（たとえば ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥
SOFTWARE¥ORACLE¥HOME0）で定義します。ORACLE_HOMEおよび ORACLE_SIDは、レジ
ストリで定義する変数です。Microsoft 社は、将来のリリースで UNIX で使用されているよ
うなシンボリック・リンクをサポートする意向を発表していますが、現在のところはサポー
トされていません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Services for Microsoft Transaction Server 開発者ガイド』

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database インストレーション・ガイド』の付録 A
「Optimal Flexible Architecture」
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プロセスおよびスレッド
プロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッドプロセスおよびスレッド
UNIX では、プロセスを使用して、データベース・ライター（DBW0）、ログ・ライター

（LGWR）、共有サーバー・プロセス・ディスパッチャおよび共有サーバーなどの各バックグ
ラウンド・タスクを実装します。データベースへの各専用接続により、そのセッション用に
別のオペレーティング・システム・プロセスが作成されます。 

Windows では、各バックグラウンド・プロセスは、1 つの大きなプロセス内のスレッドとし
て実装されます。Oracle Database インスタンスまたはシステム識別子システム識別子システム識別子システム識別子のそれぞれには、対
応する Oracle Database のプロセスが 1 つあります。たとえば、UNIX 上の 1 つのデータ
ベース・インスタンスに対する 100 の Oracle Database プロセスは、Windows では 1 つのプ
ロセス内の 100 のスレッドとして処理されます。

すべての Oracle Database バックグラウンド、専用サーバーおよびクライアント・プロセス
は、マスターである Oracle Database Windows プロセスのスレッドであり、Oracle 
Database プロセスのすべてのスレッドでリソースは共有されます。このマルチスレッド・
アーキテクチャは非常に効率的で、低いオーバーヘッドでコンテキストのスイッチングを高
速に実行できます。 

プロセスの表示、各スレッドの終了には、Oracle Administration Assistant for Windows を
使用します。「スタート」→「プログラム」→「Oracle - HOME_NAME」→「Configuration 
and Migration Tools」→「Administration Assistant for Windows」を選択します。SIDを右
クリックし、「Process Information」を選択します。

注意注意注意注意 : Microsoft 管理コンソール（MMC）は、Oracle Administration 
Assistant for Windows の起動時に起動されます。Oracle Database では、複
数のデータベース管理スナップインスナップインスナップインスナップインが MMC に統合されています。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� Oracle Administration Assistant for Windows オンライン・ヘルプ

� 第 1 章「Windows での Oracle Database アーキテクチャ」
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RAW パーティション
RAW パーティションパーティションパーティションパーティション
表領域のデータファイルは、ファイル・システムまたは RAW パーティションパーティションパーティションパーティションに格納できま
す。RAW パーティションは、最下位レベルでアクセスされる物理ディスクの一部です。

UNIX では RAW パーティション（論理ドライブ）がサポートされています。ディスク・ド
ライブ数に制限はありません。

Windows では、ドライブ文字の使用は A から Z に制限されていますが、RAW パーティ
ションを作成することにより、ディスク・ドライブの制限を回避し、ディスクを小さなセク
ションに分割できます。

Windows ディスク管理ツールを使用すると、物理ドライブ上に拡張パーティションを作成
できます。拡張パーティションとは、データベース・ファイル用の複数の論理パーティショ
ンを割り当てられる、ディスク上の RAW 領域を示します。 

拡張パーティションにより、論理パーティションを大量に定義して、Oracle Database を使
用するアプリケーションに対応できるようになり、4 つまでという Windows のパーティ
ションの制限を回避できます。また、論理パーティションには、ドライブ文字を使用しなく
てすむようにシンボリック・リンク名を付けることができます。

サービスサービスサービスサービス
Windows のサービスは、UNIX のデーモンに似ています。

Oracle Database では、データベース・インスタンスはサービス（OracleServiceSID）として
登録されます。サービスはバックグラウンド・プロセスとして起動されます。

Oracle Database インスタンスに接続して、そのインスタンスを使用するには、データベー
スの作成中に Oracle Database サービスを作成し、Oracle Database に関連付けます。Oracle 
Database にサービスが作成されると、ユーザーが誰もログオンしていない間でもサービスが
実行されます。

デフォルトでは、サービスは SYSTEM アカウントで実行されます。「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」
→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」を選択して、「サービス」ダイアログにアクセス
します。

注意注意注意注意 : RAW パーティションは、Windows で使用できる Oracle Real 
Application Clusters 環境の共有データファイルに必要です。Oracle Real 
Application Clusters では、Oracle Database インスタンスがすべてのノード
で同時に実行され、クラスタ化と高可用性を提供します。Oracle Real 
Application Clusters は、Windows XP ではサポートされていません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 付録 E「Windows 2000 での Oracle Database の使用」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5 章「Windows でのデータベースの管理」
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Oracle Database for 64-bit Win
G

Oracle Database for 64-bit Windows

Oracle Database 10gリリース 1（10.1） for 64-bit Windows は、次のオペレーティング・シス
テムで 64 ビット処理をサポートします。

� Windows XP 64-bit Edition Version 2003

� Windows Server 2003 for 64-bit Itanium 2 Systems

この付録の項目は次のとおりです。

� サポート対象外の機能

� 64-bit Windows での Oracle Database アーキテクチャ

� 64-bit Windows のデータベース・ツール

� 64 ビット・データベース・ファイルのバックアップおよびリカバリ

� 64-bit Windows のユーザーおよびロール

� 64-bit Windows のラージ・ページのサポート

� 32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行

� アプリケーションの移行

� Oracle Database for 64-bit Windows ドキュメント
dows G-1



サポート対象外の機能
サポート対象外の機能サポート対象外の機能サポート対象外の機能サポート対象外の機能
このマニュアルの他の部分に記載されている、Oracle Database の次の機能は、64 ビット・
バージョンでは現在サポートされていません。

� Oracle Enterprise Manager Grid Control の CD

� Oracle Enterprise Manager Console（Java ベース）

� Oracle Migration Workbench

� Oracle Objects for OLE

� Oracle Data Provider for .NET（ODP.NET）

� Oracle Open Gateway

� Oracle Transparent Gateways

64-bit Windows でのでのでのでの Oracle Database アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
Oracle Database for 64-bit Windows では、大容量メモリー（VLM）をサポートしません。
VLM により、32 ビット・コンピュータのアドレス空間を、デフォルト値である 2 の 32 乗バ
イトよりも大きく拡張できます。しかし、64 ビット・コンピュータのデフォルト・アドレス
空間は、すでに 2 の 64 乗バイトです。そのため、64 ビット・コンピュータには VLM は必
要ありません。

Windows XP 64-bit Edition Version 2003 と Windows Server 2003 for 64-bit Itanium 2 
Systems はどちらも 4GB RAM Tuning をサポートしていないため、Oracle Database for 
64-bit Windows では使用できません。

注意注意注意注意 : 64 ビット・バージョンの Oracle Enterprise Manager Grid Control は、
このリリースでは使用できません。64 ビット Solaris システムから Oracle 
Enterprise Manager Grid Control を使用すると、64 ビット・コンピュータ・
ノードをリモート管理できます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Oracle Database for 64-bit Windows のサポート対象外の機能の詳
細なリストは、『Oracle Database リリース・ノート』を参照
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64-bit Windows のラージ・ページのサポート
64-bit Windows のデータベース・ツールのデータベース・ツールのデータベース・ツールのデータベース・ツール
Pro*COBOL、Oracle Portal および Oracle Migration Workbench は、Oracle Database for 
64-bit Windows ではサポートされません。

64 ビット・データベース・ファイルのバックアップおよびビット・データベース・ファイルのバックアップおよびビット・データベース・ファイルのバックアップおよびビット・データベース・ファイルのバックアップおよび
リカバリリカバリリカバリリカバリ

Legato Networker は、このリリースの Oracle Database for 64-bit Windows ではサポートさ
れています。

64-bit Windows のユーザーおよびロールのユーザーおよびロールのユーザーおよびロールのユーザーおよびロール
Oracle Database for 64-bit Windows では、Oracle Internet Directory に格納されるエンター
プライズ・ユーザーおよびロールをサポートしますが、管理ツールは 32 ビット・コン
ピュータから実行する必要があります。

64-bit Windows のラージ・ページのサポートのラージ・ページのサポートのラージ・ページのサポートのラージ・ページのサポート
ラージ・ページのサポートを有効にするには、システム管理者が「メモリー内のページの
ロック」権限を oracleユーザーに付与する必要があります。この権限は、Windows のイ
ンストール時、デフォルトでは有効にはなっていません。この権限を付与するには、次のよ
うにします。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択します。

「コントロール パネル」ウィドウが開きます。

2. 「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」「管理ツール」をダブルクリックします。

「管理ツール」ウィンドウが開きます。

3. 「ローカル「ローカル「ローカル「ローカル セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ ポリシー」ポリシー」ポリシー」ポリシー」をダブルクリックします。

「ローカル セキュリティ設定」ウィンドウが開きます。

4. 「ローカル セキュリティ設定」ウィンドウの左側のペインで「ローカル ポリシー」を開
き、「ユーザー権利の割り当て」「ユーザー権利の割り当て」「ユーザー権利の割り当て」「ユーザー権利の割り当て」を選択します。

5. 「ローカル セキュリティ設定」ウィンドウの右側のペインで「メモリー内のページの「メモリー内のページの「メモリー内のページの「メモリー内のページの
ロック」ロック」ロック」ロック」を選択し、「操作」「操作」「操作」「操作」→「セキュリティ」「セキュリティ」「セキュリティ」「セキュリティ」を選択します。

「ローカル セキュリティ ポリシーの設定」ダイアログが開きます。

6. 「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

「ユーザーまたはグループの選択」ダイアログが開きます。
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64-bit Windows のラージ・ページのサポート
7. 「名前」「名前」「名前」「名前」リストから oracleユーザーを選択します。

8. 「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。

9. 「「「「OK」」」」をクリックして、「ユーザーまたはグループの選択」ダイアログを閉じます。

10. 「「「「OK」」」」をクリックして、「ローカル セキュリティ ポリシーの設定」ダイアログを閉じま
す。

Windows Server 2003 でラージ・ページを利用するには、物理メモリーのサイズがパラメー
タ・ファイルで指定されているシステム・グローバル領域（SGA）のサイズより大きい必要
があります。

ラージ・ページは、インスタンスの起動中に常に割り当てられているとはかぎりません。つ
まり、ラージ・ページを使用してすべての SGA が割り当てられるか、通常のページを使用
してすべての SGA が割り当てられるかのいずれかです。

ラージ・ページのサポートを有効にするには、次のようにします。

1. %ORACLE_HOME%¥bin¥oracle.keyに移動します。

2. テキスト・エディタで oracle.keyを開き、表示された値を控えます。この値は
Oracle Universal Installer によって設定された値です。デフォルトは次のとおりです。

SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME

3. コマンド・プロンプトでレジストリ エディタを起動します。

C:¥> regedit

注意注意注意注意 : ラージ・ページを使用すると、SGA 全体が物理メモリーにロックされ
ます。物理メモリーは、縮小操作中には解放されません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ラージ・ページの割当てに関する制限事項は、オペレーティン
グ・システムのドキュメントを参照

注意注意注意注意 : レジストリ エディタを使用すると、レジストリ・キーおよびパラメー
タ値を表示し、変更できますが、通常その必要はありません。実際、変更が
適切でないとシステムが使用できなくなることがあります。したがって上級
ユーザー以外は、レジストリを編集しないでください。レジストリに変更を
加える場合は、その前にシステムをバックアップしてください。
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32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行
4. ¥HKEY_LOCAL_MACHINEに移動します。

oracle.keyに表示された値に対応するキーを探します。たとえば、デフォルトの場
合、次のキーを探します。

¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥KEY_HOME_NAME

5. ラージ・ページのサポートを有効にする場所に応じて、次のいずれか 1 つを作成しま
す。

� ORA_LPENABLE=1: ラージ・ページのサポートをすべてのインスタンスに対して有
効にする場合

� ORA_SID_LPENABLE=1: ラージ・ページのサポートを特定のインスタンスに対して
有効にする場合

6. レジストリ エディタを終了します。

ラージ・ページを使用している場合、デフォルトでは使用可能な最小のラージ・ページ・サ
イズが割り当てられます。使用可能な最小のラージ・ページ・サイズ（16MB）は、
GetLargePageMinumum関数を使用して取得されます。

32 ビットビットビットビット Windows コンピュータからのデータベースの移行コンピュータからのデータベースの移行コンピュータからのデータベースの移行コンピュータからのデータベースの移行
次の項目について説明します。

� 32 ビット Oracle Database のバックアップ

� Oracle Database 10g リリース 1（10.1）データベースの移行

� Oracle9i 以下のデータベースの移行

注意注意注意注意 : ラージ・ページが有効になっている場合は、初期化パラメータ
lock_sgaを設定しないでください。ラージ・ページを使用すると、SGA 全
体が物理メモリーにロックされます。パラメータ lock_sgaとともに使用さ
れると、オペレーティング・システムが自動的にロックするため、データ
ベースの起動がエラーで失敗します。つまり、ラージ・ページが要求された
ときにディスクへのメモリーのページングが妨げられます。物理メモリーは、
縮小操作中には解放されません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database アップグレード・ガイド』
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32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行
32 ビットビットビットビット Oracle Database のバックアップのバックアップのバックアップのバックアップ
32 ビット Oracle ホーム・データベースをバックアップするには、次のようにします。

1. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG

2. SYSDBAでデータベース・インスタンスに接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA;

3. 64 ビット・コンピュータで制御ファイルを再作成するためにテンプレートとして使用す
る .trcファイルを作成します。

SQL> ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE TO TRACE;

4. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE;

5. データベースのフル・オフライン・バックアップを実行します。

Oracle Database 10g リリースリリースリリースリリース 1（（（（10.1）データベースの移行）データベースの移行）データベースの移行）データベースの移行
Oracle Database 10gリリース 1（10.1） for 32-bit Windows データベースを Oracle Database 
10gリリース 1（10.1） for 64-bit Windows データベースに移行するには、次のようにします。

1. Oracle Database 10gリリース 1（10.1） for 64-bit Windows をインストールします。

2. コマンド・プロンプトから Oracle Database 10gリリース 1（10.1）サービスを新規作成
します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID SID [-INTPWD PASSWORD ]-MAXUSERS USERS 
-STARTMODE AUTO -PFILE %ORACLE_HOME%¥DATABASE¥INITSID.ORA

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database Recovery Manager クイック・スタート・ガイ
ド』

関連資料関連資料関連資料関連資料 :『Oracle Database インストレーション・ガイド』
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32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行
次の表に、指定する必要がある値の詳細を示します。

3. 32 ビット・データファイルを新しい 64 ビット Oracle ホームにコピーします。

4. 32 ビット構成ファイルを 64 ビット Oracle ホームにコピーします。

a. 32 ビット初期化パラメータ・ファイルに IFILE（インクルード・ファイル）エン
トリがある場合は、IFILEエントリで指定されているファイルを 64 ビット Oracle
ホームにコピーし、新しい場所を指すように初期化パラメータ・ファイルの IFILE
エントリを編集します。

b. 32 ビット Oracle ホームにパスワード・ファイルがある場合は、そのパスワード・
ファイルを 64 ビット Oracle ホームにコピーします。デフォルトの 32 ビット・パ
スワード・ファイルは、%ORACLE_HOME%¥database¥pwdSID.oraにあります。
SIDは Oracle インスタンス ID です。

5. 64 ビット Oracle ホームで、ワード・サイズを変更する前に、%ORACLE_HOME%¥
database¥ORACLE_SID ¥init.oraファイルに _SYSTEM_TRIG_ENABLED = false
パラメータを追加します。

6. ワード・サイズの変更が完了したら、このパラメータを初期化ファイルから削除しま
す。

7. コマンド・プロンプトから 64 ビットの %ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminディレクトリ
に移動します。

8. SQL*Plus を起動します。

C:¥> sqlplus /NOLOG 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SID アップグレードするデータベースの SID

PASSWORD 新しい Oracle Database 10g リリース 1（10.1） for 64-bit Windows
データベースのパスワード。これは、SYSDBA権限で接続されるユー

ザーのパスワードです。-INTPWDオプションは必須ではありません。

このオプションを指定しない場合、オペレーティング・システム認証
が使用されるため、パスワードは不要です。

USERS SYSDBA権限および SYSOPER権限が付与されるユーザーの最大数

ORACLE_HOME Oracle ホーム・ディレクトリ。Oracle ホーム・ディレクトリのドラ

イブ名を含め、-PFILEオプションとともにフルパス名を必ず指定し

ます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : ワード・サイズの変更の詳細は、『Oracle Database アップグレー
ド・ガイド』を参照
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32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行
9. SYSDBAでデータベース・インスタンスに接続します。

SQL> CONNECT / AS SYSDBA;

10. CREATE CONTROLFILEコマンドを使用して、64 ビット制御ファイルを再作成します。
G-6 ページの「32 ビット Oracle Database のバックアップ」で作成したトレース・ファ
イルを編集し、64 ビット・コンピュータ上の Oracle ホームを指すようにデータファイ
ル、ログ・ファイルおよび制御ファイルへのパスを変更します。これにより、新しい制
御ファイルが %ORACLE_HOME%¥databaseに作成されます。

32 ビット・コンピュータ上の orcl32 データベースを 64 ビット・コンピュータ上の
orcl64 データベースに移行する例を次に示します。

CREATE CONTROLFILE REUSE DATABASE "T1" NORESETLOGS NOARCHIVELOG
    MAXLOGFILES 32
    MAXLOGMEMBERS 2
    MAXDATAFILES 32
    MAXINSTANCES 16
    MAXLOGHISTORY 1815
LOGFILE
    GROUP 1 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥REDO03.LOG'  SIZE 1M, 
    # was   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl32¥...LOG' 
    # on the 32-bit computer
    GROUP 2 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥REDO02.LOG'  SIZE 1M,
    GROUP 3 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥REDO01.LOG'  SIZE 1M
DATAFILE
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥SYSTEM01.DBF',
    # was 'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl32¥...DBF' 
    # on the 32-bit computer
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥RBS01.DBF',
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥USERS01.DBF',
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥TEMP01.DBF',
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥TOOLS01.DBF',
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥INDX01.DBF',
   'C:¥oracle¥product¥10.1.0¥oradata¥orcl64¥DR01.DBF'
CHARACTER SET WE8ISO8859P1;

11. 前述の手順で作成された新しい制御ファイルを含むように、32 ビット・コンピュータの
initファイルを変更します。

12. RESTRICTモードでデータベースを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT;

初期化パラメータ・ファイルの場所を指定するために、PFILEオプションの使用が必要
な場合があります。

13. 後続の正常終了の検証について、結果をログ・ファイルにスプールするように設定しま
す。次に例を示します。

SQL> SPOOL catoutw.log
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32 ビット Windows コンピュータからのデータベースの移行
14. 次のコマンド入力して、スクリプトの出力を画面に表示します。

SQL> SET ECHO ON;

15. 64 ビット Oracle Database で必要な形式で、既存の PL/SQL モジュールを再コンパイル
します。

SQL> @utlirp.sql;

16. ログ・ファイルへのスクリプト結果のスプールをオフにします。

SQL> SPOOL OFF;

17. スプール・ファイルをチェックし、パッケージおよびプロシージャが正常にコンパイル
されたかどうかを確認します。このファイルで問題が見つかった場合は、修正します。

18. catoutw.logの出力を画面に表示していた場合、ここで表示されないようにします。

SQL> SET ECHO OFF;

19. RESTRICTデータベース・モードを終了します。

SQL> ALTER SYSTEM DISABLE RESTRICTED SESSION;

20. 64 ビット Oracle Database 10g リリース 1（10.1）データベースのワード・サイズの変更
が完了しました。通常に使用するためにデータベースを開くことができます。

Oracle9i 以下のデータベースの移行以下のデータベースの移行以下のデータベースの移行以下のデータベースの移行
Oracle9i 以下のデータベースを Oracle Database 10gリリース 1（10.1） for 64-bit Windows
データベースに移行するには、次のようにします。

1. G-6 ページの「Oracle Database 10g リリース 1（10.1）データベースの移行」の
手順 1 ～ 11 を実行します。

2. 64 ビット・コンピュータ上のデータベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE;

3. データベースの移行を開始します。

SQL> STARTUP MIGRATE;

4. 『Oracle Database アップグレード・ガイド』の第 3 章「Oracle Database 10gの新しいリ
リースへのデータベースのアップグレード」の説明に従ってデータベースを移行しま
す。

5. データベースを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE;

6. データベースを再起動します。

SQL> STARTUP MOUNT;
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アプリケーションの移行
アプリケーションの移行アプリケーションの移行アプリケーションの移行アプリケーションの移行
Oracle64 ビット・コンポーネントを使用してアプリケーションを作成します。ビジネス・ロ
ジックを移行するには、Microsoft Developer Network（MSDN）の Web サイト
http://msdn.microsoft.com/default.aspで「Migration Tips」を参照してくださ
い。

Oracle Database for 64-bit Windows ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント
Oracle Database Document Library CD-ROM は、Oracle Database for 64-bit Windows には
付属していません。ライブラリのマニュアルはすべて、Oracle Technology Network Japan

（OTN-J）の http://otn.oracle.co.jp/document/からダウンロードできます。

OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、
http://otn.oracle.co.jp/membership/から無償で行うことができます。

注意注意注意注意 : ユーザー表の NCHAR列は、移行中に変更されません。ユーザー表の
NCHAR列を変更するには、『Oracle Database アップグレード・ガイド』の
ユーザーの NCHAR 列のアップグレードに関する項を参照してください。
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用語集用語集用語集用語集

COM/COM+ 

Microsoft 社の Component Object Model。オブジェクト指向プログラミング・アーキテク
チャで、オペレーティング・システム・サービスのセット。これらのサービスは、実行中の
アプリケーション・コンポーネントに重要なイベントを通知し、これらが実行の許可を受け
ていることを確認する。COM/COM+ は、Windows NT および Windows 2000 の Microsoft 
Transaction Server と一緒に機能するビジネス・アプリケーションを比較的容易に作成でき
るようにすることを目的としている。

DLL 

「Dynamic Link Library」を参照。

Dynamic Link Library 

必要に応じて Windows アプリケーションがロードできる実行可能ファイル。

HOME_NAME 

Oracle ホームの名前を表す。Oracle Database 10gリリース 1（10.1）では、すべての Oracle
ホームに一意の HOME_NAME がある。

init.ora 

「初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル」を参照。

LDAP 

「Lightweight Directory Access Protocol（（（（LDAP））））」を参照。

Lightweight Directory Access Protocol （（（（LDAP））））

標準的で、拡張可能なディレクトリ・アクセス・プロトコル。LDAP クライアントとサー
バーが通信に使用する共通言語。LDAP は、Oracle Internet Directory などの業界標準の
ディレクトリ製品をサポートする設計規則のフレームワークである。
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listener.ora 

サーバー上の 1 つまたは複数の Transparent Network Substrate（TNS）リスナーが記述され
ている構成ファイル。

Microsoft Transaction Server 

インターネットまたはネットワーク・サーバー上で動作する COM/COM+ ベースのトラン
ザクション処理システム。

Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール （（（（Microsoft Management Console））））

スナップインスナップインスナップインスナップインと呼ばれる管理ツールのホストとして機能するアプリケーション。Microsoft
管理コンソール自体は、機能を提供しない。

MTS 

「Microsoft Transaction Server」を参照。

OCI 

「Oracle Call Interface」を参照。

OFA 

「Optimal Flexible Architecture」を参照。

Optimal Flexible Architecture 

Oracle Database ソフトウェアおよびデータベースのファイルのネーミングおよび配置に関
する一連のガイドライン。

Oracle Call Interface 

Oracle Database のデータおよびスキーマスキーマスキーマスキーマを操作できるようにする Application Program 
Interface。データベース以外のアプリケーションと同じ方法で、Oracle Call Interface アプリ
ケーションをコンパイルおよびリンクできる。前処理またはプリコンパイルを実行する必要
はない。

Oracle Internet Directory 

Oracle Database に基づく LDAP バージョン 3 ディレクトリ・サーバー。データベース・
ユーザー、Oracle Net ネットワーク・コネクタおよびデータベース・リスナーリスナーリスナーリスナー・パラメータ
を一元管理するために使用する。
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Oracle Net 

クライアント・アプリケーションから Oracle Database サーバーへのネットワーク・セッ
ションを使用可能にする Oracle Net Services のコンポーネント。一度ネットワーク・セッ
ションが確立されると、Oracle Net は、クライアント・アプリケーションおよびデータベー
ス・サーバーのデータ送信手段として機能する。クライアント・アプリケーションとデータ
ベース・サーバー間の接続を確立し、維持する役割の他に、それらの間のメッセージ交換も
行う。Oracle Net は、ネットワーク上の各コンピュータにあるため、これらのジョブを実行
できる。

Oracle Net Services 

分散された異機種間コンピューティング環境においてエンタープライズ・レベルの接続性の
解決策を提供する一連のネットワーキング・コンポーネント。Oracle Net Services は、
Oracle Net、リスナーリスナーリスナーリスナー、Oracle Connection Manager、Oracle Net Configuration Assistant お
よび Oracle Net Manager で構成される。

Oracle PKI 

Oracle Advanced Security には、認証およびシングル・サインオンのための Oracle PKI が統
合されている。Oracle ベースのアプリケーションは、Oracle Wallet Manager を使用して、
PKI 認証および暗号化フレームワークと統合される。

Oracle Protocol Support 

特定のネットワーク・プロトコルの機能を Oracle Transparent Network Substrate（TNS）の
アーキテクチャへマップする製品。この処理では、TNS ファンクション・コールを、基礎と
なるネットワーク・プロトコルへの要求に変換する。これにより、すべてのプロトコルで
TNS がインタフェースとして動作するようになる。Oracle Net には Oracle Protocol Support
が必要である。

ORACLE_BASE 

Oracle Database ディレクトリ・ツリーのルート。Oracle Universal Installer のデフォルト設
定を使用して OFA 準拠のデータベースをインストールする場合、ORACLE_BASEは
X:¥oracle¥product¥10.1.0になる。Xは任意のハード・ディスク・ドライブ。

ORACLE_HOME 

Oracle Database 製品が動作する環境に対応する。この環境には、インストールされた製品
ファイルの場所、インストールされた製品のバイナリ・ファイルを示す PATH 変数、レジスレジスレジスレジス
トリトリトリトリ・エントリ、ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名およびプログラム・グループが含まれる。

Oracle Universal Installer のデフォルト設定を使用して OFA 準拠のデータベースをインス
トールする場合、Oracle ホーム（このマニュアルでは ORACLE_HOMEと表記）は
ORACLE_BASEの下に配置される。Oracle Database ソフトウェアの実行可能ファイルおよび
ネットワーク・ファイル用のサブディレクトリが含まれる。
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Oracle サービスサービスサービスサービス （（（（Oracle services））））

特定の Oracle Database コンポーネントと関連付けられる Windows サービスサービスサービスサービス。

PL/SQL 

Oracle Database の一部である SQL を拡張した手続き型言語。

PL/SQL を使用すると、SQL 文をプロシージャ構造と組み合せることができる。プロシー
ジャ、ファンクション、パッケージなどの PL/SQL プログラム・ユニットを定義して、実行
できる。

RAW パーティションパーティションパーティションパーティション （（（（raw partition））））

可能なかぎり低いディスク（ブロック）・レベルでアクセスされる物理ディスクの領域。

REDO ログ・バッファログ・バッファログ・バッファログ・バッファ （（（（redo log buffer））））

データベースに対する変更の情報を格納するシステム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域内の循環バッファ。

REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル （（（（redo log files））））

データベース・バッファ・キャッシュ内のデータに対するすべての変更の記録が格納される
ファイル。インスタンスに障害が生じた場合は、REDO ログ・ファイルを使用し、メモリー
にある変更されたデータをリカバリする。

SGA 

「システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域」を参照。

SID 

「システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子」を参照。

SYSDBA 

すべてのシステム権限を ADMIN OPTION付きで持ち、SYSOPER システム権限も持つ特別
なデータベース管理ロール。SYSDBAでは、CREATE DATABASEアクションおよび時間ベー
スのリカバリも許可されている。

SYSOPER 

データベース管理者に STARTUP、SHUTDOWN、ALTER DATABASE OPEN/MOUNT、ALTER 
DATABASE BACKUP、ARCHIVE LOGおよび RECOVERの実行を許可する、特別なデータベー
ス管理ロール。RESTRICTED SESSION権限も含まれる。

SYSTEM 

各データベースに自動的に作成される 2 つの標準データベース管理者ユーザー名の 1 つ。
（もう 1 つのユーザー名は SYS）。データベースのメンテナンスを行うデータベース管理者の
ユーザー名には SYSTEMが推奨される。
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tnsnames.ora 

ネット・サービス名にマップされる接続記述子を含むファイル。すべてのクライアントまた
は各クライアントで使用するために、一元的にメンテナンスすることも、ローカルでメンテ
ナンスすることもできる。

Windows グローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループ （（（（Windows global group））））

グループ独自のドメイン、そのドメイン内のメンバー・サーバーとワークステーション、お
よび信頼関係のドメインでのアクセス権および権利が付与されるグループ。これらすべての
場所で、Windows ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループのメンバーにもなる。ただし、グローバル・グルー
プには、グループ独自のドメインのユーザー・アカウントしか含めることができない。

Windows ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ （（（（Windows local group））））

グループ独自のコンピュータに対するアクセス権および権利、または（ドメインの一部の場
合）そのドメインのドメイン・コントローラに対するアクセス権および権利が付与されるグ
ループ。ただし、ローカル・グループには、グループ独自のドメインと信頼関係のドメイン
の両方からユーザー・アカウントおよび Windows グローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループを含めることがで
きる。

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード （（（（upgrade））））

Oracle Database のデータを後継リリースに変換すること。「ダウングレードダウングレードダウングレードダウングレード」および「移移移移
行行行行」を参照。

アラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイル （（（（alert file））））

データベース操作中に発生するエラー・メッセージについての重要な情報が含まれている
ファイル。

暗号化暗号化暗号化暗号化 （（（（encryption））））

メッセージを、宛先の受信者以外の第三者には読むことができない形式に変換するプロセ
ス。

移行移行移行移行 （（（（migrate））））

Oracle Database をアップグレードアップグレードアップグレードアップグレードまたはダウングレードダウングレードダウングレードダウングレードすること。あるいは、Oracle 以外
のデータベース内のデータを Oracle Database に変換すること。
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インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス （（（（instance））））

実行中の Oracle Database はすべて、Oracle Database インスタンスと関連付けられる。デー
タベースをデータベース・サーバー上で起動すると（コンピュータの種類にかかわらず）、
Oracle Database はシステム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域と呼ばれるメモリー領域を割り当てて、1 つ以
上の Oracle Database プロセスを起動する。このシステム・グローバル領域と Oracle 
Database プロセスの組合せをインスタンスという。インスタンスのメモリーおよびプロセス
は、対応するデータベースのデータを効率的に管理し、複数のユーザーがデータベースを使
用する機能を提供する。

インスタンス化インスタンス化インスタンス化インスタンス化 （（（（instantiate））））

変数を値（または他の変数）で置き換えて、より詳細に定義されたオブジェクトを作成す
る。

エンタープライズ・ドメインエンタープライズ・ドメインエンタープライズ・ドメインエンタープライズ・ドメイン （（（（enterprise domain））））

Oracle Database、エンタープライズ・ユーザーおよびエンタープライズ・ロールで構成され
るディレクトリ構造。エンタープライズ・ドメインは、共通のディレクトリ・データベース
を共有するコンピュータの集合である Windows 2000 ドメインとは異なる。

エンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザー （（（（enterprise user））））

企業内で固有の識別情報を持つユーザー。エンタープライズ・ユーザーは、スキーマスキーマスキーマスキーマを介し
て個々のデータベースに接続する。エンタープライズ・ユーザーには、データベースに対す
るユーザーのアクセス権限を決定するエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールが割り当てられる。

エンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロール （（（（enterprise role））））

複数のデータベースに対するグローバル・ロールが含まれるディレクトリ構造。エンタープエンタープエンタープエンタープ
ライズ・ユーザーライズ・ユーザーライズ・ユーザーライズ・ユーザーに付与される。

外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ （（（（external procedure））））

第 3 世代言語（C など）で記述されたファンクション。PL/SQL ファンクションまたはプロ
シージャと同様に、PL/SQL または SQL 内からコールできる。

外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザー （（（（external user））））

Windows 2000 または Windows NT オペレーティング・システムにより認証されたユー
ザー。パスワードの入力を要求されることなく Oracle Database にアクセスできる。外部
ユーザーは、通常のデータベース・ユーザー（データベース管理者以外）で、このユーザー
に対しては標準のデータベース・ロール（CONNECTおよび RESOURCEなど）を割り当て、
SYSDBA（データベース管理者）または SYSOPER（データベース・オペレータ）権限権限権限権限は割
り当てない。
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外部ルーチン外部ルーチン外部ルーチン外部ルーチン （（（（external routine））））

C などの第 3 世代言語（3GL）で記述された関数。PL/SQL ファンクションまたはプロシー
ジャと同様に、PL/SQL や SQL 内でコールできる。

外部ロール外部ロール外部ロール外部ロール （（（（external role））））

Windows NT および Windows 2000 オペレーティング・システムにより作成および管理され
るロール。一度外部ロールを作成すると、データベース・ユーザーに対してそのロールロールロールロールを付
与したり、取り消したりできる。外部ロールを作成する前に、init.ora のパラメータ
OS_ROLESを trueに設定し、Oracle Database を再起動する必要がある。Windows オペ
レーティング・システムと Oracle Database の両方を使用して、同時にロールを付与するこ
とはできない。

共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス （（（（Shared Server Process））））

多くのユーザー・プロセスが少数のサーバー・プロセスを共有できるサーバー構成。ユー
ザー・プロセスはディスパッチャ・バックグラウンド・プロセスに接続し、このバックグラ
ウンド・プロセスがクライアント要求を次に使用可能な共有サーバー・プロセスに送る。

グローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポートグローバリゼーション・サポート （（（（Globalization Support））））

データベース・ユーティリティ、エラー・メッセージ、ソートの順番、日付、時刻、通貨、
数値、暦の規則を、各国の言語およびロケールに自動的に合せる Oracle Database のアーキ
テクチャ。

グローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループ （（（（global group））））

「Windows グローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループ」を参照。

グローバル・ロールグローバル・ロールグローバル・ロールグローバル・ロール （（（（global role））））

ディレクトリで管理されるが、その権限は 1 つのデータベースに格納されるロール。

権限権限権限権限 （（（（privilege））））

特定の種類の SQL 文を実行したり、別のユーザーのオブジェクトにアクセスするための権
利。

公開鍵公開鍵公開鍵公開鍵 （（（（public key））））

公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化における、一般に公開される鍵。主に暗号化暗号化暗号化暗号化に使用されるが、署名の確認にも
使用できる。

公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化 （（（（public key cryptography））））

公開鍵暗号化は、共有公開鍵公開鍵公開鍵公開鍵と秘密鍵秘密鍵秘密鍵秘密鍵をペアで使用する、情報の暗号化暗号化暗号化暗号化および復号化復号化復号化復号化であ
る。これにより、パブリック・ネットワーク上において安全でプライベートな通信ができ
る。
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サービスサービスサービスサービス （（（（service））））

Windows のレジストリレジストリレジストリレジストリにインストールされ、Windows によって管理される実行可能プロセ
ス。一度サービスを作成して起動すると、コンピュータにログオンしているユーザーがいな
い場合にも、サービスを実行できる。

サービス名サービス名サービス名サービス名 （（（（service name））））

「ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名」を参照。

資格証明資格証明資格証明資格証明 （（（（credentials））））

データベースにアクセスするときに使用されるユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名、パスワードおよび証明書。

システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域 （（（（System Global Area））））

Oracle Database インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスのデータおよび制御情報が格納される共有メモリー構造のグ
ループ。

システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子 （（（（system identifier））））

Oracle Database インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの一意の名前。Oracle Database のインスタンスを切り替える
には、ユーザーは任意のシステム識別子を指定する必要がある。システム識別子は、
tnsnames.oraファイルの接続記述子の CONNECT DATA部分、および tnsnames.ora
ファイルのネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーの定義に含まれている。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル （（（（initialization parameter file））））

データベースおよびインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの初期化に必要な情報を含む ASCII テキスト・ファイル。

初期データベース初期データベース初期データベース初期データベース （（（（starter database））））

事前に構成された、すぐに使用可能なデータベース。最低限の情報を入力するだけで作成で
きる。

スキーマスキーマスキーマスキーマ （（（（schema））））

オブジェクトの名前付きコレクション。表、ビュー、クラスタ、プロシージャおよびパッ
ケージなど、1 人以上の特定のユーザーと関連付けられるもの。

スナップインスナップインスナップインスナップイン （（（（snap-in））））

Microsoft 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール内で動作する管理ツール。
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スナップショットスナップショットスナップショットスナップショット （（（（snapshot））））

(1) トランザクションのリカバリリカバリリカバリリカバリや読込み一貫性を提供するために、ロールバック・セグメ
ントに格納される情報。ロールバック・セグメント情報を使用して、更新前の行のスナップ
ショットを再作成できる。

(2) リモート・ノードに配置されているマスター表のある時点でのコピー。読取り専用ス
ナップショットは、問合せはできるが、更新することはできない。更新可能なスナップ
ショットは、問合せと更新の両方を行える。これらは、マスター表に加えられた変更を反映
するようにスナップショット・サイトで定期的にリフレッシュされる。

スレッドスレッドスレッドスレッド （（（（thread））））

プロセスプロセスプロセスプロセス内の各実行パス。スレッドは、プロセス内のプログラム命令を実行するオブジェク
トである。スレッドにより、1 つのプロセス内での同時処理が可能になり、プロセスが、異
なるプロセッサ上でプログラムの異なる部分を同時に実行できる。スレッドは、Windows
上でスケジュール可能な最も基本的なコンポーネントである。

制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル （（（（control file））））

データベースの物理構造を記録するファイル。データベース名、関連データベースおよびオ
ンライン REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルの名前と場所、データベース作成のタイムスタンプ、現在
のログ順序番号およびチェックポイント情報が含まれる。

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子 （（（（connect descriptor））））

特別にフォーマットされた、ネットワーク接続のための宛先の記述。接続記述子には、宛先
サービスサービスサービスサービスおよびネットワーク・ルート情報が含まれる。宛先サービスは、Oracle9i または
Oracle8i データベースのサービス名、あるいは Oracle8 リリース 8.0 データベースの Oracle
システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子を使用することにより示される。ネットワーク・ルートは、少なくとも、
ネットワーク・アドレスを使用してリスナーリスナーリスナーリスナーの場所を示す。

接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子 （（（（connect identifier））））

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップされる、ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名またはサービス名。ユーザーは、接続する
サービスサービスサービスサービスに対する接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列内の接続記述子とともにユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名およびパスワードを渡すこ
とによって、接続要求を開始する。たとえば、次のようになる。

CONNECT username/password@connect_identifier

接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列 （（（（connect string））））

「ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名」を参照。

ダウングレードダウングレードダウングレードダウングレード （（（（downgrade））））

Oracle Database のデータを旧リリースの Oracle に変換すること。「アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード」および
「移行移行移行移行」を参照。
用語集用語集用語集用語集 -9



データ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ （（（（data dictionary））））

データベースの情報を提供する読取り専用の表のセット。

データベース別名データベース別名データベース別名データベース別名 （（（（database alias））））

「ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名」を参照。

デジタル証明デジタル証明デジタル証明デジタル証明 （（（（digital certificate））））

識別情報を公開鍵公開鍵公開鍵公開鍵に安全にバインドする ITU X.509 バージョン 3 規格のデータ構造。証明書
は、エンティティの公開鍵が信頼できる識別情報（認証局認証局認証局認証局）で署名されたときに作成され
る。この証明書は、そのエンティティの情報が正しいこと、および公開鍵がそのエンティ
ティに実際に含まれていることを保証する。

デジタル署名デジタル署名デジタル署名デジタル署名 （（（（digital signature））））

デジタル署名は、公開鍵公開鍵公開鍵公開鍵アルゴリズムを使用して、送信者の秘密鍵秘密鍵秘密鍵秘密鍵でメッセージに署名する
と作成される。デジタル署名によって、文書が信頼できるものであること、別のエンティ
ティで偽造されていないこと、変更されていないこと、送信者によって拒否されないことが
保証される。

トラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイントトラスト・ポイント （（（（trust point））））

トラスト・ポイントまたは信頼できる証明書は、一定の信頼度を持つと認定された第三者の
識別情報。信頼できる証明書は、エンティティが本物であるという識別情報の確認が行われ
るときに使用される。信頼する認証局を信頼できる証明書と呼ぶ。複数レベルの信頼できる
証明書がある場合、証明連鎖における下位レベルの信頼できる証明書で、それより上のレベ
ルの証明書をすべて再確認する必要はない。

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル （（（（trace file））））

各サーバーおよびバックグラウンド・プロセスプロセスプロセスプロセスは、関連付けられたトレース・ファイルに書
き込むことができる。プロセスが内部エラーを検出すると、プロセスはエラーに関する情報
をダンプして、トレース・ファイルに書き込む。トレース・ファイルに書き込まれた情報の
中には、データベース管理者向けのものがある。また、オラクル社カスタマ・サポート・セ
ンター向けの情報もある。トレース・ファイル情報を使用して、アプリケーションおよびイ
ンスタンスも調整できる。

認可認可認可認可 （（（（authorization））））

ユーザー、プログラムまたはプロセスプロセスプロセスプロセスが、オブジェクトまたはオブジェクトのセットにアク
セスするために付与されるアクセス権。Oracle Database では、認可はロールロールロールロールの機能を介し
て実現される。1 人のユーザーまたはユーザー・グループに、1 つのロールまたはロールの
セットを付与できる。ロールはさらに他のロールに付与できる。
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認証認証認証認証 （（（（authenticate））））

コンピュータ・システム内でユーザー、デバイスまたはその他のエンティティの識別情報を
検証すること。多くの場合、システム内のリソースへのアクセスを許可するための前提条件
となる。

認証認証認証認証 （（（（authentication））））

コンピュータ・システム内でのユーザー、デバイス、その他のエンティティの識別。多くの
場合、システム内のリソースへのアクセスを許可するための前提条件となる。

認証局認証局認証局認証局 （（（（certificate authority））））

ユーザー、データベース、管理者、クライアント、サーバーなどの他のエンティティが本物
であることを証明する、信頼できる第三者機関。認証局では、ユーザーの識別情報を検証
し、認証局の秘密鍵秘密鍵秘密鍵秘密鍵の 1 つを使用して署名した証明書を付与する。

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名 （（（（net service name））））

クライアントが、Oracle Net サーバーおよび Oracle Net 接続の特定のシステム識別子システム識別子システム識別子システム識別子また
はデータベースを識別するために使用する名前。ネット・サービス名は、ポート番号とプロ
トコルにマップされる。接続文字列、データベース別名、ホスト・ストリングまたはサービ
ス名ともいう。

Oracle Net サーバー以外にも、接続が連結されている特定の SID またはデータベースも識別
する。

ネットワーク・サービスネットワーク・サービスネットワーク・サービスネットワーク・サービス （（（（network service））））

Oracle アプリケーション・ネットワークでは、サービスはサービス・コンシューマ用のタス
クを実行する。たとえば、ネーム・サーバーはクライアント用の名前解決サービスを提供す
る。

ネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナー （（（（network listener））））

1 つ以上のプロトコルで 1 つ以上のデータベースへの接続要求をリスニングする、サーバー
上のリスナー。「リスナーリスナーリスナーリスナー」を参照。

バックアップバックアップバックアップバックアップ （（（（backup））））

データのコピー。このコピーには、制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル、REDO ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル、データファイル
など、データベースの重要な部分が含まれる。

バックアップによって、予期せぬデータの消失から保護される。元データが失われた場合
は、バックアップを使用してデータを再び使用可能な状態に戻すことができる。バックアッ
プによってアプリケーション・エラーからも保護される。アプリケーションにより適切でな
い変更が行われた場合に、バックアップからリストアできる。
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秘密鍵秘密鍵秘密鍵秘密鍵 （（（（private key））））

公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化公開鍵暗号化における秘密鍵。主に復号化復号化復号化復号化に使用されるが、デジタル署名デジタル署名デジタル署名デジタル署名とともに暗号化暗号化暗号化暗号化に
も使用される。

ビュービュービュービュー （（（（view））））

1 つ以上の表の構造およびデータを選択的に表示するオブジェクト。ビューは、別のビュー
に基づくこともできる。

表領域表領域表領域表領域 （（（（tablespace））））

データベースは、表領域という 1 つ以上の論理記憶単位で構成される。表領域はセグメント
という記憶域の論理単位で構成される。セグメントはさらにエクステントで構成される。

復号化復号化復号化復号化 （（（（decryption））））

暗号化暗号化暗号化暗号化されたメッセージの内容（暗号文）を、元の読取り可能な書式（平文）に戻す変換プ
ロセス。

複数の複数の複数の複数の Oracle ホームホームホームホーム （（（（multiple Oracle homes））））

1 台のコンピュータに複数の Oracle ホームを配置する機能。

不明瞭化不明瞭化不明瞭化不明瞭化 （（（（obfuscated））））

Java プログラムの形で作成された知的財産の保護に多く使用される処理。不明瞭化では、
コード内の Java のシンボルが変更される。オリジナルのプログラム構造に変化はなく、プ
ログラムを正常に実行できるが、動作を隠すためにクラス、メソッドおよび変数名は変更さ
れる。不明瞭化されていない Java コードは再コンパイルして読むことができるが、不明瞭
化された Java コードは再コンパイルが難しく、米国政府の輸出規制を満たすことができる。

プリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラ （（（（precompiler））））

高水準ソース・プログラム内への SQL 文の埋込みを可能にするプログラミング・ツール。

プロセスプロセスプロセスプロセス （（（（process））））

実行可能ファイルを実行できるオペレーティング・システム内のメカニズム。（オペレー
ティング・システムによっては、ジョブまたはタスクという用語を使用する。）通常、プロ
セスには実行用のプライベート・メモリー領域がある。Windows では、プロセスはアプリ
ケーション（Oracle Database や Microsoft Word など）の実行時に作成される。実行可能プ
ログラムに加え、すべてのプロセスには少なくとも 1 つのスレッドスレッドスレッドスレッドが含まれる。Oracle 
Database マスター・プロセスには、数百のスレッドが含まれる。

マウントマウントマウントマウント （（（（mount））））

起動されたインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスとデータベースを関連付けること。
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ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 （（（（username））））

データベースのオブジェクトに接続してアクセスできる名前。

ユニバーサル・グループユニバーサル・グループユニバーサル・グループユニバーサル・グループ （（（（universal group））））

ユニバーサル・グループは、Windows 2000 では使用できるが、Windows NT では使用でき
ない。他のユニバーサル・グループ、ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ、グローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループグローバル・グループなど、そ
の他のグループを含めることができる。

ラッチラッチラッチラッチ （（（（latch））））

システム・グローバル領域の共有データ構造を保護するための単純な低レベルのシリアライ
ズ・メカニズム。

リカバリリカバリリカバリリカバリ （（（（recovery））））

物理的なバックアップバックアップバックアップバックアップのリストアとは、バックアップを再構築して、Oracle Database サー
バーで使用可能な状態にすることである。リストアされたバックアップのリカバリとは、
REDO レコード（つまり、バックアップ後にデータベースに行われた変更の記録）を使用し
てバックアップを更新することである。バックアップのリカバリには 2 つの異なる方法があ
る。REDO データを適用してより最近のバックアップにロールフォワードする方法と、コ
ミットされていないトランザクションに対する変更をすべてロールバックして元の状態に戻
す方法である。

リスナーリスナーリスナーリスナー （（（（listener））））

クライアント・アプリケーションから送られてくる着信接続要求をリスニングして受信する
Oracle Database サーバー・プロセスプロセスプロセスプロセス。リスナー・プロセスは、クライアントとのその後の
通信を処理する Oracle Database プロセスを起動し、新しい接続要求のリスニングに戻る。

リモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータリモート・コンピュータ （（（（remote computer））））

ネットワーク上に存在する、ローカル・コンピュータ以外のコンピュータ。

リモート・データベースリモート・データベースリモート・データベースリモート・データベース （（（（remote database））））

コンピュータ上に存在する、ローカル・データベース以外のデータベース。

レジストリレジストリレジストリレジストリ （（（（registry））））

コンピュータの構成情報を格納する Windows のリポジトリ。

レプリケーションレプリケーションレプリケーションレプリケーション （（（（replication））））

分散データベース・システムを構成する複数のデータベースのデータベース・オブジェクト
をコピーしてメンテナンスする処理。
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ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ （（（（local group））））

「Windows ローカル・グループローカル・グループローカル・グループローカル・グループ」を参照。

ローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロール （（（（local role））））

データベースにより作成および管理されるロール。一度ローカル・ロールを作成すると、
データベース・ユーザーに対してそのロールロールロールロールを付与したり、取り消したりできる。Windows 
NT（外部ロール外部ロール外部ロール外部ロール管理用）と Oracle Database（ローカル・ロール管理用）は同時に使用でき
ない。

ロールロールロールロール （（（（role））））

関連する権限の名前付きグループ。ユーザーまたは他のロールにロールを付与できる。

割当て制限割当て制限割当て制限割当て制限 （（（（quota））））

データベース・ユーザーにより使用されるデータベース記憶域の容量などのリソースの制
限。データベース管理者は、各 Oracle Database ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名に対して、表領域表領域表領域表領域の割当て制限
を設定できる。
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